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変更 対象箇所

手順 1 を変更。 xxi ページの 「ド キュ メ ン ト のダウンロー ド」

Linux および Windows 上の NPIV のサポー ト （フ ァ

イバーチャネル経由 - リ ン クサービス仕様） を追加。

4 ページの 「FCoE」

初のパラグラ フで 後の文を次のよ う に明確にし ま
し た。 「Windows Server 2016 以降は QLogic の 
QLASP チーム化 ド ラ イバをサポー ト し ません」。

7 ページの 「Windows Server でのチーム化の設定」

メ モで、 後の文を次のよ う に明確にし ま し た。
「Windows Server 2016 は Qlogic の QLASP チーム

化ド ラ イバをサポー ト し ません ”

7 ページの 「QLASP の概要」

メ モで、 1 番目と  2 番目の文を次のよ う に明確にし ま

し た。 「静的または動的な リ ン ク集約 （スイ ッ チ依存）
チームのタ イプは、 NIC パーテ ィ シ ョ ン化 （NPAR）

モー ドが有効になっているか、 iSCSI オフ ロー ドが有

効になっているポー ト でサポー ト されません。 一部の
スイ ッ チは、 動的な LACP チーム化モー ド で FCoE オ
フ ロー ド をサポー ト し ます。

9 ページの 「リ ン ク集約 （802.3ad）」

サポー ト 対象の OS のリ ス ト に RHEL 6.9、 7.4、 7.5、

SLES12 SP3 を追加。

18 ページの 「Linux」

サポー ト 対象の OS のリ ス ト に ESXi 6.0 U3、 ESXi 
6.5 U1、 ESXi 6.5 U2、 ESXi 6.7 を追加。

18 ページの 「VMware ESXi」

メ モで、 ESXi 6.7 を追加し、 それがすべてのプロ ト コ

ルにネイテ ィ ブ ・ ド ラ イバを使用する こ と を示し ま し
た。

61 ページの 「VMware ド ラ イバソ フ ト ウ ェ ア」

表 8-1 で ESXi 6.7 に圧縮済み ZIP ド ラ イバフ ァ イル

を追加。

61 ページの 「パッ ケージング」
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enable_live_grcdump パラ メ ータ を追加。 64 ページの 「enable_live_grcdump」

Windows 2016 のサポー ト を追加。 72 ページの 「ド ラ イバソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール」

（2 番目のメ モ）、 73 ページの 「イ ンス ト ーラの使用」 
（表 9-1）、 99 ページの 「Windows Server 2012、

2012 R2、 および 2016 iSCSI ブー ト セ ッ ト ア ッ プ」、

209 ページの 「概要」、 223 ページの 「Windows 
Server 2012、 2012 R2、 および 2016 FCoE ブー ト

イ ンス ト ール」、 254 ページの 「Windows Server 
2012 以降のデータ セン ターブ リ ッ ジング」、 295 ペー

ジの 「Hyper-V を使用し た Microsoft Virtualization」

（表 19-1）、 297 ページの 「チーム化ネ ッ ト ワーク  ア
ダプ タ」 （表 19-2）。

iSCSI をレガシーブー ト プロ ト コルと し て選択する手

順を追加 （手順 1 と図 10-1）。

84 ページの 「iSCSI ブー ト パラ メ ータの設定」
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はじめに

本項では、 本書の対象読者、 内容、 ド キュ メ ン ト の表示規則、 およびレーザーの安全性
についての情報を示し ます。 

対象となる読者
本書は、 コ ンピ ュータ ネ ッ ト ワーキング装置のイ ンス ト ールおよび管理の責任者を対象
と し ています。

本書の内容
本書は、 QLogic® BCM57xx および BCM57xxx 統合ネ ッ ト ワーク アダプ ターと イ ンテ

リ ジ ェ ン ト イーサネ ッ ト アダプ ターの機能、 イ ンス ト ール、 および設定について説明し
ています。

メモ

QLogic® は、 すべての QLogic アダプ ターに対する唯一の GUI 管理ツールと し

て、 QConvergeConsole® （QCC） GUI をサポー ト するよ う にな り ま し た。

QLogic Control Suite （QCS） GUI は、 57xx/57xxx コ ン ト ローラに基づいた 
QLogic アダプ ターではサポー ト されな く な り、 QCC GUI 管理ツールに置き換わ

り ま し た。 QCC GUI では、 すべての QLogic アダプ ターに、 単一画面の GUI 管
理を提供し ます。

Windows® 環境では、 QCS CLI と  Management Agents Installer を実行する

と、 QCS GUI （システムにイ ンス ト ールされていた場合） とすべての関連コ ン

ポーネン ト がシステムからアン イ ンス ト ールされます。 
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関連資料
詳細については、 『Migration Guide: QLogic/Broadcom NetXtreme I/II Adapters』

（マイグレーシ ョ ンガイ ド ： QLogic/Broadcom NetXtreme I/II アダプ ター）、 文書番号 
BC0054606-00 を参照し て く だ さい。 マイグレーシ ョ ンガイ ド には、 QLogic による特

定の Broadcom® イーサネ ッ ト 資産の買収に関する概要、 およびそのエン ド ユーザーへ

の影響が説明されてお り、 Broadcom と  QLogic 共同で作成されま し た。

ドキュメントの表示規則
本ガイ ド では次の表記上の規則を使用し ます。

  追加情報を提供し ます。

  警告記号が付いていない場合、 装置への損傷、 またはデータの

喪失の原因と なる可能性がある危険の存在を示し ます。

  警告記号が付いている場合、 軽度または中度の怪我の原因と な

る可能性がある危険の存在を示し ます。

  深刻な怪我、 または死亡の原因と なる可能性がある危険の存在

を示し ます。

 青色フ ォ ン ト のテキス ト は、 本ガイ ド内の図、 表、 または項へのハイパーリ ン ク

（ジャ ンプ） を示し、 ウ ェ ブサイ ト へのリ ン クは下線付きの青色で表示されていま
す。 例 ：

 表 9-2 には、 ユーザーイ ン タ フ ェース と リ モー ト エージ ェ ン ト に関する問題

がリ ス ト されています。

 6 ページの 「取り付けチ ェ ッ ク リ ス ト 」 を参照し て く だ さい。

 詳細については、 www.qlogic.com にアクセス し て く だ さい。

 太字 フ ォ ン ト のテキス ト は、 メ ニューアイテム、 ボタ ン、 チ ェ ッ クボ ッ クス、 ま

たは列の見出し などのイ ン タ フ ェース要素を示し ます。 例 ：

 スタート ボタ ンを ク リ ッ ク し、 プログラム、 アクセサリ と進んで コマンド

プロンプト ク リ ッ ク し ます。 

 通知オプション で 警告アラーム チ ェ ッ クボ ッ ク スを選択し ます。

 Courier フ ォ ン ト のテキス ト は、 フ ァ イル名、 デ ィ レ ク ト リパス、 またはコ マン

ド ラ イ ンテキス ト を示し ます。 例 ：

 フ ァ イル構造の任意の場所からルー ト デ ィ レ ク ト リ に戻るには、 cd /root  
と入力し て ENTER キーを押し ます。 

 次のコ マン ド を発行し ます ： sh ./install.bin

メモ

注意

注意!

! 警告
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 キー名とキース ト ロークは大文字で表記されます。

 CTRL+P キーを押し ます。

 上矢印 キーを押し ます。

 斜体のテキス ト は、 用語、 強調、 変数、 または文書のタ イ ト ルを示し ます。 例 ：

 使用許諾契約書の完全な リ ス ト については、 QLogic ソ フ ト ウ ェ アエン ド

ユーザー使用許諾契約書を参照し て く だ さい。

 シ ョ ー ト カ ッ ト キーとは ?

 日付を入力するには、 mm/dd/yyyy を入力し ます （こ こ で、 mm は月、 dd 
は日、 yyyy は年です）。

 引用符で囲まれた ト ピ ッ ク タ イ ト ルは、 本マニュアルまたはオン ラ イ ンヘルプ

（本書では ヘルプシステム と も呼ばれています） のいずれかにある関連 ト ピ ッ ク

を指し ています。

ドキュメントのダウンロード
本書で参照される QLogic ドキュメントをダウンロードするには、次の手順を実行しま

す。

1. www.cavium.com に移動し て、 Downloads （ダウンロー ド） を ク リ ッ クする

か、 Downloads （ダウンロー ド） をポイ ン ト し てから  OEM リ ス ト の QLogic 
を ク リ ッ ク し ます。

2. 1 番目のボ ッ ク スで Converged Network Adapters （統合ネ ッ ト ワーク アダプ

ター） を ク リ ッ ク し ます。

3. 2 番目のボ ッ ク スで QLE8442 を ク リ ッ ク し ます。

4. 3 番目のボ ッ ク スで Windows Server 2016 (x64) を ク リ ッ ク し ます。

5. Go （開始） を ク リ ッ ク し ます。

6. Documentation （ド キュ メ ン ト ） セク シ ョ ンで、 対応する ド キュ メ ン ト のタ イ ト

ルを ク リ ッ ク し ます。

www.cavium.com


はじめに

レーザーの安全性についての情報

xxii BC0054508-04  J

レーザーの安全性についての情報
この製品は、 光フ ァ イバ線による通信のために、 ク ラス 1 のレーザー光 ト ラ ンシーバを

使用する こ とがあ り ます。 DHHS （米国保険社会福祉省） では、 ク ラス 1 のレーザーは

有害とは見な されていません。 IEC （International Electrotechnical Commission ： 国

際電気標準会議） 825 レーザー安全基準では、 製品がク ラス 1 のレーザーを使用し てい

る こ と を英語、 ド イ ツ語、 フ ィ ン ラ ン ド語、 およびフ ラ ンス語で記載し たラベルを付け
る こ とが義務付けられています。 ト ラ ンシーバにラベルを付ける こ とはできないので、
次のラベルが本マニュアルにて提供されています。
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1 機能と特徴

本章では、 アダプ ターに関する次の情報について説明し ます。

 機能の説明

 2 ページの 「機能」

 6 ページの 「サポー ト されるオペレーテ ィ ング環境」

 6 ページの 「ネ ッ ト ワーク リ ン ク と ア ク テ ィ ビテ ィ の状態の通知」

機能の説明
QLogic BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターは、 新しいク ラスのギガビ ッ ト イー

サネ ッ ト （GbE） および 10GbE 統合ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースコ ン ト ローラ

（C-NIC） であ り、 標準的なイーサネ ッ ト ネ ッ ト ワーク で、 高速化されたデータ ネ ッ ト

ワーク、 ス ト レージネ ッ ト ワーク を同時に実行できます。 C-NIC は、 以下のよ う なデー

タ  セン ターで使用される一般的なプロ ト コルで高速化を実現し ます。 

 1GbE、 10GbE を対象と し て TCP を高速化する TCP Offload Engine （TOE） 

 集中的なブー ト 機能 （iSCSI ブー ト ） を特長とするネ ッ ト ワーク ス ト レージア ク

セスを高速化する Internet Small Computer Systems Interface （iSCSI） オフ

ロー ド  

 フ ァ イバーチャネルブロ ッ ク ス ト レージ対応のフ ァ イバーチャネルオーバーイー

サネ ッ ト （FCoE） オフ ロー ド および高速化

1 つのイーサネ ッ ト  フ ァ ブ リ ッ ク上でデータ通信、 ス ト レージ、 ク ラス タ リ ングを行う

こ と で、 サーバーの CPU 処理パフ ォーマンスの向上、 メ モ リの利用率改善、 I/O ボ ト

ルネ ッ クの軽減が実現されるので、 複数のプロ ト コルと複数のネ ッ ト ワーク  フ ァ ブ リ ッ

ク を使用するエン タ プ ラ イズ ネ ッ ト ワーク では、 C-NIC 機能の効果が発揮されます。 

メモ

すべてのアダプ タが、 リ ス ト されている各プロ ト コルをサポー ト し ているわ
けではあ り ません。 プロ ト コル サポー ト の詳細は、 特定の製品のデータ  
シー ト を参照し て く だ さい。
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QLogic BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターには、 半二重方式機能と全二重方式

機能の両方を備えた 10Mbps、 100Mbps、 1000Mbps、 10Gbps イーサネ ッ ト  MAC 
のほか、 10Mbps、 100Mbps、 1000Mbps、 10Gbps 物理レ イヤ （PHY） が含まれま

す。 ト ラ ンシーバは、 速度の自動ネゴシエーシ ョ ンに関し て IEEE 802.3 標準に完全に

準拠し ています。

QLogic のチーム化ソ フ ト ウ ェ アを使用する と、 ロー ドバラ ンスおよびフ ォール ト ト レ

ラ ンス機能を実現するために、 ネ ッ ト ワーク をバーチャル LAN （VLAN） に分割し た

り、 複数のネ ッ ト ワーク アダプ ターをチームにグループ化し た りする こ とができます。

 チーム化の詳細については、 第 2 章 Windows Server でのチーム化の設定と  
第 11 章 QLogic チーム化サービスを参照し て く だ さい。 

 VLAN の説明については、 第 3 章 Windows での仮想 LAN を参照し て く だ さい。 

機能
以下に、 QLogic BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターの機能を一覧し ます。 アダ

プ タによ っては、 一部の機能がサポー ト されていません。

 TCP オフ ロー ド エンジン （TOE） 

 iSCSI オフ ロー ド （4 ページの 「iSCSI」 を参照）

 フ ァ イバーチャネルオーバーイーサネ ッ ト （FCoE） （4 ページの 「FCoE」 を参

照）

 NIC パーテ ィ シ ョ ン化 （NPAR）

 データ セン ターブ リ ッ ジング （DCB） ：

 拡張伝送選択 （ETS ； IEEE 802.1Qaz）

 優先度ベースフ ロー制御 （PFC ； IEEE 802.1Qbb）

 データ セン ターブ リ ッ ジング機能交換プロ ト コル （DCBX ； CEE バージ ョ

ン 1.01）

 シングルチ ッ プ ソ リ ューシ ョ ン ： 

 100/1000/10G triple-speed MAC

 1G/10G triple-speed MAC

 光学 ト ラ ンシーバ接続用のシ リ アラ イザ / デシ リ アラ イザ （SerDes） イ ン

タ フ ェース 

 PCI Express® Gen3 x8 （10GbE BCM57840 のみ）

 ゼロ コ ピー対応ハー ド ウ ェ ア 
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 その他のパフ ォーマンス機能 ： 

 TCP、 IP、 UDP チ ェ ッ クサム 
 TCP セグ メ ンテーシ ョ ン 
 適応割り込み （5 ページの 「適応割込み頻度」 を参照）

 受信側スケーリ ング （RSS）

 管理機能 ：

 QLogic Control Suite （QCS） 診断および設定ソ フ ト ウ ェ アスイー ト

（5 ページの 「QLogic Control Suite CLI」 を参照）

 PXE 2.0 仕様をサポー ト  

 Wake on LAN （WoL） のサポー ト  

 Universal Management Port （UMP） のサポー ト  

 SMBus コ ン ト ローラ  

 Advanced Configuration and Power Interface （ACPI） 1.1a 準拠 （複数

の電源モー ド） （5 ページの 「電源の管理」 を参照）

 Intelligent Platform Management Interface （IPMI） サポー ト  

 高度なネ ッ ト ワーク機能 ： 

 ジ ャ ンボフ レーム （ 大 9,600 バイ ト ）。 OS および リ ン クパー ト ナーが

ジ ャ ンボフ レームをサポー ト し ている必要があ り ます。 

 仮想 LAN 

 IEEE 規格 802.3ad チーム化

 Smart Load Balancing™ でのチーム化

 フ ロー制御 （IEEE 規格 802.3x） 

 LiveLink™ (32/64 ビ ッ ト  Windows オペレーテ ィ ング システムでサポー ト

されています ) 

 論理リ ン ク コ ン ト ロール （IEEE 規格 802.2） 

 高速オンチ ッ プの縮小命令セ ッ ト コ ンピ ュータ （RISC） プロセ ッサ （5 ページの

「内蔵 RISC プロセ ッサ搭載 ASIC」 を参照）

 96KB フ レームバッ フ ァ メ モ リ内蔵 

 サービス品質 （QoS）

 Serial Gigabit Media Independent Interface （SGMII）、 Gigabit Media 
Independent Interface （GMII）、 および Media Independent Interface （MII）
管理イ ン タ フ ェ ース 

 一意の MAC ユニキャス ト ア ド レス X 256 件 
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 128 ビ ッ ト ハッ シングハー ド ウ ェ ア機能によるマルチキャス ト ア ド レスのサポー ト  

 シ リ アルフ ラ ッ シュ  NVRAM メ モ リ  

 JTAG のサポー ト  

 PCI 電源管理イ ン タ フ ェース （v1.1） 

 64 ビ ッ ト のベースア ド レスレジス タ （BAR） 対応 

 EM64T プロセ ッサ対応 

 iSCSI および FCoE ブー ト のサポー ト

 仮想化 ：

 Microsoft®
 VMware®

 Linux®

 XenServer®

 Single Root I/O Virtualization （SR-IOV）

iSCSI
イ ン ターネ ッ ト 技術タ スク フ ォース （IETF） は、 iSCSI を標準化し ま し た。 SCSI は、

ブロ ッ ク レベル （つま り、 フ ァ イル全体ではな く 、 ス ト レージデバイスに格納されたア
ド レスデータ） の転送によ っ て、 ス ト レージデバイス との通信を可能にする一般的なプ
ロ ト コルです。 iSCSI は、 SCSI 要求 / 応答アプ リ ケーシ ョ ンプロ ト コルと  TCP/IP 
ネ ッ ト ワークでの標準化されたコ マン ド セ ッ ト をマ ッ ピング し ます。

iSCSI は、 唯一の転送プロ ト コルと し て TCP を使用するので、 TCP 処理のハー ド ウ ェ

ア高速化によ っ て大きな効果が得られます。 ただ し、 iSCSI は、 レ イヤ 5 プロ ト コルと

し て、 TCP レ イヤの上位に追加メ カニズムがあ り ます。 iSCSI 処理もオフ ロー ド にし

て、 さ らに CPU の使用率を削減できます。 

QLogic BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターは、 高のシステムパフ ォーマンス

を目指し てお り、 システムの柔軟性を維持し て変化に対応し、 現在と将来の問題である 
OS の収束や統合をサポー ト し ます。 し たがって、 ハー ド ウ ェ アやホス ト での処理の違

いに応じ て、 アダプ タの iSCSI オフ ロー ド  アーキテ クチャ も個別に開発されています。

FCoE
FCoE では、 フ ァ イバーチャネルプロ ト コルを イーサーネ ッ ト で転送できます。 FCoE 
では、 既存の Fibre Channel イ ン フ ラス ト ラ クチャ と設備投資が保護されます。 以下の 
FCoE 機能がサポー ト されています。

 完全にステー ト フルなハー ド ウ ェ ア FCoE オフ ロー ド

 FCoE と  FCoE 初期化プロ ト コル （FIP） フ レームのレシーバ分類。 FIP は、 接

続の確立と維持に使用されます。
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 レシーバ CRC オフ ロー ド

 ト ラ ンス ミ ッ タ  CRC オフ ロー ド

 フ ァ イバ チャネル ト ラ フ ィ ッ ク用に設定された専用のキュー

 優先度フ ロー制御 （PFC） と と もにロスレス動作を提供するデータ セン ターブ

リ ッ ジング （DCB）

 拡張伝送選択 （ETS） と と もに FCoE ト ラ フ ィ ッ クに リ ン ク帯域幅を割り当てる 
DCB

 技術委員会 T11 Fiber Channel - Link Service ス （FC-LS） 仕様、 Linux および 
Windows 上の N_Port ID Virtualization （NPIV） をサポー ト し ます。

電源の管理
システムの電源が切れている と きは、 WoL に対し て設定された速度で、 アダプ ターの速

度設定のリ ン クが行われます。

適応割込み頻度
アダプ ター ド ラ イバは、 全体的なアプ リ ケーシ ョ ンスループ ッ ト を向上させるため、 ト
ラ フ ィ ッ クの状態に基づいてホス ト 割込み頻度を イ ンテ リ ジ ェ ン ト に調整し ます。 ト ラ
フ ィ ッ クが少ないと きは、 アダプ ター ド ラ イバが受信し たパケ ッ ト ご とにホス ト に割り
込み、 遅延を 短化し ます。 ト ラ フ ィ ッ クが多いと きは、 複数の連続的な受信パケ ッ ト
に対し てひとつの割込みを発行し、 ホス ト  CPU サイ クルを維持し ます。 

内蔵 RISC プロセッサ搭載 ASIC
QLogic BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターのコ ア コ ン ト ロールは、 強力に統合

された高性能 ASIC 内に常駐し ています。 ASIC には RISC プロセ ッサが搭載されてお

り、 カー ド に新しい機能を追加する柔軟性を提供する と共に、 ソ フ ト ウ ェ アダウンロー
ド を通じ て将来のネ ッ ト ワーク要件に適応させます。 また、 ホス ト のオペレーシ ョ ン シ
ステムがこ う いった機能の利点を生かすよ う強化されれば、 アダプ タ  ド ラ イバではアダ

プ タにビル ト イ ン されたホス ト  オフ ロー ド 機能を利用できます。 

QLogic Control Suite CLI
QLogic Control Suite （QCS） CLI は、 システムに取り付けられている各ネ ッ ト ワーク

アダプ ターに関する役立つ情報を提供し ます。 QCS ユーテ ィ リ テ ィ では、 各アダプ

ターの詳細なテス ト 、 診断、 分析を実行できる う え、 プロパテ ィ 値の変更や各アダプ
ターの ト ラ フ ィ ッ ク情報の表示も行えます。

メモ

Dell™ では、 一度に 1 種類のアダプ ター上で しか WoL をサポー ト し ません。 
特定システムでの WoL サポー ト については、 そのシステムの文書類を参照し て く

だ さい。
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サポートされるオペレーティング環境
QLogic BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターは、 次のオペレーテ ィ ングシステム

に対する ソ フ ト ウ ェ アサポー ト を備えています。 

 Microsoft Windows （32 ビ ッ ト および 64 ビ ッ ト 拡張） 

 Linux （64 ビ ッ ト 拡張） 

 ESXi™ Server （VMware）

 Citrix® XenServer

ネットワークリンクとアクティビティの状態の通知
銅線イーサネ ッ ト 接続の場合、 ネ ッ ト ワーク リ ン ク と アク テ ィ ビテ ィ の状態は、 表 1-1 
に示すよ う に、 RJ45 コネク タ にある LED の状態で示されます。 

光フ ァ イバのイーサネ ッ ト 接続および SFP+ の場合、 ネ ッ ト ワーク  リ ン ク と アク テ ィ

ビテ ィ の状態は、 表 1-2 に示すよ う に、 ポー ト  コネク タの横にある 1 つの LED で示さ

れます。 

QLogic Control Suite も、 ネ ッ ト ワーク リ ン ク と アク テ ィ ビテ ィ の状態についての情報

を提供し ます。

表 1-1. RJ45 ポート LED が示すネットワークリンクとアクティビティの状態

ポート LED LED 表示 ネットワーク状態

リ ン ク  LED
消灯 リ ン クな し （ケーブルが接続され

ていない）

点灯 リ ン ク

アクテ ィ ビテ ィ  
LED

消灯 ネ ッ ト ワークアク テ ィ ビテ ィ な し

点滅 ネ ッ ト ワークアク テ ィ ビテ ィ

表 1-2. ポート LED が示すネットワーク リンクとアクティビティ

LED 表示 ネットワーク状態

消灯 リ ン クな し （ケーブルが接続さ
れていない）

点灯 リ ン ク

点滅 ネ ッ ト ワーク アクテ ィ ビテ ィ
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2 Windows Server での
チーム化の設定

Microsoft Windows Server® システムのチーム化設定には、 QLogic Advanced Server 
Program （QLASP） の概要、 負荷分散、 フ ォール ト ト レ ラ ンスが含まれます。 Windows 
Server 2016 以降は、 QLogic の QLASP チーム化ド ラ イバをサポー ト し ていません。

 QLASP の概要

 8 ページの 「負荷バラ ンシングと フ ォール ト ト レ ラ ンス」

QLASP の概要
QLASP は、 Windows シ リーズのオペレーテ ィ ングシステム向けの QLogic チーム化ソ

フ ト ウ ェ アです。 QLASP の設定は、 QLogic Control Suite （QCS） CLI で行われます。

QLASP では、 Dell BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターや Dell の提供する Intel 
NIC アダプ ターおよび LANs on Motherboards （LOM） を対象に、 アダプ ターのチー

ム化に対する異種サポー ト を提供し ています。

QLASP では、 レ イヤ 2 のチーム化のために、 4 タ イプのチームがサポー ト されていま

す。 

 Smart Load Balancing （スマー ト 負荷バラ ンス） およびフ ェ イルオーバー 

 リ ン ク集約 （802.3ad） 

 通有中継 （Generic EtherChannel [GEC] および Fast EtherChannel [FEC]） お

よび 802.3ad-Draft Static 

 SLB （自動フ ォールバッ クは無効） 

ネ ッ ト ワークアダプ ターのチーム化の概念の詳細については、 第 11 章 QLogic チーム

化サービスを参照し て く だ さい。

メモ

この章では、 Windows Server システムでの複数のアダプ タのチーム化について

説明し ます。 Linux オペレーテ ィ ングシステムでの類似の技術 （「チャネル結合」

と呼びます） の詳細は、 該当するオペレーテ ィ ングシステムのマニュアルを参照
し て く だ さい。
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負荷バランシングとフォールトトレランス
チーム化を行う こ と で、 ト ラ フ ィ ッ クの負荷バラ ンシングと フ ォール ト ト レ ラ ンス
（ネ ッ ト ワーク接続に失敗し た場合に、 アダプ ターの動作を冗長化する こ と） が実現でき
ます。 1 台のシステムに複数のギガビ ッ ト イーサネ ッ ト ネ ッ ト ワーク アダプ ターが取り

付けられている と きは、 仮想アダプ ターを作成する こ と で、 アダプ ターを複数のチーム
にグループ化する こ とができます。 

1 つのチームは 2 ～ 8 のネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェ ースから構成でき、 それぞれのイ ン タ

フ ェースをプ ラ イマ リ イ ン タ フ ェース と し て、 またはス タ ンバイ イ ン タ フ ェース と し て
指定できます。 （ス タ ンバイ イ ン タ フ ェ ースは、 Smart Load Balancing およびフ ェ イル

オーバータ イプのチームでのみ使用でき、 SLB チームあた り  1 つのス タ ンバイ イ ン タ

フ ェースのみを指定できます）。 アダプ タ、 ケーブル、 スイ ッ チ ポー ト 、 またはスイ ッ

チ ( チーム化されたアダプ タが別のスイ ッ チに取り付けられている もの ) の不良のため

に、 アダプ タのチーム メ ンバー通信で ト ラ フ ィ ッ クが認識されない場合、 負荷分散は再

評価され、 その他のチーム メ ンバーに再度割り当てられます。 すべてのプ ラ イマ リ アダ

プ ターがダウン し た場合は、 ホ ッ ト ス タ ンバイアダプ ターがアク テ ィ ブにな り ます。 こ
のため、 既存のセ ッ シ ョ ンが維持され、 ユーザーへの影響はあ り ません。

チーム タイプ
Windows オペレーテ ィ ング システム フ ァ ミ リ で利用可能なチームのタ イプは以下のと

お り です。

 Smart Load Balancing およびフ ェ イルオーバー 

 リ ン ク集約 （802.3ad）

 通有中継 （FEC/GEC） /802.3ad-Draft Static

 SLB （自動フ ォールバッ クは無効） 

メモ

Windows Server 2012 には NIC チー ミ ングとい う ビル ト イ ンチー ミ ングサポー

ト があ り ます。 同じ アダプ ターに対し て、 ユーザーが NIC チー ミ ングと  QLASP 
を同時に使用し てチーム化を有効にする こ とはお勧めできません。

Windows Server 2016 は、 QLogic の QLASP チーム化ド ラ イバをサポー ト し

ていません。

メモ

1 つのアダプ ターでチームを作成できますが、 これはチーム化の目的に反するた

め、 お勧めし ていません。 1 つのアダプ ターで VLAN を設定する と、 1 つのアダ

プ ターで構成されたチームが自動的に作成されます。 1 つのアダプ ターでチームを

作成するのは、 このよ う な場合だけにし て く だ さい。
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Smart Load Balancing およびフェイルオーバー

Smart Load Balancing およびフ ェ イルオーバーは、 IP フ ローに基づ く 負荷バラ ンシン

グを Broadcom® で実現し ます。 この機能は、 双方向で複数のアダプ タ  ( チーム メ ン

バー ) による IP ト ラ フ ィ ッ クのバラ ンシングをサポー ト し ます。 このチーム タ イプで

は、 チーム内のすべてのアダプ タは、 個別の MAC ア ド レスを持っ ています。 このチー

ムタ イプでは、 自動故障検出と、 別のチーム メ ンバーまたはホ ッ ト ス タ ンバイ メ ンバー
への動的フ ェ イルオーバーが行われます。 フ ェ イルオーバーは、 レ イヤ 3 プロ ト コル

（IP、 IPX、 および NetBIOS Extended User Interface [NetBEUI]） から  独立し、 既存

のレ イヤ 2 およびレ イヤ 3 スイ ッ チで実行されます。 このチーム タ イプには、 中継、 リ

ン ク集約などのスイ ッ チのコ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンは必要あ り ません。

リンク集約（802.3ad）
リ ン ク集約モー ドは、 リ ン ク集約をサポー ト し、 IEEE 802.3ad （LACP） 仕様に準拠

し ています。 コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン ソ フ ト ウ ェ アを使用する と、 特定のチーム内でど
のアダプ ターに分配するかを動的に設定する こ とができます。 リ ン クのパー ト ナーが 
802.3ad リ ン クに正し く 設定されていない場合は、 エ ラーが検出され記録されます。 こ

のモー ド では、 チーム内のすべてのアダプ タが同じ  MAC ア ド レスの受信パケ ッ ト に設

定されます。 アウ ト バウン ド の負荷バラ ンシングスキームは QLogic の QLASP ド ラ イ

バによ り決定されます。 イ ンバウン ド  パケ ッ ト のロー ド  バラ ンシング スキームは、

チームのリ ン ク  パー ト ナーによ り決定されます。 このモー ド では、 少な く と も  1 つのリ

ン ク  パー ト ナーがアク テ ィ ブ モー ド と されている必要があ り ます。

メモ

 SLB チームの設定時に LiveLink を有効にし ない場合は、 スイ ッ チまたはポー

ト でスパニングツ リープロ ト コル （STP） を無効にするか、 Port Fast を有効

にする こ と をお勧めし ます。 これによ り、 フ ェ イルオーバーの実行時にスパニ
ングツ リーのループが決定されるまでのダウン タ イムを 低限に抑える こ とが
できます。 LiveLink は、 このよ う な問題を可能な限り回避し ます。 

 TCP/IP は完全にバラ ンスど りが行われてお り、 Internetwork Packet 
Exchange （IPX） はチームの送信側だけでバラ ンスど り を行います。 他のプ

ロ ト コルの場合、 バラ ンスど りはプ ラ イマ リ アダプ ターに限定されます。 
 チーム メ ンバーが他のメ ンバーよ り も高速で リ ン ク されている場合、 ほとん

どの ト ラ フ ィ ッ クは、 高速のアダプ タ で処理されます。 

メモ

リ ン ク集約 （スイ ッ チ依存） チームのタ イプは、 NIC パーテ ィ シ ョ ン化 （NPAR）

モー ドが有効になっているか、 iSCSI オフ ロー ド が有効になっ ているポー ト でサ

ポー ト されません。 一部のスイ ッ チは、 動的 LACP チーム化モー ド で FCoE オフ

ロー ド をサポー ト し ます。 詳細については、 スイ ッ チのマニュアルを参照し て く
だ さい。
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通有中継（FEC/GEC）/802.3ad-Draft Static
通有中継 (FEC/GEC)/802.3ad-Draft Static チーム タ イプは、 同じ  MAC ア ド レスに対

するパケ ッ ト を受信するよ う に設定する点で、 リ ン ク集約 (802.3ad) チーム タ イプ と非

常に似ています。 ただ し、 通有中継 (FEC/GEC)/802.3ad-Draft Static チーム タ イプで

は、 LACP または マーカー プロ ト コルはサポー ト されません。 アダプ ターのリ ン ク

パー ト ナーが独自仕様の ト ラ ンキング方法をサポー ト するよ う 静的に設定されている環

境であれば、 このチームタ イプは使用可能です。 た と えば、 Lucent® の OpenTrunk™ 
や Cisco® の Fast EtherChannel （FEC） をサポー ト するために使用できます。 基本的

に、 通有中継チームタ イプは、 リ ン ク集約 （802.3ad） チームタ イプの簡易バージ ョ ン

といえます。 この方法は、 形式化された リ ン ク集約制御プロ ト コル （LACP） を含んで

いるので、 非常に簡易的なものにな り ます。 他のチーム タ イプ と同様に、 チームの作

成、 およびさ まざまなチームに対する物理的なアダプ タの割り当ては、 ユーザー コ ン

フ ィ ギュ レーシ ョ ン ソ フ ト ウ ェ アで静的に行います。 

通有中継 (FEC/GEC/802.3ad-Draft Static) チーム タ イプは、 受発信の ト ラ フ ィ ッ クの

ロー ド  バラ ンシングと フ ェ イルオーバーをサポー ト し ています。

SLB（自動フォールバックは無効）

SLB （自動フ ォールバッ クは無効） チームタ イプは、 Smart Load Balancing および

フ ェ イルオーバーチームタ イプ と同一です。 ただ し、 ス タ ンバイ メ ンバーがア ク テ ィ ブ
で、 プ ラ イマ リ メ ンバーが再びオン ラ イ ンになった場合、 チームはプ ラ イマ リ メ ンバー
に切り替えずに、 ス タ ンバイ メ ンバーをそのまま使用する と こ ろが異な り ます。

チーム内のプ ラ イマ リ  イ ン ターフ ェ イスはすべて、 ト ラ フ ィ ッ クの一部の送受信などの

ロー ド  バラ ンシング動作に利用されます。 ス タ ンバイ  イ ン ターフ ェ イスは、 すべてのプ

ラ イマ リ  イ ン ターフ ェ イスがリ ン ク切断された場合に代用されます。

フ ェ イルオーバーのチーム化を行う と、 万が一ネ ッ ト ワーク接続に失敗し た場合に、 ア
ダプ タの動作が冗長化されます ( フ ォル ト  ト レ ラ ンス )。 アダプ タ、 ケーブル、 スイ ッ

チ ポー ト などの不良によ り チーム内のプ ラ イマ リ  アダプ タの接続が切断される場合、 セ

カ ンダ リ  チーム メ ンバーがア ク テ ィ ブにな り、 本来プ ラ イマ リ  アダプ タに割り当てら

れていた受発信 ト ラ フ ィ ッ ク を リ ダイ レ ク ト し ます。 セ ッ シ ョ ンは継続され、 ユーザー
に影響が及ぶこ とはあ り ません。

メモ

通有中継 （FEC/GEC/802.3ad Draft Static） チームタ イプは、 NPAR モー ド の

ポー ト 、 または iSCSI オフ ロー ドが有効になっ ているポー ト ではサポー ト されま

せん。
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Smart Load Balancing およびファイルオーバー /SLB（自動
フォールバックは無効）チームタイプの制限事項

Smart Load Balancing （SLB） は、 プロ ト コル固有のスキームです。 IP のサポー ト レ

ベルを 表 2-1 に リ ス ト し ます。

Smart Load Balancing チーム タ イプは、 スイ ッ チ ポー ト を特殊な中継モー ド に設定し

な く ても、 すべてのイーサネ ッ ト  スイ ッ チで動作し ます。 IP ト ラ フ ィ ッ クのみ、 発信 ・

戻りの双方向でロー ド  バラ ンス されます。 IPX ト ラ フ ィ ッ クは、 発信方向のみでロー ド  
バラ ンスが行われます。 その他のプロ ト コル パケ ッ ト は、 1 つのプ ラ イマ リ  イ ン ター

フ ェ イスのみで送受信されます。 非 IP ト ラ フ ィ ッ クのフ ェ イルオーバーは、 Dell ネ ッ

ト ワーク アダプ ター以外ではサポー ト されていません。 通有中継チーム タ イプでは、 何

らかのポー ト 中継モー ド  ( た と えば、 Cisco の Gigabit EtherChannel などの各スイ ッ

チ メ ーカーのリ ン ク集約モー ド ) をサポー ト する イーサネ ッ ト  スイ ッ チが必要にな り ま

す。 通有中継チーム タ イプはプロ ト コルに依存せず、 すべての ト ラ フ ィ ッ クはロー ド  バ
ラ ンスが行われ、 フ ォル ト  ト レ ラ ンスの対象にな り ます。

表 2-1. Smart Load Balancing

オペレーティングシステム
フェイルオーバーとフォー
ルバック － すべて Dell

フェイルオーバーとフォー
ルバック － 複数ベンダー

プロトコル IP IP

Windows Server 2008 はい はい

Windows Server 2008 R2 はい はい

Windows Server 2012 および 2012 R2 はい はい

オペレーティングシステム 負荷バランス － すべて Dell 負荷バランス －
複数ベンダー

プロトコル IP IP

Windows Server 2008 はい はい

Windows Server 2008 R2 はい はい

Windows Server 2012 および 2012 R2 はい はい

メモ

SLB チームの設定時に LiveLink を有効にし ない場合は、 スイ ッ チで STP を無効

にするか Port Fast を有効にする こ と をお勧めし ます。 これによ り、 フ ェ イル

オーバーの実行時にスパニングツ リーのループが決定されるまでのダウン タ イム
を 低限に抑える こ とができます。 LiveLink は、 このよ う な問題を可能な限り回

避し ます。
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チーム化および大量送信オフロードとチェックサムオフロードの
サポート

Large Send Offload （LSO、 大量送信オフ ロー ド） と  Checksum Offload （チ ェ ッ ク

サムオフ ロー ド ） は、 すべてのメ ンバーが機能をサポー ト し、 その機能用に設定されて
いる場合にのみ、 チームに対し て有効に されます。
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3 Windows での仮想 LAN

本章では、 チーム化を行う ための Windows での VLAN に付いての情報を提供し ます。

 VLAN の概要

 16 ページの 「チームへの VLAN の追加」

VLAN の概要
VLAN （仮想 LAN） を利用する と、 物理 LAN を理論的なパーツに分割し、 ワークグ

ループの論理的なセグ メ ン ト を作成できます。 これによ り各論理セグ メ ン ト ご とにセ
キュ リ テ ィ ポ リ シーを設定する こ とが可能にな り ます。 定義済みの VLAN は、 その ト ラ

フ ィ ッ クや同報通信がその他の VLAN から分離されるため、 それぞれが独自の分離され

たネ ッ ト ワーク と し て機能し ます。 これによ り各論理グループ内の帯域幅の効率が向上
し ます。 サーバー上の 1 つの QLogic アダプ ターには 大 64 個 （タグ付けされたもの 
63 件、 タグ付けされていないもの 1 件） までの VLAN が定義できます。 定義できる数

はシステム内で利用できる メ モ リ数によ り異な り ます。 

チームには複数の VLAN を追加し、 異なる VLAN ID を もつ 複数の VLAN を許可する

こ とができます。 バーチャル アダプ タが追加されたそれぞれの VLAN について作成さ

れます。 

VLAN は通常、 独立し たブロー ド キャ ス ト ド メ イ ンを作成し た り、 IP サブネ ッ ト を分離

する と き利用する ものですが、 サーバーには同時に複数の VLAN を与えてお く と便利で

す。 QLogic アダプ ターなら、 ポー ト 別、 またはチーム別に複数の VLAN をサポー ト で

きます。 このためネ ッ ト ワーク設定がと ても フ レキシブルにな り ます。 
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図 3-1. タグ付けされた複数の VLAN をサポートするサーバーの例

図 3-1 は、 VLAN を使用するネ ッ ト ワークの例を示し ています。 このネ ッ ト ワーク例で

は、 物理 LAN は 1 つのスイ ッ チ、 2 つのサーバー、 5 件のク ラ イアン ト で構成されて

います。 LAN は論理的に 3 つの異なる VLAN に組織化されます。 VLAN はそれぞれ異

なる IP サブネ ッ ト を代表し ます。 表 3-1 は、 このネ ッ ト ワークの機能を示し ています。

表 3-1. VLAN ネットワークのトポロジー例

コンポーネント 説明

VLAN #1 メ イ ン サーバー、 PC #3、 PC #5 で構成される IP サブネ ッ ト です。 こ

のサブネ ッ ト はエンジニア リ ング グループを表わし ます。

VLAN #2 メ イ ンサーバー、 共有メ デ ィ アセグ メ ン ト を通じ た PC #1 および 
PC#2、 PC #5 を含みます。 この VLAN はソ フ ト ウ ェ ア開発グループで

す。

VLAN #3 メ イ ンサーバー、 アカウンテ ィ ングサーバー、 PC #4 を含みます。 この 
VLAN はアカウンテ ィ ング グループです。
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メ イ ン サーバー も頻繁に使用されるサーバーで、 すべての VLAN と  IP サブネ ッ ト か

らアクセスする必要があ り ます。 メ イ ンサーバーには QLogic アダプ

ターがイ ンス ト ールされています。 3 つの IP サブネ ッ ト はすべて、 1 つ
の物理アダプ ターイ ン タ フ ェースからアクセス し ます。 サーバーはス
イ ッ チ ポー ト の 1 つに取り付けられ、 VLAN #1、 #2、 #3 に構成し ま

す。 アダプ タ と接続されたスイ ッ チ ポー ト のタギングは両方と もオンに

し ます。 この両デバイスのタグ付けされた VLAN の容量のために、 サー

バーはネ ッ ト ワーク内では 3 つの IP サブネ ッ ト すべてで通信を行う こ と

ができますが、 同報通信分離を維持し なければな り ません。

アカウンテ ィ ング
サーバー

VLAN #3 のみで利用可能です。 アカウンテ ィ ング サーバーは VLAN #1 
と  VLAN #2 上のすべての ト ラ フ ィ ッ クから遮断されます。 このセグ メ ン

ト に接続されたスイ ッ チ ポー ト のタギングはオフにし ます。

PC #1 および 
PC #2

共有メ デ ィ ア ハブに接続し、 次にスイ ッ チに接続し ます。 PC #1 と  
PC #2 は VLAN #2 のみに属し、 論理的にはメ イ ンサーバーと  PC #5 と
同じ  IP サブネ ッ ト にあり ます。 このセグ メ ン ト に接続されたスイ ッ チ 
ポー ト のタギングはオフにし ます。 

PC #3 VLAN #1 と  PC #3 のメ ンバーは、 メ イ ン サーバーと  PC #5 と しか通

信できません。 PC #3 のスイ ッ チ ポー ト 上ではタギングはイネーブルで

きません。

PC #4 VLAN #3 のメ ンバーである PC #4 は、 サーバーと しか通信できません。

PC #4 のスイ ッ チポー ト 上ではタギングは有効にな り ません。

PC #5 VLAN #1、 #2 のメ ンバーと  PC #5 には QLogic アダプ ターがイ ンス

ト ールされています。 これはスイ ッ チ ポー ト  #10 に接続されます。 両方

のアダプ タ と スイ ッ チ ポー ト は VLAN #1 と  VLAN #2 用に設定され、

タギングがイネーブルされます。

メモ

VLAN のタギングは、 他のスイ ッ チに対する中継リ ン ク を作成するスイ ッ チポー ト

上、 または QLogic アダプ ターを使用し ているサーバーやワークステーシ ョ ン と

いった タグ付け可能なエン ド ステーシ ョ ン以外では有効にする必要はあ り ません。

Hyper-V® の場合、 チーム内ではな く 、 vSwitch-to-VM 接続内に VLAN を作成

し、 将来のホス ト システムが一致するチーム VLAN セ ッ ト ア ッ プを持っ ていな く

ても  VM ラ イブマイグレーシ ョ ンを行えるよ う にし ます。

表 3-1. VLAN ネットワークのトポロジー例 ( 続き )

コンポーネント 説明
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チームへの VLAN の追加
1 つのチームあた り、 64 個の VLAN がサポー ト できます （タグ付けされたもの 63 件、

タグ付けされていないもの 1 件）。 VLAN のチームを構成できるのは、 QLogic アダプ

ターと  Alteon® AceNIC アダプ ターのみです。 1 つのアダプ タ上に複数の VLAN があ

る場合、 アダプ タが 1 つしかないサーバーでは、 複数の IP サブネ ッ ト 上に 1 つの論理

プレゼンス しか与えられません。 1 つのチームに複数の VLAN がある場合は、 複数の 
IP サブネ ッ ト に 1 つの論理プレゼンスを与え、 ロー ドバラ ンシングと フ ェ イルオーバー

による利点を生かすこ とができます。 

メモ

フ ェ イルオーバーチームのメ ンバーであるアダプ ターが、 VLAN もサポー ト する

よ う に設定できます。 Intel LOM がフ ェ イルオーバーチームのメ ンバーである場

合、 Intel LOM では VLAN がサポー ト されないため、 VLAN をチームに設定する

こ とはできません。
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4 ハードウェアの取り付け

本章は、 QLogic BCM57xx および BCM57xxx ア ド イ ンネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェース

カー ド に適用されます。 ハー ド ウ ェ アの取り付けには以下が含まれます。

 システム要件

 19 ページの 「安全上の注意」

 19 ページの 「取り付け事前チ ェ ッ ク リ ス ト 」

 20 ページの 「ア ド イ ン NIC の取り付け」

システム要件
QLogic BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターの取り付けを開始する前に、 本項で

説明されているハー ド ウ ェ アおよびオペレーテ ィ ングシステムの要件がシステムで満た
されている こ と を確認し て く だ さい。 

ハードウェア要件
 オペレーテ ィ ング システム要件を満たす IA32 または EMT64 ベースのコ ン

ピ ュータ  

 1 基の空き PCI Express スロ ッ ト 。 アダプ ターでの PCI Express のサポー ト に

応じ て、 スロ ッ ト は以下のいずれかのタ イプにな り ます。

 PCI Express 1.0a x1
 PCI Express 1.0a x4
 PCI Express Gen2 x8
 PCI Express Gen3 x8

フルデュアルポー ト  10Gbps 帯域幅は、 PCI Express Gen2 x8 以上の高速ス

ロ ッ ト でサポー ト されます。

 128MB RAM （ 小） 

メモ

サービス担当者 ： この製品は、 アクセス制限領域 (RAL ： Restricted Access 
Location) でのイ ンス ト ールにのみ対応し ています。
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オペレーティングシステム要件

本項はサポー ト される各 OS の要件を説明し ます。 

一般

以下のホス ト イ ン タ フ ェ ースが必要です。

 PCI Express v1.0a, x1 ( またはその上位バージ ョ ン ) ホス ト イ ン タ フ ェース 

Microsoft Windows
Microsoft Windows の以下のバージ ョ ンのいずれか ：

 Windows Server 2016
 Windows Server 2012 R2
 Windows Server 2012
 Windows Server 2008 R2 SP1
 Windows Server 2008 SP2 x64
 Windows Server 2008 SP2 x32

Linux
Linux の以下のバージ ョ ンのいずれか ：

 Red Hat Enterprise Linux （RHEL） 7.5
 RHEL 7.4
 RHEL 7.3 
 RHEL 7.2
 RHEL 6.9
 RHEL 6.8
 RHEL 6.7
 SUSE Linux Enterprise Server (SLES) 12 SP2
 SLES 12 SP2
 SLES 11 SP4

VMware ESXi
vSphere® ESXi の以下のバージ ョ ンのいずれか ：

 VMware ESXi 6.7
 VMware ESXi 6.5
 VMware ESXi 6.5 U2
 VMware ESXi 6.5 U1

メモ

『Dell Update Packages Version xx.xx.xxx User’s Guide』 は、 イーサネ ッ ト ア

ダプ ターのユーザーズガイ ド と同じサイ クルで更新されていないため、 本項に記
載されたオペレーテ ィ ングシステムを 新のものとみな し て く だ さい。
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 VMware ESXi 6.0 U3
 VMware ESXi 6.0 U2

Citrix XenServer
XenServer の以下のバージ ョ ン ：

 Citrix XenServer 6.5

安全上の注意

取り付け事前チェックリスト
1. お使いのシステムが 17 ページの 「システム要件」 に記載されているハー ド ウ ェ ア

およびソ フ ト ウ ェ ア要件を満たすこ と を確認し て く だ さい。 

2. お使いのシステムが 新の BIOS を使用し ている こ と を確認し て く だ さい。 

3. システムが動作し ている場合はシャ ッ ト ダウン し て く だ さい。

4. システムのシャ ッ ト ダウンが終了し たら、 電源を切って電源コー ド を抜きます。 

5. アダプ タ を出荷用パッ ケージから取り出し、 帯電する こ とのない表面に置きます。 

6. アダプ ターに傷がないかを目視点検し ます。 特にエ ッ ジ コネク タ を確認し て く だ
さい。 損傷し たアダプ ターは取り付けないで く だ さい。 

! 警告

アダプ ターは、 死亡事故につながる恐れのある電圧で動作するシステム内に取り
付けられています。 システムのケースを開 く と きには、 以下の注意事項に従い、
怪我などのたいよ う、 またシステムコ ンポーネン ト に損傷を与えないよ う に注意
し て く だ さい。

 手や手首に着けている金属製品または装飾品等をすべて外し て下さい。

 絶縁されている、 または非導電性の工具のみを使用し て下さい。 
 内部のコ ンポーネン ト に触れる前に、 システムの電源がオフになってお り、 コ

ンセン ト から電源ケーブルが抜かれている こ と を確認し て下さい。 
 アダプ ターの取り付けまたは取り外しは、 静電気が発生し ない環境で行って下

さい。 適切にアース された リ ス ト ス ト ラ ッ プまたは他の個人用静電防止機器、
および静電マ ッ ト のご使用を強 く お勧めし ます。 

メモ

アダプ ターソ フ ト ウ ェ アをデ ィ スク または Dell サポー ト ウ ェ ブサイ ト

（ http://support.dell.com） から入手し た場合は、 アダプ ター ド ラ イバフ ァ

イルへのパスを確認し て く だ さい。

http: //support.dell.com/
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アドイン NIC の取り付け
ほとんどのシステムでは、 QLogic BCM57xx および BCM57xxx アダプ ター （ア ド イ

ン NIC） を取り付ける と きに、 以下の手順に従っ て く だ さい。 お使いの個別のシステム

でこれらのタ スク を実行する と きの詳細については、 システム同梱のマニュアルを参照
し て く だ さい。 

アドイン NIC をインストールする
1. 安全上の注意および取り付け事前チ ェ ッ ク リ ス ト を見直し ます。 アダプ ターを取

り付ける前に、 システムの電源が切れている こ と、 電源コー ド がコ ンセン ト から
抜かれている こ と、 および適切な電気接地手順に従っている こ と を確認し ます。 

2. システムのケースを開き、 PCIe® 1.0a x1、 PCIe 1.0a x4、 PCIe Gen2 x8、

PCIe Gen3 x8 の各タ イプ、 またはその他の適切なスロ ッ ト など、 アダプ ターに

基づいてスロ ッ ト を選択し ます。 幅の狭いアダプ ターをそれよ り広いスロ ッ ト に
装着する こ とはできますが （ ｘ 16 に ｘ 8 を装着）、 幅の広いアダプ ターをそれよ

り狭いスロ ッ ト に装着する こ とはできません （x4 に x8 を装着）。 PCI Express 
スロ ッ ト の識別方法が分から ない場合は、 お使いのシステムのマニュアルを参照
し て く だ さい。 

3. 選択し たスロ ッ ト からダ ミ ーカバープレー ト を取り外し ます。 

4. アダプ ターコネク タの端をシステム内の PCI Express コネク タ スロ ッ ト に合わせ

ます。 

5. カー ドの両隅に均等な力を加え、 アダプ ターカー ドがスロ ッ ト にし っかり と装着
されるまで押し下げます。 アダプ ターが正し く 装着される と、 アダプ ターポー ト
コネク タがスロ ッ ト の開口部に揃い、 アダプ ターフ ェースプレー ト がシステム
シ ャーシ と平ら な状態にな り ます。 

6. アダプ ターをアダプ ターク リ ッ プまたはねじ で固定し ます。 

7. システムのカバーを し っかり と閉じ、 帯電防止デバイスから外し ます。 

注意

カー ド装着時は力を加えすぎないよ う に し て く だ さい。 システムまたはアダ
プ ターを損傷する恐れがあ り ます。 アダプ ターを装着できない場合は、 アダ
プ ターを取り外し、 位置を揃えなおし てから再度装着し て く だ さい。



4– ハー ド ウ ェ アの取り付け

ア ド イ ン NIC の取り付け

21 BC0054508-04  J

ネットワークケーブルの接続
QLogic BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターには、 イーサネ ッ ト の銅線セグ メ ン

ト にシステムを接続するための RJ45 コネク タがあ り、 さ らにイーサネ ッ ト の光フ ァ イ

バーセグ メ ン ト にシステムを接続するための光フ ァ イバーコネク タがあ り ます。

銅線

導線を接続するには、次の手順を実行します。

1. 適切なケーブルを選択し ます。 表 4-1 には、 100 および 1000BASE-T ポー ト 、

10GBASE-T ポー ト に接続する銅線ケーブルの要件をま とめています。 

2. ケーブルの片端をアダプ ターの RJ45 コネク タに接続し ます。 

3. ケーブルのも う 片端を RJ45 イーサネ ッ ト ネ ッ ト ワークポー ト に接続し ます。 

メモ

このセク シ ョ ンは、 ブレー ド  サーバーには適用されません。

表 4-1. 100/1000BASE-T および 10GBASE-T ケーブルの仕様

ポートタイプ コネクタ メディア 最長距離

100/1000BASE-T a

a 1000BASE-T の信号送信には、 ISO/IEC 11801 ： 2002 および ANSI/EIA/TIA-568-B で規定されている、

CAT-5 の平衡ケーブル配線のツ イス ト ペア （よ り対線） が 4 本必要です。 

RJ45 CAT-5 b UTP

b CAT-5 は必要 低限の要件です。 CAT-5e、 CAT-6、 CAT-6a、 および CAT-7 は完全にサポー ト されています。

100m （328 フ ィ ー ト ）

10GBASE-T RJ45 CAT-6 c UTP

CAT-6a および CAT-7 c UTP

c 10GBASE-T の信号送信には、 ISO/IEC 11801 ： 2002 および ANSI/TIA/EIA-568-B で規定されている、

CAT-6 または CAT-6A （CAT-6 の拡張版） の平衡ケーブル配線のツイス ト ペア （よ り対線） が 4 本必要です。

40m （131 フ ィ ー ト ）

100m （328CAT- フ ィ ー ト ）
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光ファイバー

光ファイバーケーブルを接続するには、次の手順を実行します。

1. 適切なケーブルを選択し ます。 表 4-2 に、 1000 および 2500BASE-X ポー ト に

接続する光フ ァ イバーケーブルの要件をま とめます。 263 ページの 「NIC あた り

のサポー ト 対象 SFP+ モジュール」 の表も参照し て く だ さい。

2. ケーブルの片端をアダプ ターの光フ ァ イバーコネク タに接続し ます。 

3. ケーブルのも う片端を光フ ァ イバーイーサネ ッ ト ネ ッ ト ワークポー ト に接続し ます。 

表 4-2. 1000/2500BASE-X 光ファイバー仕様

ポートタイプ コネクタ メディア 最長距離

1000BASE-X LC™ 接続システム付きスモールフ ォーム

フ ァ ク タ （SFF） ト ラ ンシーバ

（Infineon® 部品番号 
V23818-K305-L57）

マルチモー ド フ ァ イバー
（MMF）

62.5/50µm グレー ドのイ ン

デッ クスフ ァ イバーにシステ
ムを 適化

550m
（1804 フ ィ ー ト ）

2500BASE-X a

a 電気機器は、 IEEE 802.3ae-2002 （XAUI） から利用されます。 2500BASE-X は、 2.5Gbp （3.125GBd） 操作を説明するため

に QLogic で使用される用語です。 

LC™ 接続システム付きスモールフ ォーム

フ ァ ク タ （SFF） ト ラ ンシーバ

（Finisar® 部品番号 FTLF8542E2KNV）

マルチモー ド フ ァ イバー
（MMF）

62.5/50µm グレー ドのイ ン

デッ クスフ ァ イバーにシステ
ムを 適化

550m
（1804 フ ィ ー ト ）
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5 管理機能

管理機能に関する情報には、 以下が含まれます。

 CIM

 24 ページの 「ホス ト バスアダプ ター API」

CIM
CIM （Common Information Model） は、 DMTF （Distributed Management Task 
Force） によ り定義されている業界標準です。 Microsoft は、 Windows Sever プ ラ ッ ト

フ ォーム上に CIM を実装し ています。 QLogic では、 Windows Server および Linux 
プ ラ ッ ト フ ォーム上で CIM をサポー ト し ます。

QLogic では、 CIM を実装する こ とによ り、 CIM ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを通じ

てユーザーに情報を もたらすさ まざまなク ラスを実現し ています。 QLogic CIM データ

プロバイダはデータのみを提供し、 ユーザーは、 好みの CIM ク ラ イアン ト ソ フ ト ウ ェ ア

で、 QLogic CIM プロバイダが公開し ている情報を参照できます。 

QLogic CIM プロバイダは、 次のク ラスを通じ て情報を提供し ます。

 QLGC_NetworkAdapter ク ラスからは、 QLogic やその他のメ ーカーのコ ン ト

ローラなどのアダプ ター群に合ったネ ッ ト ワーク アダプ ター情報が提供されます。 

 QLGC_ExtraCapacityGroup ク ラスからは、 QLASP のチーム構成が提供さ

れます。 現行の実装では、 チーム情報と チーム内の物理ネ ッ ト ワーク アダプ ター
の情報が提供されています。 

メモ

Linux ベースシステムでの CIM プロバイダのイ ンス ト ールの詳細は、 第 13 章 
Linux QCS のイ ンス ト ールを参照し て く だ さい。
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QLASP は、 イベン ト ログを通じ てイベン ト を提供し ます。 これらのイベン ト を検査ま

たは監視するには、 Windows Server プ ラ ッ ト フ ォームで提供のイベン ト ビ ューアーま

たは CIM を使用し ます。 QLogic CIM のプロバイダからは CIM の汎用イベン ト モデル

を通じ てイベン ト の情報が提供されます。 これらのイベン ト は、
__InstanceCreationEvent、 __InstanceDeletionEvent、 および 
__InstanceModificationEvent であ り、 CIM によ り定義されます。 CIM では、

イベン ト を正し く 受信するために以下の例のよ う なク エ リ を使用し、 ク ラ イアン ト アプ
リ ケーシ ョ ンから イベン ト をレジス タするためのク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンが必要
です。 
SELECT * FROM __InstanceModificationEvent 
where TargetInstance ISA "QLGC_NetworkAdapter"
SELECT * FROM __InstanceModificationEvent 
where TargetInstance ISA "QLGC_ExtraCapacityGroup"
SELECT * FROM __InstanceCreationEvent 
where TargetInstance ISA "QLGC_NetworkAdapter"
SELECT * FROM __InstanceDeletionEvent 
where TargetInstance ISA "QLGC_NetworkAdapter"
SELECT * FROM __InstanceCreationEvent 
where TargetInstance ISA "QLGC_ActsAsSpare"
SELECT * FROM __InstanceDeletionEvent 
where TargetInstance ISA "QLGC_ActsAsSpare" 
これらのイベン ト に関する詳細については、 CIM のマニュアルをご覧 く だ さい。

http://www.dmtf.org/sites/default/files/standards/documents/DSP0004V2.3_final.pdf

QLogic は、 ス ト レージ システムの CIM 管理プロ フ ァ イルを定義する SMI-S も実装し

ています。

ホストバスアダプター API
QLogic は、 Windows および Linux オペレーテ ィ ング システムの SNIA Common 
HBA API をサポー ト し ています。 Common HBA API は、 フ ァ イバ チャネル ホス ト  
バス アダプ タの管理用のアプ リ ケーシ ョ ン プログラム イ ン ターフ ェ イスです。

http: //www.dmtf.org/sites/default/files/standards/documents/DSP0004V2.3_final.pdf


25 BC0054508-04  J

6 Boot Agent ドライバソフト
ウェア

本章では、 ク ラ イアン ト 環境とサーバー環境の両方で MBA を設定する方法について説

明し ます。

 概要

 26 ページの 「ク ラ イアン ト 環境での MBA の設定」

 32 ページの 「Linux サーバー環境での MBA の設定」

概要
QLogic BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターは、 Pre-eXecution Environment
（PXE）、 Remote Program Load （RPL）、 iSCSI、 および Bootstrap Protocol
（BOOTP） をサポー ト し ています。 QLogic の Multi-Boot Agent （MBA） はソ フ ト

ウ ェ アモジュールで、 これを利用する と リ モー ト サーバーからのイ メ ージでネ ッ ト ワー
ク コ ンピ ュータ を起動する こ とができます。 QLogic MBA ド ラ イバは PXE 2.1 仕様で

構成されてお り、 分割バイナ リ イ メ ージで リ リース されます。 これらのイ メ ージは、 マ
ザーボー ドのビル ト イ ンベースコー ドの有無にかかわらず、 異なる環境にあるユーザー
にも柔軟に対応できます。 

MBA モジュールはク ラ イアン ト / サーバー環境で動作し ます。 ネ ッ ト ワークは 1 つま

たは複数のブー ト  サーバーで構成され、 ネ ッ ト ワーク全体の複数のコ ンピ ュータにブー

ト  イ メ ージを提供し ます。 QLogic への MBA モジュールの実装は、 以下の環境での動

作テス ト が完了し ています。

 Linux Red Hat PXE サーバー ： QLogic の PXE ク ラ イアン ト は、 リ モー ト ブー

ト 、 ネ ッ ト ワーク リ ソースの使用 （NFS マウン ト など）、 Linux のイ ンス ト ールが

可能です。 リ モー ト ブー ト の場合、 Linux ユニバーサルド ラ イバは QLogic 
Universal Network Driver Interface （UNDI） をシームレスにバイ ン ド するため、

Linux リ モー ト ブー ト 式のク ラ イアン ト 環境でネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースが利

用できるよ う にな り ます。 

 Intel APITEST ： QLogic PXE ド ラ イバは、 すべての API 準拠テス ト スイー ト に

合格し ています。
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 Windows Deployment Services （WDS） ： Microsoft WDS でオペレーテ ィ ン

グシステムをロー ド する と きに、 基本的なネ ッ ト ワーク接続以上に機能を拡張す
るには、 EVBD またはネ ッ ト ワーク ド ラ イバイ ン タ フ ェース仕様 （NDIS） ド ラ イ

バを使用し て WinPE （3.0 以降） を生成し ます。

クライアント環境での MBA の設定
ク ラ イアン ト 環境で MBA をセ ッ ト ア ッ プするには、 以下の手順に従います。 

1. MBA ド ラ イバの設定を行います。 

2. ブー ト 順序のために BIOS の設定を行います。 

MBA ドライバの設定
本項は、 QLogic ネ ッ ト ワーク アダプ ターのア ド イ ン NIC モデルで MBA ド ラ イバを設

定する方法について説明し ます。 QLogic ネ ッ ト ワーク アダプ ターの LOM モデルで 
MBA ド ラ イバを設定する方法については、 システムのマニュアルを確認し て く だ さい。

Comprehensive Configuration Management の使用

CCM を使用して MBA ドライバを設定するには、次の手順を実行します。

1. システムを再起動し ます。 

2. 応答を促す指示メ ッ セージが表示されたら、 4 秒以内に CTRL + S キーを押し ま

す。 アダプ ターのリ ス ト が表示されます。 

a. 設定対象のアダプ ターを選択し、 ENTER キーを押し ます。 Main （メ イ ン）

メ ニューが表示されます。

b. MBA Configuration （MBA 設定） を選択し、 図 6-1 で示されるよ う に、

MBA Configuration （MBA 設定） メニューが表示されます。

メモ

QLogic の Comprehensive Configuration Management （CCM） ユーテ ィ リ

テ ィ または Unified Extensible Firmware Interface （UEFI） を使用し て、 次の

手順で説明するよ う に一度に 1 つのアダプ ターで MBA ド ラ イバを設定する こ と

ができます。 
CCM は、 システムがレガシーモー ド になっている と きにのみ使用できます。

UEFI ブー ト モー ド では利用できません。 UEFI デバイス設定ページはどち らの

モー ド でも使用できます。
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図 6-1. CCM MBA 設定メニュー

3. Boot Protocol （ブー ト プロ ト コル） アイテムにアクセスするには、 上矢印およ

び下矢印キーを押し ます。 Preboot Execution Environment (PXE) （プ リ ブー

ト 実行環境） 以外のブー ト プロ ト コルが使用できる場合は、 右矢印または左矢印
を押し て、 FCoE または iSCSI から ブー ト プロ ト コルを選択し ます。

4. 必要に応じ て他のメ ニュー項目に移動し て、 その値を変更するには、 上向き矢印、
下向き矢印、 左向き矢印、 および右向き矢印を押し ます。 

5. 設定を保存するには、 F4 キーを押し ます。 

6. 終了し たら、 ESC キーを押し ます。

メモ

iSCSI および FCoE ブー ト 対応 LOM の場合は、 BIOS から ブー ト プロ ト

コルを設定し て く だ さい。 詳細については、 システムの文書類を参照し て く
だ さい。

メモ

システム内に複数のアダプ ターがあ り、 設定し ているアダプ ターがどれか分
からない場合は、 CTRL + F6 キーを押すと、 アダプ タのポー ト  LED が点

滅し始めます。



6–Boot Agent ド ラ イバソ フ ト ウ ェ ア

ク ラ イアン ト 環境での MBA の設定

28 BC0054508-04  J

UEFI の使用 

UEFI を使用して MBA ドライバを設定するには、次の手順を実行します。

1. システムを再起動し ます。

2. Enter the システム BIOS System Setup （セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ ） の 
Device Settings （デバイス設定） 設定メ ニューに移動し ます （図 6-2 を参照）。

図 6-2. System Setup（セットアップユーティリティ）、Device Settings（デバイス設定）

3. MBA 設定を変更するデバイスを選択し ます （図 6-3 を参照）。
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図 6-3. デバイスの設定

4. Main Configuration Page （メ イ ン設定ページ） で、 NIC Configuration
（NIC 設定） を選択し ます （図 6-4 を参照）。
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図 6-4. メイン設定ページ

5. NIC Configuration （NIC 　 設定） ページ （図 6-5 　 を参照） で、 Preboot 
Execution Environment （PXE） 以外のブー ト プロ ト コルが利用可能な場合

は、 Legacy Boot Protocol （レガシーブー ト プロ ト コル） ド ロ ッ プダウン メ

ニューを使用し て目的のブー ト プロ ト コルを選択し ます。 利用可能な場合、 他の
ブー ト プロ ト コルには 　 iSCSI や FCoE 　 などがあ り ます。 BCM57xxx 　 の 
1GbE ポー ト では、 PXE および iSCSI リ モー ト ブー ト だけがサポー ト されてい

ます。
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図 6-5. NIC 設定

6. 上向き矢印、 下向き矢印、 左向き矢印、 および右向き矢印を使用し て、 必要に応
じ て他のメ ニュー項目に移動し、 その値を変更し ます。

7. Back （戻る） を選択し て Main （メ イ ン） メ ニューに戻り ます。

8. Finish （完了） を選択し、 保存し て終了し ます。

BIOS の設定
ネ ッ ト ワークから  MBA でブー ト する と きは、 まず BIOS で MBA がイネーブルされて

いるアダプ タ をブー ト 可能デバイスにし て く だ さい。 この手順はシステムの BIOS 実装

によ り異な り ます。 手順に関し ては、 お使いのシステムのユーザー マニュアルをご覧 く

だ さい。

メモ

iSCSI 　 および 　 FCoE ブー ト 対応 LOM の場合、 ブー ト プロ ト コルは 
BIOS から設定し ます。 詳細については、 システムの文書類を参照し て く だ

さい。
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Linux サーバー環境での MBA の設定
Red Hat Enterprise Linux デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ン版では PXE サーバーがサポー ト さ

れています。 これを利用する と、 ネ ッ ト ワーク上で Linux の完全イ ンス ト ールを リ モー

ト から実行できます。 このデ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンには、 ブー ト  カーネル (vmlinuz) と  
初期 RAM デ ィ スク  (initrd) のブー ト  イ メ ージ も添付されています。 これらは、 Red 
Hat disk#1 に保存されています。 
/images/pxeboot/vmlinuz
/images/pxeboot/initrd.img
PXE サーバーを Linux 上にイ ンス ト ールする方法については、 Red Hat の文書類をご

覧 く だ さい。 

ただ し、 Red Hat Enterprise Linux に添付されている Initrd.img フ ァ イルには、

QLogic BCM57xx および BCM57xxx アダプ ター用の Linux ネ ッ ト ワーク ド ラ イバは

含まれていません。 このバージ ョ ンでは、 標準デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ン版には含まれて
いない ド ラ イバのド ラ イバ デ ィ スクが必要です。 イ ンス ト ール CD で配布されている イ

メ ージから、 QLogic BCM57xx および BCM57xxx アダプ ター用に ド ラ イバデ ィ スク

を作成する こ とができます。 詳し く は、 Linux の Readme.txt フ ァ イルをご覧 く だ

さい。
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7 Linux ドライバソフトウェア

Linux ド ラ イバソ フ ト ウ ェ アに関する情報には、 以下が含まれます。

 はじめに

 34 ページの 「制限」

 35 ページの 「パッ ケージング」

 36 ページの 「Linux ド ラ イバソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール」

 42 ページの 「Linux ド ラ イバのアンロー ド または削除」

 43 ページの 「PCI フ ァ イルをパッ チする ( オプシ ョ ン )」

 44 ページの 「ネ ッ ト ワーク イ ンス ト ール」

 44 ページの 「オプシ ョ ンプロパテ ィ のための値の設定」

 48 ページの 「ド ラ イバのデフ ォル ト 」

 50 ページの 「ド ラ イバメ ッ セージ」

 56 ページの 「チャネル結合によるチーム化」

 56 ページの 「統計」

 56 ページの 「Linux iSCSI オフ ロー ド 」

はじめに
本項では、 表 7-1 に示される QLogic BCM57xx および BCM57xxx ネ ッ ト ワーク アダ

プ ター用の Linux ド ラ イバについて説明し ます。

表 7-1. QLogic BCM57xx および BCM57xxx Linux ドライバ

Linux ドライバ 説明

bnx2x BCM57xx および BCM57xxx 10Gb ネ ッ ト ワークアダプ ター用の Linux ド ラ イバです。

このド ラ イバはハー ド ウ ェ アを直接制御し、 Linux ホス ト ネ ッ ト ワーキングス タ ッ クに代

わってイーサネ ッ ト パケ ッ ト の送受信を担います。 このド ラ イバは、 デバイス割り込みの
受信と処理も行います。 これは、 ド ラ イバ自体 （レ イヤ 2 ネ ッ ト ワーキング用） だけでな

く 、 bnx2fc （FCoE） および C-NIC ド ラ イバに代わって行われます。
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制限
Linux ド ラ イバには、 以下に説明する制限があ り ます。

 bnx2x ド ラ イバの制限

 bnx2i ド ラ イバの制限

 bnx2fc ド ラ イバの制限

bnx2x ドライバの制限
ド ラ イバの現行バージ ョ ンは、 2.6.9 以降の 2.6.x カーネルでテス ト を実施し ま し た。

bnx2x ド ラ イバは、 2.6.9 よ り も前のカーネルではコ ンパイルできないこ とがあ り ます。

テス ト は、 i386 と  x86_64 アーキテ クチャで集中的に実施し ま し た。 その他のアーキテ

クチャ では、 限定的なテス ト のみを実施し ま し た。 カーネルによ っては、 一部のソース
フ ァ イルや makefile を多少変更する必要があ り ます。

bnx2i ドライバの制限
ド ラ イバの現行バージ ョ ンは、 2.6.18 以降の 2.6.x カーネルでテス ト を実施し ま し た。

bnx2i ド ラ イバは、 以前のカーネルではコ ンパイルできません。 テス ト は、 i386 と  
x86_64 アーキテ クチャ、 RHEL 6、 RHEL 7、 および SUSE 11 SP1 以降のデ ィ ス ト

リ ビ ューシ ョ ンで集中的に実施し ま し た。

cnic C-NIC ド ラ イバは、 QLogic の上位レ イヤプロ ト コル （た と えばス ト レージ） ド ラ イバと  
QLogic の BCM57xx および BCM57xxx 1Gb および 10Gb ネ ッ ト ワークアダプ ターとの

間のイ ン タ フ ェースを提供し ます。 C-NIC モジュールは、 ダウンス ト リームの場合 bnx2 
および bnx2x ネ ッ ト ワーク ド ラ イバ、 ア ッ プス ト リームの場合 bnx2fc （FCoE） および 
bnx2i （iSCSI） ド ラ イバで使用できます。

bnx2i BCM57xx および BCM57xxx 1Gb および 10Gb ネ ッ ト ワークアダプ ター上で、 iSCSI オ
フ ロー ド を有効にする Linux iSCSI ホス ト バスアダプ ター ド ラ イバです。 

bnx2fc Linux SCSI ス タ ッ ク と  QLogic FCoE フ ァームウ ェ アおよびハー ド ウェ アの間で変換レ イ

ヤの提供に使用される Linux FCoE カーネルモー ド ド ラ イバです。 さ らに、 FIP およびデ

バイスを検出する Open-FCoE libfc/libfcoe に代わってカプセル化された FCoE 
フ レームを送受信するネ ッ ト ワーク レ イヤとのド ラ イバイ ン タ フ ェースを提供し ます。

表 7-1. QLogic BCM57xx および BCM57xxx Linux ドライバ ( 続き )

Linux ドライバ 説明
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bnx2fc ドライバの制限
ド ラ イバの現行バージ ョ ンは、 RHEL 6.1 デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンに含まれている 
2.6.32 以降の 2.6.x カーネルでテス ト が実施されま し た。 bnx2fc ド ラ イバは、 以前の

カーネルではコ ンパイルできないこ とがあ り ます。 テス ト は、 i386 と  x86_64 アーキテ

クチャ、 RHEL 6.1、 RHEL 7.0、 および SUSE 11 SP1 以降のデ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ

ンに制限されていま し た。

パッケージング
Linux ド ラ イバは以下の 2 種類のパッ ケージ形式で配布されています。

ダイナミックカーネルモジュールサポート（DKMS）パッケージ

 netxtreme2-version.dkms.noarch.rpm
 netxtreme2-version.dkms.src.rpm

カーネルモジュールパッケージ（KMP） 
 SLES ：

 netxtreme2-kmp-[kernel]-version.i586.rpm
 netxtreme2-kmp-[kernel]-version.x86_64.rpm

 Red Hat ：

 kmod-kmp-netxtreme2-{kernel]-version.i686.rpm
 kmod-kmp-netxtreme2-{kernel]-version.x86_64.rpm

QLogic Control Suite （QCS） CLI 管理ユーテ ィ リ テ ィ も、 RPM パッ ケージ

（QCS-{version}.{arch}.rpm） の形式で配布されています。

ソースパッケージ

ド ラ イバを構築するための同一ソース フ ァ イルも この RPM と  TAR ソース パッ ケージ

に含まれています。 補足的な TAR フ ァ イルには、 ネ ッ ト ワーク イ ンス ト ール用のパッ

チ、 ド ラ イバデ ィ スケ ッ ト イ メ ージ といった付加的なユーテ ィ リ テ ィ が含まれています。

含まれている フ ァ イルの一覧を次に示し ます。

 netxtreme2-version.src.rpm ： BCM57xx および BCM57xxx bnx2、

bnx2x、 cnic、 bnx2fc、 bnx2ilibfc、 および libfcoe ド ラ イバソースを含む RPM 
パッ ケージ。 

 netxtreme2-version.tar.gz ： BCM57xx および BCM57xxx bnx2、

bnx2x、 cnic、 bnx2fc、 bnx2i、 libfc、 および libfcoe ド ラ イバソースを含む TAR 
圧縮パッ ケージ。

 iscsiuio-version.tar.gz ： iSCSI ユーザー領域管理ツールバイナ リ。
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Linux ド ラ イバには、 FCoE イ ン ターフ ェ イスを制御する フ ロン ト エン ド と し て、

Open-FCoE userspace 管理ツールに対する依存性があ り ます。 Open-FCoE ツールの

パッ ケージ名は、 RHEL 6.4 には fcoe-utils、 レガシーバージ ョ ンには open-fcoe と
なっています。

Linux ドライバソフトウェアのインストール
Linux ド ラ イバソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールする手順には以下が含まれます。

 ソース RPM パッ ケージのイ ンス ト ール

 ソース TAR フ ァ イルからの ド ラ イバの構築

 バイナ リ  DKMS RPM ド ラ イバパッ ケージのイ ンス ト ール

 バイナ リ  KMOD および KMP ド ラ イバパッ ケージのイ ンス ト ール

ソース RPM パッケージのインストール
ド ラ イバソース RPM パッ ケージを イ ンス ト ールするためのガイ ド ラ イ ンについて説明

し ます。

基礎必須項目

 Linux カーネル ソース

 C コ ンパイ ラ

ソース RPM パッケージをインストールして設定するには、次の手順を実行します。

1. ソース RPM パッ ケージを イ ンス ト ールするには、 以下を実行し ます。

rpm -ivh netxtreme2-<version>.src.rpm
2. RPM パスのデ ィ レ ク ト リ を変更し、 カーネルのバイナ リ  RPM を作成し ます。

RHEL の場合 ：

cd ~/rpmbuild
rpmbuild -bb SPECS/netxtreme2.spec
SLES の場合 ：

cd /usr/src/packages
rpmbuild -bb SPECS/netxtreme2.spec

メモ

bnx2x、 bnx2i、 または bnx2fc ド ラ イバがロー ド され、 Linux カーネルが更新さ

れた場合、 ソース RPM または TAR パッ ケージを使用し てイ ンス ト ールし た ド ラ

イバモジュールを リ コ ンパイルする必要があ り ます。 この要件は、 ソース DKMS 
RPM には適用されません。
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3. 新たにコ ンパイルし た RPM を イ ンス ト ールし ます。

rpm -ivh RPMS/<arch>/netxtreme2-<version>.<arch>.rpm
競合が報告されている場合、 一部の Linux デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンでは、

--force オプシ ョ ンが必要になる こ とがあるので注意し て く だ さい。

4. FCoE オフ ロー ド については、 Open-FCoE ユーテ ィ リ テ ィ を イ ンス ト ールし ま

す。

RHEL 6.4 およびレガシーバージ ョ ンについては、 次のいずれかのコ マン ド にな

り ます。

yum install fcoe-utils-<version>.rhel.64.brcm.<subver>.<arch>.rpm
rpm -ivh fcoe-utils-<version>.rhel.64.brcm.<subver>.<arch>.rpm

RHEL 6.4 およびレガシーバージ ョ ンについては、 お使いのデ ィ ス ト リ ビ ュー

シ ョ ンに含まれる fcoe-utils または open-fcoe のバージ ョ ンが十分である

ため、 ア ッ プグレー ド は含まれていません。

可能な場合、 yum でイ ンス ト ールを実行する と、 自動的に依存性の問題が解決さ

れます。 それ以外の場合、 必要な依存性はお使いのオペレーテ ィ ングシステムイ
ンス ト ールメ デ ィ アに含まれています。

5. SLES 11 SP1 については、 FCoE オフ ロー ドのために FCoE および リ ン ク レ イ

ヤ検出プロ ト コルエージ ェ ン ト デーモン （lldpad） サービスをオンに し、 次のよ

う に iSCSI- オフ ロー ド -TLV を lldpad のみにし ます。 
chkconfig lldpad on
chkconfig fcoe on

6. イ ンボ ッ クス ド ラ イバは、 サポー ト されているすべてのオペレーテ ィ ング システ

ムに含まれています。 新たにイ ンス ト ールされた ド ラ イバを確実にロー ド する
も簡単な方法は、 再起動する こ と です。 

7. FCoE オフ ロー ドの場合、 再起動後に、 すべての FCoE ethX イ ン タ フ ェ ースに

対し て設定フ ァ イルを作成し ます。

cd /etc/fcoe
cp cfg-ethx cfg-<ethX FCoE interface name>

8. FCoE オフ ロー ド または iSCSI-offload-TLV の場合、 DCB_REQUIRED=yes を 
DCB_REQUIRED=no に設定し て、 /etc/fcoe/cfg-<interface> を変更

し ます。

メモ

デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンによ り、 イーサネ ッ ト デバイスの命名スキームが異
なる こ とがあるため、 ご注意 く だ さい （つま り、 ethX ではな く 、 pXpX ま
たは emX）。
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9. すべての ethX イ ン タ フ ェ ースをオンにし ます。

ifconfig <ethX> up
10. SLES の場合、 静的 IP ア ド レスを設定し た り、 イ ン タ フ ェースで DHCP を有効

にする こ とによ って、 ブー ト 時に自動的に起動されるよ う に、 YaST
（openSUSE および SUSE Linux Enterprise デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ン用のイ ン

ス ト ールおよび設定ツール） を使用し てイーサネ ッ ト イ ン タ フ ェ ースを設定し ま
す。

11. FCoE オフ ロー ド および iSCSI-offload-TLV の場合、 QLogic 統合ネ ッ ト ワーク

アダプ ターイ ン タ フ ェ ースで lldpad を無効にし ます。 QLogic はオフ ロー ド され

た DCBX ク ラ イアン ト を使用するため、 この手順が必要です。

lldptool set-lldp –i <ethX> adminStatus=disasbled
12. FCoE オフ ロー ド と  iSCSI-offload-TLV の場合、

/var/lib/lldpad/lldpad.conf が作成され、 各 <ethX> ブロ ッ クに 
adminStatus が指定されていないこ と を確認し ます。 指定されている場合は、

次に示すよ う に 0 (adminStatus=0) に設定されている こ と を確認し ます。

 lldp : 
{
  eth5 : 
  {
    tlvid00000001 : 
    {
      info = "04BC305B017B73";
    };
    tlvid00000002 : 
    {
      info = "03BC305B017B73";
  };
};

13. FCoE オフ ロー ド および iSCSI- オフ ロー ド -TLV の場合、 新規設定を適用するに

は lldpad サービスを再起動し ます。

SLES 11 SP1、 RHEL 6.4、 およびレガシーバージ ョ ンの場合 ： 
service lldpad restart

14. FCOE オフ ロー ドの場合、 FCoE サービスを再起動し て新しい設定を適用し ま

す。

SLES 11 SP1、 RHEL 6.4、 およびレガシーバージ ョ ンの場合 ：

service fcoe restart
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KMP パッケージをインストールする

KMP パッケージをインストールするには、次の作業を行います。

1. KMP パッ ケージを イ ンス ト ールし ます。 
rpm -ivh <file>
rmmod bnx2x

2. 次のよ う に ド ラ イバをロー ド し ます。 
modprobe bnx2x

ソース TAR ファイルからのドライバの構築

TAR ファイルからドライバを構築するには、次の作業を行います。

1. デ ィ レ ク ト リ を作成し、 そのデ ィ レ ク ト リ に TAR フ ァ イルを抽出し ます。 
tar xvzf netxtreme2-version.tar.gz

2. カーネル実行用に、 ロー ド可能なモジュールと し て bnx2x.ko （または 
bnx2x.o） ド ラ イバを作成し ます。 
cd netxtreme2-version
make

3. ド ラ イバをロー ド し てテス ト し ます ( 必要に応じ て、 初に既存のド ラ イバをアン

ロー ド し ます )。 

rmmod bnx2x （または bnx2fc または bnx2i）

insmod bnx2x/src/bnx2x.ko （または bnx2fc/src/bnx2fc.ko、 または 
bnx2i/src/bnx2i.ko）

4. iSCSI オフ ロー ド と  FCoE オフ ロー ドの場合、 C-NIC ド ラ イバをロー ド し ます

（該当する場合）。

insmod cnic.ko

メモ

この手順の例では bnx2x ド ラ イバを取り上げていますが、 bxn2fc および bnx2i 
ド ラ イバにも適用されます。

メモ

この手順で使用される例は bnx2x ド ラ イバを扱っていますが、 bnx2i および 
bnx2fc ド ラ イバにも適用されます。
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5. ド ラ イバおよび man ページを イ ンス ト ールし ます。 
make install

6. ユーザーデーモンを イ ンス ト ールし ます （iscsiuio）。

QLogic iSCSI オフ ロー ド機能の使用に必要なソ フ ト ウ ェ ア コ ンポーネン ト のロー ド 手

順については、 41 ページの 「必要な iSCSI ソ フ ト ウ ェ ア コ ンポーネン ト をロー ド し て

実行する」 を参照し て く だ さい。

ド ラ イバを構築し た後に、 ネ ッ ト ワーク  プロ ト コルと ア ド レスを設定する と きは、 オペ

レーテ ィ ング システムに付属されているマニュアルを参照し て く だ さい。 

バイナリ DKMS RPM ドライバパッケージのインストール
DKMS (Dynamic Kernel Module Support) は、 カーネルのア ッ プグレー ド時にモ

ジュールを簡単に再構築するために設計されています。 ア ッ プグレー ド するには、 カー
ネルに依存するモジュールソースが常駐できる フ レームワーク を作成し ます。

バイナリ DKMS RPM ドライバパッケージをインストールするには、次の手順を実行し

ます。

1. バイナ リ  DKMS RPM （dkms-version.noarch.rpm） をダウンロー ド し ま

す。

http://linux.dell.com/dkms/

2. 次のコ マン ド を発行し て、 バイナ リ  DKMS RPM パッ ケージを イ ンス ト ールし ま

す。

rpm -ivh dkms-version.noarch.rpm
3. 次のコ マン ド を発行し て、 DKMS RPM ド ラ イバパッ ケージを イ ンス ト ールし ま

す。

rpm -ivh netxtreme2-version dkms.noarch.rpm
メ ッ セージ ログでネ ッ ト ワーク  アダプ タが iSCSI をサポー ト し ている こ と を確

認し ます。 bnx2i ド ラ イバをロー ド し た後に、 メ ッ セージ ログに bnx2i: dev 
eth0 does not support iSCSI （bnx2i ： dev eth0 は iSCSI をサポー ト

し ていません） とい う メ ッ セージが表示された場合、 iSCSI はサポー ト されてい

ません。 このメ ッ セージは、 次を使用し てイ ン ターフ ェ イスを開 く までは表示さ
れません。

ifconfig eth0 up

メモ

イ ンス ト ールされている ド ラ イバの保存場所は、 前述の RPM の説明を参照

し て く だ さい。

http: //linux.dell.com/dkms/
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4. iSCSI を使用するには、 41 ページの 「必要な iSCSI ソ フ ト ウ ェ ア コ ンポーネン

ト をロー ド し て実行する」 を参照し て、 必要なソ フ ト ウ ェ ア コ ンポーネン ト を
ロー ド し ます。 詳細は次へア クセス し て く だ さい。

http://linux.dell.com

バイナリ KMOD および KMP ドライバパッケージのインストール

バイナリカーネルモジュール（KMOD）および KMP ドライバパッケージをインストー

ルするには、次の手順を実行します。

1. KMOD および KMP RPM ド ラ イバパッ ケージを イ ンス ト ールし ます。

 SUSE ：

netxtreme2-kmp-default-<driver ver>_<kernel>-<rel>.<dist 
maj.min>.<arch>.rpm

 Red Hat ： 
kmod-netxtreme2-<driver ver>.<dist maj.min>.<arch>.rpm

2. メ ッ セージ ログでネ ッ ト ワーク  アダプ タが iSCSI をサポー ト し ている こ と を確

認し ます。 bnx2i ド ラ イバをロー ド し た後に、 メ ッ セージ ログに bnx2i: dev 
eth0 does not support iSCSI （bnx2i ： dev eth0 は iSCSI をサポー ト

し ていません） とい う メ ッ セージが表示された場合、 iSCSI はサポー ト されてい

ません。 このメ ッ セージは、 次を使用し てイ ン ターフ ェ イスを開 く までは表示さ
れません。

ifconfig eth0 up
3. iSCSI を使用するには、 41 ページの 「必要な iSCSI ソ フ ト ウ ェ ア コ ンポーネン

ト をロー ド し て実行する」 を参照し て、 必要なソ フ ト ウ ェ ア コ ンポーネン ト を
ロー ド し ます。 詳細は次へア クセス し て く だ さい。

http://linux.dell.com

必要な iSCSI ソフトウェア コンポーネントをロード
して実行する

QLogic iSCSI オフ ロー ド ソ フ ト ウ ェ アスイー ト は、 3 つのカーネルモジュールと  1 つ
のユーザーデーモンで構成されています。 必要なソ フ ト ウ ェ ア コ ンポーネン ト は、 手動

またはシステムによ り ロー ド できます。

1. 必要に応じ て、 既存のド ラ イバをアンロー ド し ます。 これを手動で行う には、 以
下のコ マン ド を発行し ます。

rmmod bnx2i

http: //linux.dell.com
http: //linux.dell.com
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2. iSCSI ド ラ イバをロー ド し ます。 これを手動で行う には、 以下のいずれかのコ マ

ン ド を発行し ます。

insmod bnx2i.ko 
modprobe bnx2i

Linux ドライバのアンロードまたは削除
 RPM イ ンス ト ールからのド ラ イバのアンロー ド または削除

 TAR イ ンス ト ールからのド ラ イバの削除

RPM インストールからのドライバのアンロードまたは削除

ド ラ イバをアンロー ド するには、 ifconfig を入力し て ド ラ イバが開いたすべての 
eth# イ ン ターフ ェ イスを閉じ てから、 次のコ マン ド を発行し ます。

rmmod bnx2x

RPM を使用し て ド ラ イバを イ ンス ト ールし た場合は、 次のコ マン ド を発行し て削除し

ます。

rpm -e netxtreme2

メモ

 この手順で使用される例は bnx2x ド ラ イバを扱っていますが、bnx2fc および 
bnx2i ド ラ イバにも適用されます。

 2.6 カーネルでは、 ド ラ イバ モジュールをアンロー ド する前に eth# イ ン ター

フ ェ イスを閉じ る必要はあ り ません。

 C-NIC ド ラ イバがロー ド されている場合は、 C-NIC ド ラ イバをアンロー ド し

てから  bnx2x ド ラ イバをアンロー ド し ます。

 bnx2i ド ラ イバをアンロー ド する前に、 ターゲ ッ ト に接続し ているすべてのア

ク テ ィ ブな iSCSI セ ッ シ ョ ンを停止し ます。

メモ

前述のコ マン ド は、 C-NIC モジュールも削除し ます。
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TAR インストールからのドライバの削除

TAR フ ァ イルから  make install を使っ て ド ラ イバを イ ンス ト ールし た場合、

bnx2x.ko ド ラ イバフ ァ イルは手動でオペレーテ ィ ングシステムから削除し て く だ さ

い。 イ ンス ト ールされている ド ラ イバの保存場所は、 36 ページの 「ソース RPM パッ

ケージのイ ンス ト ール」 を参照し て く だ さい。

RPM パッケージを使用した QCS のアンインストール
Linux RPM パッ ケージを使用し て QCS CLI や関連 RPC エージ ェ ン ト をアン イ ンス

ト ールするには、 次のコマン ド を発行し ます。

% rpm -e <package_name>.rpm
こ こ で <package_name> は次のいずれかにな り ます。

PCI ファイルをパッチする ( オプション )

Red Hat kudzu などのハー ド ウ ェ ア検出ユーテ ィ リ テ ィ が正し く  bnx2x 対応デバイス

を識別するためには、 PCI ベンダーとデバイス情報を含む複数のフ ァ イルを更新する必

要のある場合があ り ます。 補足的な TAR フ ァ イルで提供されたスク リ プ ト を実行し て、

更新を適用し ます。 た と えば、 Red Hat Enterprise Linux の場合は、 次のコ マン ド を発

行し て、 更新を適用し ます。

./patch_pcitbl.sh  /usr/share/hwdata/pcitable pci.updates
/usr/share/hwdata/pcitable.new bnx2
./patch_pciids.sh /usr/share/hwdata/pci.ids pci.updates
/usr/share/hwdata/pci.ids.new

メモ

この手順で使用される例は bnx2x ド ラ イバを扱っていますが、 bnx2fc および 
bnx2i ド ラ イバにも適用されます。

QCS CLI  QCS-CLI-<version>-<arch>.rpm
RPC エージ ェ ン ト  qlnxremote-<version>.<arch>.rpm

メモ

この手順で使用される例は bnx2x ド ラ イバを扱っていますが、 bnx2fc および 
bnx2i ド ラ イバにも適用されます。
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次に、 古いフ ァ イルをバッ ク ア ッ プ し て、 使用する新しいフ ァ イルの名前を変更し ます。

cp /usr/share/hwdata/pci.ids /usr/share/hwdata/old.pci.ids
cp /usr/share/hwdata/pci.ids.new /usr/share/hwdata/pci.ids
cp /usr/share/hwdata/pcitable /usr/share/hwdata/old.pcitable
cp /usr/share/hwdata/pcitable.new /usr/share/hwdata/pcitable

ネットワークインストール
NFS、 FTP、 HTTP による （ネ ッ ト ワーク ブー ト デ ィ スク または PXE を使用する）

ネ ッ ト ワークのイ ンス ト ールでは、 bnx2x ド ラ イバが保存されている ド ラ イバデ ィ スク

が必要になる こ とがあ り ます。 ド ラ イバデ ィ スクには、 新の Red Hat および SUSE 
バージ ョ ン用のイ メ ージが含まれます。 Makefile および make environment を変更

し て、 他の Linux バージ ョ ンのブー ト ド ラ イブを コ ンパイルできます。 詳し く は Red 
Hat のウ ェ ブサイ ト をご覧 く だ さい。

http://www.redhat.com

オプションプロパティのための値の設定
さ まざまな ド ラ イバに対応するオプシ ョ ンのプロパテ ィ があ り ます。

 bnx2x ド ラ イバのパラ メ ータ

 bnx2i ド ラ イバのパラ メ ータ

 bnx2fc ド ラ イバのパラ メ ータ

bnx2x ドライバのパラメータ
bnx2x ド ラ イバのパラ メ ータは、 以下の各項で説明し ます。

disable_tpa
disable_tpa パラ メ ーターは、 Transparent Packet Aggregation （TPA） 機能を無

効にする コ マン ド ラ イ ン引数と し て指定できます。 デフ ォル ト で、 ド ラ イバーが TCP 
パケ ッ ト を集約し ます。 disable_tpa を入力し て、 拡張 TPA 機能を無効にし ます。

次に示すよ う に、 disable_tpa パラ メ ータ を 1 に設定し て、 システムのすべての 
BCM57xx および BCM57xxx ネ ッ ト ワーク アダプ ターで TPA 機能を無効にし ます。

modprobe.conf フ ァ イルでパラ メ ータ を設定する こ と もできます。 詳細は、 man 
ページを参照し て く だ さい。

insmod bnx2x.ko disable_tpa=1
または

modprobe bnx2x disable_tpa=1

http: //www.redhat.com
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int_mode
int_mode パラ メ ータは、 割り込みモー ド を強制使用する場合に使用し ます。

int_mode パラ メ ータ を 1 に設定する と、 システムのすべての BCM57xx および 
BCM57xxx アダプ ターで従来の INTx モー ドが強制的に使用されます。

insmod bnx2x.ko int_mode=1
または

modprobe bnx2x int_mode=1
int_mode パラ メ ータ を 2 に設定する と、 システムのすべての BCM57xx および 
BCM57xxx アダプ ターで MSI モー ドが強制的に使用されます。

insmod bnx2x.ko int_mode=2
または

modprobe bnx2x int_mode=2
int_mode パラ メ ータ を 3 に設定する と、 システムのすべての BCM57xx および 
BCM57xxx アダプ ターで MSI-X モー ド が強制的に使用されます。

dropless_fc
dropless_fc パラ メ ータ を使用する と、 BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターで

補足フ ロー制御メ カニズムを有効にできます。 デフ ォル ト のフ ロー制御メ カニズムでは、
オンチ ッ プバッ フ ァ （BRB） がある一定の占有レベルに達し た と きに、 PAUSE フ レー

ムが送信されます。 これは、 パフ ォーマンスを重視し たフ ロー制御メ カニズムです。
BCM57xx および BCM57xxx ネ ッ ト ワーク アダプ ターでは、 いずれかのホス ト バッ

フ ァ （RSS モー ドの場合） が不足し た場合に PAUSE フ レームを送信する別のフ ロー

制御メ カニズムを有効にする こ と も できます。

dropless_fc は、 「パケ ッ ト 廃棄ゼロ」 を重視し たフ ロー制御メ カニズムです。

dropless_fc パラ メ ータ を 1 に設定する と、 システムのすべての BCM57xx および 
BCM57xxx アダプ ターで廃棄のないフ ロー制御メ カニズム機能が有効にな り ます。

insmod bnx2x.ko dropless_fc=1
または

modprobe bnx2x dropless_fc=1

disable_iscsi_ooo
disable_iscsi_ooo パラ メ ータは、 特に低メ モ リ システム用の VMware に対し て、

iSCSI TCP out-of-order （OoO） 受信リ ソースの割り当てを無効にし ます。 
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num_queues
オプシ ョ ンパラ メ ータ num_queues を使用し て、 multi_mode が 1 に設定され、

割り込みモー ド が MSI-X に設定されている場合に、 キューの数を設定できます。 割り

込みモー ドが MSI-X と異なる場合 （45 ページの 「int_mode」 を参照）、 キューの数は 
1 に設定され、 このパラ メ ータの値は破棄されます。

pri_map
オプシ ョ ンパラ メ ータ  pri_map を使用する と、 VLAN PRI 値または IP DSCP 値が

ハー ド ウ ェ ア内の異なる CoS または同じ  CoS にマ ッ プ されます。 この 32 ビ ッ ト  パラ

メ タは、 ド ラ イバによ って 8 つの 4 ビ ッ ト の値と し て評価されます。 この値によ っ て、

その優先度に必要なハー ド ウ ェ アキュー数が設定されます。 た と えば、 pri_map を 
0x11110000 に設定する と、 優先度 0 ～ 3 は CoS 0 にマ ッ プ され、 優先度 4 ～ 7 は 
CoS 1 にマ ッ プ されます。

bnx2i ドライバのパラメータ
オプシ ョ ンパラ メ ータ  en_tcp_dack、 error_mask1、 および error_mask2 は、

bnx2i の insmod または modprobe コ マン ド のコ マン ド ラ イ ン引数と し て指定でき

ます。

error_mask1 および error_mask2
Config FW iSCSI Error Mask # は、 警告または致命的エ ラーと し て処理される特定

の iSCSI プロ ト コル違反を設定するために使用されます。 すべての致命的な iSCSI プ
ロ ト コル違反は、 セ ッ シ ョ ン リ カバリ  (ERL 0) の原因にな り ます。 これらはビ ッ ト  マ
スクです。

デフ ォル ト ： すべての違反はエ ラーと し て処理されます。 

en_tcp_dack
Enable TCP Delayed ACK （TCP 遅延 ACK の有効化） は、 オフ ロー ド  iSCSI 接続

で TCP 遅延 ACK 機能を有効および無効にし ます。

デフ ォル ト ： TCP 遅延 ACK がイネーブルされます。 例 ：

insmod bnx2i.ko en_tcp_dack=0
または

modprobe bnx2i en_tcp_dack=0

注意

結果について不明な場合は、 error_mask を使用し ないで く だ さい。 これらの

値は、 QLogic 開発チームと ケースバイケースで検討されます。 このパラ メ ータ

は、 ターゲ ッ ト 側で iSCSI の実装の問題を回避するためのメ カニズムであ り、

iSCSI プロ ト コルの詳細に関する正しい知識がない場合、 これらのパラ メ ータ を

試さ ないこ と をお勧めし ます。
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time_stamps
Enable TCP TimeStamps （TCP タ イムス タ ンプの有効化） は、 オフ ロー ド  iSCSI 
接続で TCP タ イムス タ ンプ機能を有効および無効に し ます。

デフ ォル ト ： TCP タ イム ス タ ンプ オプシ ョ ンはデ ィ スエーブルされます。 例 ：

insmod bnx2i.ko time_stamps=1
または

modprobe bnx2i time_stamps=1

sq_size
Configure SQ size （SQ サイズの設定） は、 オフ ロー ド 接続の送信キューサイズの選

択に使用され、 SQ サイズによ り、 キューが可能な 大の SCSI コ マン ドが決ま り ます。

SQ サイズは、 オフ ロー ド できる接続数にも関係し ています。 QP サイズが増加する と、

サポー ト される接続数は減少し ます。 デフ ォル ト 値では、 BCM5708 アダプ ターは 28 
の接続をオフ ロー ド できます。

デフ ォル ト ： 128

範囲 ： 32 ～ 128

QLogic の検証は、 32、 64、 128 など、 2 の累乗に限定されます。

rq_size
Configure RQ size （RQ サイズの設定） は、 オフ ロー ド された接続ご との非同期バッ

フ ァキューのサイズの選択に使用されます。 RQ サイズは、 iSCSI 
ASYNC/NOP/REJECT メ ッ セージおよび SCSI センス データの配置に使用されるた

め、 16 よ り大き く する必要はあ り ません。

デフ ォル ト ： 16

範囲 ： 16 ～ 32

QLogic の検証は、 16、 32 など、 2 の累乗に限定されます。

event_coal_div
Event Coalescing Divide Factor （イベン ト 結合デ ィ バイ ド フ ァ ク ター） は、 iSCSI 
フ ァームウ ェ アによ り発生する割り込み率の管理に使用されるパフ ォーマンス調整パラ
メ ータ です。

デフ ォル ト ： 2

有効値 ： 1、 2、 4、 8

last_active_tcp_port
Last active TCP port （ 後に使用されたアク テ ィ ブ TCP ポー ト ） は、 iSCSI オフ

ロー ド接続で使用される 後の TCP ポー ト 番号を示すステータ スパラ メ ータ です。

デフ ォル ト ： 該当な し
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有効値 ： 該当な し

メ モ ： このパラ メ ータは読み取り専用です。

ooo_enable
Enable TCP out-of-order （TCP out-of-order 機能を有効にする） 機能は、 オフ ロー

ド  iSCSI 接続で TCP out-of-order RX 処理機能を有効および無効にし ます。

デフ ォル ト ： TCP out-of-order 機能は有効です。 例 ：

insmod bnx2i.ko ooo_enable=1
または

modprobe bnx2i ooo_enable=1

bnx2fc ドライバのパラメータ
bnx2fc の insmod または modprobe のコ マン ド ラ イ ン引数と し て、 オプシ ョ ンの

パラ メ ータ debug_logging を提供できます。

debug_logging
デバッ グのロギングを有効にするビ ッ ト マスクによ り、 ド ラ イバデバッ グロギングを有
効および無効にできます。

デフ ォル ト ： な し。 例 ：

insmod bnx2fc.ko debug_logging=0xff
または 
modprobe bnx2fc debug_logging=0xff
I/O level debugging = 0x1

Session level debugging = 0x2

HBA level debugging = 0x4

ELS debugging = 0x8

Misc debugging = 0x10

Max debugging = 0xff

ドライバのデフォルト
ド ラ イバのデフ ォル ト 設定は、 以下の項で説明されています。

 bnx2 ド ラ イバのデフ ォル ト

 bnx2x ド ラ イバのデフ ォル ト
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bnx2 ドライバのデフォルト
速度 ： 通知されているすべての速度で自動ネゴシエーシ ョ ン

Flow Control/ フ ロー コ ン ト ロール ： 通知されている RX と  TX で自動ネゴシエーシ ョ

ン

MTU ： 1500 ( 範囲 46–9000)

RX Ring Size (RX リ ング サイズ ) ： 255 ( 範囲 0–4080)

RX Jumbo Ring Size (RX ジ ャ ンボ リ ング サイズ )：0 ( 範囲は 0–16320) MTU およ

び RX Ring Size (RX リ ング サイズ ) に基づいて ド ラ イバが調整

TX Ring Size (TX リ ング サイズ ) ： 255 ( 範囲 (MAX_SKB_FRAGS+1)–255)。
MAX_SKB_FRAGS は、 カーネルやアーキテ クチャによ っ て異な り ます。 x86 の 2.6 
カーネルでは、 MAX_SKB_FRAGS は 18 です。

Coalesce RX Microseconds ( 連結 RX マイ ク ロ秒 ) ： 18 ( 範囲 0–1023)

Coalesce RX Microseconds IRQ ( 連結 RX マイ ク ロ秒 IRQ) ： 18 ( 範囲 0–1023)

Coalesce RX Frames ( 連結 RX フ レーム ) ： 6 ( 範囲 0–255)

Coalesce RX Frames IRQ ( 連結 RX フ レーム IRQ) ： 6 ( 範囲 0–255)

Coalesce TX Microseconds ( 連結 TX マイ ク ロ秒 ) ： 80 ( 範囲 0–1023)

Coalesce TX Microseconds IRQ ( 連結 TX マイ ク ロ秒 IRQ) ： 80 ( 範囲 0–1023)

Coalesce TX Frames ( 連結 TX フ レーム ) ： 20 ( 範囲 0–255)

Coalesce TX Frames IRQ ( 連結 TX フ レーム IRQ) ： 20 ( 範囲 0–255)

Coalesce Statistics Microseconds （連結統計マイ ク ロ秒） ： 999936 （約 1 秒） （範

囲 0–16776960、 増加単位 256）

MSI ： イネーブル (2.6 カーネルでサポー ト されてお り、 割り込みテス ト に合格し た場合 )

TSO ： イネーブル (2.6 カーネル )

WoL ： NVRAM の設定に基づ く 初期設定

bnx2x ドライバのデフォルト
速度 ： 通知されているすべての速度で自動ネゴシエーシ ョ ン

Flow Control ( フ ロー コ ン ト ロール ) ： 通知されている RX と  TX で自動ネゴシエー

シ ョ ン

MTU ： 1500 （範囲 46-9600）

RX Ring Size （RX リ ングサイズ） ： 4078 （範囲 0-4078）
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TX Ring Size （TX リ ングサイズ） ： 4078 （範囲 （MAX_SKB_FRAGS+4） -4078）。

MAX_SKB_FRAGS は、 カーネルやアーキテ クチャによ っ て異な り ます。 x86 の 2.6 
カーネルでは、 MAX_SKB_FRAGS は 18 です。

Coalesce RX Microseconds （連結 RX マイ ク ロ秒） ： 25 （範囲 0–3000）

Coalesce TX Microseconds （連結 TX マイ ク ロ秒） ： 50 （範囲 0-12288）

Coalesce Statistics Microseconds （連結統計マイ ク ロ秒） ： 999936 （約 1 秒） （範

囲 0–16776960、 増加単位 256）

MSI-X ： イネーブル (2.6 カーネルでサポー ト されてお り、 割り込みテス ト に合格し た場

合 )

TSO ： Enabled

WoL ： Disabled

ドライバメッセージ
/var/log/messages フ ァ イルにログされる メ ッ セージのう ち、 一般的なものを以下

に示し ます。 dmesg -n <level> コ マン ド を発行し、 コ ン ソールに表示される メ ッ

セージのレベルを制御し ます。 ほとんどの場合、 レベル 6 がデフ ォル ト と されていま

す。 すべてのメ ッ セージを表示するには、 レベルを上げます。

 bnx2x ド ラ イバメ ッ セージ

 bnx2i ド ラ イバメ ッ セージ

 bnx2fc ド ラ イバメ ッ セージ

bnx2x ドライバメッセージ
bnx2x ド ラ イバメ ッ セージには、 以下が含まれます。

ドライバのサインオン

QLogic BCM57xx and BCM57xxx 10 Gigabit Ethernet Driver bnx2x 
v1.6.3c (July 23, 2007) 

C-NIC ドライバのサインオン（bnx2 のみ）

QLogic BCM57xx and BCM57xxx cnic v1.1.19 (Sep 25, 2007)

NIC の検出

eth#: QLogic BCM57xx and BCM57xxx xGb (B1)
PCI-E x8 found at mem f6000000, IRQ 16, node addr 0010180476ae
cnic: Added CNIC device: eth0
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リンクアップと速度の表示

bnx2x: eth# NIC Link is Up, 10000 Mbps full duplex

リンクダウンの表示

bnx2x: eth# NIC Link is Down
MSI-X Enabled Successfully
bnx2x: eth0: using MSI-X

bnx2i ドライバメッセージ
bnx2i ド ラ イバメ ッ セージには、 以下が含まれます。

BNX2I ドライバのサインオン

QLogic BCM57xx and BCM57xxx iSCSI Driver bnx2i v2.1.1D (May 12, 
2015)

iSCSI トランスポート名前結合へのネットワークポート

bnx2i: netif=eth2, iscsi=bcm570x-050000
bnx2i: netif=eth1, iscsi=bcm570x-030c00

ドライバは、iSCSI オフロードを有効にした C-NIC デバイスとのハンドシェイクを完了しま
す

bnx2i [05:00.00]: ISCSI_INIT passed

ドライバは、iSCSI オフロードが C-NIC デバイスで有効にされていないことを検出します

bnx2i: iSCSI not supported, dev=eth3
bnx2i: bnx2i: LOM is not enabled to offload iSCSI connections, 
dev=eth0
bnx2i: dev eth0 does not support iSCSI

許可されている最大 iSCSI 接続オフロード制限を超えています

bnx2i: alloc_ep: unable to allocate iscsi cid
bnx2i: unable to allocate iSCSI context resources

メモ

このメ ッ セージは、 ユーザーが iSCSI 接続の確立を試行する と きのみ表示されま

す。
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ターゲットノードとトランスポート名前結合へのネットワークルートは、2 つの異なるデバイ
スです

bnx2i: conn bind, ep=0x...($ROUTE_HBA) does not belong to hba 
$USER_CHOSEN_HBA
こ こ で、 ROUTE_HBA は、 ルー ト 情報に基づいて接続がオフ ロー ド されたネ ッ ト デバイ

スであ り、 USER_CHOSEN_HBA は、 ターゲ ッ ト ノ ー ドがバイ ン ド された （iSCSI ト ラ

ンスポー ト 名を使用） ホス ト バスアダプ ターです

どの C-NIC デバイスでもターゲットに到達できません

bnx2i: check route, cannot connect using cnic

ネットワークルートはダウンしているネットワークインタフェースに割り当てられています

bnx2i: check route, hba not found

SCSI-ML が開始したホストのリセット（セッションリカバリ）

bnx2i: attempting to reset host, #3
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C-NIC が iSCSI プロトコル違反を検出しました - 致命的エラー

bnx2i: iscsi_error - wrong StatSN rcvd
bnx2i: iscsi_error - hdr digest err
bnx2i: iscsi_error - data digest err
bnx2i: iscsi_error - wrong opcode rcvd
bnx2i: iscsi_error - AHS len > 0 rcvd
bnx2i: iscsi_error - invalid ITT rcvd
bnx2i: iscsi_error - wrong StatSN rcvd
bnx2i: iscsi_error - wrong DataSN rcvd
bnx2i: iscsi_error - pend R2T violation
bnx2i: iscsi_error - ERL0, UO
bnx2i: iscsi_error - ERL0, U1
bnx2i: iscsi_error - ERL0, U2
bnx2i: iscsi_error - ERL0, U3
bnx2i: iscsi_error - ERL0, U4
bnx2i: iscsi_error - ERL0, U5
bnx2i: iscsi_error - ERL0, U
bnx2i: iscsi_error - invalid resi len
bnx2i: iscsi_error - MRDSL violation
bnx2i: iscsi_error - F-bit not set
bnx2i: iscsi_error - invalid TTT
bnx2i: iscsi_error - invalid DataSN
bnx2i: iscsi_error - burst len violation
bnx2i: iscsi_error - buf offset violation
bnx2i: iscsi_error - invalid LUN field
bnx2i: iscsi_error - invalid R2TSN field
bnx2i: iscsi_error - invalid cmd len1
bnx2i: iscsi_error - invalid cmd len2
bnx2i: iscsi_error - pend r2t exceeds MaxOutstandingR2T value
bnx2i: iscsi_error - TTT is rsvd
bnx2i: iscsi_error - MBL violation
bnx2i: iscsi_error - data seg len != 0
bnx2i: iscsi_error - reject pdu len error
bnx2i: iscsi_error - async pdu len error
bnx2i: iscsi_error - nopin pdu len error
bnx2i: iscsi_error - pend r2t in cleanup
bnx2i: iscsi_error - IP fragments rcvd
bnx2i: iscsi_error - IP options error
bnx2i: iscsi_error - urgent flag error
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C-NIC が iSCSI プロトコル違反を検出しました — 致命的ではなく、警告です

bnx2i: iscsi_warning - invalid TTT
bnx2i: iscsi_warning - invalid DataSN
bnx2i: iscsi_warning - invalid LUN field

ドライバは、セッションをリカバリさせます

conn_err - hostno 3 conn 03fbcd00, iscsi_cid 2 cid a1800

ターゲットから受信した iSCSI PDU を拒否します

bnx2i - printing rejected PDU contents
[0]: 1 ffffffa1 0 0 0 0 20 0
[8]: 0 7 0 0 0 0 0 0
[10]: 0 0 40 24 0 0 ffffff80 0
[18]: 0 0 3 ffffff88 0 0 3 4b
[20]: 2a 0 0 2 ffffffc8 14 0 0
[28]: 40 0 0 0 0 0 0 0

Open-iSCSI デーモンがドライバにセッションを渡します

bnx2i: conn update - MBL 0x800 FBL 0x800MRDSL_I 0x800 MRDSL_T 
0x2000

bnx2fc ドライバメッセージ
bnx2fc ド ラ イバメ ッ セージには、 以下が含まれます。

BNX2FC ドライバのサインオン

QLogic FCoE Driver bnx2fc v0.8.7 (Mar 25, 2011)

ドライバは、FCoE オフロードを有効にした C-NIC デバイスとのハンドシェイクを完了します

bnx2fc [04:00.00]: FCOE_INIT passed

メモ

ド ラ イバは、 特定の違反を重大なエ ラーではな く 警告と し て処理するよ う に設定
する必要があ り ます。
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ドライバは、FCoE オフロードを有効にした C-NIC デバイスとのハンドシェイクに失敗します

bnx2fc: init_failure due to invalid opcode
bnx2fc: init_failure due to context allocation failure
bnx2fc: init_failure due to NIC error
bnx2fc: init_failure due to completion status error
bnx2fc: init_failure due to HSI mismatch

FCoE を起動するのに有効なライセンスがありません

bnx2fc: FCoE function not enabled <ethX>
bnx2fC: FCoE not supported on <ethX>

許可された最大の FCoE オフロード接続制限またはメモリ制限を超過したため、セッションが
失敗しました

bnx2fc: Failed to allocate conn id for port_id <remote port id>
bnx2fc: exceeded max sessions..logoff this tgt
bnx2fc: Failed to allocate resources

セッションのオフロードが失敗しました

bnx2fc: bnx2fc_offload_session - Offload error
<rport> not FCP type. not offloading
<rport> not FCP_TARGET. not offloading

セッションのアップロードが失敗しました

bnx2fc: ERROR!! destroy timed out
bnx2fc: Disable request timed out.  destroy not set to FW
bnx2fc: Disable failed with completion status <status>
bnx2fc: Destroy failed with completion status <status>

ABTS を発行できません

bnx2fc: initiate_abts: tgt not offloaded
bnx2fc: initiate_abts: rport not ready
bnx2fc: initiate_abts: link is not ready
bnx2fc: abort failed, xid = <xid>

ABTS を使用して IO を復元できません（ABTS タイムアウトのため）

bnx2fc: Relogin to the target

セッションの準備ができていないため、I/O 要求を発行できません

bnx2fc: Unable to post io_req
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正しくない L2 受信フレームを廃棄しました

bnx2fc: FPMA mismatch... drop packet
bnx2fc: dropping frame with CRC error

ホストバスアダプターと Iport 割り当てに失敗しました

bnx2fc: Unable to allocate hba
bnx2fc: Unable to allocate scsi host

NPIV ポートの作成

bnx2fc: Setting vport names, <WWNN>, <WWPN>

チャネル結合によるチーム化 
Linux ド ラ イバでは、 結合カーネル モジュールおよびチャネル結合イ ン ターフ ェ イスを

使用し て、 アダプ タ をチーム化できます。 詳細は、 オペレーテ ィ ング システムの文書類

のチャネル結合に関する情報を参照し て く だ さい。

統計
詳細な統計と設定情報は、 ethtool ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て表示できます。 詳細につい

ては ethtool man ページを参照し て く だ さい。

Linux iSCSI オフロード
Linux の iSCSI オフ ロー ド情報には、 以下が含まれます。

 Open iSCSI ユーザー アプ リ ケーシ ョ ン

 ユーザーアプ リ ケーシ ョ ン iscsiuio

 iSCSI ターゲ ッ ト を QLogic iSCSI ト ラ ンスポー ト 名にバイ ン ド する

 iSCSI オフ ロー ドの VLAN 設定 (Linux)

 iSCSI ターゲ ッ ト への接続を作成する

 大オフ ロー ド  iSCSI 接続

 Linux iSCSI オフ ロー ド の FAQ

Open iSCSI ユーザー アプリケーション
DVD から イ ンボ ッ クスの Open-iSCSI イニシエータ プログラムを イ ンス ト ールし て実

行し ます。 詳細については、 35 ページの 「パッ ケージング」 を参照し て く だ さい。 
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ユーザーアプリケーション iscsiuio
iSCSI 接続を試行する前に、 iscsiuio デーモンを イ ンス ト ールし て実行し ます。 デーモ

ンの支援がなければ、 ド ラ イバは iSCSI ターゲ ッ ト への接続を確立できません。

iscsiuio デーモンをインストールして実行するには、次の手順を実行します。

1. 次のよ う に iscsiuio ソースパッ ケージを イ ンス ト ールし ます。

# tar -xvzf iscsiuio-<version>.tar.gz
2. 次のよ う に iscsiuio が抽出されるデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。

# cd iscsiuio-<version>
3. 次のよ う にコ ンパイルし てイ ンス ト ールし ます。

# ./configure
# make
# make install

4. iscsiuio のバージ ョ ンが以下のよ う にソースパッ ケージ と一致し ている こ と を確認

し ます。

# iscsiuio -v
5. 次のよ う に iscsiuio を起動し ます。

# iscsiuio

iSCSI ターゲットを QLogic iSCSI トランスポート名にバインドする
デフ ォル ト では、 Open-iSCSI デーモンは、 ソ フ ト ウ ェ アイニシエータ （transport 
name = 'tcp'） を使用し て、 検出された ターゲ ッ ト に接続し ます。 iSCSI 接続を 
C-NIC デバイスにオフ ロー ド するには、 iSCSI iface の ト ラ ンスポー ト 結合を明示的に

変更する必要があ り ます。 次のよ う に iscsiadm CLI ユーテ ィ リ テ ィ を使用し てバイ ン

デ ィ ング変更を実行し ます。

iscsiadm -m iface -I <iface_file_name> -n iface.transport_name -v 
bnx2i -o update
こ こ では iface フ ァ イルに SLES 11 SP1 のための次の情報が含まれます。

iface.net_ifacename = ethX
iface.iscsi_ifacename = <name of the iface file>
iface.hwaddress = xx:xx:xx:xx:xx:xx
iface.ipaddress = XX.XX.XX.XX
iface.transport_name = bnx2i
iface.hwaddress が小文字になっ ている こ と を確認し ます。
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ソ フ ト ウ ェ アイニシエータ を使う よ う に切り替えるには、 次を入力し ます。

iscsiadm -m iface -I <iface_file_name> -n iface.transport_name -v 
tcp -o update
こ こ では iface フ ァ イルには次の情報が含まれます。

iface.net_ifacename = ethX
iface.iscsi_ifacename = <name of the iface file>
iface.transport_name = tcp

iSCSI オフロードの VLAN 設定 (Linux)
ネ ッ ト ワーク上の iSCSI ト ラ フ ィ ッ クは、 他の ト ラ フ ィ ッ ク と分離するために VLAN 
上で隔離する こ とができます。 隔離する場合は、 アダプ タの iSCSI イ ン ターフ ェ イスを

該当する VLAN のメ ンバーにする必要があ り ます。

iSCSI VLAN を設定するには、 iSCSI の iface フ ァ イルに VLAN ID を追加し ます。

次の例では、 VLAN ID が 100 に設定されています。

#Begin Record 6.2.0-873.2.el6
Iface.iscsi_ifacefile name = <>
Iface.ipaddress = 0.0.0.0
Iface.hwaddress = <>
Iface.trasport_name = bnx2i
Iface.vlan_id = 100
Iface.vlan_priority  = 0
Iface.iface_num = 100
Iface.mtu = 0
Iface.port = 0
#END Record

メモ

必ず必要とい う わけではあ り ませんが、 iface フ ァ イルの識別のために、

QLogic は iface.iface_num フ ィ ールド には同じ  VLAN ID を設定する こ と

をお勧めし ます。
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iSCSI ターゲットへの接続を作成する
iscsiadm コ マン ドの総合リ ス ト は、 Open-iSCSI のマニュアルを参照し て く だ さい。

以下は、 ターゲ ッ ト を検出し て、 ターゲ ッ ト への iSCSI 接続を作成するサンプルリ ス ト

です。

静的エントリを追加する

iscsiadm -m node -p <ipaddr[:port]> -T 
iqn.2007-05.com.qlogic:target1 -o new -I <iface_file_name>

sendtargets を使用して、iSCSI ターゲットを検出する 
iscsiadm -m discovery --type sendtargets -p <ipaddr[:port]> -I 
<iface_file_name>

iscsiadm コマンドを使用して、ターゲットにログインする

iscsiadm --mode node --targetname <iqn.targetname> --portal 
<ipaddr[:port]> --login

システムでアクティブなすべてのドライバをリストする

fdisk -l

最大オフロード iSCSI 接続
128 の未処理コ マン ド を含むデフ ォル ト のド ラ イバラ メ ータ を設定し た状態で、 bnx2i 
は QLogic BCM5771x アダプ ター上で 128 の接続をオフ ロー ド できます。

この数は、 絶対的な制限ではな く 、 チ ッ プ上で リ ソースの割り当てを計算し たものです。
bnx2i は、 共有キューサイズを減らすこ と でよ り多 く の接続をオフ ロー ド できますが、

これによ り、 1 接続あた りの 大未処理タ スク数が制限されます。 sq_size と  
rq_size については、 44 ページの 「オプシ ョ ンプロパテ ィ のための値の設定」 を参照

し て く だ さい。 許可された 大接続オフ ロー ド制限に達する と、 ド ラ イバは次のメ ッ
セージを syslog にログし ます。

bnx2i: unable to allocate iSCSI context resources
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Linux iSCSI オフロードの FAQ
 すべての QLogic BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターが iSCSI オフ ロー ド

をサポー ト するわけではあ り ません。 

 iSCSI セ ッ シ ョ ンは、 動的削除と ホ ッ ト  プ ラグの後で リ カバリ し ません。

 Microsoft Multipath I/O （MPIO） が適切に機能するには、 各 iSCSI セ ッ シ ョ ン

で iSCSI noopout を有効にする必要があ り ます。 noop_out_interval 値
と  noop_out_timeout 値を設定する手順については、 Open-iSCSI のマニュ

アルを参照し て く だ さい。

 システムに複数の C-NIC デバイスがあ り、 システムが QLogic の iSCSI ブー ト

ソ リ ューシ ョ ンによ り ブー ト される場合、 ブー ト ターゲ ッ ト の 
/etc/iscsi/nodes の下にある iscsi ノ ー ドがブー ト に使用される NIC に
バイ ン ド されている こ と を確認し て く だ さい。



61 BC0054508-04  J

8 VMware ドライバソフトウェア

本章では、 VMware ド ラ イバソ フ ト ウ ェ アに関する以下の項目を説明し ます。

 パッ ケージング

 ネ ッ ト ワーク構築サポー ト 、 ド ラ イバ

 67 ページの 「FCoE サポー ト 」

 69 ページの 「iSCSI サポー ト 」

パッケージング
VMware ド ラ イバは、 表 8-1 に示されているパッ ケージで配布されています。

ネットワーク構築サポート、ドライバ
本項は、 QLogic BCM57xx および BCM57xxx PCIe 10GbE ネ ッ ト ワーク アダプ ター

の bnx2x VMware ESXi ド ラ イバについて説明し ます。 Vmware ド ラ イバのダウン

ロー ド、 イ ンス ト ール、 ア ッ プデー ト についての情報を提供し ます。 また、 ド ラ イバの
パラ メ ータおよびデフ ォル ト を説明し、 ド ラ イバのアンロー ド および削除、 ド ラ イバの
メ ッ セージについての情報を提供し ます。 

メモ

本章の情報は、 主に現在サポー ト される VMware のバージ ョ ン、 ESXi 6.0 U2、

ESXi 6.5 および ESXi 6.7 に適用されます。 ESXi 6.7 はすべてのプロ ト コルにネ

イテ ィ ブ ・ ド ラ イバを使用し ます。

表 8-1. VMware ドライバのパッケージ

形式 ドライバ

圧縮済み ZIP QLG-NetXtremeIIversion.zip （ESXi 6.0, ESXi 6.5）

圧縮済み ZIP QLG-qcnic-offline_bundle.zip （ESXi 6.7）



8–VMware ド ラ イバソ フ ト ウ ェ ア

ネ ッ ト ワーク構築サポー ト 、 ド ラ イバ

62 BC0054508-04  J

ドライバのダウンロード、インストール、更新
BCM57xx および BCM57xxx 10GbE ネ ッ ト ワーク アダプ ター用の VMware ESXi ド

ラ イバをダウンロー ド 、 イ ンス ト ール、 またはア ッ プデー ト するには、
http://www.vmware.com/support を参照し て く だ さい。 このパッ ケージは、 二重に圧

縮されています。 ESXi ホス ト にコ ピーする前にパッ ケージを解凍し て く だ さい。

ドライバのパラメータ
vmkload_mod コ マン ドのコ マン ド ラ イ ン引数と し て、 い く つかのオプシ ョ ンパラ

メ ーターを指定できます。 esxcfg-module コ マン ド を発行し てこれらのパラ メ ー

ターを設定し ます。 詳細については、 esxcfg-module -h コ マン ド を発行し て く だ

さい。

int_mode
MSI-X 以外の割り込みモー ドの使用を強制する場合は、 オプシ ョ ンパラ メ ータ  
int_mode を使用し ます。 デフ ォル ト では、 MSI-X がカーネルでサポー ト されている

場合、 ド ラ イバは MSI-X を有効にし よ う と し ます。 MSI-X を有効にできない場合、

MSI がカーネルでサポー ト されていれば、 ド ラ イバは MSI を有効にし よ う と し ます。

MSI を有効にできない場合、 ド ラ イバは従来の INTx モー ド を使用し ます。

システム内のすべての BCM57xx および BCM57xxx ネ ッ ト ワーク アダプ ターで従来の 
INTx モー ド を強制的に使用するには、以下に示すよ う に int_mode パラ メ ータ を 1 
に設定し ます。

vmkload_mod bnx2x int_mode=1
システム内のすべての BCM57xx および BCM57xxx ネ ッ ト ワーク アダプ ターで MSI 
モー ド を強制的に使用するには、 以下に示すよ う に int_mode パラ メ ータ を 2 に設

定し ます。

vmkload_mod bnx2x int_mode=2

disable_tpa
透過的パケ ッ ト 集約 （TPS） 機能を無効にするには、 オプシ ョ ンパラ メ ータ 
disable_tpa を使用し ます。 デフ ォル ト で、 ド ラ イバーが TCP パケ ッ ト を集約し ま

す。

システム内のすべての BCM57xx および BCM57xxx ネ ッ ト ワーク アダプ ターで TPA 
機能を無効にするには、 以下に示すよ う に disable_tpa パラ メ ータ を 1 に設定し

ます。

vmkload_mod bnx2x disable_tpa=1
ethtool を使用し て特定のネ ッ ト ワーク  アダプ タの TPA (LRO) を無効化し ます。

num_queues
キューの数を設定するには、 パラ メ ータ num_queues を使用し ます （デフ ォル ト は 
CPU の数）。

http: //www.vmware.com/support
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pri_map
VLAN PRI 値または IP DSCP 値を、ハー ド ウ ェ ア内の異なる CoS または同じ  CoS に
マ ッ プするには、 オプシ ョ ンパラ メ ータ  pri_map を使用し ます。 この 32 ビ ッ ト  パラ

メ タは、 ド ラ イバによ って 8 つの 4 ビ ッ ト の値と し て評価されます。 この値によ っ て、

その優先度に応じ た必要なハー ド ウ ェ アキュー数が設定されます。

た と えば、 pri_map パラ メ ータ を 0x22221100 に設定する と、 優先度 0 と  1 は 
CoS 0 にマ ッ プ され、 優先度 2 と  3 は CoS 1 にマ ッ プ され、 優先度 4 ～ 7 は CoS 2 
にマ ッ プ されます。 別の例と し ては、 pri_map パラ メ ータ を 0x11110000 に設定

する と、 優先度 0 ～ 3 は CoS 0 にマ ッ プ され、 優先度 4 ～ 7 は CoS 1 にマ ッ プ され

ます。

dropless_fc
QLogic ネ ッ ト ワークアダプ ターで補足フ ロー制御メ カニズムを有効にするには、 オプ

シ ョ ンパラ メ ータ  dropless_fc を使用し ます。 デフ ォル ト のフ ロー制御メ カニズム

では、 オンチ ッ プバッ フ ァ （BRB） が特定の占有レベルに達し た と きに、 PAUSE フ
レームが送信されます。 この占有が、 パフ ォーマンスを重視し たフ ロー制御メ カニズム
です。 QLogic ネ ッ ト ワークアダプ ターでは、 いずれかのホス ト バッ フ ァ （RSS モー ド

の場合） が不足し た場合に PAUSE フ レームを送信する別のフ ローコ ン ト ロールメ カニ

ズムを イネーブルする こ と も できます。 これらの PAUSE フ レームが、 「パケ ッ ト 廃棄

ゼロ」 を重視し たフ ロー制御メ カニズムを提供し ます。

システム内のすべての QLogic ネ ッ ト ワーク アダプ ターで廃棄のないフ ロー制御メ カニ

ズムを有効にするには、 以下に示すよ う に dropless_fc パラ メ ータ を 1 に設定し

ます。

vmkload_mod bnx2x dropless_fc=1
RSS

オプシ ョ ンの RSS パラ メ ータ を使用し て、 受け取り側のスケー リ ングキューの数量を指

定し ます。 VMware ESXi 6.0 U2 および 6.5 では、 RSS 値は、 2 ～ 4 と な り ます。

RSS=1 は RSS キューを無効にし ます。

max_vfs
オプシ ョ ンのパラ メ ータ   max_vfs を使用し、 特定数の仮想機能を有効にし ます。  
max_vfs の値は、 1 ～ 64 に設定するか、 max_vfs=0 （デフ ォル ト ） に設定し てす

べての仮想機能を無効にする こ とができます。

enable_vxlan_ofld
オプシ ョ ンのパラ メ ータの enable_vxlan_ofld を使用し て、TX TSO および TX 
CSO での VXLAN タ スクオフ ロー ド を有効にし ます。 VMware ESXi 6.0 U2 および 
6.5 では、 enable_vxlan_ofld=1 （デフ ォル ト ） は VXLAN タ スクオフ ロー ド を

有効にし、 enable_vxlan_ofld=0 は、 VXLAN タ スクオフ ロー ド を無効にし ます。
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enable_default_queue_filters
オプシ ョ ンのパラ メ ータの enable_default_queue_filters を使用し て、 デ

フ ォル ト キューでの分類フ ィ ルタ を有効にし ます。 ハー ド ウ ェ アは、 アダプ タのポー ト
全体で等し く 分割される合計 512 の分類フ ィ ルタ をサポー ト し ます。 例えば、 ク ア ッ ド

ポー ト アダプ タ には、 各ポー ト に 128 のフ ィ ルタがあ り ます。 NPAR の構成では、

フ ィ ルタはデフ ォル ト のキューに適用され、 同じ物理ポー ト に属するパーテ ィ シ ョ ン間
での ト ラ フ ィ ッ ク切り替えをサポー ト し ます。 

フ ィ ルタの数がハー ド ウ ェ アによる制限数を超える と、「Rx filters on NetQ Rx 
Queue 0 exhausted 」 （NetQ Rx Queue 0 の Rx フ ィ ルタ をすべて使い切ってい

ます） のメ ッ セージが vmkernel ログに表示されます。 このメ ッ セージは、 ハー ド ウ ェ

アのフ ィ ルタの上限数に達し たこ と、 これ以上のエン ト リは追加できないこ と を意味し
ます。 enable_default_queue_filters パラ メ ータ を 0 に設定する こ と で、

デフ ォル ト キューのフ ィ ルタ を無効にする こ とができます。 これでパーテ ィ シ ョ ン間の
ト ラ フ ィ ッ ク切り替えが無効にな り ます。

enable_live_grcdump
enable_live_grcdump パラ メ ータ を使用し て、 どのフ ァームウ ェ アのダンプが ト ラ

ブルの解決のために収集されるかを示し ます。 有効な値は次のとお り です。

デフ ォル ト 設定はほとんどの状況に適し ています。 サポー ト チームから要求され
た場合を除いて、 デフ ォル ト 値は変更し ないで く だ さい。

ドライバのデフォルト
bnx2x VMware ESXi ド ラ イバのデフ ォル ト は以下のとお り です。

速度 ： 通知されているすべての速度で自動ネゴシエーシ ョ ン

Flow Control/ フ ロー コ ン ト ロール ： 通知されている RX と  TX で自動ネゴシエーシ ョ ン

MTU ： 1500 （範囲 46 ～ 9600）

Rx Ring Size （Rx リ ング サイズ） ： 4078 ( 範囲 0–4078)

Tx Ring Size （Tx リ ングサイズ） ： 4078 （範囲 (MAX_SKB_FRAGS+4) ～ 4078）。

MAX_SKB_FRAGS は、 カーネルやアーキテ クチャによ っ て異な り ます。 x86 の 2.6 
カーネルでは、 MAX_SKB_FRAGS は 18 です。

Coalesce RX Microseconds （連結 RX マイ ク ロ秒） ： 25 ( 範囲 0–3000)

Coalesce TX Microseconds （連結 TX マイ ク ロ秒） ： 50 （範囲 0 ～ 12288）

値 説明

0x0  ラ イブグローバルレジス タ コ ン ト ローラ （GRC） のダンプを無効化

0x1  パリ テ ィ / ラ イブ GRC のダンプを有効化 （デフ ォル ト ）

0x2  送信タ イムアウ ト  GRC ダンプを有効化

0x4  統計タ イムアウ ト  GRC ダンプを有効化
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MSI-X ： 有効 （2.6 カーネルでサポー ト される場合）

TSO ： Enabled

WoL ： Disabled

ドライバのアンロードと削除
bnx2x VMware ESXi ド ラ イバをアンロー ド するには、 次のコ マン ド を発行し ます。

vmkload_mod -u bnx2x

ドライバメッセージ
次の bnx2x VMware ESXi ド ラ イバー メ ッ セージは、 /var/log/vmkernel.log 
フ ァ イルにログされる も一般的な メ ッ セージの例です。 dmesg -n <level> コ マ

ン ド を発行し、 コ ン ソールに表示される メ ッ セージのレベルを制御し ます。 ほとんどの
場合、 レベル 6 がデフ ォル ト と されています。 すべてのメ ッ セージを表示するには、 レ

ベルを上げます。

ドライバのサインオン

QLogic BCM57xxx 10Gigabit Ethernet Driver 
bnx2x 0.40.15 ($DateTime: 2015/11/22 05:32:40 $)

NIC の検出

bnx2x: msix capability found
bnx2x: part number 0-0-0-0
PCI: driver bnx2x claimed device 0000:01:00.0

MSI-X の正常な有効化

bnx2x 0000:01:00.0: vmnic0: using MSI-X  IRQs: sp 16  fp[0] 28 ... 
fp[7] 35

リンクアップと速度の表示

bnx2x 0000:01:00.0: vmnic0: NIC Link is Up, 10000 Mbps full duplex, 
Flow control: ON - receive & transmit 

リンクダウンの表示

bnx2x 0000:01:00.1: vmnic0: NIC Link is Down
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メモリの制限

ログフ ァ イル内の以下のよ う な メ ッ セージは、 ESXi ホス ト が厳重に制限されている こ

と を示し ています。 制限を緩和するには、 NetQueue を無効にし ます。

Dec  2 18:24:20 ESX4 vmkernel: 0:00:00:32.342 cpu2:4142)WARNING: 
Heap: 1435: Heap bnx2x already at its maximumSize. Cannot expand.
Dec  2 18:24:20 ESX4 vmkernel: 0:00:00:32.342 cpu2:4142)WARNING: 
Heap: 1645: Heap_Align(bnx2x, 4096/4096 bytes, 4096 align) failed.  
caller: 0x41800187d654
Dec  2 18:24:20 ESX4 vmkernel: 0:00:00:32.342 cpu2:4142)WARNING: 
vmklinux26: alloc_pages: Out of memory
bnx2x VMkernel モジュールを手動でロー ド し て NetQueue を無効にするには、 次の

コ マン ド を発行し ます。

vmkload_mod bnx2x num_queues=1 
または、 再起動後も設定を維持するには、 次のコ マン ド を発行し ます。

esxcfg-module -s num_queues =1 bnx2x
マシンを再起動し て設定を適用し ます。

Multiqueue および NetQueue
multi_mode が 1 に設定され、 割り込みモー ド が MSI-X の場合、 オプシ ョ ンパラ

メ ータ  num_queues を使用し て Rx キューと  Tx キューの数を設定できます。 割り込

みモー ド が MSI-X と異なる場合 （ 62 ページの 「int_mode」 を参照）、 Rx キューと  
Tx キューの数は 1 に設定され、 このパラ メ ータの値は破棄されます。

複数のキューを使用する場合は、 次のコ マン ド を発行し て NetQueue の数を強制し ま

す。

esxcfg-module -s "num_queues=<num of queues>" bnx2x
それ以外の場合は、 次のコ マン ド を発行し、 NetQueue の数を bnx2x ド ラ イバに選択

させます。

esxcfg-module -s "num_queues=0" bnx2x
適な数は、 NetQueue の数と マシンの CPU の数と同じにする こ と で得られます。
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FCoE サポート
本項では、 QLogic FCoE C-NIC をサポー ト するための VMware ソ フ ト ウ ェ アパッ

ケージのイ ンス ト ールに関連し た内容と手順について説明し ます。

ドライバ
QLogic BCM57xx および BCM57xxx FCoE ド ラ イバには bnx2x および bnx2fc があ

り ます。

 bnx2x ド ラ イバはすべての PCI デバイス リ ソース （レジス タ、 ホス ト イ ン タ

フ ェ ースキューなど） を管理し、 QLogic の BCM57xx および BCM57xxx 10G 
デバイスのレ イヤ 2 VMware 低レベルネ ッ ト ワーク ド ラ イバと し ても機能し ま

す。 このド ラ イバはハー ド ウ ェ アを直接制御し、 VMware ホス ト  ネ ッ ト ワーキン

グ ス タ ッ クに代わっ てイーサネ ッ ト  パケ ッ ト の送受信を行います。 bnx2x ド ラ イ

バは、 デバイス割り込みの受信と処理も行います。 これは、 ド ラ イバ自体 （レ イ
ヤ 2 ネ ッ ト ワーキング用） だけでな く 、 bnx2fc （FCoE プロ ト コル） および 
C-NIC ド ラ イバに代わっ て行われます。

 bnx2fc QLogic VMware FCoE ド ラ イバは、VMware SCSI ス タ ッ ク と  QLogic 
FCoE フ ァームウ ェ アおよびハー ド ウ ェ アの間に変換レ イヤを提供する カーネル

モー ド ド ラ イバです。 さ らに、 FIP およびデバイスを検出する Open-FCoE の 
libfc および libfcoe に代わってカプセル化された FCoE フ レームを送受信する

ネ ッ ト ワーク レ イヤとのド ラ イバイ ン タ フ ェ ースを提供し ます。

サポートされるディストリビューション
FCoE および DCB 機能セ ッ ト は、 VMware ESXi 6.0 以降でサポー ト されています。

FCoE の有効化

C-NIC で FCoE ハードウェア オフロードを有効にするには、次の手順を実行します。

1. 次のコ マン ド を発行し て、 FCoE 対応のポー ト を判別し ます。

# esxcli fcoe nic list
出力例 ：

vmnic4
User Priority: 3
Source MAC: FF:FF:FF:FF:FF:FF
Active: false
Priority Settable: false
Source MAC Settable: false
VLAN Range Settable: false
VN2VN Mode Enabled: false
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2. 次のよ う に、 FCoE イ ン タ フ ェ ースを有効にし ます。

# esxcli fcoe nic discover -n vmnicX
こ こ で X は、 手順 1 で判別されたイ ン タ フ ェース番号です。

3. 次のよ う に、 イ ン タ フ ェ ースが機能し ている こ と を確認し ます。

# esxcli fcoe adapter list 
出力例 ：

vmhba34
Source MAC: bc:30:5b:01:82:39
FCF MAC: 00:05:73:cf:2c:ea
VNPort MAC: 0e:fc:00:47:04:04
Physical NIC: vmnic7
User Priority: 3
VLAN id: 2008
VN2VN Mode Enabled: false
このコ マン ドの出力は、 C-NIC に接続されている フ ァ ブ リ ッ クの有効な FCoF 
フ ォワーダー （FCF） MAC、 VNPort MAC、 優先度、 および VLAN ID を示し ま

す。

また、 次のコ マン ド を発行し て、 イ ン タ フ ェ ースが適切に機能し ている こ と を確
認する こ と もできます。

# esxcfg-scsidevs -a 
出力例 ：

vmhba34 bnx2fc link-up fcoe.1000<mac address>:2000<mac address>
vmhba35 bnx2fc link-up fcoe.1000<mac address>:2000<mac address>

メモ

「Software FCoE」 とい う ラベルは、 受信 FCoE ラ イブ ラ リ およびユーテ ィ リ

テ ィ に依存する イニシエータ を説明する VMware 用語です。 QLogic の FCoE ソ
リ ューシ ョ ンは、 完全にステー ト フルな接続ベースのハー ド ウ ェ アオフ ロー ド ソ
リ ューシ ョ ンであ り、 非オフ ロー ド ソ フ ト ウ ェ アイニシエータによ っ て生じ る 
CPU の負荷を大幅に削減し ます。
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インストールチェック
ド ラ イバが正し く イ ンス ト ールされ、 スイ ッ チがホス ト ポー ト を認識する こ と を確認す
るには、 次の手順を実行し ます。

ドライバが正しくインストールされたことを確認するには、次の手順を実行します。

1. 次のいずれかのコマン ド を発行し て、 スイ ッ チフ ァ ブ リ ッ ク ログイ ン （FLOGI）
データベースにホス ト ポー ト が表示される こ と を確認し ます。

show flogi database （Cisco FCF の場合）

fcoe -loginshow （Brocade FCF の場合）

2. FLOGI データベースにホス ト  WWPN が表示されない場合は、 ド ラ イバのログ

メ ッ セージを調べて く だ さい。

各種制限
FCoE サポー ト には以下の制限があ り ます。

 NPIV は、 サポー ト する （libfc、 libfcoe） コ ンポーネン ト およびモジュール上で

の依存性によ り、 依存ハー ド ウ ェ アソ リ ューシ ョ ンを使用する ESXi では現在サ

ポー ト されていません。

 オフ ロー ド対応の QLogic デバイスでは、 非オフ ロー ド  FCoE はサポー ト されま

せん。 完全ハー ド ウ ェ ア オフ ロー ド  パスのみがサポー ト されます。

iSCSI サポート
QLogic が提供する bnx2i ド ラ イバは iSCSI をサポー ト し ています。 QLogic 
BCM57xx および BCM57xxx iSCSI ド ラ イバ bnx2i は、 QLogic VMware iSCSI ホス

ト バスアダプ ター ド ラ イバです。 bnx2fc のよ う に、 bnx2i は VMware SCSI ス タ ッ ク

と  QLogic iSCSI フ ァームウ ェ アおよびハー ド ウ ェ アの間に変換レ イヤを提供する カー

ネルモー ド ド ラ イバです。 bnx2i は Open-iSCSI フ レームワークの下で機能し ます。

iSCSI オフロードの VLAN 設定（VMware）
ネ ッ ト ワーク上の iSCSI ト ラ フ ィ ッ クは、 他の ト ラ フ ィ ッ ク と分離するために VLAN 
上で隔離する こ とができます。 隔離する場合は、 アダプ タの iSCSI イ ン ターフ ェ イスを

該当する VLAN のメ ンバーにする必要があ り ます。

V-Sphere クライアント (GUI) を使用して VLAN を設定するには：

1. ESXi ホス ト を選択し ます。 

2. Configuration （設定） タ ブを ク リ ッ ク し ます。 

3. Configuration （設定） ページで、 Networking （ネ ッ ト ワーキング） リ ン ク を選

択し て、 Properties （プロパテ ィ ） を ク リ ッ ク し ます。 
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4. 選択された vSwitch Properties （vSwitch プロパテ ィ ） の Ports （ポー ト ） ペー

ジで、 仮想スイ ッ チまたはポー ト グループを ク リ ッ ク し て、 Edit （編集） を ク

リ ッ ク し ます。 

5. （オプシ ョ ン） VM Network Properties （VM ネ ッ ト ワーク プロパテ ィ ） の 
General （一般） ページで、 VLAN ID ボ ッ ク スに VLAN 番号を割り当てます。

図 8-1 と図 8-2 に例を示し ます。

図 8-1. VM ネットワークプロパティ：例 1
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図 8-2. VM ネットワークプロパティ：例 2
6. VMkernel で VLAN を設定し ます。



72 BC0054508-04  J

9 Windows ドライバソフト
ウェア

Windows ド ラ イバソ フ ト ウ ェ アには次の情報が含まれています。

 ド ラ イバソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール

 77 ページの 「ド ラ イバソ フ ト ウ ェ アの変更」

 78 ページの 「ド ラ イバソ フ ト ウ ェ アの修復または再イ ンス ト ール」

 79 ページの 「デバイス ド ラ イバの削除」

 79 ページの 「アダプ ターのプロパテ ィ の表示または変更」

 79 ページの 「電源の管理オプシ ョ ンの設定」 

 81 ページの 「QCC GUI、 QCC PowerKit、 および QCS CLI との使用のための

通信プロ ト コルの設定」

ドライバソフトウェアのインストール

ハー ド ウ ェ アデバイス （QLogic BCM57xx および BCM57xxx アダプ ター等） の取り

付け後、 または既存デバイス ド ラ イバの削除後に Windows が初めて起動する時、 オペ

レーテ ィ ングシステムは自動的にハー ド ウ ェ アを検知し て、 そのデバイス向けの ド ラ イ
バソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールするプロンプ ト を表示し ます。

ド ラ イバのイ ンス ト ールには、 次の 2 つの方法が含まれます。

 グラ フ ィ カルな対話型のイ ンス ト ールモー ド （73 ページの 「イ ンス ト ーラの使

用」 を参照）

 無人イ ンス ト ールのためのコ マン ド ラ イ ンサイ レン ト モー ド （76 ページの 「サイ

レン ト イ ンス ト ールの使用」 を参照） 

メモ

これらの手順は、 お使いの QLogic BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターが

工場出荷時に取り付けられていないこ と を前提と し ています。 お使いのコ ン ト
ローラが工場出荷時に取り付けられた場合、 ド ラ イバソ フ ト ウ ェ アはすでにイ ン
ス ト ールされています。
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インストーラの使用
QLogic デバイス ド ラ イバに加え、 イ ンス ト ーラは管理アプ リ ケーシ ョ ン も イ ンス ト ー

ルし ます。 イ ンス ト ーラ実行時には次のアイテムがイ ンス ト ールされます。 

 QLogic デバイスドライバ ： QLogic デバイス ド ラ イバを イ ンス ト ールし ます。

 Control Suite ： QLogic Control Suite （QCS CLI） です。 

 QCC は QConverge Console GUI です。

 QLASP ： QLogic Advanced Server Program1 を イ ンス ト ールし ます。 

 SNMP ： SNMP サブエージ ェ ン ト を イ ンス ト ールし ます。 

 CIM Provider ： 共通情報モデルプロバイダを イ ンス ト ールし ます。 

 iSCSI クラッシュダンプドライバ ： iSCSI ク ラ ッ シュダンプユーテ ィ リ テ ィ に必

要な ド ラ イバを イ ンス ト ールし ます。

 FCoE クラッシュダンプドライバ は、 FCoE ク ラ ッ シュダンプユーテ ィ リ テ ィ に

必要な ド ラ イバを イ ンス ト ールし ます。

 FastLinQ HBA デバイス管理エージェント はデバイス管理のためのエージ ェ ン

ト を イ ンス ト ールし ます。

メモ

 ド ラ イバソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールする前に、 Windows オペレーテ ィ ング

システムが 新バージ ョ ンにア ッ プグレー ド され、 新のサービスパッ クが適
用されている こ と を確認し て く だ さい。 

 QLogic BCM57xx および BCM57xxx コ ン ト ローラ をお使いの Windows オ
ペレーテ ィ ングシステムで使用できるよ う にするには、 ネ ッ ト ワークデバイス
ド ラ イバが物理的にイ ンス ト ールされている こ と を確認し て く だ さい。 ド ラ イ
バはイ ンス ト ール CD に含まれています。

 TCP/IP オフ ロー ド エンジン （TOE） を使用するには、 Windows Server 
2008、 Windows Server 2008 R2、 または Windows Server 2012、 または 
Windows 2016 が必要です。 また、 マザーボー ド には LOM のためにラ イセ

ンスキーを イ ンス ト ールし てお く 必要があ り ます。 ア ド イ ン NIC については、

ハー ド ウ ェ アにラ イセンスキーがプログラムされています。

 QCS は、 Microsoft Windows Server 2008 R2 向けの Server Core イ ンス

ト ールオプシ ョ ンではサポー ト されていません。

1 QLASP は Windows Server 2016 以降ではサポー ト されていません。イ ンス ト ールするオプシ ョ ンはあ
り ません。
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QLogic BCM57xx および BCM57xxx ドライバと管理アプリケーションのインストー

ル方法：

1. 新しいハードウェアの検索ウィザード が表示されたら、 キャンセル を ク リ ッ ク し

ます。 

2. ド ラ イバソース メ デ ィ ア、 またはソ フ ト ウ ェ ア ド ラ イバパッ ケージをダウンロー
ド し た場所のいずれかから、 次の作業を行います。

a. お使いのオペレーテ ィ ングシステムのフ ォルダを開きます。

b. MUPS フ ォルダを開いて、 お使いのオペレーテ ィ ングシステムの設定に

沿ってフ ォルダを抽出し ます。

c. Setup.exe フ ァ イルをダブルク リ ッ ク し ます。

QLogic ド ラ イバおよび管理アプ リ ケーシ ョ ンの InstallShield ウ ィ ザー ド によ り

「よ う こそ」 のウ ィ ン ド ウが開きます。

3. InstallShield ウ ィ ザー ドのプロンプ ト （図 9-1） で、 使用するアダプ タ管理ユー

テ ィ リ テ ィ を選択し ます。

 QConvergeConsole GUI を使用するには、 Yes （はい） を ク リ ッ ク し ま

す。

 QLogic Control Suite を使用するには、 No （いいえ） を ク リ ッ ク し ます。

図 9-1. 管理ユーティリティの InstallShield ウィザードプロンプト

4. InstallShield ウ ィ ザー ドのプロンプ ト 、 「Do you want to skip installing WMI?」

（WMI のイ ンス ト ールをスキ ッ プ し ますか ?） で次のいずれかのオプシ ョ ンを選択

し ます。

 Windows Management Instrumentation （WMI） イニシアチブのイ ンス

ト ールを先送りするには、 Click Yes （はい） を ク リ ッ ク し ます。

 WMI を イ ンス ト ールするには、 No （いいえ） を ク リ ッ ク し ます。

5. InstallShield の 「よ う こそ」 の画面で Next （次へ） を ク リ ッ ク し て次に進みま

す。
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6. 使用許諾契約書を確認し た後、 I accept terms in license agreement （ラ イセ

ンス契約の条件に同意し ます） を ク リ ッ ク し、 Next （次へ） を ク リ ッ ク し て続行

し ます。 

7. イ ンス ト ールする機能を選択し ます。 

8. Install （イ ンス ト ール） を ク リ ッ ク し ます。 

9. Finish （完了） を ク リ ッ ク し てウ ィ ザー ド を終了し ます。 

10. イ ンス ト ーラが再起動が必要かど う かを判断し ます。 画面に表示される手順に従
います。

iSCSI クラッシュダンプのための Microsoft iSCSI Software Initiator のインストー

ル方法：

QLogic iSCSI ク ラ ッ シュダンプユーテ ィ リ テ ィ がサポー ト されてお り、 それを使用す

る予定の場合は、 イ ンス ト ール順序に従う こ とが重要にな り ます。

1. イ ンス ト ーラ を実行し ます。

2. Microsoft iSCSI Software Initiator をパッ チ （MS KB939875） と共にイ ンス

ト ールし ます。

デバイスドライバのインストール方法（インストーラ実行後）： 

1. Microsoft iSCSI Software Initiator （バージ ョ ン 2.06 以降） がお使いのオペレー

テ ィ ングシステムに含まれていない場合は、 これを イ ンス ト ールし ます。
Microsoft iSCSI Software Initiator を イ ンス ト ールする タ イ ミ ングを判断するに

は、 表 9-1 を参照し て く だ さい。 Microsoft から  iSCSI Software Initiator をダウ

ンロー ド するには、

http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?familyid=12cb3c1a-15
d6-4585-b385-befd1319f825&displaylang=en にアクセス し ます。

2. 必要に応じ て、 iSCSI ク ラ ッ シュダンプ フ ァ イル生成のための Microsoft パッ チ

（Microsoft KB939875） を次の場所から イ ンス ト ールし ます。

http://support.microsoft.com/kb/939875

Microsoft パッ チのイ ンス ト ールの必要性を判断するには、 表 9-1 を参照し て く だ

さい。

メモ

イ ンス ト ーラからデバイス ド ラ イバをア ッ プグレー ド する場合は、 QCC GUI 
Configuration （QCS GUI 設定） ページの Advanced （詳細） セク シ ョ ンから  
iSCSI Crash Dump （iSCSI ク ラ ッ シュダンプ） を再度有効にし ます。

http: //www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?familyid=12cb3c1a-15d6-4585-b385-befd1319f825&displaylang=en
http: //www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?familyid=12cb3c1a-15d6-4585-b385-befd1319f825&displaylang=en
http: //support.microsoft.com/kb/939875
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サイレントインストールの使用

インストーラのソースフォルダ内からサイレントインストールを実行する：

次のコ マン ド を発行し ます。

setup /s /v/qn

インストーラのソースフォルダ内からサイレントアップグレードを実行する：

次のコ マン ド を発行し ます。

setup /s /v/qn

同じインストーラのサイレント再インストールを実行する：

次のコ マン ド を発行し ます。

setup /s /v"/qn REINSTALL=ALL" 

表 9-1. Windows オペレーティングシステムと 
iSCSI クラッシュダンプ

オペレーティングシステム
MS iSCSI Software 

Initiator 必須
Microsoft パッチ

（MS KB939875）必須

NDIS

Windows Server 2008 はい （OS に含まれている） いいえ

Windows Server 2008 R2 はい （OS に含まれている） いいえ

Windows Server 2012 以降 はい （OS に含まれている） いいえ

オフロード iSCSI（OIS）

Windows Server 2008 いいえ いいえ

Windows Server 2008 R2 いいえ いいえ

Windows Server 2012 以降 いいえ いいえ

メモ

 すべてのコマン ド では大文字と小文字が区別されます。

 無人イ ンス ト ールに関する詳細手順および情報については、

Driver_Management_Apps_Installer フ ォルダにある 
silent.txt フ ァ イルを参照し て く だ さい。
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サイレントインストールを機能別に実行する：

ADDSOURCE を使用し て次の任意の機能を含めます。 

プ ラ ッ ト フ ォームに基いて次のコ マン ド を発行し ます。 

IA32 プ ラ ッ ト フ ォーム ：

setup /s /v"/qn ADDSOURCE=Driversi32,BACSi32,BASPi32,SNMPi32,CIMi32"
AMD/EM64T プ ラ ッ ト フ ォーム ： 

setup /s /v"/qn ADDSOURCE=Driversa64,BACSa64,BASPa64,SNMPa64,CIMa64"
次のコ マン ド ラ イ ンステー ト メ ン ト は、 プ ラ ッ ト フ ォームに基いて QLogic ド ラ イバの

みを イ ンス ト ールし ます。

IA32 プ ラ ッ ト フ ォーム ：

setup /s /v"/qn ADDSOURCE=Driversi32"
AMD64 プ ラ ッ ト フ ォーム ：

setup /s /v"/qn ADDSOURCE=Driversa64"

バッチファイル内からサイレントインストールを実行する：

バッ チフ ァ イル内からサイ レン ト イ ンス ト ールを実行し て、 イ ンス ト ールが完了するま
で待っ てからその後のコマン ド ラ イ ンを続行するには、 次のコ マン ド を発行し ます。

start /wait setup /s /w /v/qn

ドライバソフトウェアの変更
ドライバソフトウェアを変更するには、次の手順を実行します。

1. コ ン ト ロールパネルで プログラムの追加と削除 をダブルク リ ッ ク し ます。

2. QLogic Drivers and Management Applications （QLogic ド ラ イバと管理ア

プ リ ケーシ ョ ン） を ク リ ッ ク し て、 変更 を ク リ ッ ク し ます。

メモ

REINSTALL スイ ッ チは、 同じ イ ンス ト ーラがシステムに既にイ ンス ト ールされ

ている場合にのみ使用するよ う に し て く だ さい。 以前のバージ ョ ンのイ ンス ト ー
ラ をア ッ プグレー ド し ている場合は、 前述されている とお り、 setup /s 
/v/qn を使用し て く だ さい。

メモ

QLogic デバイス ド ラ イバは必要な機能であるため、 ADDSOURCE を指定し な く

ても常にイ ンス ト ールされます。
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3. 次へ を ク リ ッ ク し て続行し ます。

4. 変更、 追加、 または削除 を ク リ ッ ク し て、 プログラム機能を変更し ます。 

5. 次へ を ク リ ッ ク し て続行し ます。

6. アイ コ ンを ク リ ッ ク し て、 機能のイ ンス ト ール方法を変更し ます。

7. Next （次へ） を ク リ ッ ク し ます。

8. Install （イ ンス ト ール） を ク リ ッ ク し ます。

9. Finish （完了） を ク リ ッ ク し てウ ィ ザー ド を終了し ます。

10. イ ンス ト ーラが再起動が必要かど う かを判断し ます。 画面に表示される手順に従
います。

ドライバソフトウェアの修復または再インストール
ドライバソフトウェアを修復または再インストールするには、次の手順を実行します。

1. コ ン ト ロールパネルで プログラムの追加と削除 をダブルク リ ッ ク し ます。

2. QLogic Drivers and Management Applications （QLogic ド ラ イバと管理ア

プ リ ケーシ ョ ン） を ク リ ッ ク し て、 変更 を ク リ ッ ク し ます。

3. 次へ を ク リ ッ ク し て続行し ます。

4. 修復または再インストール を ク リ ッ ク し てエ ラーを修復、 または新規アダプ ター

用のド ラ イバを イ ンス ト ールし ます。

5. 次へ を ク リ ッ ク し て続行し ます。

6. インストール を ク リ ッ ク し ます。

7. 完了 を ク リ ッ ク し てウ ィ ザー ド を終了し ます。

8. イ ンス ト ーラが再起動が必要かど う かを判断し ます。 画面に表示される手順に従
います。

メモ

このオプシ ョ ンでは新規アダプ ター用のド ラ イバはイ ンス ト ールされませ
ん。 新規アダプ ター用のド ラ イバのイ ンス ト ールについては、 78 ページの

「ド ラ イバソ フ ト ウ ェ アの修復または再イ ンス ト ール」 を参照し て く だ さい。
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デバイスドライバの削除
デバイス ド ラ イバの削除時は、 イ ンス ト ールされている管理アプ リ ケーシ ョ ン も削除さ
れます。 

デバイスドライバを削除するには、次の手順を実行します。

1. コ ン ト ロールパネルで プログラムの追加と削除 をダブルク リ ッ ク し ます。

2. QLogic Drivers and Management Applications （QLogic ド ラ イバと管理ア

プ リ ケーシ ョ ン） を ク リ ッ ク し て、 削除 を ク リ ッ ク し ます。 画面に表示される手

順に従います。

3. システムを再起動し て、 ド ラ イバを完全に削除し ます。 システムの再起動に失敗
する と、 ド ラ イバを正し く イ ンス ト ールする こ とができません。

アダプターのプロパティの表示または変更 
QLogic ネットワークアダプターのプロパティを表示または変更するには、次の手順を

実行します。

1. コ ン ト ロールパネルで QLogic Control Suite を ク リ ッ ク し ます。 

2. Configurations （設定） ページの Advanced （詳細設定） セク シ ョ ンを ク リ ッ ク

し ます。

電源の管理オプションの設定
電力節約のためのオペレーテ ィ ングシステムによる コ ン ト ローラの電源オフ、 またはコ
ン ト ローラによる コ ンピ ュータのウ ェ イ ク ア ッ プを可能にするために、 電源の管理オプ
シ ョ ンを設定する こ とができます。 ただ し、 デバイスが他の動作でビジー状態になっ て
いる場合 （た と えばコールの処理中など）、 オペレーテ ィ ングシステムはデバイスを
シ ャ ッ ト ダウン し ません。 オペレーテ ィ ングシステムが可能なデバイスすべてのシャ ッ
ト ダウンを試行するのは、 コ ンピ ュータが休止状態への移行を試みる時のみです。 

メモ

Windows Server 2008 および Windows Server 2008 R2 は、デバイス ド ラ イバ

を以前にイ ンス ト ールされたものと置き換えるデバイス ド ラ イバのロールバッ ク
機能を提供し ます。 ただ し、 BCM57xx および BCM57xxx デバイスのソ フ ト ウ ェ

アアーキテ クチャは複雑になっ ているため、 個々のコ ンポーネン ト のひとつに
ロールバッ ク機能を使用する と問題が生じ る場合があ り ます。 そのため、 QLogic 
では、 ド ラ イババージ ョ ンへの変更を ド ラ イバンス ト ーラ経由のみで行う こ と を
推奨し ています。



9–Windows ド ラ イバソ フ ト ウ ェ ア

電源の管理オプシ ョ ンの設定

80 BC0054508-04  J

コントローラを常にオンにしておくには、次の手順を実行します。

図 9-2 に示すよ う に、 アダプ タープロパテ ィ の Power Management （電力管理） ペー

ジで、 Allow the computer to turn off device to save power （電力節約のために

デバイスをオフにする こ と を コ ンピ ュータに許可する） チ ェ ッ クボ ッ ク スのチ ェ ッ ク を
外し ます。 

図 9-2. デバイス電力管理オプション

メモ

電力管理オプシ ョ ンは、 ブレー ドサーバーでは使用できません。

メモ

 Power Management （電力管理） ページは、 電力管理をサポー ト するサー

バーのみで使用できます。

 コ ンピ ュータがス タ ンバイ状態のと きに Wake on LAN （WoL） を有効にす

るには、 Allow the device to wake the computer （デバイスによる コ ン

ピ ュータのウ ェ イ クア ッ プを許可する） チ ェ ッ クボ ッ ク スを選択し ます。 
 Only allow a magic packet to wake the computer （マジ ッ クパケ ッ ト に

よる コ ンピ ュータのウ ェ イ ク ア ッ プのみを許可する） チ ェ ッ クボ ッ ク スを選択
する と、 コ ンピ ュータはマジ ッ クパケ ッ ト のみによ ってス タ ンバイ状態から復
帰させる こ とができます。
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QCC GUI、QCC PowerKit、および QCS CLI との
使用のための通信プロトコルの設定

QCC GUI、 QCC PowerKit、 および QCS CLI の管理アプ リ ケーシ ョ ンには、 RPC 
エージ ェ ン ト と ク ラ イアン ト ソ フ ト ウ ェ アの 2 つの主要コ ンポーネン ト があ り ます。

RPC エージ ェ ン ト は、 1 つまたは複数の統合ネ ッ ト ワーク アダプ ターが搭載されている

サーバー （「管理対象ホス ト 」） にイ ンス ト ールされます。 RPC エージ ェ ン ト は、 統合

ネ ッ ト ワークアダプ ターに関する情報を収集し て、 ク ラ イアン ト ソ フ ト ウ ェ アがイ ンス
ト ールされている管理 PC からその情報を取得できるよ う にし ます。 ク ラ イアン ト ソ フ

ト ウ ェ アは、 RPC エージ ェ ン ト からの情報の表示、 および統合ネ ッ ト ワーク アダプ ター

の設定を可能にし ます。 管理ソ フ ト ウ ェ アには QCC GUI および QCS CLI が含まれま

す。

通信プロ ト コルによ り、 RPC エージ ェ ン ト と ク ラ イアン ト ソ フ ト ウ ェ ア間の通信が可能

にな り ます。 適切なユーテ ィ リ テ ィ は、 ネ ッ ト ワーク上のク ラ イアン ト および管理対象
ホス ト 上にあるオペレーテ ィ ングシステムの混在状態 （Linux、 Windows、 または両方）

に応じ て選択する こ とができます。 

これらの管理アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール手順については、 次のマニュアルを参照
し て く だ さい。

 User’s Guide, QLogic Control Suite CLI （ユーザーガイ ド、 QLogic Control 
Suite CLI） （部品番号 BC0054511-00）

 User’s Guide, PowerShell （ユーザーガイ ド、 PowerShell） （部品暗号 
BC0054518-00）

 Installation Guide, QConvergeConsole GUI （イ ンス ト ールガイ ド、

QConvergeConsole GUI） （部品番号 SN0051105-00）

これらのド キュ メ ン ト を見つけるには、 xxi ページの 「ド キュ メ ン ト のダウンロー ド 」 を

参照し て く だ さい。

注意

チームのメ ンバーになっているアダプ ターには、 いずれも  Allow the computer 
to turn off the device to save power （電力の節約のために、 コ ンピ ュータ で

このデバイスの電源をオフにできるよ う にする） を選択し ないで く だ さい。
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10 iSCSI プロトコル

本章では、 iSCSI プロ ト コルに関する次の情報について説明し ます。

 iSCSI ブー ト

 113 ページの 「iSCSI ク ラ ッ シュダンプ」

 113 ページの 「Windows Server での iSCSI オフ ロー ド」

iSCSI ブート
QLogic BCM57xx および BCM57xxx ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト （GbE） アダプ ターは、

デ ィ スク レスシステムでのオペレーテ ィ ングシステムのネ ッ ト ワーク ブー ト を可能にす
るために、 iSCSI ブー ト をサポー ト し ます。 iSCSI ブー ト によ り、 リ モー ト の iSCSI 
ターゲ ッ ト マシンから標準 IP ネ ッ ト ワーク を介し て Windows、 Linux、 または 
VMware オペレーテ ィ ングシステムをブー ト できます。

Windows と  Linux の両方のオペレーテ ィ ングシステムでは、 iSCSI ブー ト は非オフ

ロー ド （Microsoft/Open-iSCSI initiator と も呼ばれています） とオフ ロー ド （QLogic 
のオフ ロー ド  iSCSI ド ラ イバまたはホス ト バスアダプ ター） の 2 つの異なるパスでブー

ト するよ う に設定できます。 パスは、 iSCSI 設定ユーテ ィ リ テ ィ の General 
Parameters （一般パラ メ ータ） ページにある HBA Boot Mode （HBA ブー ト モー ド）

オプシ ョ ンで設定し ます。 General Parameters （一般パラ メ ータ） ページの全設定オ

プシ ョ ンの詳細については、 86 ページの表 10-1 を参照し て く だ さい。

iSCSI ブート向けにサポートされているオペレーティング システム
QLogic BCM57xx および BCM57xxx ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト アダプ ターは、 次のオ

ペレーテ ィ ングシステムで iSCSI ブー ト をサポー ト し ます。

 Windows Server 2008 以降の 32 ビ ッ ト と  64 ビ ッ ト  ( オフ ロー ド および非オフ

ロー ドパスをサポー ト )

メモ

BCM57xxx ベースの構成で iSCSI ブー ト を使用し ている場合は、 リ リース 7.2.x
（以前） から リ リース 7.4.x 以降にア ッ プグレー ド する前に、 システム上で 
SR-IOV を無効にする必要があ り ます。
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 Linux RHEL 6 以降、 および SLES 11.1 以降 （オフ ロー ド および非オフ ロー ド パ

スをサポー ト ）

 SLES 10.x および SLES 11 （非オフ ロー ドパスのみをサポー ト ）

 IPv4 向けに VMware ESXi 5.0 以降 （非オフ ロー ドパスのみをサポー ト ）、 IPv6 
向けに ESXi 6.0 以降。 

 レ イヤ 2 パス内の VMware ESX

さ らに、 アダプ ターは SLES 11SP3 および SLES12.0 以降、 RHEL 6.5、 6.6、 7, 7.1 
以降、 Windows 2012 および Windows 2012 R2 以降、 ESXi 6.0 U2 および 6.5 以降

において未指定のパス タ イプに対する iSCSI ブー ト をサポー ト し ます。

iSCSI ブートセットアップ
iSCSI ブー ト セ ッ ト ア ッ プは、 次の作業で構成されます。

 iSCSI ターゲ ッ ト を設定する

 iSCSI ブー ト パラ メ ータの設定

 iSCSI ブー ト  イ メ ージを準備する

 ブー ト

iSCSI ターゲットを設定する

iSCSI ターゲ ッ ト の設定は、 ターゲ ッ ト のベンダによ っ て異な り ます。 iSCSI ターゲ ッ

ト の設定については、 ベンダが提供し ている文書類を参照し て く だ さい。 一般的な手順
は次のとお り です。

1. iSCSI ターゲ ッ ト を作成し ます。

2. 仮想デ ィ スク を作成し ます。

3. 手順 1 で作成し た iSCSI ターゲ ッ ト に仮想デ ィ スク をマ ッ ピング し ます。

4. iSCSI イニシエータ を iSCSI ターゲ ッ ト に関連付けます。

5. iSCSI ターゲ ッ ト 名、 TCP ポー ト 番号、 iSCSI LUN、 イニシエータのイ ン ター

ネ ッ ト 修飾名 （IQN）、 および CHAP 認証の詳細を記録し ます。

6. iSCSI ターゲ ッ ト を設定し た後で、 次の情報を入手し ます。

 ターゲ ッ ト  IQN 名
 ターゲ ッ ト  IP ア ド レス

 ターゲ ッ ト  TCP ポー ト 番号

 ターゲ ッ ト  LUN
 イニシエータ  IQN
 CHAP ID および秘密情報
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iSCSI ブートパラメータの設定

iSCSI ブートパラメータを設定するには次の手順を行います。

1. NIC 設定ページの Legacy Boot Protocol （レガシーブー ト プロ ト コル） ド ロ ッ

プダウン メ ニューで、 iSCSI を選択し ます （図 10-1 を参照）。

図 10-1. レガシーブートプロトコルの選択

図 10-1 に示されるよ う に、 BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターの 
iSCSI プロ ト コルには UEFI はサポー ト されません。 
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2. QLogic iSCSI ブー ト ソ フ ト ウ ェ アを、 CCM、 UEFI （図 10-2 を参照）、

QCC GUI、 または QCS CLI で静的設定または動的設定用に設定し ます。 

図 10-2. UEFI、iSCSI 設定
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General Parameters （一般パラ メ ータ） ウ ィ ン ド ウ （図 10-3 を参照） で使用で

きる設定オプシ ョ ンを表 10-1 に示し ます。

図 10-3. UEFI、iSCSI 設定、iSCSI 一般パラメータ

表 10-1 には、 IPv4 と  IPv6 の両方のパラ メ タがリ ス ト されます。 IPv4 または 
IPv6 に固有なパラ メ ータには注記が付いています。

メモ

IPv6 iSCSI ブー ト が使用できるかど うかは、 プ ラ ッ ト フ ォームとデバイス

に依存し ます。

表 10-1. 設定オプション

オプション 説明

TCP/IP parameters 
through DHCP 
(DHCP による TCP/
IP パラ メ ータ )

これは、 IPv4 に固有なオプシ ョ ンです。 iSCSI ブー ト  ホス ト  ソ フ ト ウ ェ アが 
DHCP を使用し て IP ア ド レス情報を取得する (Enabled/ 有効 ) か、 または静的 IP 
コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンを使用する (Disabled/ 無効 ) かを制御し ます。 
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IP Autoconfiguration 
(IP 自動設定 )

これは、 IPv6 に固有なオプシ ョ ンです。 DHCPv6 が存在し てお り、 使用されてい

る場合 ( イネーブルになっている場合 ) に、 iSCSI ブー ト  ホス ト  ソ フ ト ウ ェ アに

よ って、 ステー ト レスのリ ン ク ローカル ア ド レスやステー ト フルのア ド レスを設定

するかど うかを制御し ます。 Router Solicit パケ ッ ト の送信は、 4 秒間隔で 3 回ま

で試行されます。 あるいは静的 IP 設定 ( デ ィ スエーブル ) を使用し ます。

iSCSI Parameters via 
DHCP (DHCP 経由の 
iSCSI パラ メ ータ )

iSCSI ブー ト  ホス ト  ソ フ ト ウ ェ アが iSCSI ターゲッ ト  パラ メ タ を取得するために 
DHCP を使用し てする (Enabled/ 有効 ) か、 または静的コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンを

通じ て取得する (Disabled/ 無効 ) かを制御し ます。 静的情報は、 iSCSI Initiator 
Parameters Configuration （iSCSI イニシエータパラ メ ータ設定） ウ ィ ン ド ウから

入力し ます。

CHAP Authentication
（CHAP 認証）

iSCSI ブー ト ホス ト ソ フ ト ウ ェ アが iSCSI ターゲッ ト への接続時に CHAP 認証を

使用するかど うかを制御し ます。 CHAP Authentication （CHAP 認証） が有効な場

合は、 iSCSI Initiator Parameters Configuration （iSCSI イニシエータパラ メ ータ

設定） ウ ィ ン ド ウで CHAP ID と  CHAP Secret （CHAP 機密情報） に入力し ます。

Boot to Target
（ターゲッ ト を起動）

初めて接続が確立された と きに、 このオプシ ョ ンは、 指定された iSCSI LUN から

起動するかど うかを制御し ます。
 そこから起動し ない （無効）

 常にそこから起動する （有効）

 起動し ない

再起動後、 このオプシ ョ ンは Enabled （有効） に設定され、 常にそこから起動する

必要があり ます （1 回のみ無効）。 
初めてシステムをセ ッ ト ア ッ プ し た と き、 接続し た LUN 上にブー ト  OS を イ ンス

ト ールする必要があり ますが、 この制御によ ってこれが可能にな り ます。 その後、
この制御が Enabled （有効） に設定される と、 このシステムはイ ンス ト ールされた 
OS イ メ ージに接続し てそこから ブー ト できます。

DHCP Vendor ID
（DHCP ベンダ ID）

DHCP 中に使用されるベンダ ク ラス ID フ ィ ールド を iSCSI ブー ト  ホス ト  ソ フ ト

ウ ェ アがどのよ う に解釈するかを制御し ます。 DHCP Offer パケ ッ ト 内のベンダ ク
ラス ID フ ィ ールドがこのフ ィ ールドの値と一致する場合、 iSCSI ブー ト  ホス ト  ソ
フ ト ウ ェ アは、 DHCP オプシ ョ ン 43 のフ ィ ールド を参照し て、 必要な iSCSI ブー

ト 拡張機能を確認し ます。 DHCP が無効な場合、 この値を設定する必要はあり ませ

ん。

Link Up Delay Time
（リ ン ク  ア ッ プ遅延時間）

イーサネ ッ ト  リ ン クが確立された後、 ネ ッ ト ワーク上にデータ を送信する前に、

iSCSI ブー ト  ホス ト  ソ フ ト ウ ェ アが待機する時間を秒単位で制御し ます。 有効な値

は 0 ～ 255 です。 た と えば、 スパニング ツ リーなどのネ ッ ト ワーク  プロ ト コルが

ク ラ イアン ト  システムへのスイ ッ チ イ ン ターフ ェ イスで有効になっている場合に、

ユーザーはこのオプシ ョ ンの値を設定する必要があり ます。

TCP Timestamp
（TCP タ イムス タ ンプ）

TCP タ イムス タ ンプ オプシ ョ ンが有効か無効かを制御し ます。

表 10-1. 設定オプション ( 続き )

オプション 説明
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MBA ブート プロトコル設定

ブー ト プロ ト コルを設定するには、 第 6 章 Boot Agent ド ラ イバソ フ ト ウ ェ アを参照し

て く だ さい。

iSCSI ブート コンフィギュレーション

 静的 iSCSI ブー ト 設定

 動的 iSCSI ブー ト 設定

静的 iSCSI ブート設定

静的コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンでは、 83 ページの 「iSCSI ターゲ ッ ト を設定する」 で取

得し たシステムの IP ア ド レス、 システムのイニシエータ  IQN、 およびターゲ ッ ト  パラ

メ タのデータ を入力する必要があ り ます。 設定オプシ ョ ンについては、 86 ページの

表 10-1 を参照し て く だ さい。

静的設定を使用して iSCSI ブートパラメータを設定するには、次の手順を行います。

1. General Parameters Menu （一般パラ メ ータ メ ニュー） ページで、 次のパラ メ ー

タ を設定し ます。

 TCP/IP parameters via DHCP （DHCP 経由の TCP/IP パラ メ ータ） ：

Disabled （IPv4 の場合）

 IP Autoconfiguration （IP 自動設定） ： Disabled （IPv6、 非オフ ロー ドの

場合）

 iSCSI parameters via DHCP ： Disabled

 CHAP Authentication ： Disabled

Target as First HDD
（第一 HDD と し て ター

ゲッ ト ）

iSCSI ターゲッ ト  ド ラ イブがシステムの 初のハー ド  ド ラ イブ と し て表示される こ

と を指定できます。

LUN Busy Retry Count
（LUN ビジー再試行回数）

iSCSI ターゲッ ト  LUN がビジーな場合に、 iSCSI ブー ト イニシエータが接続を再

試行する回数を制御し ます。

IP Version
（IP バージ ョ ン）

これは、 IPv6 に固有なオプシ ョ ンです。 IPv4 または IPv6 プロ ト コルを切り替えま

す。 プロ ト コルが切り替えられる と、 すべての IP 設定が失われます。

HBA Boot Mode
（HBA ブー ト  モー ド）

ホス ト の OS がソ フ ト ウ ェ アイニシエータ モー ド用に設定されている場合は無効に

設定し、 HBA （または iSCSI オフ ロー ド） イニシエータ モー ドの場合は有効に設定

し ます。 このオプシ ョ ンは、 BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターで使用でき

ます。 ( 注 ： アダプ タがマルチフ ァ ン クシ ョ ン モー ド の場合、 このパラ メ タは変更

できません。 )

表 10-1. 設定オプション ( 続き )

オプション 説明
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 Boot from Target （ターゲ ッ ト から起動） ： メ モを参照

 DHCP Vendor ID （DHCP ベンダー ID） ： QLGC ISAN

 Link Up Delay Time ： 0

 Use TCP Timestamp （TCP タ イムス タ ンプを使用） ： Enabled （Dell や 
EMC AX100i などの一部のターゲ ッ ト では、 Use TCP Timestamp
（TCP タ イムス タ ンプを使用） を有効にする必要があ り ます）

 Target as First HDD ： Disabled

 LUN Busy Retry Count ： 0

 IP Version （IP バージ ョ ン） ： IPv6 （IPv6、 非オフ ロー ド の場合）

 HBA Boot Mode ： Disabled ( 注 ： アダプ タがマルチフ ァ ン ク シ ョ ン モー

ド の場合、 このパラ メ タは変更できません。 )

2. ESC キーを押し て Main （メ イ ン） メ ニューに戻り ます。

3. Main （メ イ ン） メ ニューで、 iSCSI Initiator Parameters （iSCSI イニシエー

タパラ メ ータ） を選択し ます。

iSCSI Initiator Parameters （iSCSI イニシエータパラ メ ータ） ウ ィ ン ド ウが表示

されます （図 10-4 を参照）。

メモ

CD/DVD-ROM またはマウン ト されたブー ト 可能な OS イ ンス ト ールイ

メ ージから空の iSCSI ターゲ ッ ト  LUN に初めて OS を イ ンス ト ールする場

合は、 Boot from Target （ターゲ ッ ト から起動） を One Time Disabled
（1 回のみ無効） に設定し ます。 この設定によ り、 正常なログイ ンおよび接

続が確立し た後では、 システムは設定済みの iSCSI ターゲ ッ ト から起動でき

な く な り ます。 この設定は、 次回のシステム再起動後、 Enabled （有効） に

戻り ます。 Enabled （有効） にする と、 iSCSI ターゲ ッ ト に接続し て、 そこ

から ブー ト を試みられます。 Disabled （無効） では、 iSCSI ターゲ ッ ト に

接続し てそのデバイスから ブー ト する こ とはせず、 代わり にブー ト 順序が次
のブー ト 可能デバイスにブー ト ベク ト ルを渡し ます。
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図 10-4. iSCSI 設定、iSCSI イニシエータパラメータ

4. iSCSI Initiator Parameters （iSCSI イニシエータパラ メ ータ） ウ ィ ン ド ウ

（図 10-4） で、 次の項目の値を入力し ます。

 IP ア ド レス （未指定の IPv4 および IPv6 ア ド レスは、 それぞれ

「0.0.0.0」、 「::」 と な り ます）

 Subnet Mask （サブネ ッ ト マスク）

 Subnet Mask Prefix （サブネ ッ ト  マスク  プ リ フ ィ ッ ク ス）

 Default Gateway （デフ ォル ト  ゲー ト ウ ェ イ）

 Primary DNS （プ ラ イマ リ  DNS）

 Secondary DNS （セカ ンダ リ  DNS）

 iSCSI 名 ( ク ラ イアン ト  システムで使用される iSCSI イニシエータ名に対

応し ます )

 CHAP ID

 CHAP Secret （CHAP シーク レ ッ ト ）

5. ESC キーを押し て Main （メ イ ン） メ ニューに戻り ます。

6. Main （メ イ ン） メ ニューで、 iSCSI First Target Parameters （iSCSI 1 番目の

ターゲ ッ ト パラ メ ータ） を選択し ます。 

メモ

よ く 確認し た う えで IP ア ド レスを入力し ます。 IP ア ド レスに関し て

は、 重複や不適切なセグ メ ン ト またはネ ッ ト ワーク割り当てを検出す
るためのエ ラーチ ェ ッ クは実行されません。
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iSCSI First Target Parameters （iSCSI 1 番目のターゲ ッ ト パラ メ ータ） ウ ィ ン

ド ウが表示されます （図 10-5 を参照）。

図 10-5. iSCSI 設定、iSCSI 1 番目のターゲットパラメータ

7. iSCSI First Target Parameters （iSCSI 1 番目のターゲ ッ ト パラ メ ータ） ウ ィ ン

ド ウ （図 10-5） で、 次の手順を実行し ます。

a. Connect （接続） を有効にし て、 iSCSI ターゲ ッ ト に接続し ます。 

b. iSCSI ターゲ ッ ト の設定時に使用される値を使用し て、 次の項目の値を入力

し ます。

 IP Address （IP ア ド レス）

 TCP Port （TCP ポー ト ）

 Boot LUN （ブー ト  LUN）

 iSCSI Name （iSCSI 名）

 CHAP ID
 CHAP Secret （CHAP シーク レ ッ ト ）

8. ESC キーを押し て Main （メ イ ン） メ ニューに戻り ます。

9. （オプシ ョ ン） iSCSI Second Target Parameter （iSCSI 2 番目のターゲ ッ ト パ

ラ メ ータ） ウ ィ ン ド ウで以上の手順を繰り返し て、 2 番目の iSCSI ターゲ ッ ト を

設定し ます。

10. ESC キーを押し て、 Exit and Save Configuration （終了し て設定を保存） を

選択し ます。 

11. F4 キーを押し て MBA 設定を保存し ます。
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動的 iSCSI ブート設定

動的コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンでは、 システムの IP ア ド レス と ターゲ ッ ト / イニシエータ

情報が DHCP サーバーによ って提供される こ と を指定する こ とのみが必要です 
(94 ページの 「iSCSI ブー ト をサポー ト するための DHCP サーバーの設定」 に記載され

ている IPv4 および IPv6 設定の説明を参照し て く だ さい )。 IPv4 の場合、 イニシエータ  
iSCSI 名を除き、 Initiator Parameters （イニシエータパラ メ ータ）、 1st Target 
Parameters （1 番目のターゲ ッ ト パラ メ ータ）、 または 2nd Target Parameters （2 番
目のターゲ ッ ト パラ メ ータ） の各ウ ィ ン ド ウの設定は無視されるため、 ク リ アする必要
はあ り ません。 IPv6 の場合、 CHAP ID と秘密情報を除き、 Initiator Parameters （イ

ニシエータパラ メ ータ）、 1st Target Parameters （1 番目のターゲ ッ ト パラ メ ータ）、

または 2nd Target Parameters （2 番目のターゲ ッ ト パラ メ ータ） の各ウ ィ ン ド ウの設

定は無視されるため、 ク リ アする必要はあ り ません。 設定オプシ ョ ンについては、
86 ページの表 10-1 を参照し て く だ さい。

DHCP オプシ ョ ン 17 が使用されている場合、 ターゲ ッ ト 情報は DHCP サーバーに

よ って提供され、 イニシエータ  iSCSI 名は Initiator Parameters （イニシエータパラ

メ ータ） ウ ィ ン ド ウでプログラムされた値から取得されます。 値が選択されていない場
合、 コ ン ト ローラはデフ ォル ト で次の名前を使用し ます。

iqn.1995-05.com.qlogic.<11.22.33.44.55.66>.iscsiboot
文字列 11.22.33.44.55.66 は、 コ ン ト ローラの MAC ア ド レスに対応し ます。 

DHCP オプシ ョ ン 43 （IPv4 のみ） が使用されている場合、 Initiator Parameters （イ

ニシエータパラ メ ータ）、 1st Target Parameters （1 番目のターゲ ッ ト パラ メ ータ）、

または 2nd Target Parameters （2 番目のターゲ ッ ト パラ メ ータ） の各ウ ィ ン ド ウの設

定は無視されるため、 ク リ アする必要はあ り ません。

動的設定を使用して iSCSI ブートパラメータを設定するには、次の手順を行います。

1. General Parameters Menu （一般パラ メ ータ メ ニュー） ウ ィ ン ド ウで、 次のパラ

メ ータ を設定し ます。

 TCP/IP parameters via DHCP ： Enabled(IPv4 の場合 )

メモ

DHCP サーバーを使用する場合、 DNS サーバーのエン ト リが、 DHCP サーバー

によ って提供される値で上書き されます。 この上書きは、 ローカルに提供された
値が有効であ り、 DHCP サーバーが DNS サーバー情報を提供し ない場合でも発

生し ます。 DHCP サーバーが DNS サーバー情報を提供し ない場合は、 プ ラ イマ

リ と セカ ンダ リの両方の DNS サーバー値が 0.0.0.0 に設定されます。

Windows OS が引き継ぐ場合、 Microsoft iSCSI イニシエータは iSCSI Initiator 
パラ メ タ を取得し、 適切なレジス ト リ を静的に設定し ます。 これによ り、 設定済
みの値がすべて上書き されます。 DHCP デーモンは Windows 環境でユーザープ

ロセス と し て実行されるため、 iSCSI ブー ト 環境でス タ ッ クが起動する前に、 す

べての TCP/IP パラ メ ータ を静的に設定する必要があ り ます。



10–iSCSI プロ ト コル

iSCSI ブー ト

93 BC0054508-04  J

 IP Autoconfiguration ： Enabled(IPv6 の場合、 非オフ ロー ド )

 iSCSI parameters via DHCP ： Enabled

 CHAP Authentication ： Disabled

 Boot from Target （ターゲ ッ ト から起動） ： メ モを参照

 DHCP Vendor ID （DHCP ベンダー ID） ： QLGC ISAN

 Link Up Delay Time ： 0

 Use TCP Timestamp （TCP タ イムス タ ンプを使用） ： Enabled （Dell や 
EMC AX100i などの一部のターゲ ッ ト では、 Use TCP Timestamp
（TCP タ イムス タ ンプを使用） を有効にする必要があ り ます）

 Target as First HDD ： Disabled

 LUN Busy Retry Count ： 0

 IP Version ： IPv6 （IPv6 の場合、 非オフ ロー ド）

 HBA Boot Mode ： Disabled( 注 ： アダプ タがマルチフ ァ ン ク シ ョ ン モー

ド の場合、 このパラ メ タは変更できません。 )

2. ESC キーを押し て Main （メ イ ン） メ ニューに戻り ます。

3. Exit and Save Configuration （終了し て設定を保存） を選択し ます。

CHAP 認証を有効化する

ターゲ ッ ト およびイニシエータ で CHAP 認証が有効になっ ている こ と を確認し ます。

CHAP 認証を有効化するには次の手順を行います。

1. iSCSI General Parameters （iSCSI 一般パラ メ ータ） ウ ィ ン ド ウで、 CHAP 
Authentication （CHAP 認証） を Enabled （有効） に設定し ます。

2. iSCSI Initiator Parameters （iSCSI イニシエータパラ メ ータ） ウ ィ ン ド ウで、 次

の項目の値を入力し ます。

 CHAP ID ( 大 128 バイ ト )
 CHAP Secret （CHAP 秘密情報） ( 認証が必要な場合。 長さは 12 文字以上

にする必要があ り ます )

3. ESC キーを押し て Main （メ イ ン） メ ニューに戻り ます。

メモ

Initiator Parameters （イニシエータパラ メ ータ） および 1st Target 
Parameters （1 番目のターゲ ッ ト パラ メ ータ） ウ ィ ン ド ウの情報は無視さ

れるため、 ク リ アする必要はあ り ません。
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4. iSCSI First Target Parameters （iSCSI 1 番目のターゲ ッ ト パラ メ ータ） ウ ィ ン

ド ウで、 iSCSI ターゲ ッ ト の設定時に使用し た値を使用し て、 次の項目の値を入

力し ます。

 CHAP ID ( 双方向 CHAP の場合は任意 )
 CHAP Secret （CHAP 秘密情報） ( 双方向 CHAP の場合は任意。長さは 12 

文字以上にする必要があ り ます )

5. ESC キーを押し て Main （メ イ ン） メ ニューに戻り ます。

6. （オプシ ョ ン） iSCSI Second Target Parameters （iSCSI 2 番目のターゲ ッ ト パ

ラ メ ータ） メ ニューに CHAP を追加し ます。

7. ESC キーを押し て、 Exit and Save Configuration （終了し て設定を保存） を

選択し ます。 

iSCSI ブートをサポートするための DHCP サーバーの設定

DHCP サーバーはオプシ ョ ンのコ ンポーネン ト であ り、 動的 iSCSI ブー ト  コ ン フ ィ

ギュ レーシ ョ ン セ ッ ト ア ッ プを実行する場合にのみ必要です (92 ページの 「動的 iSCSI 
ブー ト 設定」 を参照し て く だ さい )。

iSCSI ブー ト をサポー ト するよ う に DHCP サーバーを設定する方法は、 IPv4 と  IPv6 
で異な り ます。

 IPv4 の DHCP iSCSI ブー ト 設定

 IPv6 の DHCP iSCSI ブー ト 設定

IPv4 の DHCP iSCSI ブート設定

DHCP プロ ト コルには、 DHCP ク ラ イアン ト に設定情報を提供する多数のオプシ ョ ン

があ り ます。 iSCSI ブー ト の場合、 QLogic アダプ ターは次の DHCP 設定をサポー ト し

ます。

 DHCP オプシ ョ ン 17、 ルー ト パス

 DHCP オプシ ョ ン 43、 ベンダ固有情報

DHCP オプション 17、ルートパス

オプシ ョ ン 17 は、 iSCSI ターゲ ッ ト 情報を iSCSI ク ラ イアン ト に渡すために使用され

ます。 

IETC RFC 4173 で定義されているルー ト  パスの形式は、 次のとお り です。

"iscsi:"<servername>":"<protocol>":"<port>":"<LUN>":?<targetname>"
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表 10-2 はパラ メ ータ と定義の一覧です。

DHCP オプション 43、ベンダ固有情報

DHCP オプシ ョ ン 43 ( ベンダ固有情報 ) は、 DHCP オプシ ョ ン 17 よ り多 く の設定オ

プシ ョ ンを iSCSI ク ラ イアン ト に提供し ます。 この設定では、 ブー ト に使用できる 2 つ
の iSCSI ターゲ ッ ト  IQN と共に、 イニシエータ  IQN を iSCSI ブー ト  ク ラ イアン ト に

割り当てる 3 つの追加サブオプシ ョ ンが提供されます。 iSCSI ターゲ ッ ト  IQN の形式

は DHCP オプシ ョ ン 17 と同じ ですが、 iSCSI イニシエータ  IQN は単なる イニシエー

タの IQN です。 

表 10-3 にサブオプシ ョ ンを示し ます。

表 10-2. DHCP オプション 17 パラメータの定義

パラメータ 定義

"iscsi:" リ テ ラル文字列

<servername> iSCSI ターゲッ ト の IP ア ド レスまたは FQDN

":" セパレータ

<protocol> iSCSI ターゲッ ト へのアクセスに使用される IP プロ ト コル。 現在は TCP のみサポー

ト されているため、 プロ ト コルは 6 です。

<port> プロ ト コルに関連付けられているポー ト 番号。 iSCSI の標準ポー ト 番号は 3260 です。

<LUN> iSCSI ターゲッ ト で使用する LUN。 LUN の値は、 16 進形式で表示する必要があ り ま

す。 ID が 64 の LUN を設定し ます。 これは、 DHCP サーバーのオプシ ョ ン 17 のパラ

メ ータ では 40 と設定し ます。

<targetname> IQN または拡張固有識別子 （EUI） 形式でのターゲッ ト 名 （IQN 形式と  EUI 形式の詳

細については、 RFC 3720 を参照し て く だ さい）。 IQN 名は、 た と えば

「iqn.1995-05.com.QLogic:iscsi-target」 のよ う にな り ます。

メモ

DHCP オプシ ョ ン 43 は IPv4 でのみサポー ト されています。

表 10-3. DHCP オプション 43 のサブオプションの定義

サブオプ
ション

定義

201 標準ルー ト  パス形式での 初の iSCSI ターゲッ ト の情報 
"iscsi:"<servername>":"<protocol>":"<port>":"<LUN>":
"<targetname>"
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DHCP オプシ ョ ン 43 を使用するには、 DHCP オプシ ョ ン 17 よ り も多 く の設定が必要

ですが、 よ り豊富な機能を備えた環境が提供され、 よ り多 く の設定オプシ ョ ンが提供さ
れます。 QLogic では、 動的 iSCSI ブー ト 設定を実行する場合には DHCP オプシ ョ ン 
43 を使用する こ と をお勧めし ます。

DHCP サーバーを設定する

オプシ ョ ン 17 またはオプシ ョ ン 43 をサポー ト するよ う に DHCP サーバーを設定し ま

す。

IPv6 の DHCP iSCSI ブート設定

ステー ト レスまたはステー ト フルの IP 設定や、 DHCPv6 ク ラ イアン ト の情報など、

DHCPv6 サーバーは多 く のオプシ ョ ンを提供できます。 iSCSI ブー ト の場合、 QLogic 
アダプ ターは次の DHCP 設定をサポー ト し ます。

 DHCPv6 オプシ ョ ン 16、 ベンダク ラスオプシ ョ ン

 DHCPv6 オプシ ョ ン 17、 ベンダ固有情報

DHCPv6 オプション 16、ベンダクラスオプション

DHCPv6 オプシ ョ ン 16 （ベンダーク ラスオプシ ョ ン） は指定が必須であ り、 設定され

た DHCP Vendor ID （DHCP ベンダー ID） パラ メ ータ と一致する文字列を指定する必

要があ り ます。 iSCSI の Boot Configuration （ブー ト 設定） メ ニューの General 
Parameters （一般パラ メ ータ） に示されるよ う に、 DHCP Vendor ID （DHCP ベン

ダー ID） 値は QLGC ISAN です。

オプシ ョ ン 16 の内容は、 <2-byte length> <DHCP Vendor ID> の形式にする

必要があ り ます。

メモ

オプシ ョ ン 43 を使用する場合は、 オプシ ョ ン 60 も設定する必要があ り ます。 オ

プシ ョ ン 60 の値は、 DHCP Vendor ID （DHCP ベンダー ID） 値と一致し てい

る必要があ り ます。 iSCSI Boot Configuration （iSCSI ブー ト 設定） メ ニュー

の General Parameters （一般パラ メ ータ） セク シ ョ ンに示されるよ う に、

DHCP Vendor ID （DHCP ベンダー ID） 値は QLGC ISAN です。

メモ

DHCPv6 の標準ルー ト パス オプシ ョ ンはまだ使用できません。 動的 iSCSI ブー

ト の IPv6 サポー ト のために、 オプシ ョ ン 16 またはオプシ ョ ン 17 を使用する こ

と をお勧めし ます。
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DHCPv6 オプション 17、ベンダ固有情報

DHCPv6 オプシ ョ ン 17 ( ベンダ固有情報 ) は、 よ り多 く の設定オプシ ョ ンを iSCSI ク
ラ イアン ト に提供し ます。 この設定では、 ブー ト に使用できる 2 つの iSCSI ターゲ ッ ト  
IQN と共に、 イニシエータ  IQN を iSCSI ブー ト  ク ラ イアン ト に割り当てる 3 つの追加

サブオプシ ョ ンが提供されます。

表 10-4 にサブオプシ ョ ンを示し ます。

オプシ ョ ン 17 の内容は、<2-byte Option Number 201|202|203> <2-byte 
length> <data> の形式にする必要があ り ます。

DHCP サーバーの設定

オプシ ョ ン 16 およびオプシ ョ ン 17 をサポー ト するよ う に DHCP サーバーを設定し ま

す。

iSCSI ブート イメージを準備する

 Windows Server 2008 R2 および SP2 の iSCSI ブー ト  セ ッ ト ア ッ プ 

 Windows Server 2012、 2012 R2、 および 2016 iSCSI ブー ト セ ッ ト ア ッ プ 

 Linux iSCSI ブー ト  セ ッ ト ア ッ プ 

 SUSE 11.1 のリ モー ト  DVD イ ンス ト ールの回避策

 Windows OS イ メ ージから イ ンボ ッ ク ス ド ラ イバを削除する

 Windows イ メ ージ フ ァ イルへの QLogic ド ラ イバのイ ンジ ェ ク ト （ス リ ッ プス

ト リーム） 

表 10-4. DHCP オプション 17 のサブオプションの定義

サブオプ
ション

定義

201 標準ルー ト  パス形式での 初の iSCSI ターゲッ ト の情報 
"iscsi:"[<servername>]":"<protocol>":"<port>":
"<LUN>":<targetname>"

メモ

表 10-4 では、 IPv6 ア ド レスの指定に括弧 [ ] が必要です。

メモ

DHCPv6 オプシ ョ ン 16 およびオプシ ョ ン 17 の形式は、 RFC 3315 で完全に定

義されています。
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Windows Server 2008 R2 および SP2 の iSCSI ブート セットアップ

Windows Server 2008 R2 と  Windows Server 2008 SP2 は、 ブー ト だけでな く 、 オ

フ ロー ド / 非オフ ロー ド  パスへのイ ンス ト ールをサポー ト し ます。

次の手順では、 イ メ ージをオフ ロー ド または非オフ ロー ドパスでイ ンス ト ールおよび
ブー ト するよ う に準備し ます。 手順では Windows Server 2008 R2 を取り上げていま

すが、 Windows Server SP2 と共通です。

必須の CD または ISO イ メ ージ ：

 QLogic ド ラ イバがイ ンジ ェ ク ト された Windows Server 2008 R2 x64
（107 ページの 「Windows イ メ ージ フ ァ イルへの QLogic ド ラ イバのイ ンジ ェ ク

ト （ス リ ッ プス ト リーム）」 を参照）。 また、 support.microsoft.com で Microsoft 
のサポー ト 技術情報文書 KB974072 を参照し て く だ さい。

必要なその他のソ フ ト ウ ェ ア ：

 Bindview.exe （Windows Server 2008 R2 のみ。 KB976042 を参照）

Windows Server 2008 および SP2 iSCSI ブートをセットアップするには、次の手順

を実行します。

1. ブー ト し よ う とするシステム ( 「リ モー ト  システム」 ) からすべてのローカル ハー

ド  ド ラ イブを取り外し ます。

2. 新の QLogic MBA と  iSCSI ブー ト イ メ ージをアダプ ターの NVRAM にロー ド

し ます。

3. QLogic MBA が 初のブー ト 可能デバイス、 CDROM が 2 番目のデバイスにな

るよ う に、 リ モー ト システムの BIOS を設定し ます。

4. リ モー ト デバイスからの接続を許可するよ う に iSCSI ターゲ ッ ト を設定し ます。

ターゲ ッ ト に、 新しい OS のイ ンス ト ールを保持するための十分なデ ィ スク容量

がある こ と を確認し ます。

5. リ モー ト  システムを起動し ます。 Preboot Execution Environment （PXE） バ

ナーが表示された と きに、 CTRL+S キーを押し、 PXE メ ニューを終了し ます。

6. [PXE] メ ニューで、 [Boot Protocol] を [iSCSI] に設定し ます。

メモ

 Microsoft の手順では、 10GbE 仮想バス ド ラ イバ （EVBD） および NDIS ド
ラ イバのみを イ ンジ ェ ク ト し ます。 すべてのド ラ イバ （EVBD、 VBD、

BXND、 OIS、 FCoE、 および NDIS） を イ ンジ ェ ク ト する こ と をお勧めし ま

す。

 個々の Windows BCM57xx および BCM57xxx ド ラ イバを抽出する手順につ

いては、 特定のド ラ イバイ ンス ト ーラアプ リ ケーシ ョ ンの silent.txt 
フ ァ イルを参照し て く だ さい。

http: //www.support.microsoft.com
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7. iSCSI ターゲ ッ ト  パラ メ タ を入力し ます。 

8. [HBA Boot Mode] を [Enabled] または [Disabled] に設定し ます。 ( 注 ： アダ

プ タがマルチフ ァ ン ク シ ョ ン モー ド の場合、 このパラ メ タは変更できません。 )

9. 設定を保存し て、 システムを再起動し ます。

リ モー ト  システムは iSCSI ターゲ ッ ト に接続し、 DVDROM デバイスから ブー ト

し ます。

10. DVD へのブー ト を実行し て、 イ ンス ト ールを開始し ます。

11. イ ンス ト ールに関するすべての質問に対し て、 適切に答えます （イ ンス ト ールす
るオペレーテ ィ ングシステムを指定し、 使用許諾契約の条項に同意するなど）。

Where do you want to install Windows? （Windows のイ ンス ト ール場所を

選択し て く だ さい） ウ ィ ン ド ウが表示される と、 ターゲ ッ ト ド ラ イブが表示され
ています。 このド ラ イブは、 iSCSI ブー ト プロ ト コルで接続されてお り、 リ モー

ト  iSCSI ターゲ ッ ト にあ り ます。

12. [Next ] （次へ） を選択し て、 Windows Server 2008 R2 のイ ンス ト ールに進み

ます。

Windows 2008 Server R2 DVD による イ ンス ト ールプロセスが開始されてから

数分後に、 システムが再起動されます。 再起動後に Windows Server 2008 R2 
イ ンス ト ール ルーチンが再開され、 イ ンス ト ールが完了し ます。

13. も う一度システムが再起動し た後、 リ モー ト  システムが起動されデスク ト ッ プが

正常に表示される こ と を確認し ます。

14. Windows Server 2008 R2 が起動し たら、 すべてのド ラ イバをロー ド し、

Bindview.exe を実行し ます。

a. [All Services/ すべてのサービス ] を選択し ます。

b. [WFP Lightweight Filter/WFP ラ イ ト ウ ェ イ ト  フ ィ ルタ ] に、 AUT の 
[Binding paths/ 結合パス ] が表示されるはずです。 これら を右ク リ ッ ク し

て無効にし、 アプ リ ケーシ ョ ンを閉じ ます。

15. リ モー ト システムの IP に ping を行う こ と などによ り、 OS と システムが機能し

てお り ト ラ フ ィ ッ ク を送受信できる こ と を確認し ます。

Windows Server 2012、2012 R2、および 2016 iSCSI ブートセットアップ

Windows Server 2012/2012 R2 および 2016 は、 ブー ト だけでな く 、 オフ ロー ド また

は非オフ ロー ド パスへのイ ンス ト ールをサポー ト し ています。 新の QLogic ド ラ イバ

を イ ンジ ェ ク ト し た 「slipstream」 （ス リ ッ プス ト リーム） DVD を使用する必要があ り

ます （107 ページの 「Windows イ メ ージ フ ァ イルへの QLogic ド ラ イバのイ ンジ ェ ク

ト （ス リ ッ プス ト リーム）」 を参照）。 また、 support.microsoft.com で Microsoft のサ

ポー ト 技術情報文書 KB974072 を参照し て く だ さい。

http: //www.support.microsoft.com
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イメージをオフロードまたは非オフロードパスでインストールおよびブートするように
準備するには、次の手順を実行します。

1. ブー ト し よ う とするシステム ( 「リ モー ト  システム」 ) からすべてのローカル ハー

ド  ド ラ イブを取り外し ます。

2. 新の QLogic MBA と  iSCSI ブー ト イ メ ージをアダプ ターの NVRAM にロー ド

し ます。

3. QLogic MBA が 初のブー ト 可能デバイス、 CDROM が 2 番目のデバイスにな

るよ う に、 リ モー ト システムの BIOS を設定し ます。

4. リ モー ト デバイスからの接続を許可するよ う に iSCSI ターゲ ッ ト を設定し ます。

ターゲ ッ ト に、 新しい OS のイ ンス ト ールを保持するための十分なデ ィ スク容量

がある こ と を確認し ます。

5. リ モー ト  システムを起動し ます。 Preboot Execution Environment （PXE） バ

ナーが表示された と きに、 CTRL+S キーを押し、 PXE メ ニューを終了し ます。

6. [PXE] メ ニューで、 [Boot Protocol] を [iSCSI] に設定し ます。

7. iSCSI ターゲ ッ ト  パラ メ タ を入力し ます。 

8. [HBA Boot Mode] を [Enabled] または [Disabled] に設定し ます。 ( 注 ： アダ

プ タがマルチフ ァ ン ク シ ョ ン モー ド の場合、 このパラ メ タは変更できません。 )

9. 設定を保存し て、 システムを再起動し ます。

リ モー ト  システムは iSCSI ターゲ ッ ト に接続し、 DVDROM デバイスから ブー ト

し ます。

10. DVD からのブー ト を実行し て、 イ ンス ト ールを開始し ます。

11. イ ンス ト ールに関するすべての質問に対し て、 適切に答えます （イ ンス ト ールす
るオペレーテ ィ ングシステムを指定し、 使用許諾契約の条項に同意するなど）。

Where do you want to install Windows? （Windows のイ ンス ト ール場所を

選択し て く だ さい） ウ ィ ン ド ウが表示される と、 ターゲ ッ ト ド ラ イブが表示され
ています。 ターゲ ッ ト ド ラ イブは、 iSCSI ブー ト プロ ト コルで接続されてお り、

リ モー ト  iSCSI ターゲ ッ ト にあ り ます。 

メモ

Microsoft の手順では、 EVBD および NDIS のド ラ イバのみを イ ンジ ェ ク ト し ま

す。 すべてのド ラ イバ （EVBD、 VBD、 BXND、 OIS、 FCoE、 および NDIS）

を イ ンジ ェ ク ト する こ と をお勧めし ます。
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12. Next （次へ） を選択し、 Windows Server 2012 または 2016 のイ ンス ト ールに

進みます。

Windows Server 2012 または 2016 DVD による イ ンス ト ールプロセスが開始され

てから数分後に、 システムが再起動されます。 再起動後に Windows Server 2012 
または 2016 イ ンス ト ール ルーチンが再開され、 イ ンス ト ールが完了し ます。

13. も う一度システムが再起動し た後、 リ モー ト システムが起動されデスク ト ッ プが
正常に表示される こ と を確認し ます。

14. Windows Server 2012 の OS ブー ト が完了し た後、 ド ラ イバのイ ンス ト ーラ を

実行し、 QLogic のド ラ イバと アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールを完了する こ と を

お勧めし ます。

Linux iSCSI ブート セットアップ

Linux iSCSI ブー ト は、 Red Hat Enterprise Linux 5.5 以降および SUSE Linux 
Enterprise Server 11 （SLES 11） SP1 以降で、 オフ ロー ドパス と非オフ ロー ドパスの

両方がサポー ト されます。 SLES 10.x と  SLES 11 は、 非オフ ロー ドパスだけをサポー

ト し ています。

Linux iSCSI ブートをセットアップするには、次の手順を実行します。

1. ド ラ イバを更新する場合、 新の QLogic Linux ド ラ イバ CD を入手し て く だ さ

い。

2. ネ ッ ト ワークアダプ ター上のターゲ ッ ト からのブー ト オプシ ョ ンを無効にする こ
とによ り、 iSCSI ブー ト パラ メ ータ を ターゲ ッ ト への DVD 直接イ ンス ト ール用

に設定し ます。

3. NVRAM 設定で HBA Boot Mode （HBA ブー ト モー ド ） を Disabled （無効）

に設定する こ と によ っ て、 非オフ ロー ドパスでのイ ンス ト ールを設定し ます。
（メモ ： アダプ ターがマルチフ ァ ン ク シ ョ ンモー ドの場合、 このパラ メ ータは変更
できません）。 RHEL 6.2 では、 オフ ロー ドパス経由のイ ンス ト ールがサポー ト さ

れている こ とに留意し て く だ さい。 この場合、 NVRAM 設定で HBA Boot Mode
（HBA ブー ト モー ド ） を Enabled （有効） に設定し ます。

4. 次のよ う にブー ト の順序を変更し ます ：

a. ネ ッ ト ワーク  アダプ タからのブー ト 。

b. CD または DVD ド ラ イバからのブー ト 。

5. システムを再起動し ます。

システムが iSCSI ターゲ ッ ト に接続し、 CD または DVD ド ラ イブから ブー ト し

ます。

6. SUSE 11.x では、 installation （イ ンス ト ール） を選択し て、 起動オプシ ョ ンで 
iscsi=1 netsetup=1 と入力し ます。 ド ラ イバア ッ プデー ト が必要である場合は、

F6 ド ラ イバオプシ ョ ンで YES （はい） を選択し ます。
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7. networking device 指示メ ッ セージで、 必要なネ ッ ト ワーク アダプ ターポー

ト を選択し、 OK を ク リ ッ ク し ます。

8. configure TCP/IP 指示メ ッ セージで、 システムが IP ア ド レスを取得する方

法を設定し、 OK を ク リ ッ ク し ます。

9. static IP （静的 IP） を選択し た場合、 iSCSI イニシエータの IP 情報を入力する必

要があ り ます。

10. (RHEL) メ デ ィ ア テス ト の [ 省略 ] を選択し ます。

11. 必要に応じ てイ ンス ト ールを続行し ます。 この時点で、 ド ラ イブが利用可能にな
り ます。 フ ァ イルのコ ピーが完了し たら、 CD または DVD を取り出し て、 システ

ムを再起動し ます。

12. システムが再起動し たら、 iSCSI ブー ト  パラ メ タの [ ターゲ ッ ト から起動 ] を イ

ネーブルにし て、 イ ンス ト ールを完了するまで続行し ます。

この段階で、 初期イ ンス ト ール フ ェ ーズは終了です。 

新しいコンポーネント更新用に新たにカスタマイズされた initrd を作成するには、次の

手順を実行してください。

1. 必要に応じ て iSCSI イニシエータ をア ッ プデー ト し ます。 初に rpm -e を使っ

て、 既存のイニシエータ を削除する必要があ り ます。

2. ネ ッ ト ワーク  サービスのすべての実行レベルがオンになっている こ と を確認し ま

す。

chkconfig network on
3. iSCSI サービスの 2、 3、 および 5 の実行レベルがオンになっ ている こ と を確認し

ます。

chkconfig -level 235 iscsi on
4. Red Hat 6.0 の場合、 Network Manager サービスが停止し ていて、 デ ィ セーブ

ルになっ ている こ と を確認し ます。

5. （オプシ ョ ン） iscsiuio を イ ンス ト ールし ます （SUSE 10 では不要）。

6. （オプシ ョ ン） linux-nx2 パッ ケージを イ ンス ト ールし ます。

7. bibt パッ ケージを イ ンス ト ールし ます。

8. ifcfg-eth* を削除し ます。

9. 再起動し ます。

10. SUSE 11.1 の場合、 次の項に示す、 リ モー ト  DVD のイ ンス ト ールの回避策に従

います。

11. システムの再起動後、 ログイ ン し て /opt/bcm/bibt フ ォルダに変更し、

iscsi_setup.sh ス ク リ プ ト を実行し て、 オフ ロー ド および非オフ ロー ド の 
initrd イ メ ージを作成し ます。
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12. initrd イ メ ージ （オフ ロー ド または非オフ ロー ド） を /boot フ ォルダにコ ピー

し ます。

13. grub メ ニューを変更し て新しい initrd イ メ ージをポイ ン ト するよ う にし ます。

14. CHAP を イネーブルにするには、 iscsid.conf を変更する必要があ り ます (Red 
Hat のみ )。

15. 再起動し ます。

16. （オプシ ョ ン） CAHP パラ メ ータ を変更し ます。

17. iSCSI ブー ト イ メ ージへのブー ト を続行し、 作成し たイ メ ージの 1 つ （非オフ

ロー ド またはオフ ロー ド） を選択し ます。 選択内容は、 iSCSI Boot parameters
（iSCSI ブー ト パラ メ ータ） セク シ ョ ンでの選択肢に対応し ている必要があ り ま

す。 iSCSI Boot Parameters （iSCSI ブー ト パラ メ ータ） セク シ ョ ンで HBA 
Boot Mode （HBA ブー ト モー ド） が有効になっ ている場合、 オフ ロー ド イ メ ー

ジをブー ト する必要があ り ます。

18. IPv6 の場合、 NVRAM 設定で、 イニシエータ と ターゲ ッ ト の両方 の IP ア ド レス

を目的の IPv6 ア ド レスに変更できます。

SUSE 11.1 のリモート DVD インストールの回避策

1. 手順 2 に示される内容の boot.open-iscsi とい う新しいフ ァ イルを作成し

ます。

2. 作成し たフ ァ イルを /etc/init.d/ フ ォルダにコ ピーし て、 既存のフ ァ イル

を上書き し ます。

新しい boot.open-iscsi フ ァ イルの内容 ：

#!/bin/bash
#
# /etc/init.d/iscsi
#
### BEGIN INIT INFO
# Provides:          iscsiboot
# Required-Start:
# Should-Start:      boot.multipath
# Required-Stop:
# Should-Stop:       $null

メモ

ホス ト バスアダプ ター （オフ ロー ド ） は SLES 11 SP1 以降でサポー ト され

ます。

SLES 10.x と  SLES 11 では、 ホス ト バスアダプ ター （オフ ロー ド） モー

ド での iSCSI ブー ト での iSCSI ブー ト はサポー ト されません。 
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# Default-Start:     B
# Default-Stop:      
# Short-Description: iSCSI initiator daemon root-fs support
# Description:       Starts the iSCSI initiator daemon if the
#                    root-filesystem is on an iSCSI device
#               
### END INIT INFO
ISCSIADM=/sbin/iscsiadm
ISCSIUIO=/sbin/iscsiuio
CONFIG_FILE=/etc/iscsid.conf
DAEMON=/sbin/iscsid
ARGS="-c $CONFIG_FILE"
# Source LSB init functions
./etc/rc.status
#
# This service is run right after booting.So all targets activated
# during mkinitrd run should not be removed when the open-iscsi
# service is stopped.
#
iscsi_load_iscsiuio()
{
    TRANSPORT=`$ISCSIADM -m session 2> /dev/null | grep "bnx2i"`
    if [ "$TRANSPORT" ] ; then

echo -n "Launch iscsiuio "
        startproc $ISCSIUIO
    fi
}

iscsi_mark_root_nodes()
{
    $ISCSIADM -m session 2> /dev/null | while read t num i target ; 
do

ip=${i%%: *}
STARTUP=`$ISCSIADM -m node -p $ip -T $target 2> /dev/null | 

grep "node.conn\[0\].startup" | cut -d' ' -f3`
if [ "$STARTUP" -a "$STARTUP" != "onboot" ] ; then

    $ISCSIADM -m node -p $ip -T $target -o update -n 
node.conn[0].startup -v onboot

fi



10–iSCSI プロ ト コル

iSCSI ブー ト

105 BC0054508-04  J

    done
}
# Reset status of this service
rc_reset
# We only need to start this for root on iSCSI
if ! grep -q iscsi_tcp /proc/modules ; then
    if ! grep -q bnx2i /proc/modules ; then
        rc_failed 6
        rc_exit
    fi
fi
case "$1" in
    start)

echo -n "Starting iSCSI initiator for the root device: "
iscsi_load_iscsiuio
startproc $DAEMON $ARGS
rc_status -v
iscsi_mark_root_nodes
;;

    stop|restart|reload)
rc_failed 0
;;

    status)
echo -n "Checking for iSCSI initiator service: "
if checkproc $DAEMON ; then

    rc_status -v
else

    rc_failed 3
    rc_status -v

fi
;;

    *)
echo "Usage: $0 {start|stop|status|restart|reload}"
exit 1
;;

esac
rc_exit
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Windows OS イメージからインボックスドライバを削除する

1. D:\temp などの一時デ ィ レ ク ト リ を作成し ます。

2. 一時フ ォルダ内に次の 2 つのサブ フ ォルダを作成し ます。

 Win2008R2Copy 
 Win2008R2Mod 

3. DVD イ ンス ト ール メ デ ィ アのすべての内容を Win2008R2Copy フ ォルダにコ

ピーし ます。

4. All program （すべてのプログラム） から  Windows 自動イ ンス ト ールキ ッ ト

（AIK） のコ マン ド プロンプ ト を管理者権限モー ド で開き、 次のコ マン ド を発行し

ます。

attrib -r D:\Temp\Win2008R2Copy\sources\boot.wim
5. 次のコ マン ド を発行し て、 boot.wim イ メ ージをマウン ト し ます。

dism /Mount-WIM 
/WimFile:D:\Temp\Win2008R2Copy\sources\boot.wim /index:1 / 
MountDir:D:\Temp\Win2008R2Mod

6. boot.wim イ メ ージが Win2008R2Mod フ ォルダにマウン ト されま し た。

Win2008R2Mod フ ォルダのサブ フ ォルダで、 以下のフ ァ イルのすべてのイ ンス

タ ンスを見つけて削除し ます。

 netevbda.inf 
 netevbda.pnf 
 evbda.sys 
 netbxnda.inf 
 netbxnda.pnf 
 bxnd60a.sys 
 bxvbda.sys 
 netbvbda.inf 
 netbvbda.pnf 

次のコ マン ド を発行する と、 削除する フ ァ イルのすべてのイ ンス タ ンスを簡単に
見つける こ とができます。

dir /s D:\Temp\Win2008R2Mod\filename
7. Boot.wim イ メ ージをアンマウン ト するには、 次のコ マン ド を発行し ます。

dism /unmount-wim /Mountdir:D:\Temp\Win2008R2Mod /commit
8. ステ ッ プ 5 ～ 7 を繰り返し ますが、 手順 5 で コ マン ド に対し て 「index = 2」

を設定し ます。

この例では、 標準エデ ィ シ ョ ンに対し て index 2 が指定されています。 他のエ

デ ィ シ ョ ンでは、 イ ンデ ッ ク スを環境に応じ て変更し て く だ さい。
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Windows イメージ ファイルへの QLogic ドライバのインジェクト（スリップ
ストリーム）

手順については、 FCoE の ト ピ ッ ク を参照し て く だ さい。

Windows イ メ ージ フ ァ イルに QLogic ド ラ イバを イ ンジ ェ ク ト するには、 該当する 
Windows Server のバージ ョ ン (2008 R2、 2008 SP2、 2012、 または 2012 R2) のド

ラ イバイ ンス ト ールパッ ケージを取得する必要があ り ます。

これらのド ラ イバパッ ケージを作業デ ィ レ ク ト リ に配置し ます。 た と えば、 使用し てい
る Windows Server バージ ョ ンに適し たすべてのド ラ イバパッ ケージおよびフ ァ イルを

手順 3 の例のフ ォルダ位置にコ ピーし ます。 

 C:\Temp\drivers 

後に、 これらのド ラ イバを Windows イ メ ージ (WIM) フ ァ イルにイ ンジ ェ ク ト し、 更

新後のイ メ ージから、 該当する Windows Server のバージ ョ ンを イ ンス ト ールし ます。 

QLogic ドライバを Windows イメージファイルにインジェクトするには、次の手順を

実行します。 

1. Windows Server 2008 R2 および SP2 の場合は、 Windows Automated 
Installation Kit （AIK） を イ ンス ト ールし ます。

また、 Windows Server 2012 および 2012 R2 の場合は、 Windows 
Assessment and Deployment Kit （ADK） を イ ンス ト ールし ます。

2. 次のコ マン ド を発行し て一時フ ォルダを作成し、 残りのすべての手順用に現行
フ ォルダ と し て設定し ます。 
md C:\Temp
cd /d C:\Temp

3. C:\temp: 内で次のコ マン ド を発行し、 2 つのサブ フ ォルダを作成し ます。

md src
md mnt
md drivers

4. 次のコ マン ド を発行し、 元の DVD を src サブデ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。 
xcopy N:\ .\src /e /c /i /f /h /k /y /q
この例では、 イ ンス ト ール DVD は N: ド ラ イブである点に注意し て く だ さい。

5. 昇格された （管理者） モー ド で Deployment and Imaging Tools コ マン ド プロン

プ ト を開きます。 次に、 c:\Temp を現行フ ォルダ と し て設定し ます。

このコ マン ド  プロンプ ト  ウ ィ ン ド ウを、 これ以降のすべての手順で使用し ます。 
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6. 次のコ マン ド を発行し ます。 
attrib -r .\src\sources\boot.wim 
attrib -r .\src\sources\install.wim

7. 次のコ マン ド を発行し、 boot.wim イ メ ージをマウン ト し ます。 
dism /mount-wim /wimfile:.\src\sources\boot.wim /index:2 
/mountdir:.\mnt
メ モ ： イ ンデ ッ クスの値と し て常に 「2」 を使用する必要があ り ます。

8. 次のコ マン ド を発行し、 現在マウン ト されている イ メ ージに次のド ラ イバを追加
し ます。 

dism /image:.\mnt /add-driver /driver:C:\Temp\drivers /Recurse /ForceUnsigned
9. 次のコ マン ド を発行し、 boot.wim イ メ ージをマウン ト 解除し ます。 

dism /unmount-wim /mountdir:.\mnt /commit
10. 次のコ マン ド を発行し、 install.wim イ メ ージ内にある必要な SKU のイ ン

デ ッ クスを決定し ます。

dism /get-wiminfo /wimfile:.\src\sources\install.wim
た と えば、 Windows Server 2012 では、 イ ンデ ッ ク ス 2 は 「Windows Server 
2012 SERVERSTANDARD」 と特定されます。

11. 次のコ マン ド を発行し、 install.wim イ メ ージをマウン ト し ます。

dism /mount-wim /wimfile:.\src\sources\install.wim /index:X 
/mountdir:.\mnt
メモ ： X は、 前の手順で取得し たイ ンデ ッ ク スの値のプレースホルダーです。

12. これらのド ラ イバを現在マウン ト されている イ メ ージに追加するには、 次のコ マ
ン ド を発行し ます。 

dism /image:.\mnt /add-driver /driver:C:\Temp\drivers /Recurse /ForceUnsigned
13. install.wim イ メ ージをマウン ト 解除するには、 次のコ マン ド を発行し ます。 

dism /unmount-wim /mountdir:.\mnt /commit
14. 起動フ ァ イルを C:\temp にコ ピーし て ISO 作成の準備を行います。

copy "<AIK or ADK path>\..\etfsboot.com" C:\Temp
copy "<AIK or ADK path>\..\efisys.bin" C:\Temp

15. 次のコ マン ド を入力し て .iso フ ァ イルを作成し ます。 
oscdimg -m -o -u2 -udfver102 -lslipstream -bootdata:2#p0,e,b"c:\Temp\
etfsboot.com"#pEF,e,b"C:\Temp\efisys.bin" c:\temp\src c:\temp\Win20xxMOD.iso

フ ァ イル名内の xx は、 Windows Server OS バージ ョ ン （2012、 2008 R2、 ま

たは 2008 SP2） のプレースホルダーです。
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16. DVD 書き込みアプ リ ケーシ ョ ンを使用し、 作成し た .iso フ ァ イルを DVD に書

き込みます。

17. 前の手順で作成し た DVD を使用し、 該当する Windows Server のバージ ョ ンを

イ ンス ト ールし ます。

ブート

その後、 システムでは iSCSI ブー ト の準備が完了し、 オペレーテ ィ ング システムが 
iSCSI ターゲ ッ ト に存在し ます。 後のステ ッ プでは、 実際のブー ト を実行し ます。 シ

ステムは、 ネ ッ ト ワーク を介し て Windows または Linux を起動し、 Windows がロー

カル デ ィ スク  ド ラ イブ上にあるかのよ う に動作し ます。

1. サーバーを再起動し ます。

2. CTRL+S キーを押し ます。

3. オフ ロー ドパスを通じ てブー ト するには、 HBA Boot Mode （HBA ブー ト モー

ド ） を Enabled （有効） に設定し ます。 
非オフ ロー ドパスを通じ てブー ト するには、 HBA Boot Mode （HBA ブー ト モー

ド ） を Disabled （無効） に設定し ます。 （アダプ ターがマルチフ ァ ン ク シ ョ ン

モー ドの場合、 このパラ メ ータは変更できません）。

CHAP 認証が必要な場合は、 ブー ト が成功し たこ と を確認し た後で、 CHAP 認証を有

効に し ます (93 ページの 「CHAP 認証を有効化する」 を参照し て く だ さい )。

その他の iSCSI ブートの考慮事項
システムで iSCSI ブー ト を設定する と きには、 次の追加事項を考慮し て く だ さい。

Windows 環境での速度および二重通信方式の変更

オフ ロー ドパスからの iSCSI ブー ト を実行し ている場合、 Windows のデバイスマネー

ジ ャ を使用し てブー ト ポー ト の速度と二重通信方式を変更する こ とはできません。
NDIS パスからのブー ト はサポー ト されません。 オフ ロー ド および NDIS パスからの 
iSCSI ブー ト の場合、 速度と二重通信方式は、 QCS 管理ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て変

更できます。

Locally Administered Address ( ローカル管理アドレス )
QCS の Configurations （設定） ページの Advanced （詳細設定） セク シ ョ ンの 
Locally Administered Address （ローカル管理ア ド レス） プロパテ ィ で割り当てら

れたユーザー定義 MAC ア ド レスは、 iSCSI ブー ト 対応のデバイスではサポー ト されま

せん。

仮想 LAN
仮想 LAN （VLAN） タギングは、 Microsoft iSCSI ソ フ ト ウ ェ アイニシエータ での 
iSCSI ブー ト ではサポー ト されません。
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iSCSI ブートイメージを作成する「DD」方法

リ モー ト  iSCSI ターゲ ッ ト への直接のイ ンス ト ールがオプシ ョ ンでない場合は、 代わり

に 「DD」 方法を使用し て、 このよ う なイ メ ージを作成し ます。 この方法では、 イ メ ージ

をローカルハー ド ド ラ イブに直接イ ンス ト ールし てから、 以降のブー ト 用に iSCSI ブー

ト イ メ ージを作成できます。

「DD」で iSCSI ブートイメージを作成するには、次の手順を実行します。

1. Linux OS をローカル ハー ド  ド ラ イブにイ ンス ト ールし、 Open-iSCSI イニシ

エータが 新である こ と を確認し ます。

2. ネ ッ ト ワークサービスのすべての実行レベルがオンになっ ている こ と を確認し ま
す。

3. iSCSI サービスの 2、 3、 および 5 の実行レベルがオンになっ ている こ と を確認し

ます。

4. iscsiuio を更新し ます。 QLogic CD から  iscsiuio パッ ケージを入手できます。 こ

の手順は SUSE 10 では不要です。

5. Linux システムに linux-nx2 パッ ケージを イ ンス ト ールし ます。 このパッ ケージ

は、 QLogic CD から取得できます。

6. Linux システムに bibt パッ ケージを イ ンス ト ールし ます。 このパッ ケージは、

QLogic CD から取得できます。

7. すべての ifcfg-eth* フ ァ イルを削除し ます。

8. ネ ッ ト ワークアダプ ターの 1 つのポー ト を iSCSI ターゲ ッ ト に接続するよ う に設

定し ます （詳細は、 83 ページの 「iSCSI ターゲ ッ ト を設定する」 を参照し て く だ

さい）。

9. iSCSI ターゲ ッ ト に接続し ます。

10. DD コ マン ド を発行し て、 ローカルハー ド ド ラ イブから  iSCSI ターゲ ッ ト にコ

ピーし ます。

11. DD が完了し たら、 sync コ マン ド を 2 回実行し、 ログアウ ト し てから、 再度 
iSCSI ターゲ ッ ト にログイ ン し ます。

12. iSCSI ターゲ ッ ト 上に作成されたすべてのパーテ ィ シ ョ ンで、 fsck コ マン ド を

発行し ます。

13. /OPT/bcm/bibt フ ォルダに変更し、 iscsi_setup.sh スク リ プ ト を実行

し て、 initrd イ メ ージを作成し ます。 オプシ ョ ン 0 は非オフ ロー ド イ メ ージを作成

し、 オプシ ョ ン 1 はオフ ロー ド イ メ ージを作成し ます。 Iscsi_script.sh ス

ク リ プ ト は、 SuSE 10 上にのみ非オフ ロー ド イ メ ージを作成し ます。 SuSE 10 
では、 オフ ロー ドがサポー ト されていないためです。

14. /boot パーテ ィ シ ョ ンを iSCSI ターゲ ッ ト にマウン ト し ます。

15. 手順 13 で作成し た initrd イ メ ージをローカルハー ド ド ラ イブから手順 14 でマウ

ン ト し たパーテ ィ シ ョ ンにコ ピーし ます。
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16. 手順 14 でマウン ト し たパーテ ィ シ ョ ンで、 grub メ ニューを編集し て新しい 
initrd イ メ ージをポイ ン ト するよ う に し ます。

17. /boot パーテ ィ シ ョ ンを iSCSI ターゲ ッ ト から アンマウン ト し ます。

18. （Red Hat のみ） CHAP を有効にするには、 iSCSI ターゲ ッ ト 上の 
iscsid.conf フ ァ イルの CHAP セク シ ョ ンを変更する必要があ り ます。 必要

に応じ て、 iscsid.conf フ ァ イルを一方向または双方向の CHAP 情報で編集

し ます。

19. システムをシャ ッ ト ダウン し、 ローカル ハー ド  ド ラ イブを切断し ます。 

これで、 iSCSI ターゲ ッ ト の iSCSI ブー ト の準備が完了し ま し た。

20. （オプシ ョ ン） CHAP パラ メ ータ を含む iSCSI ブー ト パラ メ ータ を設定し ます

（83 ページの 「iSCSI ターゲ ッ ト を設定する」 を参照）。

21. iSCSI ブー ト イ メ ージへのブー ト を続行し、 作成し たイ メ ージの 1 つ （非オフ

ロー ド またはオフ ロー ド） を選択し ます。 選択内容は、 iSCSI Boot 
Parameters （iSCSI ブー ト パラ メ ータ） セク シ ョ ンでの選択肢に対応し ている

必要があ り ます。 iSCSI Boot Parameters （iSCSI ブー ト パラ メ ータ） セク

シ ョ ンで HBA Boot Mode （HBA ブー ト モー ド） が有効になっ ている場合、 オ

フ ロー ド イ メ ージをブー ト する必要があ り ます。 SLES 10.x および SLES 11 は
オフ ロー ド をサポー ト し ません。

iSCSI ブートのトラブルシューティング
次の ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト は、 iSCSI ブー ト に役立ちます。

トラブル ： リ ン ク ローカル IPv6 ア ド レスを使用するよ う に設定されたイニシエータ と、

ルータ で設定し た IPv6 ア ド レスを使用するよ う に設定された ターゲ ッ ト を指定し たア

ダプ ターの NDIS パスを介し て iSCSI が Windows Server 2008 R2 をブー ト する と、

システムでブルースク リーンが表示される。

解決法 ： これは Windows TCP/IP ス タ ッ クの既知の問題です。

トラブル ： iSCSI ブー ト のリ ン ク速度が 10Mbps または 100Mbps 用に設定されている

場合に、 QLogic iSCSI Crash Dump ユーテ ィ リ テ ィ が正し く 機能せず、 メ モ リ ダンプ

をキャ プチャ し ない。

解決法 ： iSCSI Crash Dump ユーテ ィ リ テ ィ は、 iSCSI ブー ト のリ ン ク速度が 1Gbps 
または 10Gbps 用に設定されている場合にサポー ト されます。 10Mbps と  100Mbps 
ではサポー ト されません。

トラブル ： IPv6 接続を使用し て Windows Server 2008 を イ ンス ト ールし よ う とする

と、 iSCSI ターゲ ッ ト がイ ンス ト ールターゲ ッ ト と し て認識されない。

解決法 ： これはサー ド パーテ ィ 側の既知の問題です。 Microsoft サポー ト 技術情報文書 
KB 971443 （ http://support.microsoft.com/kb/971443） を参照し て く だ さい。

http: //support.microsoft.com/kb/971443
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トラブル ： iSCSI ブー ト を Microsoft 標準パスから  QLogic iSCSI オフ ロー ド に切り替

える と、 ブー ト が途中で失敗する。

解決法 ： iSCSI ブー ト パスを切り替える前に、 QLogic Virtual Bus Device （VBD） ド

ラ イバと  OIS ド ラ イバを イ ンス ト ールするか、 新バージ ョ ンにア ッ プグレー ド し て く

だ さい。

トラブル ： iSCSI 設定ユーテ ィ リ テ ィ が動作し ない。

解決法 ： iSCSI ブー ト フ ァームウ ェ アが NVRAM にイ ンス ト ールされている こ と を確認

し て く だ さい。

トラブル ： Windows プ ラグアン ド プレ イ （PnP） で QLogic ド ラ イバを イ ンス ト ール

する と、 システムでブルースク リーンが表示される。

解決法 ： セ ッ ト ア ッ プイ ンス ト ーラから ド ラ イバを イ ンス ト ールし て く だ さい。

トラブル ： 静的 IP 設定の場合、 レ イヤ 2 iSCSI ブー ト から  QLogic iSCSI ホス ト バス

アダプ ターに切り替える と、 IP ア ド レス競合が発生する。

解決法 ： OS 内のネ ッ ト ワーク プロパテ ィ の IP ア ド レスを変更し ます。

トラブル ： iSCSI ブー ト  LUN を 255 に設定し た後、 iSCSI ブー ト を実行する と システ

ムでブルースク リーンが表示される。

解決法 ： QLogic の iSCSI ソ リ ューシ ョ ンは、 0 ～ 255 の LUN 範囲をサポー ト し てい

ますが、 Microsoft iSCSI ソ フ ト ウ ェ アイニシエータは LUN 255 をサポー ト し ていま

せん。 LUN の値は 0 ～ 254 の範囲で設定し て く だ さい。

トラブル ： レ イヤ 2 iSCSI ブー ト イ ンス ト ール後、 NDIS ミ ニポー ト にコー ド  31 の黄

色い感嘆符が表示される。

解決法 ： ド ラ イバイ ンス ト ーラの 新バージ ョ ンを実行し て く だ さい。

トラブル ： 非イ ンボ ッ クスハー ド ウ ェ ア ID がある場合に、 イ ンボ ッ クス ド ラ イバを

ア ッ プデー ト できない。

解決法 ： イ ンス ト ールメ デ ィ アにある、 サポー ト されている ド ラ イバで、 カス タムのス
リ ッ プス ト リーム DVD イ メ ージを作成し て く だ さい。

トラブル ： Windows Server 2012 で、 iSCSI ホス ト バスアダプ ターオフ ロー ド モー ド

と  iSCSI ソ フ ト ウ ェ アイニシエータ ブー ト を切り替える と、 マシンが、 ホス ト バスアダ

プ ターオフ ロー ド ミ ニポー ト  bxois がロー ド されない状態に と どまる こ とがあ り ます。

解決法 ： 手動で 
[HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\bxois\
StartOverride] を編集し て 3 から  0 にし ます。 CCM 内で NDIS からホス ト バス

アダプ ターに戻す切り替えを行う前に、 このレジス ト リキーを変更し て く だ さい。

メモ

Microsoft はこの方法を勧めていません。 イ ンス ト ールが完了し た後に NDIS から

ホス ト バスアダプ ターに、 またはホス ト バスアダプ ターから  NDIS にブー ト パス

を切り替える こ とは推奨されていません。
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ト ラ ブル ： Windows Server 2008 以上を使用し て EqualLogic ターゲ ッ ト に接続でき

ない。
解決法 ： フ ァ イアウォールに例外を追加し て、 ICMP エ コー リ ク エス ト を許可し て く だ

さい。

ト ラ ブル ： 1Gbps のスイ ッ チポー ト に接続し ている場合、 iSCSI ブー ト による iSCSI 
ターゲ ッ ト への Windows のイ ンス ト ールが失敗する。 
解決法 ： この失敗は、 物理接続と し て SFP+ を使用するアダプ ターに関連する制限で

す。 SFP+ のデフ ォル ト は 10Gbps の動作であ り、 自動ネゴシエーシ ョ ンをサポー ト し

ていません。

iSCSI クラッシュダンプ
QLogic iSCSI Crash Dump ユーテ ィ リ テ ィ を使用する場合、 iSCSI Crash Dump ド
ラ イバを イ ンス ト ールする必要があ り ます。 詳細は、 73 ページの 「イ ンス ト ーラの使

用」 を参照し て く だ さい。

Windows Server での iSCSI オフロード
iSCSI オフ ロー ドは、 iSCSI プロ ト コルの処理オーバーヘ ッ ド をホス ト プロセ ッサから  
iSCSI ホス ト バスアダプ ターにオフ ロー ド し て、 サーバープロセ ッサの利用率を 適化

し ながら、 ネ ッ ト ワークパフ ォーマンス と スループ ッ ト を高めるテ ク ノ ロジです。 

本項では、 Windows Server システムにおける、 BCM57xx および BCM57xxx ネ ッ ト

ワーク アダプ ターフ ァ ミ リの QLogic の iSCSI オフ ロー ド機能について説明し ます。

Linux iSCSI オフ ロー ド については、 56 ページの 「Linux iSCSI オフ ロー ド 」 を参照し

て く だ さい。

iSCSI オフロードを設定する
適切な iSCSI オフ ロー ド ラ イセンスがある場合は、 ホス ト プロセ ッサから  iSCSI 処理

のオフ ロー ド を行う よ う に iSCSI 対応 BCM57xx および BCM57xxx ネ ッ ト ワーク アダ

プ ターを設定できます。 以下の処理によ り、 システムは QLogic の iSCSI オフ ロー ド 機

能を利用できるよ う にな り ます。

 QLogic ド ラ イバおよび管理アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール

 Microsoft iSCSI Initiator のイ ンス ト ール

 QCC を使用し た QLogic iSCSI の設定

 QLogic の iSCSI オフ ロー ド を使用するための Microsoft Initiator の設定 
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QLogic ドライバおよび管理アプリケーションのインストール

Windows ド ラ イバと管理アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールし ます。

Microsoft iSCSI Initiator のインストール

Windows Server 2008 以降では、 iSCSI イニシエータは標準で含まれています。

Microsoft から  iSCSI イニシエータ をダウンロー ド するには、 次の場所にア クセス し て、

お使いのシステム用のダイ レ ク ト リ ン ク を探し ます。

http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?displaylang=en&id=18986

QCC を使用した QLogic iSCSI の設定

QConvergeConsole （QCC） GUI を使用し て、 QLogic のすべてのネ ッ ト ワークアダ

プ ターと詳細機能を管理し ます。 詳細については、 QCC GUI オン ラ イ ンヘルプを参照

し て く だ さい。

1. QCC GUI を開きます。

2. QLogic BCM57xx および BCM57xxx C-NIC iSCSI アダプ ターを選択し ます。

C-NIC iSCSI アダプ ターが搭載されていない場合は、 VBD デバイスを選択し、

Configuration （設定） ページの Resource Reservations （リ ソース予約） セ

ク シ ョ ンから  iSCSI Offload Engine （iSCSI オフ ロー ド エンジン） を選択する

こ と で、 iSCSI オフ ロー ド を有効にし ます。

3. Configurations （設定） タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. IP ア ド レスの割り当てには、 デフ ォル ト で DHCP が使用されますが、 静的な IP 
ア ド レス割り当てに変更する こ と も できます。

5. Apply （適用） を選択し て QCC GUI を終了し ます。

QLogic の iSCSI オフロードを使用するための Microsoft Initiator の設定

iSCSI アダプ ターに対し て IP ア ド レスを設定し たら、 Microsoft Initiator を使用し て設

定を行い、 QLogic iSCSI アダプ ターを使用する iSCSI ターゲ ッ ト に接続を追加する必

要があ り ます。 Microsoft Initiator の詳細については、 Microsoft のユーザーガイ ド を参

照し て く だ さい。

1. Microsoft Initiator を開きます。

2. セ ッ ト ア ッ プの指定に応じ て、 Initiator の IQN 名を設定し ます。 iSCSI Initiator 
Properties （iSCSI イニシエータ プロパテ ィ ） の General （一般） ページ

（図 10-6 を参照） で、 Change （変更） を ク リ ッ ク し ます。

メモ

ブー ト にアダプ タが使用されていた場合は、 IP ア ド レスの割り当て方法は変

更できません。

http: //www.microsoft.com/download/en/details.aspx?displaylang=en&id=18986
http: //www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?displaylang=en&id=18986
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図 10-6. iSCSI Initiator Properties（iSCSI イニシエータプロパティ）：General（一般）
ページ
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3. Initiator Node Name Change （イニシエータ ノ ー ド名変更） ダイアログボ ッ ク ス

（図 10-7 を参照） で、 新しいイニシエータの IQN 名を入力し て、 OK を ク リ ッ ク

し ます。

図 10-7. イニシエータノード名の変更

4. iSCSI Initiator Properties （iSCSI イニシエータ プロパテ ィ ） （図 10-8 を参照）

で、 Discovery （検出） タ ブを ク リ ッ ク し、 Target Portals （ターゲ ッ ト ポータ

ル） で Add （追加） を ク リ ッ ク し ます。
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図 10-8. iSCSI Initiator Properties（iSCSI イニシエータプロパティ）：Discovery（検出）
ページ

5. Add Target Portal （ターゲ ッ ト ポータルの追加） ダイアログボ ッ ク ス （図 10-9 
を参照） で、 ターゲ ッ ト の IP ア ド レスを入力し て、 Advanced （詳細設定） を ク

リ ッ ク し ます。

図 10-9. Add Target Portal（ターゲットポータルの追加）ダイアログボックス
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6. Advanced Settings （詳細設定） ダイアログボ ッ クスで、 次のよ う に General 
（一般） ページに情報を入力し ます。

a. Local adapter （ローカルアダプ ター） で、 QLogic BCM57xx および 
BCM57xxx C-NIC iSCSI アダプ ターを選択し ます。

b. Source IP （ソース IP） で、 アダプ ターの IP ア ド レスを選択し ます。

c. Advanced Settings （詳細設定） ダイアログボ ッ クスを閉じ るには、 変更を

保存し て、 OK を ク リ ッ ク し ます。

図 10-10 はその一例です。

図 10-10. Advanced Settings（詳細設定）：General（一般）ページ
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7. iSCSI Initiator Properties （iSCSI イニシエータ プロパテ ィ ） で Discovery （検

出） タ ブを ク リ ッ ク し、 Discovery （検出） ページで OK を ク リ ッ ク し て ター

ゲ ッ ト ポータルを追加し ます。 図 10-11 はその一例です。 

図 10-11. iSCSI Initiator Properties（iSCSI イニシエータプロパティ）：Discovery
（検出）ページ

8. iSCSI Initiator Properties （iSCSI イニシエータ プロパテ ィ ） で、 Targets
（ターゲ ッ ト ） タ ブを ク リ ッ ク し ます。 
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9. Targets （ターゲ ッ ト ） ページで ターゲ ッ ト を選択し、 Log On （ログオン） を ク

リ ッ ク し て、 QLogic iSCSI アダプ ターを使用し ている iSCSI ターゲ ッ ト にログ

オン し ます。 図 10-12 はその一例です。

図 10-12. iSCSI Initiator Properties（iSCSI イニシエータプロパティ）：
Targets（ターゲット）ページ

10. Log On To Target （ターゲ ッ ト にログオン） ダイアログボ ッ クス （図 10-13）

で、 Advanced （詳細設定） を ク リ ッ ク し ます。

図 10-13. Log On to Target（ターゲットにログオン）
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11. Advanced Settings （詳細設定） ダイアログボ ッ クスの General （一般） ページ

で、 Local adapter （ローカルアダプ ター） と し て QLogic BCM57xx および 
BCM57xxx C-NIC iSCSI アダプ ターを選択し、 OK を ク リ ッ ク し ます。

図 10-14 はその一例です。 

図 10-14. Advanced Settings（詳細設定）：General（一般）ページ、Local Adapter
（ローカルアダプター）

12. [OK] を ク リ ッ ク し て Microsoft Initiator を閉じ ます。

13. iSCSI パーテ ィ シ ョ ンを フ ォーマ ッ ト するには、 デ ィ スク  マネージャ を使用し ま

す。
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iSCSI オフロードの FAQ
質問 ： iSCSI オフ ロー ド に IP ア ド レスを割り当てるにはどのよ う にすればよいです

か？

回答 ： QLogic Control Suite （QCS） の Configurations （設定） ページを使用し て く

だ さい。

質問 ： ターゲ ッ ト への接続を作成するのにどのツールを使用すべきですか？

回答 ： Microsoft iSCSI Software Initiator （バージ ョ ン 2.08 以降） を使用し ます。

質問 ： 接続がオフ ロー ド されている こ と をどのよ う に確認できますか？

回答 ： Microsoft iSCSI Software Initiator を使用し ます。 コ マン ド ラ イ ンで

「iscsicli sessionlist」 と入力し ます。 [Initiator Name] に、 オフ ロー ド され

た iSCSI 接続の場合は 「B06BDRV...」 で始まるエン ト リが表示されます。 オフ ロー ド

されていない iSCSI 接続の場合は 「Root...」 で始まるエン ト リが表示されます。 

質問 ： どのよ う な設定を避けるべきですか？

回答 ： IP ア ド レスは LAN と同じにし ないで く だ さい。

質問 ： BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターに対し て Windows Server OS を使用

し て、 iSCSI オフ ロー ドのイ ンス ト ールを行お う とする と、 なぜイ ンス ト ールが失敗す

るのですか？

回答 ： 内部のイ ンボ ッ クス ド ラ イバと競合し ています。

オフロード iSCSI（OIS）ドライバのイベントログメッセージ
表 10-5 に、 オフ ロー ド  iSCSI ド ラ イバ イベン ト  ログ メ ッ セージの一覧を表示し ます。

メモ

 チーム化は iSCSI アダプ ターをサポー ト し ていません。

 チーム化はブー ト パス内の NDIS アダプ ターをサポー ト し ていません。

 チーム化は、 SLB チームタ イプの場合に限り、 iSCSI ブー ト パスの外にある 
NDIS アダプ ターをサポー ト し ます。

表 10-5. オフロード iSCSI（OIS）ドライバイベントログメッセージ

メッセージ
番号

重大度 メッセージ

1 エラー イニシエータはターゲッ ト との接続に失敗し ま し た。 ターゲッ ト  IP ア ド レス と  
TCP ポー ト 番号はダンプデータ内で固有です。

2 エラー イニシエータは iSCSI セ ッ シ ョ ンのリ ソースを割り当てられませんで し た。
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3 エラー 大のコマン ド  シーケンス番号は、 ログイ ン応答内で予想される コマン ド  シーケン

ス番号よ り も大きな連続する番号ではあ り ません。 ダンプ データには、 予想される

コマン ド  シーケンス番号、 大シーケンス番号が順に格納されています。

4 エラー MaxBurstLength は、 FirstBurstLength よ り も大きな連続する値ではあ り ません。

ダンプ データには、 FirstBurstLength、 MaxBurstLength が順に格納されていま

す。

5 エラー イニシエータ  ポータルの設定に失敗し ま し た。 エラーステータ スは、 ダンプデータ

内で指定されています。

6 エラー イニシエータは iSCSI 接続のリ ソースを割り当てられませんで し た

7 エラー イニシエータは iSCSI PDU を送信できませんで し た。 エラーステータ スは、 ダン

プデータ内で指定されています。

8 エラー ターゲッ ト またはデ ィ スカバリサービスは、 イニシエータによ って送信された 
iSCSI 要求に時間内に応答し ませんで し た。 iSCSI フ ァ ン クシ ョ ン コー ドは、 ダン

プデータ内で指定されています。 iSCSI フ ァ ン クシ ョ ン コー ドの詳細は、 『iSCSI 
User's Guide』 （iSCSI ユーザーガイ ド） を参照し て く だ さい。

9 エラー ターゲッ ト は、 SCSI 要求に時間内に応答し ませんで し た。 CDB はダンプデータ内

で指定されています。

10 エラー ログイ ン要求が失敗し ま し た。 ログイ ン応答パケ ッ ト はダンプデータ内で指定され
ています。

11 エラー ターゲッ ト は、 無効なログイ ン応答パケ ッ ト を返し ま し た。 ログイ ン応答パケ ッ ト
はダンプデータ内で指定されています。

12 エラー ターゲッ ト から、 ログイ ン リ ダイ レ ク ト の無効なデータが提供されま し た。 ダンプ 
データには、 ターゲッ ト が返し たデータが含まれています。

13 エラー ターゲッ ト から、 不明な AuthMethod が提供されま し た。 ダンプ データには、

ターゲッ ト が返し たデータが含まれています。

14 エラー ターゲッ ト から、 CHAP の不明なダイジ ェ ス ト  アルゴ リズムが提供されま し た。 ダ

ンプ データには、 ターゲッ ト が返し たデータが含まれています。

15 エラー ターゲッ ト によ って指定された CHAP チャ レンジに無効な文字が含まれています。

ダンプデータに指定された CHAP 応答が含まれています。

16 エラー CHAP ネゴシエーシ ョ ン中に無効なキーが受信されま し た。 キーと値のペアはダン

プデータ内で指定されています。

17 エラー ターゲッ ト によ って指定された CHAP 応答は、 予想された応答と一致し ませんで し

た。 ダンプ データに CHAP 応答が含まれています。

表 10-5. オフロード iSCSI（OIS）ドライバイベントログメッセージ ( 続き )

メッセージ
番号

重大度 メッセージ
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18 エラー イニシエータはヘ ッ ダー ダイジ ェ ス ト を要求し ま し たが、 ターゲッ ト は提供し ませ

んで し た。

19 エラー イニシエータはデータ  ダイジ ェ ス ト を要求し ま し たが、 ターゲッ ト は提供し ません

で し た。

20 エラー ターゲッ ト との接続が失われま し た。 イニシエータは接続を再試行し ます。

21 エラー ヘ ッ ダーで指定されたデータ セグ メ ン ト 長は、 ターゲッ ト が宣言し た 
MaxRecvDataSegmentLength を超えています。

22 エラー 指定された PDU にヘ ッ ダーダイジ ェ ス ト エラーが検出されま し た。 ダンプ データ

にヘ ッ ダーと ダイジ ェ ス ト が含まれています。

23 エラー ターゲッ ト は無効な iSCSI PDU を送信し ま し た。 ダンプ データに iSCSI ヘ ッ ダー

全体が含まれています。

24 エラー ターゲッ ト は無効な opcode を持つ iSCSI PDU を送信し ま し た。 ダンプ データに 
iSCSI ヘ ッ ダー全体が含まれています。

25 エラー データ  ダイジ ェ ス ト  エラーが検出されま し た。 ダンプデータには、 算出済みの

チ ェ ッ クサム、 指定されたチ ェ ッ クサムが順に格納されています。

26 エラー ターゲッ ト は、 イニシエータが要求し たデータ よ り も多いデータ を送信し よ う と し
ています。

27 エラー イニシエータは、 受信し た PDU に一致する イニシエータ  タ スク  タグを見つけられ

ませんで し た。 ダンプ データに iSCSI ヘ ッ ダー全体が含まれています。

28 エラー イニシエータは、 無効な R2T パケ ッ ト を受信し ま し た。 ダンプ データに iSCSI 
ヘ ッ ダー全体が含まれています。

29 エラー ターゲッ ト は、 イニシエータによ って送信された iSCSI PDU を拒否し ま し た。 ダ

ンプ データに拒否された PDU が含まれています。

30 エラー イニシエータは、 要求を処理するための作業アイテムを割り当てられませんで し た。

31 エラー イニシエータは、 要求を処理するためのリ ソースを割り当てられませんで し た。

32 情報 イニシエータは、 非同期ログアウ ト  メ ッ セージを受信し ま し た。 ターゲッ ト 名はダ

ンプデータ内で指定されています。

33 エラー ターゲッ ト によ って指定されたチャ レンジサイズが、 iSCSI 仕様で指定されている

大値を超えています。

34 情報 ターゲッ ト との接続が失われま し たが、 イニシエータはターゲッ ト と正常に再接続
し ま し た。 ダンプ データにターゲッ ト 名が含まれています。

35 エラー ターゲッ ト  CHAP 秘密情報が、 仕様要件の 小サイズ (12 バイ ト ) 未満です。

表 10-5. オフロード iSCSI（OIS）ドライバイベントログメッセージ ( 続き )
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36 エラー イニシエータ  CHAP 秘密情報が、 仕様要件の 小サイズ (12 バイ ト ) 未満です。 指

定された CHAP 秘密情報がダンプデータに含まれています。

37 エラー FIPS サービスを初期化できませんで し た。 永続的ログオンは処理されません。

38 エラー イニシエータはログオン認証のために CHAP を要求し ま し たが、 ターゲッ ト は 
CHAP を提供し ませんで し た。

39 エラー イニシエータは、 ターゲッ ト を リ セ ッ ト する タ スク管理コマン ド を送信し ま し た。
ターゲッ ト 名はダンプデータ内で指定されています。

40 エラー ターゲッ ト は CHAP を使用し てログオン認証を要求し ま し たが、 イニシエータは 
CHAP を実行するよ う に設定されていません。

41 エラー ターゲッ ト は、 セキュ リ テ ィ  ネゴシエーシ ョ ン フ ェーズで、 AuthMethod キーを

送信し ませんで し た。

42 エラー ターゲッ ト は、 接続用の無効なステータ ス シーケンス番号を送信し ま し た。 ダンプ

データには、 予想されるステータ スシーケンス番号、 提供されたシーケンス番号が
順に格納されています。

43 エラー ターゲッ ト は、 時間内にログイ ン要求に応答し ませんで し た。

44 エラー ターゲッ ト は、 時間内にログアウ ト 要求に応答し ませんで し た。

45 エラー ターゲッ ト は、 時間内にログイ ン要求に応答し ませんで し た。 このログイ ン要求は、
セ ッ シ ョ ンへの新規接続を追加するための要求で し た。

46 エラー ターゲッ ト は、 時間内に SendTargets コマン ド に応答し ませんで した。

47 エラー ターゲッ ト は、 WMI 要求によ って送信された SCSI コ マン ド に時間内に応答し ませ

んで し た。

48 エラー ターゲッ ト は、 時間内に NOP 要求に応答し ませんで し た。

49 エラー ターゲッ ト は、 時間内にタ スク管理要求に応答し ませんで し た。

50 エラー ターゲッ ト は、 iSCSI パラ メ タ を再度ネゴシエー ト するために送信されたテキス ト  
コマン ド に時間内に応答し ませんで し た。

51 エラー ターゲッ ト は、 ターゲッ ト からの非同期メ ッ セージに応答し て送信されたログアウ
ト 要求に、 時間内に応答し ませんで し た。

52 エラー イニシエータ  サービスは、 iSCSI 接続用の IPSec リ ソースを設定する要求に、 時

間内に応答し ませんで し た。

53 エラー イニシエータ  サービスは、 iSCSI 接続用に割り当てられた IPSec リ ソースを開放

する要求に、 時間内に応答し ませんで し た。

54 エラー イニシエータ  サービスは、 データ を暗号化または復号化する要求に、 時間内に応答

し ませんで し た。

表 10-5. オフロード iSCSI（OIS）ドライバイベントログメッセージ ( 続き )
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55 エラー イニシエータは、 データ を ターゲッ ト に送信するためのリ ソースの割り当てに失敗
し ま し た。

56 エラー イニシエータがユーザー仮想ア ド レスを カーネル仮想ア ド レスにマ ッ プできなかっ
たため、 I/O エラーが発生し ま し た。

57 エラー イニシエータが要求を処理するために必要な リ ソースを割り当てられなかったため、
I/O エラーが発生し ま し た。

58 エラー イニシエータが要求を処理するためのタグを割り当てられなかったため、 I/O エ
ラーが発生し ま し た。

59 エラー ターゲッ ト は、 イニシエータがフル機能フ ェーズに移行する前に、 接続を中断し ま
し た。

60 エラー ターゲッ ト は、 Data_IN PDU ではな く 、 SCSI 応答 PDU でデータ を送信し ま し

た。 SCSI 応答で送信できるのは、 センス データのみです。

61 エラー ターゲッ ト は、 イニシエータが [YES/ はい ] を要求し たと きに DataPduInOrder 
を [NO/ いいえ ] に設定し ま し た。 ログイ ンは失敗し ます。

62 エラー ターゲッ ト は、 イニシエータが [YES/ はい ] を要求し たと きに 
DataSequenceInOrder を [NO/ いいえ ] に設定し ま し た。 ログイ ンは失敗し ます。

63 エラー ターゲッ ト または LUN を リ セ ッ ト できません。 セ ッ シ ョ ン リ カバリ を試行し ます。

64 情報 iSCSI NIC ブー ト  (iBF) を使用し て Windows のブー ト ス ト ラ ッ プを試行し ます。

65 エラー iSCSI から ブー ト し ま し たが、 ページング パスに NIC を設定できませんで し た。

66 エラー iSCSI 接続のために Nagle アルゴ リズムを無効化し よ う と し ま し たが、 失敗し ま し

た。

67 情報 iSCSI セ ッ シ ョ ン用に選択し たダイジ ェ ス ト  サポー ト は、 ダイジ ェ ス ト 計算にプロ

セ ッサ サポー ト を使用し ます。

68 エラー ターゲッ ト から非同期ログアウ ト を受信し た後、 セ ッ シ ョ ンの再ログイ ン試行が失
敗し ま し た。 エラーステータ スは、 ダンプデータ内で指定されています。

69 エラー 予想されないセ ッ シ ョ ン終了を リ カバリ し よ う と し ま し たが、 失敗し ま し た。 エ
ラーステータ スは、 ダンプデータ内で指定されています。

70 エラー iSCSI ログオン要求を処理中にエラーが発生し ま し た。 要求は再試行されませんで

し た。 エラーステータ スは、 ダンプデータ内で指定されています。

71 情報 イニシエータは、 要求を受信し た後にセ ッ シ ョ ン リ カバリ を開始し ませんで し た。

ダンプ データに、 エラー ステータ スが含まれています。

72 エラー 予期し ないターゲッ ト  ポータル IP タ イプ。 ダンプ データに予想される IP タ イプ

が含まれています。

表 10-5. オフロード iSCSI（OIS）ドライバイベントログメッセージ ( 続き )
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11 QLogic チーム化サービス

本章は Windows Server システム （Windows Server 2016 以降は除 く ） でのアダプ タ

のチー ミ ングについて説明し ます。 他のオペレーテ ィ ングシステムでの類似の技術 ( た

と えば、 Linux の 「チャネル結合」 ) の詳細は、 該当オペレーテ ィ ングシステムのマニュ

アル類を参照し て く だ さい。

 要旨

 143 ページの 「チーム化の仕組み」

 153 ページの 「チーム化と その他の詳細なネ ッ ト ワーク プロパテ ィ 」

 157 ページの 「全般的なネ ッ ト ワークに関する考慮事項」

 166 ページの 「アプ リ ケーシ ョ ンに関する考慮事項」

 174 ページの 「チーム化に関する問題の ト ラ ブルシューテ ィ ング」

 177 ページの 「よ く ある質問」

 180 ページの 「イベン ト ログのメ ッ セージ」

 要旨
QLogic チーム化サービスの説明は以下の項にま とめられています。

 用語集

 チーム化の概念

 ソ フ ト ウ ェ ア コ ンポーネン ト

 ハー ド ウ ェ ア要件

 チーム化をサポー ト するプロセ ッサ

 チーム化の設定

 サポー ト される機能 （チームタ イプ別）

 チームタ イプの選択
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本項では、 ネ ッ ト ワークチーム化サービスを使用する際の技術および実装の考慮事項に
ついて説明し ます。 このサービスは、 Dell 製サーバーおよびス ト レージ製品に同梱され

ている QLogic ソ フ ト ウ ェ アによ っ て提供されます。 QLogic のチーム化サービスの目

的は、 複数のアダプ ターから なるチーム全体にフ ォール ト ト レ ラ ンス と リ ン ク集約を提
供する こ と です。 本書の内容は、 IT プロ フ ェ ッ シ ョ ナルが、 ネ ッ ト ワーク フ ォール ト ト

レ ラ ンス と負荷バラ ンシングを必要とするシステムアプ リ ケーシ ョ ンを導入し ト ラ ブル
シューテ ィ ングする際に役立ちます。

用語集
表 11-1 は、 チーム化で使用される用語を定義し ています。

表 11-1. 用語集

用語 定義

ARP Address Resolution Protocol ： ア ド レス解決プロ ト コル

QCS QLogic Control Suite 

QLASP QLogic Advanced Server Program （中間ド ラ イバ）

DNS Domain Name Service ： ド メ イ ン ネーム サービス

G-ARP Gratuitous Address Resolution Protocol ： 余計なア ド レス解決プロ

ト コル

通有中継 （FEC/GEC） / 
802.3ad-Draft Static

スイ ッ チ依存型の負荷バラ ンシングおよびフ ェ イルオーバーチームタ
イプで、 中間ド ラ イバが発信 ト ラ フ ィ ッ ク を管理し、 スイ ッ チが受信
ト ラ フ ィ ッ ク を管理し ます

HSRP Hot Standby Router Protocol ： ホ ッ ト ス タ ンバイルータープロ ト コ

ル

ICMP Internet Control Message Protocol ： イ ン ターネ ッ ト 制御メ ッ セー

ジプロ ト コル

IGMP Internet Group Management Protocol ： イ ン ターネ ッ ト グループ管

理プロ ト コル

IPv6 IP のバージ ョ ン 6

iSCSI Internet Small Computer Systems Interface

レ イヤ 2 オフ ロー ド されていないネ ッ ト ワーク ト ラ フ ィ ッ ク。 ハー ド ウ ェ アは
ト ラ フ ィ ッ ク上でレ イヤ 2 の操作のみを実行し ます。 レ イヤ 3 (IP) 
およびレ イヤ 4 (TCP) プロ ト コルはソ フ ト ウ ェ アで処理されます。

レ イヤ 4 ハー ド ウ ェ アに大量にオフ ロー ド されたネ ッ ト ワーク ト ラ フ ィ ッ ク。
性能向上のために、 レ イヤ 3 （IP） およびレ イヤ 4 （TCP） 処理の大

部分がハー ド ウェ アで行われます。

LACP Link Aggregation Control Protocol ： リ ン ク集約制御プロ ト コル
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チーム化の概念
複数の物理デバイスをグループ化し てフ ォル ト  ト レ ラ ンス と ロー ド  バラ ンシングを提供

する とい う概念は、 新しいものではあ り ません。 数年前から存在し ている概念です。 記
憶デバイスでは、 RAID テ ク ノ ロジーを使用し て個々のハー ド  ド ラ イブをグループ化し

ます。 スイ ッ チポー ト は、 Cisco Gigabit EtherChannel、 IEEE 802.3ad リ ン ク集約、

Bay Networks Multilink Trunking、 および Extreme Network Load Sharing などのテ

ク ノ ロジーを使用し てグループ化できます。 Dell サーバーのネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェ ー

スは、 仮想アダプ ターと呼ばれる物理ポー ト のチームにグループ化できます。

本項では、 チーム化の概念に関する次の情報について説明し ます。

 ネ ッ ト ワークア ド レス指定

 チーム化と ネ ッ ト ワーク ア ド レス

 チーム化タ イプの説明

リ ン ク集約 （802.3ad） LACP を使用する負荷バラ ンシングおよびフ ェ イルオーバーチームタ

イプで、 中間ド ラ イバが発信 ト ラ フ ィ ッ ク を管理し、 スイ ッ チが受信
ト ラ フ ィ ッ ク を管理し ます

LOM LAN on Motherboard ： マザーボー ド内蔵 LAN

NDIS Network Driver Interface Specification ： ネ ッ ト ワーク  ド ラ イバ イ
ン ターフ ェ イス仕様

PXE Pre-eXecution Environment ： 実行前環境

RAID redundant array of inexpensive disks ： 低価格デ ィ スクの冗長アレ イ

Smart Load 
Balancing およびフ ェ

イルオーバー 

スイ ッ チ独立型のフ ェ イルオーバー チーム タ イプで、 フ ェ イルオー

バー イベン ト  ( リ ン ク  ロスなど ) が発生するまではプ ラ イマ リ  チー

ム メ ンバーがすべての発受信 ト ラ フ ィ ッ ク を処理し、 ス タ ンバイ 
チーム メ ンバーはアイ ドルにな り ます。 中間ド ラ イバ （QLASP） が

受信 / 発信 ト ラ フ ィ ッ ク を管理し ます。

Smart Load 
Balancing （SLB） 

スイ ッ チ独立型のロー ド  バラ ンシングおよびフ ェ イルオーバー チー

ム タ イプで、 中間ド ラ イバが発信 / 受信 ト ラ フ ィ ッ ク を管理し ます。

TCP 伝送制御プロ ト コル （TCP）

UDP ユーザーデータグラムプロ ト コル （UDP）

WINS Windows Internet Name Service ： Windows イ ン ターネ ッ ト ネー

ムサービス

表 11-1. 用語集 ( 続き )

用語 定義
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ネットワークアドレス指定

チーム化の動作方法を理解するには、 イーサネ ッ ト  ネ ッ ト ワークにおける ノ ー ド通信の

動作方法を理解する こ とが重要です。 本書では、 読者に IP およびイーサネ ッ ト  ネ ッ ト

ワーク通信の基礎知識がある こ と を前提と し ています。 

以下では、 イーサネ ッ ト  ネ ッ ト ワーク で使用されるネ ッ ト ワーク  ア ド レス指定の概念に

ついて、 高度な概要を説明し ます。 コ ンピ ュータ  システムのよ う なホス ト  プ ラ ッ ト

フ ォームのイーサネ ッ ト  ネ ッ ト ワーク  イ ン ターフ ェ イスは、 どれもグローバルに一意な

レ イヤ 2 ア ド レスを 1 つと、 グローバルに一意なレ イヤ 3 ア ド レスを少な く と も  1 つ
必要と し ます。 OSI モデルで定義されているよ う に、 レ イヤ 2 はデータ リ ン ク レ イヤ

で、 レ イヤ 3 はネ ッ ト ワーク レ イヤです。 レ イヤ 2 ア ド レスはハー ド ウ ェ アに割り当て

られ、 多 く の場合 MAC ア ド レスまたは物理ア ド レス と呼ばれます。 このア ド レスは工

場出荷時にあらかじめプログラムされ、 ネ ッ ト ワーク  イ ン ターフ ェ イス カー ドの 
NVRAM、 または内蔵 LAN イ ン ターフ ェ イス用のシステム マザーボー ドの NVRAM に
格納されます。 レ イヤ 3 ア ド レスはプロ ト コル ア ド レスまたは論理ア ド レス と呼ばれ、

ソ フ ト ウ ェ ア ス タ ッ クに割り当てられます。 レ イヤ 3 プロ ト コルの例と し ては、 IP や 
IPX が挙げられます。 また、 レ イヤ 4 ( ト ラ ンスポー ト  レ イヤ ) では Telnet や FTP な
どのネ ッ ト ワーク上位プロ ト コルご とにポー ト 番号を使用し ます。 これらのポー ト 番号
は、 アプ リ ケーシ ョ ン全体の ト ラ フ ィ ッ ク  フ ローを識別するのに使用されます。 TCP 
または UDP などのレ イヤ 4 プロ ト コルは、 今日のネ ッ ト ワーク で も一般的に使用さ

れています。 IP ア ド レス と  TCP ポー ト 番号の組み合わせは、 ソケ ッ ト と呼ばれます。

イーサネ ッ ト  デバイスは、 IP ア ド レスではな く  MAC ア ド レスを使用し て他のイーサ

ネ ッ ト  デバイス と通信し ます。 ただ し、 大部分のアプ リ ケーシ ョ ンは、 Windows イ ン

ターネ ッ ト ネームサービス （WINS） や DNS などのネー ミ ングサービスによ っ て IP ア
ド レスに変換されるホス ト 名で動作し ます。 そのため、 IP ア ド レスに割り当てられてい

る MAC ア ド レスの識別方法が必要です。 IP ネ ッ ト ワークのア ド レス解決プロ ト コルが

このメ カニズムを提供し ます。 IPX の場合、 MAC ア ド レスはネ ッ ト ワーク  ア ド レスの 
1 部なので ARP は不要です。 ARP は ARP 要求および ARP 応答フ レームを使用し て

実装されます。 ARP 要求は一般的にブロー ド キャ ス ト  ア ド レスに送信され、 ARP 応答

は一般的にユニキャス ト  ト ラ フ ィ ッ ク と し て送信されます。 ユニキャ ス ト  ア ド レスは単

一の MAC ア ド レスまたは単一の IP ア ド レスに対応し ます。 ブロー ド キャス ト  ア ド レ

スは、 ネ ッ ト ワーク上のすべてのデバイスに送信されます。 
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チーム化とネットワークアドレス

アダプ タのチームは単一の仮想ネ ッ ト ワーク  イ ン ターフ ェ イス と し て機能し、 チーム化

されていないアダプ タのネ ッ ト ワーク  デバイス と同じ よ う に見えます。 仮想ネ ッ ト ワー

ク  アダプ タは、 単一のレ イヤ 2 ア ド レス と  1 つまたは複数のレ イヤ 3 ア ド レスを通知

し ます。 チーム化ド ラ イバは、 初期化の際に、 チームを構成する物理アダプ タのいずれ
かから、 チーム MAC ア ド レス と なる MAC ア ド レスを 1 つ選択し ます。 一般的にこの

ア ド レスは、 ド ラ イバが 初に初期化するアダプ タから取得されます。 チームを管理し
ているシステムは、 ARP 要求を受信する と、 チーム内の物理アダプ タの中から  MAC ア
ド レスを 1 つ選択し て、 ARP 応答のソース MAC ア ド レス と し て使用し ます。

Windows オペレーテ ィ ングシステムでは、 IPCONFIG /all コ マン ドは個々の物理ア

ダプ ターではな く 仮想アダプ ターの IP ア ド レス と  MAC ア ド レスを表示し ます。 プロ ト

コル IP ア ド レスは、 個々の物理アダプ タ ではな く 仮想ネ ッ ト ワーク  イ ン ターフ ェ イス

に割り当てられます。

スイ ッ チ独立型のチーム化モー ドの場合、 データ伝送時には、 仮想アダプ タ を構成する
すべての物理アダプ タが、 物理アダプ タに割り当てられている一意の MAC ア ド レスを

使用し ます。 すなわち、 チーム内の各物理アダプ ターで送信される フ レームは、 一意の 
MAC ア ド レスを使用し て IEEE に準拠する必要があ り ます。 ARP キャ ッ シュ  エン ト リ

が、 受信フ レームから ではな く 、 ARP 要求および ARP 応答からのみ情報を得る こ とに

注意する こ とが重要です。

チーム化タイプの説明

本項で説明するチーム化タ イプには以下が含まれます。

 Smart Load Balancing およびフ ェ イルオーバー

 通有中継

 リ ン ク集約 （IEEE 802.3ad LACP）

 SLB （自動フ ォールバッ クは無効）

サポー ト されているチーム化タ イプを分類する 3 つの方法は、 以下に基づいています。 

 スイ ッ チポー ト の設定がアダプ ターチーム化タ イ プ と も一致し ている必要があるか。 

 チームで負荷バラ ンシングと フ ェ イルオーバー、 またはフ ェ イルオーバーのみを

サポー ト するか、 とい う チームの機能。 

 リ ン ク集約制御プロ ト コル （LACP） が使用されているかど うか。 
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表 11-2 はチーム タ イプ と それらの分類の要約を示し ています。

Smart Load Balancing およびフェイルオーバー 
Smart Load Balancing およびフ ェ イルオーバーチームタ イプは、 負荷バラ ンシング用

に設定されている場合は負荷バラ ンシングと フ ェ イルオーバーの両方を提供し、 フ ォー
ル ト ト レ ラ ンス用に設定されている場合にはフ ェ イルオーバーのみを提供し ます。 この
チーム タ イプは、 どのイーサネ ッ ト  スイ ッ チでも動作し、 スイ ッ チの ト ラ ンキング設定

は不要です。 チームは、 複数の MAC ア ド レスおよび 1 つまたは複数の IP ア ド レスを

通知し ます ( セカ ンダ リ  IP ア ド レスを使用し ている場合 )。 チーム MAC ア ド レスは、

[Load Balance メ ンバー ] のリ ス ト から選択されます。 システムで ARP 要求が受信さ

れる と、 ソ フ ト ウ ェ ア ネ ッ ト ワーキング ス タ ッ クは常に ARP 応答と チーム MAC ア ド

レスを送信し ます。 ロー ド  バラ ンシング プロセスを開始するには、 チーム化ド ラ イバで

ソース MAC ア ド レスをいずれかの物理アダプ タ と一致するよ う に変更し て、この ARP 
応答を修正し ます。 

Smart Load Balancing は、 レ イヤ 3 およびレ イヤ 4 IP ア ド レス と  TCP/UDP ポー ト

番号に基づいて、 伝送と受信の両方の負荷バラ ンシングを有効にし ます。 すなわち、
ロー ド  バラ ンシングはバイ ト またはフ レーム レベルではな く 、 TCP/UDP セ ッ シ ョ ン 
ベースで実行されます。 この方法は、 同じ ソケ ッ ト の通信に属する フ レームを順序正し
く 配信し続けるために必要です。 負荷バラ ンシングは 2 ～ 8 個のポー ト でサポー ト され

ます。 これらのポー ト には、 ア ド イ ンアダプ ターや LAN on Motherboard （LOM） デ

バイスの組み合わせが含まれます。 

表 11-2. 利用可能なチーム化タイプ

チーミングのタイプ スイッチ
依存 a

a スイ ッ チが特定のチームタ イプをサポー ト し ている必要があ り ます。

スイッチで必要と
される LACP サ

ポート
負荷分散 フェイルオーバー

Smart Load Balancing 
およびフ ェ イルオー
バー ( ロー ドバラ ンス

のチームメ ンバーは 
2 ～ 8) 

✔ ✔

SLB （自動フ ォール

バッ クは無効）

✔ ✔

リ ン ク集約 (802.3ad) ✔ ✔ ✔ ✔

通有中継 （FEC/GEC）

/802.3ad-Draft Static
✔ ✔ ✔
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伝送の負荷バラ ンシングは、 発信元および宛先の IP ア ド レス と  TCP/UDP ポー ト 番号

を使用し てハッ シュテーブルを作成する こ とによ り実現されます。 発信元および宛先の 
IP ア ド レス と  TCP/UDP ポー ト 番号の組み合わせが同じ場合には、 通常同じハッ シュ

イ ンデ ッ クスが作成されるため、 チーム内の同じポー ト を指し示すこ とにな り ます。 特
定のソケ ッ ト のすべてのフ レームを搬送するよ う にポー ト が選択されている場合、 チー
ム MAC ア ド レスではな く 、 物理アダプ ターの一意の MAC ア ド レスがフ レームに含め

られます。 これを含める必要があるのは、 IEEE 802.3 規格に準拠するためです。 2 つ
のアダプ ターで同じ  MAC ア ド レスを使用し て伝送し た場合、 スイ ッ チで処理できない 
MAC ア ド レスの重複状態が発生し ます。 

受信のロー ド  バラ ンシングは、 各ク ラ イアン ト のユニキャス ト  ア ド レスを ARP 要求の

宛先ア ド レス と し て使用し て (Directed ARP と も呼ばれる )、 ク ラ イアン ト 別に無償 
ARP を送信する こ とによ り、 中間ド ラ イバで実現されます。 この手法はク ラ イアン ト 負

荷バラ ンシングと見な され、 ト ラ フ ィ ッ ク負荷バラ ンシング とは見な されません。 中間
ド ラ イバは、 SLB チーム内の物理アダプ ター間で深刻な負荷イ ンバラ ンスを検出する

と、 受信フ レームを再分配するために G-ARP を生成し ます。 中間 ド ラ イバ （QLASP）

は ARP 要求に応答し ません。 ソ フ ト ウ ェ アプロ ト コルス タ ッ クが、 要求された ARP 
応答を提供するだけです。 受信の負荷バラ ンシングが、 チームイ ン タ フ ェースでシステ
ムに接続し ている ク ラ イアン ト の数と相関関係にある こ と を、理解する こ とが重要です。 

SLB の受信のロー ド  バラ ンシングは、 チーム内の物理ポー ト 全体でク ラ イアン ト  マシ

ンの受信 ト ラ フ ィ ッ クのロー ド  バラ ンスを行お う と し ます。 修正された G-ARP を使用

し て、送信者の物理ア ド レス と プロ ト コルア ド レスに含まれるチーム IP ア ド レスの別の 
MAC ア ド レスを通知し ます。 G-ARP は、 対象の物理ア ド レス と プロ ト コルア ド レスの

それぞれに、 ク ラ イアン ト マシンの MAC ア ド レス と  IP ア ド レスを使用するユニキャ ス

ト です。 このア ク シ ョ ンによ り、 対象ク ラ イアン ト はその ARP キャ ッ シュ を、 チーム 
IP ア ド レスへの新しい MAC ア ド レスマ ッ プで更新し ます。 G-ARP はブロー ド キャ ス

ト ではあ り ません。 なぜなら、 すべてのク ラ イアン ト が同じポー ト にその ト ラ フ ィ ッ ク
を送信する こ と になるからです。 結果と し て、 ク ラ イアン ト  ロー ド  バラ ンシングで得ら

れる利点はな く な り、 フ レーム配信の順序が狂う 可能性があ り ます。 この受信の負荷バ
ラ ンシングのスキームは、 すべてのク ラ イアン ト と チーム化されたシステムが同じサブ
ネ ッ ト またはブロー ド キャス ト ド メ イ ンにある限り作用し ます。 

メモ

ARP は IPv6 の機能ではないため、 IPv6 ア ド レスを指定された ト ラ フ ィ ッ クは、

SLB によ っ て負荷バラ ンシングが行われます。 
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ク ラ イアン ト と システムが別のサブネ ッ ト にあ り、 受信 ト ラ フ ィ ッ クがルーターを越え
なければならない場合、 システムに向かう 受信 ト ラ フ ィ ッ クはロー ド  バラ ンス されませ

ん。 中間ド ラ イバで IP フ ローを搬送するよ う選択された物理アダプ タは、 すべての ト ラ

フ ィ ッ ク を搬送し ます。 ルーターはチーム IP ア ド レスにフ レームを送信する と きに、

ARP 要求をブロー ド キャ ス ト し ます (ARP キャ ッ シュにない場合 )。 サーバーソ フ ト

ウ ェ アス タ ッ クはチーム MAC ア ド レスを使用し て ARP 応答を生成し ますが、 中間ド

ラ イバがその ARP 応答を修正し て特定の物理アダプ ターに送信し、 そのセ ッ シ ョ ンの

フ ローを確立し ます。

これは、 ARP がルータ ブル プロ ト コルではないためです。 ARP には IP ヘ ッ ダがあ り

ません。 そのため、 ルーターまたはデフ ォル ト  ゲー ト ウ ェ イには送信されません。 ARP 
はローカル サブネ ッ ト  プロ ト コルに過ぎません。 さ らに、 G-ARP はブロー ド キャ ス ト

パケ ッ ト ではないため、 ルーターはそれを処理せず、 それ自身の ARP キャ ッ シュ も更

新し ません。

ルーターが別のネ ッ ト ワーク  デバイス向けの ARP を処理するするのは、 代理 ARP が
有効になっていて、 ホス ト にデフ ォル ト  ゲー ト ウ ェ イがない場合のみです。 このよ う な

状態は非常にまれであ り、 大部分のアプ リ ケーシ ョ ンにはお勧めできません。 

ルーターを通過する伝送 ト ラ フ ィ ッ クは負荷バラ ンス されます。 これは、 伝送の負荷バ
ラ ンシングが発信元および宛先の IP ア ド レス と  TCP/UDP ポー ト 番号に基づいている

ためです。 ルーターでは発信元と宛先の IP ア ド レスが変更されないため、 負荷バラ ンシ

ングのアルゴ リズムは意図し た とお り に動作し ます。

HSRP （Hot Standby Routing Protocol） のルーターの設定では、 アダプ ターチーム内

の受信の負荷バラ ンシングは発生し ません。 一般的に HSRP では、 2 つのルーターが 1 
つのルータ と し て動作し て、 仮想 IP ア ド レス と仮想 MAC ア ド レスを通知し ます。 1 つ
の物理ルーターがアク テ ィ ブ イ ン ターフ ェ イスになっている と きには、 も う 片方がス タ

ンバイにな り ます。 HSRP では （ホス ト ノ ー ド にそれぞれ異なるデフ ォル ト ゲー ト ウ ェ

イ を使用し て） HSRP グループの複数のルーターに共有ノ ー ド をロー ド する こ と も でき

ますが、 常にチームのプ ラ イマ リ  MAC ア ド レスを示し ます。 

通有中継

通有中継は、 リ ン クの両端 ( サーバー イ ン ターフ ェ イス と スイ ッ チ ポー ト ) でポー ト の

設定を必要とするスイ ッ チ支援のチーム モー ド です。 このポー ト 設定はよ く 、 Cisco 
Fast EtherChannel または Gigabit EtherChannel と呼ばれます。 さ らに通有中継は、

Extreme Networks Load Sharing および Bay Networks のよ う な他のスイ ッ チ OEM 
や、 IEEE 802.3ad リ ン ク集約の静的モー ド による同様の実装をサポー ト し ます。 この

モー ド では、 プロ ト コル ス タ ッ クが ARP 要求に応答する と きに、 チームは 1 つの 
MAC ア ド レス と  1 つの IP ア ド レスを通知し ます。 また、 チーム内の各物理アダプ タ

は、 フ レーム伝送時に同じ チーム MAC ア ド レスを使用し ます。 ア ド レスの使用が可能

になるのは、 リ ン クの反対側の端にあるスイ ッ チがチーム化モー ド を認識し て、 チーム
内のすべてのポー ト による単一 MAC ア ド レスの使用を処理するから です。 スイ ッ チの

転送先テーブルは、 中継を単一の仮想ポー ト と し て示し ます。 
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このチーム化モー ド では、 中間ド ラ イバは発信 ト ラ フ ィ ッ クのロー ド  バラ ンシングと

フ ェ イルオーバーのみを制御し、 受信 ト ラ フ ィ ッ クはスイ ッ チのフ ァームウ ェ ア とハー
ド ウ ェ アで制御されます。 Smart Load Balancing の場合のよ う に、 QLASP 中間ド ラ

イバは IP/TCP および UDP の発信元および宛先ア ド レスを使用し て、 サーバーの伝送

ト ラ フ ィ ッ クの負荷バラ ンスを行います。 大部分のスイ ッ チは、 発信元および宛先 
MAC ア ド レスの XOR ハッ シュ を実装し ています。 

リンク集約（IEEE 802.3ad LACP）

リ ン ク集約は、 リ ン ク集約制御プロ ト コル （LACP） を使用し てチームを構成するポー

ト をネゴシエー ト する こ と を除けば、 通有中継と似ています。 チームを使用でき るよ う
にするには、 リ ン クの両端で LACP を有効にする必要があ り ます。 LACP がリ ン クの両

端で利用可能になっていない場合、 802.3ad はリ ン クの両端がリ ン ク ア ッ プ状態である

こ とのみを要求する手動集約を提供し ます。 手動集約は LACP メ ッ セージ交換を実行せ

ずに メ ンバー リ ン ク をアク テ ィ ブ化するため、 LACP ネゴシエー ト  リ ン ク と同程度に

堅固で信頼できる とみなすこ とはできません。 LACP は、 どのメ ンバー リ ン クが集約可

能であるかを自動的に判断し て、 それら を集約し ます。 リ ン ク集約用の物理リ ン クの追
加と削除を制御し て、 フ レームが失われた り複製された り し ないよ う にし ます。 集約リ
ン ク  メ ンバーの削除は、 LACP 対応の集約リ ン クに対し て、 オプシ ョ ン と し て使用可能

なマーカー プロ ト コルで提供されます。 

リ ン ク集約グループは、 中継内のすべてのポー ト に対し て単一の MAC ア ド レスを通知

し ます。 集約先の MAC ア ド レスは、 グループを構成するいずれかの MAC ア ド レスで

ある可能性があ り ます。 LACP と マーカー プロ ト コルは、 マルチキャ ス ト 宛先ア ド レス

を使用し ます。 

リ ン ク集約制御機能は集約される リ ン ク を特定し て、 システムの集約機能にポー ト をバ
イ ン ド し、 状況を監視し て集約グループに変更が必要かど うかを判断し ます。 リ ン ク集
約は複数のリ ン クの個々の能力を合わせて、 高性能の仮想リ ン ク を形成し ます。 LACP 
ト ラ ン ク内のリ ン クの障害または交換で、 接続性が失われる こ とはあ り ません。 中継内
の残りのリ ン クに ト ラ フ ィ ッ クがフ ェ イル オーバーされるだけです。

SLB（自動フォールバックは無効）

このチーム タ イプは、 スマー ト  ロー ド  バラ ンスおよびフ ェ イルオーバー チーム タ イプ

と同一です。 ただ し、 ス タ ンバイ メ ンバーがアク テ ィ ブな状態であ り、 プ ラ イマ リ  メ ン

バーが動作を再開し た場合、 チームはプ ラ イマ リ  メ ンバーに切り替えずにス タ ンバイ  メ
ンバーをそのまま使用する と こ ろが異な り ます。 このチームは、 ネ ッ ト ワーク  ケーブル

が外されてネ ッ ト ワーク  アダプ タに再接続された と きにのみサポー ト されます。 アダプ

タがデバイス マネージ ャ またはホ ッ ト  プ ラグ PCI を介し て取り外し / 取り付けられた

場合にはサポー ト されません。

メモ

通有中継は、 iSCSI オフ ロー ド アダプ ターではサポー ト されていません。
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チームに割り当てられたプ ラ イマ リ  アダプ タがデ ィ スエーブルされた場合、 チームは自

動フ ォールバッ クが発生する Smart Load Balancing ( スマー ト  ロー ド  バラ ンス ) およ

びフ ェ イルオーバー チーム タ イプ と し て機能し ます。

ソフトウェアコンポーネント
Windows オペレーテ ィ ングシステム環境では、 チー ミ ングは NDIS 中間ド ラ イバに

よ って実装されます。 このソ フ ト ウ ェ ア コ ンポーネン ト が ミ ニポー ト ド ラ イバ、 NDIS 
レ イヤ、 およびプロ ト コルス タ ッ ク で動作し て、 チー ミ ングアーキテ クチャ を可能にし
ます (144 ページの図 11-2 を参照 )。 ミ ニポー ト ド ラ イバはホス ト  LAN コ ン ト ローラ

を直接制御し て、 送受信および割り込みの処理などの機能を有効に し ます。 中間 ド ラ イ
バは ミ ニポー ト  ド ラ イバと プロ ト コル レ イヤの間に位置し、 複数の ミ ニポー ト  ド ラ イ

バ イ ンス タ ンスを多重化し て、 NDIS レ イヤに対し単一アダプ タのよ う に見える仮想ア

ダプ タ を作成し ます。 NDIS は一連のラ イブ ラ リ機能を提供し て、 ミ ニポー ト  ド ラ イバ

または中間ド ラ イバと プロ ト コル ス タ ッ ク間の通信を有効にし ます。 プロ ト コルス タ ッ

クは IP、 IPX、 および ARP を実装し ます。 IP ア ド レスなどのプロ ト コル ア ド レスは各

ミ ニポー ト  デバイス イ ンス タ ンスに割り当てられますが、 中間ド ラ イバがイ ンス ト ール

されている場合、 プロ ト コル ア ド レスは仮想チーム アダプ タに割り当てられ、 チームを

構成する個々の ミ ニポー ト  デバイスには割り当てられません。

QLogic が提供するチーム化サポー ト は、 協調し て動作しパッ ケージ と し てサポー ト さ

れる 3 つの個別のソ フ ト ウ ェ ア コ ンポーネン ト によ って実現し ます。 1 つのコ ンポーネ

ン ト をア ッ プグレー ド する場合には、 他のすべてのコ ンポーネン ト もサポー ト されてい
る バージ ョ ンにア ッ プグレー ド する必要があ り ます。 

表 11-3 では、 4 つのソ フ ト ウ ェ ア コ ンポーネン ト と、 サポー ト し ているオペレーテ ィ

ング システム用の関連フ ァ イルについて説明し ます。 

表 11-3. QLogic チーム化ソフトウェアコンポーネント

ソフトウェア 
コンポー
ネント

QLogic 名 ネットワークアダプターまたは
オペレーティングシステム

システム アー
キテクチャ

Windows 
ファイル名

— 仮想バス ド ラ イ

バ (VBD)

BCM57xx 32 ビ ッ ト bxvbdx.sys
BCM57xx 64 ビ ッ ト bxvbda.sys
BCM5771x、 BCM578xx 32 ビ ッ ト evbdx.sys
BCM5771x、 BCM578xx 64 ビ ッ ト evbda.sys

ミ ニポー ト  
ド ラ イバ

QLogic ベース

ド ラ イバ

Windows Server 2008 （NDIS 6.0） 32 ビ ッ ト bxnd60x.sys
Windows Server 2008 （NDIS 6.0） 64 ビ ッ ト bxnd60a.sys
Windows Server 2008 R2
（NDIS 6.0）

64 ビ ッ ト bxnd60a.sys

Windows Server 2012、 2012 R2 64 ビ ッ ト bxnd60a.sys
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ハードウェア要件
チーム化のハー ド ウ ェ ア要件には以下が含まれます。

 リ ピータハブ

 スイ ッ チングハブ

 ルーター

本書で説明されている さ まざまなチーム化モー ド では、 ク ラ イアン ト をチーム化された
システムに接続するためのネ ッ ト ワーク機器に、 特定の制限を設けています。 各タ イプ
のネ ッ ト ワーク  イ ン ターコネク ト  テ ク ノ ロジーがチーム化に与える影響に関し てはこれ

以降のセク シ ョ ンで説明し ます。 

リピータハブ

リ ピータ  ハブを使用する と、 ネ ッ ト ワーク管理者はイーサネ ッ ト  ネ ッ ト ワーク を個々の

セグ メ ン ト の限界以上に拡張する こ とができます。 リ ピータは 1 つのポー ト で受信し た

入力信号を接続されている他のすべてのポー ト で再生成し て、 単一の衝突 ド メ イ ンを形
成し ます。 このド メ イ ンは、 リ ピータに接続されているステーシ ョ ンから別のステー
シ ョ ンにイーサネ ッ ト フ レームを送信する と、 同じ衝突ド メ イ ン内のすべてのステー
シ ョ ンでそのメ ッ セージを受信する とい う こ と を意味し ます。 2 つのステーシ ョ ンで同

時に伝送を開始し た場合、 衝突が発生し、 伝送中の各ステーシ ョ ンは任意の時間が経過
し た後に再度そのデータ を伝送し ます。 

リ ピータ を使用するには、 衝突ド メ イ ンに属し ている各ステーシ ョ ンが半二重モー ド で
動作し ている必要があ り ます。 半二重モー ドは IEEE 802.3 仕様のギガビ ッ ト イーサ

ネ ッ ト （GbE） アダプ ターでサポー ト されていますが、 GbE アダプ ター メ ーカーの大

部分ではサポー ト されていません。 そのため、 半二重モー ドはこ こ では考慮し ません。

複数のハブにまたがるチーム化は、 SLB チームに対し てのみ ト ラ ブルシューテ ィ ング

( ネ ッ ト ワーク  アナラ イザの接続など ) の目的でサポー ト されています。 

中間ド ラ イバ QLASP

Windows Server 2008 32 ビ ッ ト 、

64 ビ ッ ト

qlasp.sys

Windows Server 2008 R2 64 ビ ッ ト qlasp.sys
Windows Server 2012、 2012 R2 64 ビ ッ ト qlasp.sys

設定ユーザー
イ ン タ フ ェ ー
ス 

QLogic Control 
Suite （QCS）

Windows Server 2008 — qcs.exe
Windows Server 2008 R2 — qcs.exe
Windows Server 2012、 2012 R2 — qcs.exe

表 11-3. QLogic チーム化ソフトウェアコンポーネント ( 続き )

ソフトウェア 
コンポー
ネント

QLogic 名 ネットワークアダプターまたは
オペレーティングシステム

システム アー
キテクチャ

Windows 
ファイル名
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スイッチングハブ

リ ピータ  ハブ とは異な り、 スイ ッ チング ハブ ( さ らに簡単に言えば、 スイ ッ チ ) を使用

する と、 イーサネ ッ ト  ネ ッ ト ワーク を複数の衝突ド メ イ ンに分ける こ とができます。 ス

イ ッ チは、 イーサネ ッ ト  MAC ア ド レスだけに基づいて、 ホス ト 間でイーサネ ッ ト  パ
ケ ッ ト を転送する役割を果た し ます。 スイ ッ チに接続されている物理ネ ッ ト ワーク  アダ

プ タは、 半二重または全二重モー ド で動作する場合があ り ます。 

通有中継と  802.3ad リ ン ク集約をサポー ト するには、 スイ ッ チでこのよ う な機能を明確

にサポー ト し ている必要があ り ます。 スイ ッ チで これらのプロ ト コルをサポー ト し てい
ない場合でも、 Smart Load Balancing で使用できる場合があ り ます。

ルーター

ルーターはレ イヤ 3 以上のプロ ト コルに基づいてネ ッ ト ワーク  ト ラ フ ィ ッ ク をルーテ ィ

ングするよ う設計されていますが、 スイ ッ チング機能を持つレ イヤ 2 デバイス と し て動

作する こ と も よ く あ り ます。 ルーターに直接接続されるポー ト のチーム化は、 サポー ト
されません。 

チーム化をサポートするプロセッサ
すべてのチームタ イプが、 IA-32 および EM64T プロセ ッサでサポー ト されます。

チーム化の設定
QLogic Control Suite （QCS） ユーテ ィ リ テ ィ は、 サポー ト されているオペレーテ ィ ン

グシステム環境でチーム化の設定に使用されます。

QCS は、 32 ビ ッ ト および 64 ビ ッ ト の Windows オペレーテ ィ ングシステムフ ァ ミ リ

で動作し ます。 QCS を使用し て、 VLAN と負荷バラ ンシングおよびフ ォール ト ト レ ラ

ンスのチーム化を設定し ます。 さ らに MAC ア ド レス、 ド ラ イババージ ョ ン、 および各

ネ ッ ト ワークアダプ ターのステータ ス情報を表示し ます。 QCS には、 ハー ド ウ ェ ア診

断、 ケーブルテス ト 、 およびネ ッ ト ワーク ト ポロジーテス ト などい く つかの診断ツール
も含まれています。

メモ

スイ ッ チがス タ ッ ク可能なスイ ッ チ と し て動作し ている場合、 すべてのネ ッ ト
ワーク  チーム化モー ド をスイ ッ チ間で使用できます。
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サポートされる機能（チームタイプ別）
表 11-4 は、 Dell でサポー ト されているチームタ イプの機能の比較を示し ています。 こ

の表を使用し て、 アプ リ ケーシ ョ ンに 適なチーム タ イプを確認し て く だ さい。 チーム

化ソ フ ト ウ ェ アは、 1 つのチームで 大 8 ポー ト 、 また 1 つのシステムで 大 16 チー

ムをサポー ト し ます。 これらのチームは、 サポー ト 対象のチーム化タ イプを任意に組み
合わせる こ とができますが、 各チームは別々のネ ッ ト ワーク またはサブネ ッ ト 上にある
必要があ り ます。

表 11-4. チーム タイプの比較

チーム タイプ
フォルト 

トレランス 負荷分散
スイッチ依存型

静的中継

スイッチ非依存型動的
リンク集約

（IEEE 802.3ad）

機能 スタンバイを
伴う SLB a SLB 通有中継 リンク集約

チームあた りのポー ト
数 （同じ ブロー ド キャ
ス ト ド メ イ ン）

2 ～ 16 2 ～ 16 2 ～ 16 2 ～ 16

チーム数 16 16 16 16

アダプ タ  フ ォル ト  ト レ

ラ ンス

はい はい はい はい

スイ ッ チ リ ン ク  フ ォル

ト  ト レ ラ ンス ( 同じ ブ

ロー ド キャス ト  ド メ イ

ン )

はい はい スイ ッ チ依存型 スイ ッ チ依存型

TX ロー ド  バラ ンシン

グ

いいえ はい はい はい

RX ロー ド  バラ ンシン

グ

いいえ はい Yes ( スイ ッ チ

によ り実行 )
Yes ( スイ ッ チ

によ り実行 )

互換スイ ッ チが必要 いいえ いいえ はい はい

接続性をチ ェ ッ クする
ためのハー ド ビー ト

いいえ いいえ いいえ いいえ

混合メ デ ィ ア ( 異なる

メ デ ィ アを持つアダプ
タ )

はい はい Yes ( スイ ッ チ依存型 ) はい

混合速度 （共通の速度
をサポー ト し ないが異
なる速度で動作できる
アダプ ター）

はい はい いいえ いいえ
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混合速度 （共通の速度
をサポー ト するが異な
る速度で動作できるア
ダプ ター）

はい はい No ( 同じ速度である こ

とが必要 )
はい

ロー ド  バラ ンシング 
TCP/IP

いいえ はい はい はい

ベンダが混在するチー
ム作成

はい b はい b はい b はい b

ロー ド  バラ ンシング非 
IP

いいえ Yes (IPX アウ

ト バウン ド  ト

ラ フ ィ ッ クの
み )

はい はい

すべてのチーム メ ン

バーに同じ  MAC ア ド

レス

いいえ いいえ はい はい

すべてのチーム メ ン

バーに同じ  IP ア ド レス

はい はい はい はい

IP ア ド レスによるロー

ド  バラ ンシング

いいえ はい はい はい

MAC ア ド レスによる

ロー ド  バラ ンシング

いいえ Yes (IP/IPX 
以外に使用 )

はい はい

a プ ラ イマ リが 1 つ、 ス タ ンバイ メ ンバーが 1 つの SLB。

b チーム内に少な く と も  1 つの QLogic アダプ ターが必要。

表 11-4. チーム タイプの比較 ( 続き )

チーム タイプ
フォルト 

トレランス 負荷分散
スイッチ依存型

静的中継

スイッチ非依存型動的
リンク集約

（IEEE 802.3ad）

機能
スタンバイを
伴う SLB a SLB 通有中継 リンク集約
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チームタイプの選択
次のフ ロー チャー ト では、 レ イヤ 2 のチーム化を計画する と きの意思決定フ ローを示し

ます。 チーム化を行う 第 1 の理由は、 ネ ッ ト ワーク帯域幅の増加と フ ォル ト  ト レ ラ ンス

の向上が必要である こ と です。 チーム化によ り、 この両方の要件を満たすためのリ ン ク
集約と フ ォル ト  ト レ ラ ンスが提供されます。 優先するチーム化は、 以下の順序で選択す

る必要があ り ます。

 第 1 の選択 ： リ ン ク集約

 第 2 の選択 ： 通有中継

 第 3 の選択 ： SLB。 非管理対象スイ ッ チまたは 初の 2 つの選択肢をサポー ト し

ていないスイ ッ チを使用する場合。 スイ ッ チのフ ォール ト ト レ ラ ンスが必要な場
合は、 SLB が唯一の選択肢です。
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図 11-1 に、 チームタ イプを決定するためのフ ローチャー ト を示し ます。

図 11-1. チーム タイプの選択のプロセス
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チーム化の仕組み
本項では、 チーム化の仕組みに関する次の情報について説明し ます。

 アーキテ クチャ

 チームタ イプ

 各チームタ イプ と関連する各種機能の属性

 各チームタ イプでサポー ト されている速度
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アーキテクチャ
QLASP は、 NDIS 中間ド ラ イバと し て実装されます （図 11-2 を参照）。 TCP/IP や 
IPX などのプロ ト コル ス タ ッ クの下で動作し、 仮想アダプ タ と し て表示されます。 この

仮想アダプ タは、 チームで 初に初期化されたポー ト の MAC ア ド レスを継承し ます。

レ イヤ 3 ア ド レスも、 仮想アダプ タ に対し て設定する必要があ り ます。 QLASP の主要

機能は、 チーム化する こ と を選択されたシステムに取り付けられている物理アダプ ター
間で、 イ ンバウン ド ト ラ フ ィ ッ ク （SLB の場合） と アウ ト バウン ド ト ラ フ ィ ッ ク （すべ

てのチーム化モー ドの場合） のバラ ンスを と る こ と です。 イ ンバウン ド  アルゴ リズムと

アウ ト バウン ド  アルゴ リズムは相互に独立し、 直交し ています。 特定のセ ッ シ ョ ンに対

するアウ ト バウン ド ト ラ フ ィ ッ ク を特定のポー ト に割り当て、 対応する イ ンバウン ド ト
ラ フ ィ ッ ク を別のポー ト に割り当てる こ とができます。

図 11-2. 中間ドライバ
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アウトバウンドトラフィックフロー

QLogic 中間ド ラ イバは、 すべてのチーム化モー ド のアウ ト バウン ド ト ラ フ ィ ッ ク  フ
ローを管理し ます。 アウ ト バウン ド  ト ラ フ ィ ッ クの場合、 すべてのパケ ッ ト は 初にフ

ローに分類され、 選択された物理アダプ タに配分されて伝送されます。 フ ロー分類では、
既知のプロ ト コル フ ィ ールド に対し て効率的なハッ シュ計算が行われます。 結果のハッ

シュ値を使用し て、 アウ ト バウン ド フ ローハッ シュ テーブルにイ ンデ ッ クスが作成され
ます。 選択し たアウ ト バウン ド フ ローハッ シュエン ト リ には、 このフ ローの伝送を行う
選択済みの物理アダプ ターのイ ンデ ッ クスが含まれています。 パケ ッ ト のソース MAC 
ア ド レスは、 選択し た物理アダプ タの MAC ア ド レスに変更されます。 変更されたパ

ケ ッ ト は、 選択し た物理アダプ タに渡されて伝送されます。 

アウ ト バウン ド  TCP および UDP パケ ッ ト は、 レ イヤ 3 およびレ イヤ 4 ヘ ッ ダ情報を

使用し て分類されます。 このスキームによ り、 HTTP や FTP などの well-known ポー

ト を使用し た一般的なイ ン ターネ ッ ト  プロ ト コル サービスの負荷分散が向上し ます。 こ

のため QLASP は、 パケ ッ ト ご と ではな く  TCP セ ッ シ ョ ン単位で負荷バラ ンシングを

実行し ます。 

アウ ト バウン ド  フ ロー ハッ シュ  エン ト リ では、 分類後に統計カウン タ も更新されます。

ロー ドバラ ンシング エンジンは、 これらのカウン タ を使用し て、 チーム化されたポー ト

間にフ ローを定期的に配分し ます。 アウ ト バウン ド  コー ド  パスは、 アウ ト バウン ド  フ
ロー ハッ シュ  テーブルへの複数の同時アクセスが許可される 善の同時性を実現するよ

う に設計されています。 

TCP/IP 以外のプロ ト コルでは、 初の物理アダプ タが常にアウ ト バウン ド  パケ ッ ト に

対し て選択されます。 例外は、 イ ンバウン ドのロー ド  バラ ンシングを実現するために別

の方法で処理される Address Resolution Protocol (ARP) です。 

インバウンド トラフィック フロー (SLB のみ )
QLogic 中間ド ラ イバは、 SLB チーム化モー ドのイ ンバウン ド ト ラ フ ィ ッ ク フ ローを管

理し ます。 アウ ト バウン ドのロー ド  バラ ンシングとは異な り、 イ ンバウン ドのロー ド  バ
ラ ンシングは、 ロー ド  バラ ンシングされたサーバーと同じサブネ ッ ト 内にある IP ア ド

レスにのみ適用できます。 イ ンバウン ドの負荷バラ ンシングでは、 ア ド レス解決プロ ト
コル （RFC0826） に固有の特性を利用し ます。 各 IP ホス ト は独自の ARP キャ ッ シュ

を使用し て、 IP データグラムを イーサネ ッ ト フ レームにカプセル化し ます。 QLASP は 
ARP 応答を慎重に操作し、 イ ンバウン ド  IP パケ ッ ト を目的の物理アダプ ターに送信す

るよ う各 IP ホス ト に指示し ます。 このため、 イ ンバウン ド のロー ド  バラ ンシングはイ

ンバウン ド  フ ローの統計履歴に基づいた事前計画スキームです。 ク ラ イアン ト からサー

バーへの新規接続は、 常にプ ラ イマ リ物理アダプ タ上で行われます ( オペレーテ ィ ング 
システム プロ ト コル ス タ ッ クによ っ て生成された ARP 応答は常に論理 IP ア ド レスを

プ ラ イマ リ物理アダプ タの MAC ア ド レスに関連付けるため )。 

アウ ト バウン ド の場合と同様に、 イ ンバウン ド  フ ロー ヘ ッ ド  ハッ シュ  テーブルがあ り

ます。 このテーブル内の各エン ト リ には、 単一リ ン クのリ ス ト があ り、 各リ ン ク  ( イ ン

バウン ド  フ ロー エン ト リ ) は同じサブネ ッ ト 内にある IP ホス ト を表し ます。 
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イ ンバウン ド  IP データグラムが到着する と、 IP データグラムのソース IP ア ド レスを

ハッ シュする こ とによ って適切なイ ンバウン ド  フ ロー ヘ ッ ド  エン ト リが検索されます。

選択し たエン ト リ に格納されている 2 つの統計カウン タ も更新されます。 これらのカウ

ン タは、 ロー ド  バラ ンシング エンジンによ ってアウ ト バウン ド  カウン タ と同じ方法で

定期的に使用され、 フ ローが物理アダプ タに再割り当て されます。 

イ ンバウン ド  コー ド  パスでは、 イ ンバウン ド  フ ロー ヘ ッ ド  ハッ シュ  テーブルが同期

ア クセスを許可するよ う にも設計されています。イ ンバウン ド  フ ロー エン ト リのリ ン ク  
リ ス ト は、 ARP パケ ッ ト の処理時と定期的なロー ド  バラ ンシング時にのみ参照されま

す。 イ ンバウン ド  フ ロー エン ト リへのパケ ッ ト 単位の参照はあ り ません。 リ ン ク リ ス ト

がバイ ン ド されていない場合でも、 ARP 以外の各パケ ッ ト の処理のオーバーヘ ッ ドは常

に一定です。 ただ し、 イ ンバウン ド と アウ ト バウン ド両方の ARP パケ ッ ト の処理は、

対応する リ ン ク リ ス ト 内のリ ン ク数に依存し ます。 

イ ンバウン ド  処理パスでは、 ブロー ド キャ ス ト  パケ ッ ト が他の物理アダプ タから システ

ムを通じ てループバッ クする こ と を防ぐために、 フ ィ ルタ も採用されています。 

プロトコルサポート

ARP および IP/TCP/UDP フ ローは、 ロー ド  バラ ンシングに対応し ます。 パケ ッ ト が、

ICMP や IGMP などの IP プロ ト コルのみの場合、 特定の IP ア ド レスへのすべてのデー

タ フ ローが同じ物理アダプ ターを通じ て送信されます。 パケ ッ ト がレ イヤ 4 プロ ト コル

に TCP または UDP を使用し ている場合は、 ポー ト 番号がハッ シュアルゴ リズムに追

加されるため、 2 つの異なるレ イヤ 4 フ ローが 2 つの異なる物理アダプ ターを通じ て同

じ  IP ア ド レスに送信されます。 

た と えば、 ク ラ イアン ト の IP ア ド レスが 10.0.0.1 である と し ます。 ハッ シュには IP 
ア ド レスのみ使用されるため、 すべての IGMP および ICMP ト ラ フ ィ ッ クが同じ物理

アダプ タ に送信されます。 フ ローは次のよ う にな り ます。 
IGMP ------> PhysAdapter1 ------> 10.0.0.1
ICMP ------> PhysAdapter1 ------> 10.0.0.1
サーバーが、 同じ  10.0.0.1 ア ド レスに TCP および UDP フ ローも送信する場合、 これ

らは IGMP および ICMP と同じ物理アダプ タ上にあっ ても、 ICMP および IGMP とは

ま った く 異なる物理アダプ タ上にあっ てもかまいません。 ス ト リームは次のよ う にな り
ます。 
IGMP ------> PhysAdapter1 ------> 10.0.0.1
ICMP ------> PhysAdapter1 ------> 10.0.0.1
TCP ------> PhysAdapter1 ------> 10.0.0.1
UDP ------> PhysAdatper1 ------> 10.0.0.1
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または、 ス ト リームは次のよ う にな り ます。 
IGMP ------> PhysAdapter1 ------> 10.0.0.1
ICMP ------> PhysAdapter1 ------> 10.0.0.1
TCP  ------> PhysAdapter2 ------> 10.0.0.1
UDP ------> PhysAdatper3 ------> 10.0.0.1
アダプ タ間の実際の割り当ては、 時間の経過につれて変化する場合があ り ますが、 ハッ
シュでは IP ア ド レスのみ使用されるため、 TCP/UDP ベースでないプロ ト コルは同じ

物理アダプ タ を通過し ます。 

パフォーマンス

近のネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェ ースカー ド には、 特定の CPU 集中型の操作のオフ ロー

デ ィ ングを行う こ と で CPU 利用率を軽減する多 く のハー ド ウ ェ ア機能が用意されてい

ます （153 ページの 「チーム化と その他の詳細なネ ッ ト ワーク プロパテ ィ 」 を参照）。

対照的に、 QLASP 中間ド ラ イバは完全なソ フ ト ウ ェ ア機能であ り、 プロ ト コルス タ ッ

クから受信し た各パケ ッ ト を調べて、 内容に対処し てから特定の物理イ ン タ フ ェースを
通じ て送信する必要があ り ます。 QLASP ド ラ イバはほぼ一定の時間で各発信パケ ッ ト

を処理できますが、 CPU を限界まで使用し ている一部のアプ リ ケーシ ョ ンは、 チーム化

されたイ ン タ フ ェ ースで動作し ている場合に悪影響を受けるおそれがあ り ます。 このよ
う なアプ リ ケーシ ョ ンは、 負荷バラ ンシング機能よ り も中間ド ラ イバのフ ェ イルオー
バー機能を利用する方が適切な場合があ り ます。 または、 Large Send Offload （大量送

信オフ ロー ド） などの特定のハー ド ウ ェ ア機能を提供する単一の物理アダプ ターで、 よ
り効率的に動作する場合があ り ます。

チームタイプ
チームタ イプには、 スイ ッ チ非依存型、 スイ ッ チ依存型、 および LiveLink があ り ます。

スイッチ非依存型 
QLogic Smart Load Balancing チームタ イプでは、 2 ～ 8 の物理アダプ ターが単一の

仮想アダプ ターと し て動作できます。 SLB チーム タ イプの 大の利点は、 任意の IEEE 
準拠スイ ッ チで動作し、 特別な設定が不要なこ と です。

Smart Load Balancing およびフェイルオーバー

SLB は、 スイ ッ チに依存し ない双方向のフ ォル ト  ト レ ラ ン ト  チーム化およびロー ド  バ
ラ ンシングを提供し ます。 スイ ッ チに依存し ないとい う こ とは、 スイ ッ チ内でこの機能
をサポー ト し ている必要がな く 、 SLB がすべてのスイ ッ チ と互換になる こ と を意味し ま

す。 SLB では、 チーム内のすべてのアダプ タに個別に MAC ア ド レスが与えられます。

ロー ド  バラ ンシング アルゴ リズムは、 ソースおよび宛先ノ ー ド のレ イヤ 3 ア ド レスで

動作し ます。 これによ り、 SLB は受信 ト ラ フ ィ ッ ク と発信 ト ラ フ ィ ッ クの両方のロー ド  
バラ ンシングを行う こ とが可能にな り ます。
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QLASP 中間ド ラ イバは、 チーム内の物理ポー ト で リ ン ク ロスを継続的に監視し ます。

いずれかのポー ト で リ ン ク  ロスが発生し た場合、 ト ラ フ ィ ッ クはチーム内の他のポー ト

に自動的に転送されます。 SLB チーム化モー ド は、 異なるスイ ッ チが同じ物理ネ ッ ト

ワーク またはブロー ド キャス ト  ド メ イ ン上にあれば、 それらのスイ ッ チ間のチーム化を

許可する こ とによ り スイ ッ チのフ ォル ト  ト レ ラ ンスをサポー ト し ます。

ネットワーク通信

SLB のキー属性には、 以下が含まれます。 

 フ ェ イルオーバー メ カニズム - リ ン ク ロス検出。 

 負荷バラ ンシングアルゴ リズム - イ ンバウン ド およびアウ ト バウン ド ト ラ フ ィ ッ

クは、 レ イヤ 4 フ ローに基づいて、 QLogic 独自のメ カニズムでバラ ンスを と り

ます。

 MAC ア ド レスを使用し たアウ ト バウン ドの負荷バラ ンシング — な し

 IP ア ド レスを使用し たアウ ト バウン ド の負荷バラ ンシング — あ り

 QLogic 以外の製品を使用し たチーム化 — サポー ト あ り （少な く と も  1 つの 
QLogic イーサネ ッ ト アダプ ターをチーム メ ンバーと し て含んでいる必要があ り ま

す）。 

アプリケーション

SLB アルゴ リズムは、 コ ス ト が考慮される、 または市販のスイ ッ チング装置が使用され

る家庭および小規模企業環境に も適し ています。 SLB チーム化は、 管理されていない

レ イヤ 2 スイ ッ チで動作し、 サーバーの冗長性と リ ン ク集約を確保する費用対効果の高

い方法と なっています。 Smart Load Balancing は、 リ ン ク容量が異なる物理アダプ タ

のチーム化もサポー ト し ます。 また、 SLB は、 チーム化し たスイ ッ チのフ ォル ト  ト レ

ラ ンスが必要な場合にお勧めし ます。 

推奨される設定

SLB では、 ハブ と スイ ッ チが同じ ブロー ド キャ ス ト  ド メ イ ンにある場合に、 そのハブ

と スイ ッ チへのチーム化されたポー ト の接続がサポー ト されます。 ポー ト は同じサブ
ネ ッ ト 上にある必要があるため、 ルーターまたはレ イヤ 3 スイ ッ チへの接続はサポー ト

し ていません。 

スイッチ依存型 

通有静的中継

アダプ タ  リ ン ク  パー ト ナーで占有の ト ラ ンキング メ カニズムをサポー ト するよ う静的

に設定されている場合、 このモー ド で さ まざまな環境がサポー ト できます。 このモー ド
を使用し て、 Lucent Open Trunk、 Cisco Fast EtherChannel （FEC）、 および Cisco 
Gigabit EtherChannel （GEC） をサポー ト できます。 通有リ ン ク集計の場合と同様に、

静的モー ド では、 スイ ッ チ管理者がポー ト をチームに割り当てる必要があ り ます。 また、
リ ン ク集約制御プロ ト コル （LACP） フ レームの交換がないため、 この割り当ては 
QLASP で変更できません。 
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このモー ド では、 チーム内のすべてのアダプ タが同じ  MAC ア ド レスの受信パケ ッ ト に

設定されます。 ト ラ ンキングはレ イヤ 2 ア ド レスで動作し、 イ ンバウン ド / アウ ト バウ

ン ド  ト ラ フ ィ ッ クのロー ド  バラ ンシングと フ ェ イルオーバーをサポー ト し ています。

QLASP ド ラ イバは前述のレ イヤ 4 プロ ト コルを使用し てアウ ト バウン ドパケ ッ ト の負

荷バラ ンシングスキームを決定するのに対し、 チームのリ ン クパー ト ナーはイ ンバウン
ド パケ ッ ト の負荷バラ ンシングスキームを決定し ます。 

接続されているスイ ッ チは、 この動作モー ド に適し た ト ラ ンキング スキームをサポー ト

する必要があ り ます。 QLASP と スイ ッ チはどち ら もそれぞれのポー ト で リ ン ク ロスを

継続的に監視し ます。 いずれかのポー ト で リ ン ク  ロスが発生し た場合、 ト ラ フ ィ ッ クは

チーム内の他のポー ト に自動的に転送されます。

ネットワーク通信

次に、 通有静的中継の主要属性を示し ます。 

 フ ェ イルオーバー メ カニズム - リ ン ク ロス検出

 負荷バラ ンシングアルゴ リズム - アウ ト バウン ド ト ラ フ ィ ッ クは、 QLogic 独自の

メ カニズムベースのレ イヤ 4 フ ローでバラ ンス と り を行います。 受信 ト ラ フ ィ ッ

クは、 スイ ッ チ固有のメ カニズムに従ってバラ ンス と り を行います。

 MAC ア ド レスを使用し たアウ ト バウン ドの負荷バラ ンシング — な し

 IP ア ド レスを使用し たアウ ト バウン ド の負荷バラ ンシング — あ り

 QLogic 以外の製品を使用し たチーム化 — サポー ト あ り （少な く と も  1 つの 
QLogic イーサネ ッ ト アダプ ターをチーム メ ンバーと し て含んでいる必要があ り ま

す）

アプリケーション

通有中継は、 Cisco Fast EtherChannel、 Cisco Gigabit EtherChannel、 Extreme 
Networks Load Sharing、 および Bay Networks または IEEE 802.3ad リ ン ク集約静

的モー ド をサポー ト するスイ ッ チで動作し ます。 負荷バラ ンシングはレ イヤ 2 ア ド レス

に実装されているため、 IP、 IPX、 NetBEUI などのすべての上位プロ ト コルがサポー ト

されます。 し たがって、 これはスイ ッ チが SLB 上での通有中継モー ド をサポー ト し て

いる場合に推奨されるチーム化モー ド です。

推奨される設定

静的中継では、 スイ ッ チが同じ ブロー ド キャ ス ト  ド メ イ ンにあ り、 通有中継をサポー ト

し ている場合に、 そのスイ ッ チへのチーム化されたポー ト の接続がサポー ト されます。
ポー ト は同じサブネ ッ ト 上にある必要があるため、 ルーターまたはレ イヤ 3 スイ ッ チへ

の接続はサポー ト し ていません。 
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動的中継（IEEE 802.3ad リンク集約） 
このモー ドは、 リ ン ク集約制御プロ ト コル （LACP） を通じ た静的および動的設定によ

る リ ン ク集約をサポー ト し ます。 このモー ド では、 チーム内のすべてのアダプ タが同じ  
MAC ア ド レスの受信パケ ッ ト に設定されます。 チーム内の 初のアダプ タの MAC ア
ド レスが使用され、 別の MAC ア ド レスで置換する こ とはできません。 QLASP ド ラ イ

バは前述のレ イヤ 4 プロ ト コルを使用し てアウ ト バウン ドパケ ッ ト の負荷バラ ンシング

スキームを決定するのに対し、 チームのリ ン クパー ト ナーはイ ンバウン ドパケ ッ ト の負
荷バラ ンシングスキームを決定し ます。 ロー ド  バラ ンシングはレ イヤ 2 に実装されてい

るため、 IP、 IPX、 NetBEUI などのすべての上位プロ ト コルがサポー ト されます。 接続

されているスイ ッ チは、 この動作モー ド に対し て 802.3ad リ ン ク集約標準をサポー ト す

る必要があ り ます。 スイ ッ チがアダプ ターへのイ ンバウン ド ト ラ フ ィ ッ ク を管理し、
QLASP がアウ ト バウン ド ト ラ フ ィ ッ ク を管理し ます。 QLASP と スイ ッ チはどち ら も

それぞれのポー ト で リ ン ク ロスを継続的に監視し ます。 いずれかのポー ト で リ ン ク  ロス

が発生し た場合、 ト ラ フ ィ ッ クはチーム内の他のポー ト に自動的に転送されます。 

ネットワーク通信

次に、 動的中継の主要属性を示し ます。 

 フ ェ イルオーバー メ カニズム - リ ン ク ロス検出

 負荷バラ ンシングアルゴ リズム - アウ ト バウン ド ト ラ フ ィ ッ クは、 レ イヤー 4 フ
ローに基づいて、 QLogic 独自のメ カニズムでバラ ンス と り を行います。 受信 ト ラ

フ ィ ッ クは、 スイ ッ チ固有のメ カニズムに従ってバラ ンス と り を行います。

 MAC ア ド レスを使用し たアウ ト バウン ドの負荷バラ ンシング — な し  

 IP ア ド レスを使用し たアウ ト バウン ド の負荷バラ ンシング — あ り

 QLogic 以外の製品を使用し たチーム化 — サポー ト あ り （少な く と も  1 つの 
QLogic イーサネ ッ ト アダプ ターをチーム メ ンバーと し て含んでいる必要があ り ま

す）

アプリケーション

動的中継は、 LACP を使用し た IEEE 802.3ad リ ン ク集約の動的モー ド をサポー ト し て

いるスイ ッ チで動作し ます。 イ ンバウン ド のロー ド  バラ ンシングはスイ ッ チに依存し ま

す。 一般に、 スイ ッ チ ト ラ フ ィ ッ クはレ イヤ 2 ア ド レスに基づいて負荷バラ ンシングに

対応し ます。 この場合、 IP、 IPX、 NetBEUI などのすべてのネ ッ ト ワーク  プロ ト コル

のロー ド  バラ ンシングが行われます。 し たがって、 スイ ッ チのフ ォル ト  ト レ ラ ンスが必

要な場合を除き、 これはスイ ッ チが LACP をサポー ト し ている場合に推奨されるチーム

化モー ド です。 SLB は、 スイ ッ チ フ ォル ト  ト レ ラ ンスをサポー ト する唯一のチーム化

モー ド です。

推奨される設定

動的中継では、 スイ ッ チが同じ ブロー ド キャ ス ト  ド メ イ ンにあ り、 IEEE 802.3ad 
LACP 中継をサポー ト し ている限り、 そのスイ ッ チへのチーム化されたポー ト の接続が

サポー ト されます。 ポー ト は同じサブネ ッ ト 上にある必要があるため、 ルーターまたは
レ イヤ 3 スイ ッ チへの接続はサポー ト し ていません。 
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LiveLink
LiveLink は QLASP の機能であ り、 チームタ イプが Smart Load Balancing （SLB）

および SLB （自動フ ォールバッ クは無効） の場合に使用できます。 LiveLink は、 ス

イ ッ チで発生し た リ ン ク  ロスを検出し、 リ ン クが有効になっているチーム メ ンバーのみ

の ト ラ フ ィ ッ ク をルーテ ィ ングし ます。 この機能は、 チーム化ソ フ ト ウ ェ アでも使用す
る こ とができます。 チーム化ソ フ ト ウ ェ アは、 各チーム メ ンバーから リ ン クパケ ッ ト を
発行し て、 1 つまたは複数の特定ネ ッ ト ワークデバイスのプローブ （検査） を行います。

プローブ対象は、 リ ン ク  パケ ッ ト を受信する と応答を返し ます。 チーム メ ンバーが一定

時間内に応答を検出し ない場合、 リ ン クは損失し てお り、 チーム化ソ フ ト ウ ェ アはその
チーム メ ンバーとの ト ラ フ ィ ッ クの送受信を中断し ます。 その後、 そのチーム メ ンバー

がプローブ対象からの応答を検出し た場合、 リ ン クは復元され、 チーム化ソ フ ト ウ ェ ア
はそのチーム メ ンバーとの ト ラ フ ィ ッ クの送受信を自動的に再開し ます。 LiveLink は、

TCP/IP でのみ動作し ます。

LiveLink 機能は、 32 ビ ッ ト および 64 ビ ッ ト  Windows オペレーテ ィ ングシステムでサ

ポー ト されています。 Linux オペレーテ ィ ング システムに備わっ ている同様の機能につ

いては、 Red Hat の文書類のチャネル結合に関する情報を参照し て く だ さい。

各チームタイプと関連する各種機能の属性
各チーム タ イプ と関連する各種機能の属性は、 表 11-5 にま とめられています。

表 11-5. チーム化属性

機能 属性

Smart Load Balancing

ユーザーイ ン タ フ ェース QLogic Control Suite （QCS）

チーム数 大数 16

チームご とのアダプ ター数 大数 16

動的置換 はい

動的追加 はい

動的削除 はい

リ ン ク速度サポー ト さ まざまな速度

フ レーム プロ ト コル IP

イ ンバウン ド  パケ ッ ト 管理 QLASP

アウ ト バウン ド  パケ ッ ト 管理 QLASP

LiveLink のサポー ト はい

フ ェ イルオーバー イベン ト リ ン ク  ロス
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フ ェ イルオーバー時間 500 ミ リ秒未満

フ ォールバッ ク時間 1.5 秒 （概算） a

MAC ア ド レス 異なる

Broadcom 以外の製品を使用し たチーム化 はい 

通有中継

ユーザーイ ン タ フ ェース QLogic Control Suite （QCS）

チーム数 大数 16

チームご とのアダプ ター数 大数 16

動的置換 はい

動的追加 はい

動的削除 はい

リ ン ク速度サポー ト さ まざまな速度 b

フ レーム プロ ト コル すべて

イ ンバウン ド  パケ ッ ト 管理 スイ ッ チ

アウ ト バウン ド  パケ ッ ト 管理 QLASP

フ ェ イルオーバー イベン ト リ ン ク  ロスのみ

フ ェ イルオーバー時間 500 ミ リ秒未満

フ ォールバッ ク時間 1.5 秒 （概算） a

MAC ア ド レス すべてのアダプ タに対し て同一

Broadcom 以外の製品を使用し たチーム化 はい

動的中継

ユーザーイ ン タ フ ェース QLogic Control Suite （QCS）

チーム数 大数 16

チームご とのアダプ ター数 大数 16

動的置換 はい

動的追加 はい

動的削除 はい

表 11-5. チーム化属性 ( 続き )

機能 属性
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各チームタイプでサポートされている速度
各チーム タ イプにサポー ト される さ まざまな リ ン ク速度を 表 11-6 に リ ス ト し ます。 混

合速度とは、 チーム化アダプ タが異なる リ ン ク速度で稼動できる こ と を示し ます。

チーム化とその他の詳細なネットワークプロパティ
本項は、 以下のチーム化と詳細なネ ッ ト ワーキングのプロパテ ィ について説明し ます。

 チ ェ ッ クサムオフ ロー ド

 IEEE 802.1p QoS タギング

 大量送信オフ ロー ド

リ ン ク速度サポー ト さ まざまな速度

フ レーム プロ ト コル すべて

イ ンバウン ド  パケ ッ ト 管理 スイ ッ チ

アウ ト バウン ド  パケ ッ ト 管理 QLASP

フ ェ イルオーバー イベン ト リ ン ク  ロスのみ

フ ェ イルオーバー時間 500 ミ リ秒未満

フ ォールバッ ク時間 1.5 秒 （概算） a

MAC ア ド レス すべてのアダプ タに対し て同一

複数ベンダーのチーム化 はい

a Port Fast または Edge Port が有効になっている こ と を確認し て く だ さい。

b 中継接続間で正し く ネゴシエー ト するには、 リ ン ク速度が一致し ている こ とが必要なスイ ッ チもあ り ます。

表 11-6. チーム内のリンク速度

チーム タイプ リンク速度 トラフィックの方向 速度サポート

SLB 10 / 100 / 1000 / 10000 受信および送信 混合速度

FEC 100 受信および送信 同一速度

GEC 1000 受信および送信 同一速度

IEEE 802.3ad 10 / 100 / 1000 / 10000 受信および送信 混合速度

表 11-5. チーム化属性 ( 続き )

機能 属性
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 ジ ャ ンボフ レーム

 IEEE 802.1Q VLAN

 Wake on LAN

 プ リ ブー ト 実行環境

チームの作成、 チーム メ ンバーの追加や削除、 またはチーム メ ンバーの詳細設定の変更

を行う前に、 各チーム メ ンバーが同じ よ う に構成されている こ と を確認し て く だ さい。

確認する設定と し て、 VLAN および QoS パケ ッ ト  タギング、 ジャ ンボ フ レーム、 およ

び各種オフ ロー ドがあ り ます。 詳細なアダプ タ  プロパテ ィ と チーム化サポー ト を 
表 11-7 に示し ます。

チームは必ずし も アダプ タープロパテ ィ を引き継ぐわけではな く 、 具体的な機能に応じ
て、 さ まざまなプロパテ ィ を備えています。 た と えば、 フ ロー制御は、 物理的なアダプ
タープロパテ ィ で QLASP とは関係あ り ませんが、 アダプ ターの ミ ニポー ト ド ラ イバで

フ ロー制御が有効にされていれば、 そのアダプ ターではフ ロー制御が有効にな り ます。 

表 11-7. 詳細なアダプタープロパティとチーム化サポート  

アダプタープロパティ
チーム化仮想アダプタに

よるサポート

Checksum Offload （チ ェ ッ クサム オフ

ロー ド）

はい

IEEE 802.1p QoS タギング いいえ

Large Send Offload 
( 大量送信オフ ロー ド )

はい a

a チーム上のすべてのアダプ ターがこの機能をサポー ト し ている必要があ り ます。

ASF/IPMI も有効になっている場合、 この機能をサポー ト し ていないアダプ ターもあ

り ます。

ジャ ンボ フ レーム はい b

b チーム内のすべてのアダプ ターによ ってサポー ト されている必要があ り ます。

IEEE 802.1Q VLAN はい c

c QLogic アダプ ターの場合のみ。

Wake on LAN いいえ d

d Wake on LAN を参照し て く だ さい。

Preboot Execution Environment (PXE) はい e

e ク ラ イアン ト と し てではな く 、 PXE サーバーと し てのみ。
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チェックサムオフロード
チ ェ ッ クサムオフ ロー ドは QLogic ネ ッ ト ワーク アダプ ターのプロパテ ィ であ り、 送受

信 ト ラ フ ィ ッ クの TCP/IP/UDP チ ェ ッ クサムをホス ト  CPU ではな く アダプ ターハー ド

ウ ェ アで計算できるよ う にし ます。 ト ラ フ ィ ッ ク量が多い状況では、 これによ り、 シス
テムはホス ト  CPU がチ ェ ッ クサムの計算を強制される場合よ り も効率的に接続を処理

できます。 このプロパテ ィ は本質的にハー ド ウ ェ ア プロパテ ィ であ り、 ソ フ ト ウ ェ アの

みの実装では利点を生かせません。 Checksum Offload ( チ ェ ッ クサム オフ ロー ド ) を
サポー ト するアダプ タは、 チ ェ ッ クサムをプロ ト コル ス タ ッ ク で計算する必要がないよ

う に、 この機能をオペレーテ ィ ング システムに公示し ます。 チ ェ ッ クサム オフ ロー ド

は、 現時点で IPv4 に対し てのみサポー ト されています。

IEEE 802.1p QoS タギング
IEEE 802.1p 標準には、 ト ラ フ ィ ッ クの優先順位づけを可能にする 3 ビ ッ ト のフ ィ ール

ド （ 大 8 つの優先順位レベルをサポー ト ） が含まれています。 QLASP 中間ド ラ イバ

は、 IEEE 802.1p QoS タギングをサポー ト し ていません。 

大量送信オフロード
大量送信オフ ロー ド （LSO） は、 QLogic ネ ッ ト ワーク アダプ ターが提供し ている機能

であ り、 TCP などの上位レベルプロ ト コルによ っ て、 大きなデータパケ ッ ト が、 ヘ ッ ダ

を付加し た小さ な一連のパケ ッ ト に分割されるのを回避し ます。 プロ ト コル ス タ ッ クは

大 64 KB のデータ  パケ ッ ト に対し て単一のヘ ッ ダのみ生成する必要があ り、 アダプ

タ  ハー ド ウ ェ アが、 ( 初に提供された単一ヘ ッ ダに基づいて ) 正し く 並べられたヘ ッ

ダを持つ適切なサイズの Ethernet フ レームにデータ  バッ フ ァ を分割し ます。 

ジャンボフレーム
ジ ャ ンボフ レームの使用は、 元来は 1998 年に Alteon Networks, Inc. によ って提案さ

れたもので、 イーサネ ッ ト フ レームの 大サイズを 大 9600 バイ ト に増やし ます。 正

式には IEEE 802.3 Working Group によ って採用されていませんが、 ジャ ンボフ レー

ムのサポー ト は QLogic BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターで実装されています。

チーム内のすべての物理アダプ ターがジャ ンボフ レームをサポー ト し て、 チーム内のす
べてのアダプ ターに同じサイズが設定されていれば、 QLASP 中間ド ラ イバも ジャ ンボ

フ レームをサポー ト し ます。 

メモ

チームがプロパテ ィ をサポー ト するために、 チームのすべてのアダプ タは、
表 11-7 に リ ス ト されているプロパテ ィ をサポー ト する必要があ り ます。
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IEEE 802.1Q VLAN
1998 年に、 IEEE は 802.3ac 標準を承認し ま し た。 この標準は、 IEEE 802.1Q 仕様

で指定されている、 Ethernet ネ ッ ト ワーク上での Virtual Bridged Local Area 
Network (VLAN) タギングをサポー ト する フ レーム形式拡張を定義し ています。 VLAN 
プロ ト コルでは、 イーサネ ッ ト フ レームにそのフ レームが属する VAN を識別する タグ

を挿入できます。 現在は、 4 バイ ト の VLAN タグが Ethernet フ レームのソース MAC 
ア ド レス と長さ / タ イプ フ ィ ールドの間に挿入されます。 VLAN タグの 初の 2 バイ ト

は IEEE 802.1Q タグ タ イプで構成され、 次の 2 バイ ト にはユーザー優先順位フ ィ ール

ド と  VLAN 識別子 (VID) が含まれます。 仮想 LAN (VLAN) を利用する と、 ユーザーは

物理 LAN を論理的なサブパーツに分割できます。 定義済みの VLAN は、 その ト ラ

フ ィ ッ クやブロー ド キャス ト がその他の VLAN から分離されるため、 それぞれが独自の

分離されたネ ッ ト ワーク と し て機能し ます。 これによ り各論理グループ内の帯域幅の効
率が向上し ます。 VLAN を利用する と、 管理者は適切なセキュ リ テ ィ および QoS 
(Quality of Service、 サービス品質 ) ポ リ シーを実施する こ と もできます。 QLASP で
は、 チームまたはアダプ ターあた り  64 個の VLAN の作成をサポー ト し ています。 63 
個がタグ付きで、 1 つはタグな し です。 ただ し、 オペレーテ ィ ングシステムと システム

リ ソースによ っ て、 実際の VLAN 数が制限されます。 VLAN サポー ト は、 IEEE 
802.1Q に従っ て提供され、 チーム化環境と単一アダプ タ でサポー ト されます。 VLAN 
は、 同種のチーム化でのみサポー ト され、 Broadcom 以外の製品を使用し たチーム化環

境ではサポー ト されないこ と に注意し て く だ さい。 QLASP 中間ド ラ イバは、 VLAN タ
ギングをサポー ト し ています。 1 つ以上の VLAN を中間ド ラ イバの単一イ ンス タ ンスに

バイ ン ド できます。 

Wake on LAN
Wake on LAN （WoL） は、 イーサネ ッ ト イ ン タ フ ェースから特定のパケ ッ ト を受信す

る と、 システムがス リープ状態から復帰できるよ う にする機能です。 仮想アダプ ターは、
ソ フ ト ウ ェ ア専用デバイス と し て実装されるので、 Wake on LAN の実装に必要なハー

ド ウ ェ ア機能がな く 、 仮想アダプ ターではス リープ状態から システムを始動させる こ と
ができません。 ただ し、 物理アダプ タ では、 アダプ タがチームの一部である場合でも、
このプロパテ ィ をサポー ト し ます。 

メモ

WoL は、 次のアダプ ターで 1 つの物理ポー ト （ポー ト  1） 上でのみサポー ト され

ています。

 BCM957810A1006DC （N20KJ）

 BCM957810A1006DLPC （Y40PH）
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プリブート実行環境
プ リ ブー ト 実行環境 （PXE） では、 ネ ッ ト ワーク を使用し て、 システムをオペレーテ ィ

ングシステムイ メ ージから起動できます。 定義上、 PXE はオペレーテ ィ ングシステムを

ロー ド する前に呼び出されるため、 QLASP 中間ド ラ イバがチームをロー ド し て有効に

する機会はあ り ません。 し たがって、 オペレーテ ィ ング システムのロー ド時にチームに

入れられる物理アダプ タは、 PXE ク ラ イアン ト と し て使用できますが、 チーム化機能の

アダプ タは PXE ク ラ イアン ト と し てサポー ト されません。 チーム化されたアダプ ター

は PXE ク ラ イアン ト と し て使用できませんが、 動的ホス ト 制御プロ ト コル （DHCP）

と ト リ ビアルフ ァ イル転送プロ ト コル （TFTP） を使用し て PXE ク ラ イアン ト にオペ

レーテ ィ ングシステムイ メ ージを提供する PXE サーバーではこのアダプ ターを使用で

きます。 これらのプロ ト コルは両方と も  IP に対応し てお り、 すべてのチーム化モー ド に

よ ってサポー ト されます。

全般的なネットワークに関する考慮事項
全般的なネ ッ ト ワークに関する考慮事項には以下が含まれます。

 Microsoft Virtual Server 2005 とのチーム化

 複数のスイ ッ チにまたがるチーム化

 スパニングツ リーアルゴ リズム

 レ イヤ 3 ルーテ ィ ングおよびスイ ッ チング

 ハブによるチーム化 （ ト ラ ブルシューテ ィ ングの目的のみ）

 Microsoft のネ ッ ト ワーク負荷分散によるチーム化

Microsoft Virtual Server 2005 とのチーム化
Microsoft Virtual Server 2005 使用時にサポー ト される QLASP チーム構成は、 単一の

プ ラ イマ リ  QLogic アダプ ターおよびス タ ンバイ  QLogic アダプ ターで構成される 
Smart Load Balancing チームタ イプのみです。 Microsoft Virtual Server で、 チーム

を作成する前、 および仮想ネ ッ ト ワーク を作成する前に、 「仮想マシンネ ッ ト ワークサー
ビス」 を各チーム メ ンバーからバイ ン ド解除または選択解除する必要があ り ます。 また、
仮想ネ ッ ト ワーク を このソ フ ト ウ ェ アに作成し、 その後、 チームによ っ て作成された仮
想アダプ ターにバイ ン ド する必要があ り ます。 ゲス ト オペレーテ ィ ングシステムをチー
ムの仮想アダプ ターに直接バイ ン ド する と、 期待する結果が得られない場合があ り ます。

メモ

本書作成の時点では、 Windows Server 2008 は Microsoft Virtual Server 2005 
でサポー ト されていません。 そのため、 この組み合わせの場合、 チーム化が正常
に動作し ないこ とがあ り ます。
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複数のスイッチにまたがるチーム化
SLB のチーム化は、 複数のスイ ッ チにまたがっ て設定できます。 ただ し、 スイ ッ チ同士

を接続する必要があ り ます。 通有中継と リ ン ク集約は、 複数のスイ ッ チにまたがっ て動
作できません。 その理由は、 これらの実装では、 チームに含まれるすべての物理アダプ
タ で同じ イーサネ ッ ト  MAC ア ド レスを使用する必要があるためです。 SLB がリ ン ク  
ロスを検出できるのは、 チームに含まれるポー ト 間の接続や、 直接のリ ン ク  パー ト ナー

との接続に限られる とい う点に注意する こ とが重要です。 SLB には、 スイ ッ チで生じ る

他のハー ド ウ ェ ア障害に対応する機能がな く 、 他のポー ト のリ ン ク  ロスを検出できませ

ん。 

スイッチリンクのフォールトトレランス 
本項の図では、 フ ォール ト ト レ ラ ンス対応のスイ ッ チ構成でどのよ う に SLB チームが

動作するかを説明し ます。 こ こ では、 SLB チームにアク テ ィ ブな 2 つのメ ンバーがある

構成で、 ping リ ク エス ト と  ping 応答メ ッ セージのマ ッ ピングを示し ます。 すべての

サーバー （Blue、 Gray、 Red） は、 継続的に ping の送受信を相互に行っています。 こ

れらのシナ リ オでは、 2 つのスイ ッ チ間でのチーム化の動作を説明し て、 相互接続リ ン

クの重要性を理解し ます。

 図 11-3 は、 2 つのスイ ッ チ間に相互接続ケーブルがない構成です。 

 図 11-4 では、 相互接続ケーブルがあ り ます。

 図 11-5 は相互接続ケーブルがある状態でのフ ェ イルオーバーイベン ト の例です。 

この図では、 ICMP エ コー要求 （黄色の矢印） を送信する第 2 のチーム メ ンバーと、

ICMP エ コーの応答メ ッ セージ （青い矢印） を受信する第 1 のチーム メ ンバーを示し ま

す。 この送受信の図は、 チーム化ソ フ ト ウ ェ アの重要な特性を表し ています。 ロー ド  バ
ラ ンシング アルゴ リズムは、 フ レームの送受信時に、 フ レームのロー ド  バラ ンスを同期

し ません。 特定の通信のフ レームが、 チーム内の異なる イ ン タ フ ェースで送信され、 受
信される可能性があ り ます。 これは、 QLogic がサポー ト するすべてのタ イプのチーム

化にあてはま り ます。 し たがって、 同じ チーム内のポー ト に接続するスイ ッ チの間では、
相互接続リ ン ク を提供する必要があ り ます。 

相互接続し ていない構成では、 Blue から  Gray への ICMP 要求は、 ポー ト  82:83 から  
Gray のポー ト  5E:CA に向けて送信されますが、 Top Switch には、 この要求を送信す

る方法があ り ません。 なぜなら、 この要求は、 Gray の 5E:C9 ポー ト を通過できないか

ら です。 Gray が Blue に ping の送信を試行する場合にも、 同じ よ う な問題が発生し ま

す。 ICMP 要求は、 5E:C9 から  Blue の 82:82 に向けて送信されますが、 この要求が受

信される こ とはあ り ません。 Top Switch は、 CAM テーブル内に 82:82 エン ト リ を持っ

ていません。 なぜなら、 2 つのスイ ッ チの間に相互接続し ていないから です。 ただ し、

ping は Red と  Blue の間、 Red と  Gray の間では送受信されます。 

さ らにフ ェ イルオーバー イベン ト によ っ て、 接続が切断される場合もあ り ます。 Top 
Switch のポー ト  4 でケーブル接続の切断が生じ た と仮定し ます。 この場合、 Gray は 
ICMP 要求を Red 49:C9 に送信し ますが、 Bottom Switch は CAM テーブル内に 
49:C9 のエン ト リがないので、 フ レームをその全ポー ト に配信し ても、 49:C9 に接続す

る リ ン クは検出できません。
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図 11-3. 相互接続リンクのない環境でのスイッチにまたがるチーム化

スイ ッ チ間に リ ン ク を設定する と、 Blue と  Gray の間で何の問題も な く 、 相互に ト ラ

フ ィ ッ ク を送受信できます。 両方のスイ ッ チの CAM テーブルを参照し て、 追加された

エン ト リ に注目し て く だ さい。 チームが適切に機能するには、 このリ ン クの相互接続が
重要です。 し たがって、 2 つのスイ ッ チを相互接続し て可用性の高い接続を保証するた

めに、 リ ン ク集約中継を使用する こ と を強 く お勧めし ます。 
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図 11-4. 相互接続のあるスイッチ間にまたがるチーム化
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図 11-5 は、 Top Switch のポー ト  4 でケーブルが外れた場合のフ ェ イルオーバー イベ

ン ト を表し ています。 接続が切断されずに、 すべてのステーシ ョ ンが相互に ping を送

受信できるので、 このイベン ト は適切なフ ェ イルオーバーです。

図 11-5. フェイルオーバー イベント
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スパニングツリーアルゴリズム
イーサネ ッ ト  ネ ッ ト ワークの場合、 2 つのブ リ ッ ジ間またはスイ ッ チ間では、 アク テ ィ

ブなパスが 1 つだけ存在し ます。 スイ ッ チ間にア ク テ ィ ブなパスが複数存在し ている

と、 ネ ッ ト ワーク内にループが生じ る可能性があ り ます。 ループが発生する と、 一部の
スイ ッ チは、 スイ ッ チの両側でステーシ ョ ンを認識するよ う にな り ます。 この状況では、
転送アルゴ リズムが正常に機能できず、 重複フ レームが転送される可能性があ り ます。
スパニングツ リーアルゴ リズムでは、 拡張ネ ッ ト ワーク内の全スイ ッ チにまたがるツ
リーを定義し て、 特定の冗長データパスを強制的にス タ ンバイ （ブロ ッ ク） 状態に切り
替える こ と で、 パスの冗長性を実現し ます。 ネ ッ ト ワーク内のスイ ッ チは、 パスの識別
に使用するスパニング ツ リー パケ ッ ト を定期的に送受信し ます。 1 つのネ ッ ト ワーク  
セグ メ ン ト が到達不能になった場合、 あるいはスパニング ツ リーのコ ス ト が変わった場

合、 スパニング ツ リー アルゴ リズムは、 スパニング ツ リー ト ポロジーを再設定し、 ス

タ ンバイ パスをアク テ ィ ブ化する こ と で リ ン ク を再設定し ます。 エン ド  ステーシ ョ ン側

では、 スパニング ツ リーの動作は見えません。 し たがっ て、 これらのステーシ ョ ンで

は、 1 つの LAN セグ メ ン ト に接続し たのか、 複数のセグ メ ン ト で構成されたスイ ッ チ 
LAN に接続し たのかわかり ません。 

スパニングツ リープロ ト コル （STP） は、 ブ リ ッ ジ間やスイ ッ チ間での動作を目的と し

たレ イヤ 2 プロ ト コルです。 STP の仕様は、 IEEE 802.1d で定義されています。 STP 
の主な目的は、 ネ ッ ト ワーク内に冗長パスがある と きにループに陥ら ないよ う にする こ
と です。 STP は、 ネ ッ ト ワークループの検出および無効化を行い、 スイ ッ チまたはブ

リ ッ ジの間にバッ クア ッ プ リ ン ク を提供し ます。 このプロ ト コルを使用する と、 デバイ
スは、 ネ ッ ト ワーク内の 2 つのステーシ ョ ンの間で 1 つのパスのみを使用するよ う に、

ネ ッ ト ワークにある他の STP 準拠デバイス と相互操作を行う こ とが可能にな り ます。 

安定し たネ ッ ト ワーク ト ポロジーを確立する と、 すべてのブ リ ッ ジはルー ト ブ リ ッ ジか
ら送信される hello BPDU （ブ リ ッ ジプロ ト コルデータユニ ッ ト ） を待つ状態にな り ま

す。 あらかじめ定義された時間 ( 大経過時間 ) が経過し ても、 ブ リ ッ ジが hello 
BPDU を受信し ない場合、 ブ リ ッ ジはルー ト  ブ リ ッ ジへのリ ン クがダウン し た と判断

し ます。 次にこのブ リ ッ ジは、 他のブ リ ッ ジ とのネゴシエーシ ョ ンを開始し て、 ネ ッ ト
ワーク を再設定し て、 有効なネ ッ ト ワーク  ト ポロジーを再び確立し ます。 新しい ト ポロ

ジーを作成するプロセスは、 大 50 秒かかり ます。 この間、 エン ド ツーエン ドの通信

は中断されます。 

エン ド ステーシ ョ ンに接続し たポー ト に対し ては、 スパニングツ リーは使用し ないこ と
をお勧めし ます。 その理由は、 定義上、 エン ド ステーシ ョ ンは、 イーサネ ッ ト セグ メ ン
ト 内でループを作成し ないからです。 さ らにチーム化し たアダプ ターを、 スパニングツ
リーを有効にし たポー ト に接続する と、 接続上の不測の問題が発生する可能性があ り ま
す。 た と えば、 チーム化し たアダプ タが物理アダプ タの 1 つで リ ン ク を失った と仮定し

ます。 物理アダプ タが再接続された場合 ( フ ォールバッ ク と も呼びます )、 中間ド ラ イバ

はリ ン クが再び確立され、 ポー ト で ト ラ フ ィ ッ クの送受信が開始された と認識し ます。
しかし、 STP によ っ てポー ト が一時的にブロ ッ ク される と、 ト ラ フ ィ ッ クが失われる こ

とにな り ます。 
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本項は以下の項目の詳細を説明し ます。

 ト ポロジー変更通知 (TCN)

 Port Fast および Edge Port

トポロジー変更通知 (TCN)
ブ リ ッ ジまたはスイ ッ チは、 特定のポー ト で受信し たソース MAC ア ド レスから、 MAC 
ア ド レス とポー ト 番号の転送テーブルを作成し ます。 このテーブルは、 すべてのポー ト
にフ レームを配信するのではな く 、 特定のポー ト にフ レームを転送するために利用し ま
す。 テーブル エン ト リの 大の格納時間は、 一般的に 5 分です。 ホス ト でア ク テ ィ ビ

テ ィ が 5 分間ないと、 エン ト リはテーブルから削除されます。 エン ト リの格納時間を短

く する と、 効果がある場合もあ り ます。 た と えば、 転送リ ン クがブロ ッ ク状態になった
と きに、 異なる リ ン ク をブロ ッ ク状態から転送状態に切り替える と きです。 この変更に
は、 大 50 秒かかり ます。 STP の再計算が完了する と、 エン ド  ステーシ ョ ン間の通信

で、 新しいパスが利用可能にな り ます。 ただ し、 転送テーブルには依然と し て古い ト ポ
ロジーのエン ト リがあるので、 5 分が経過し て影響を受けるポー ト  エン ト リがテーブル

から削除されるまで、 通信が再確立されない可能性があ り ます。 そ し て、 ト ラ フ ィ ッ ク
はすべてのポー ト に配信されて、 再び取得されます。 このよ う な場合は、 格納時間を短
く する と効果があ り ます。 この短縮が ト ポロジー変更通知 （Topology Change Notice、

TCN） BPDU の目的です。 TCN は、 影響を受けるブ リ ッ ジまたはスイ ッ チからルー ト

ブ リ ッ ジ / スイ ッ チに送信されます。 ブ リ ッ ジ / スイ ッ チは ト ポロジーの変更 （リ ン ク

のダウンまたは転送状態へのポー ト の切り替え） を検出する と、 すぐにルー ト ポー ト を
通じ て TCN をルー ト ブ リ ッ ジに送信し ます。 次にルー ト ブ リ ッ ジは、 ト ポロジーの変

更を通知する BPDU をネ ッ ト ワーク全体に配信し ます。 この配信によ り、 すべてのブ

リ ッ ジの MAC テーブル格納時間は、 指定された時間の間、 15 秒に短縮されます。 この

時間の短縮によ り、 STP の再収束の後、 スイ ッ チはすぐに MAC ア ド レスを再び取得で

きます。 

TCN BPDU は、 ポー ト が転送状態から ブロ ッ ク状態に切り替わった と き、 あるいはブ

ロ ッ ク状態から転送状態に切り替わった と きに送信されます。 TCN BPDU では、 STP 
の再計算は開始されません。 この通知は、 スイ ッ チ内の転送テーブル エン ト リの格納時

間にのみ影響を及ぼし、 ネ ッ ト ワーク  ト ポロジーの変更や、 ループの作成は行いませ

ん。 サーバーまたはク ラ イアン ト などのエン ド  ノ ー ドの場合は、 電源のオフ / オン時に

ト ポロジーの変更が開始されます。 

Port Fast および Edge Port
ネ ッ ト ワーク上で TCN の影響 （た と えば、 スイ ッ チポー ト でフ ラ ッ デ ィ ングが増える

など） を軽減するには、 電源のオン / オフの頻度が高いエン ド ノ ー ド に対し て、 接続先

になるスイ ッ チポー ト で Port Fast または Edge Port を設定する必要があ り ます。Port 
Fast または Edge Port は、 特定のポー ト に適用される コ マン ド であ り、 以下の効果が

あ り ます。 

 ダウン リ ン クから ア ッ プ リ ン ク まで、 リ ン クに含まれる一連のポー ト は、 待ち受

け、 情報の取得、 転送とい う 一連の手続き を行う のではな く 、 転送 STP モー ド に

組み込まれます。 STP は、 依然と し てこれらのポー ト で実行中です。
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 スイ ッ チは、 ポー ト のア ッ プまたはダウンのタ イ ミ ングでは TCN を生成し ませ

ん。 

レイヤ 3 ルーティングおよびスイッチング 
チーム化し たポー ト を接続するスイ ッ チは、 レ イヤ 3 スイ ッ チまたはルーターである必

要があ り ます。 チーム内のポー ト は、 同じ ネ ッ ト ワークに属す必要があ り ます。 

ハブによるチーム化（トラブルシューティングの目的のみ）
10 　 および 　 100 ハブでは、 SLB のチーム化機能を使用できますが、 スイ ッ チポー ト

の ミ ラー リ ングが使用できないと きに、 ネ ッ ト ワーク アナラ イザに接続する場合など、
ト ラ ブルシューテ ィ ングの目的のみに限定する こ と をお勧めし ます。 

ハブのチーム化に関する情報には以下が含まれます。

 チーム化ネ ッ ト ワーク構成でのハブの利用

 SLB チーム

 単一ハブに接続された SLB チーム

 通有中継と動的中継 （FEC/GEC/IEEE 802.3ad）

チーム化ネットワーク構成でのハブの利用

状況によ って、 ネ ッ ト ワーク  ト ポロジーでハブを使用できますが、 使用する場合は、 パ

フ ォーマンスに対する影響を考慮する こ とが重要です。 ネ ッ ト ワークハブの場合、 半二
重モー ド では 大 100Mbps の転送速度にな り ますが、 ギガビ ッ ト  または 100Mbps の
スイ ッ チネ ッ ト ワーク構成では、 パフ ォーマンスが大幅に低下し ます。 ハブの帯域幅は、
接続されているすべてのデバイスで共有されます。 し たがって、 ハブに接続するデバイ
スが多 く なる と、 ハブに接続し たデバイス数に比例し て、 ハブに接続し た各デバイスが
使用できる帯域幅が狭 く な り ます。 

チーム メ ンバーををハブに接続する こ とはお勧めできません。 チーム化し たポー ト に接
続する場合は、 スイ ッ チのみを使用する必要があ り ます。 ただ し、 ト ラ ブルシューテ ィ
ングを目的と し て、 SLB チームを直接的にハブに接続する こ とができます。 その他の

チーム タ イプは、 特定の障害が発生する と接続が失われる可能性があるので、 ハブには

使用し ないで く だ さい。 

SLB チーム

SLB チームは、 スイ ッ チの設定に依存し ない唯一のチームタ イプです。 サーバーの中間

ド ラ イバは、 スイ ッ チからの支援がな く ても、 ロー ド  バラ ンシング と フ ォル ト  ト レ ラ ン

ス メ カニズムを制御し ます。 SLB にはこれらの要素があるため、 チーム ポー ト をハブ

に直接的に接続し た場合でも、 フ ェ イルオーバーと フ ォールバッ クの特性を維持できる
唯一のチーム タ イプになっ ています。 
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単一ハブに接続された SLB チーム

図 11-6 のよ う に構成された SLB チームでは、 フ ォル ト  ト レ ラ ンスの属性が維持されま

す。 どち らかのサーバー接続が切断された場合でも、 ネ ッ ト ワーク機能はそのまま維持
されます。 ク ラ イアン ト をハブに直接接続する こ とはできませんが、 フ ォール ト ト レ ラ
ンスは維持されます。 ただ し、 この場合、 サーバーのパフ ォーマンスは低下し ます。 

図 11-6. 単一ハブに接続されたチーム

通有中継と動的中継（FEC/GEC/IEEE 802.3ad）
FEC、 GEC と  IEEE 802.3ad チームは、 ハブの構成には接続できません。 これらの

チーム タ イプは、 そのチーム タ イプ用に設定し たスイ ッ チに接続する必要があ り ます。 

Microsoft のネットワーク負荷分散によるチーム化
チーム化は、 Microsoft のネ ッ ト ワーク負荷分散ユニキャス ト モー ド では動作し ません。

マルチキャス ト モー ド のみで動作し ます。 ネ ッ ト ワーク負荷分散サービスによ って使用
される メ カニズムでは、 負荷バラ ンシングがネ ッ ト ワーク負荷分散によ って管理される
ため、 この環境のチーム化設定はフ ェ イルオーバー （ス タ ンバイ NIC のある SLB） に

する こ と をお勧めし ます。
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アプリケーションに関する考慮事項
アプ リ ケーシ ョ ンに関する考慮事項では以下を説明し ます。

 チーム化と ク ラス タ リ ング

 チーム化と ネ ッ ト ワークバッ ク ア ッ プ

チーム化とクラスタリング
チーム化と ク ラス タ リ ングの情報には以下が含まれます。

 Microsoft ク ラス タ ソ フ ト ウ ェ ア

 高性能コ ンピ ューテ ィ ングク ラス タ

 Oracle

Microsoft クラスタソフトウェア

Dell サーバーク ラス タ ソ リ ューシ ョ ンは、 Microsoft Cluster Services （MSCS） と  
PowerVault™ SCSI、 または Dell および EMC のフ ァ イバーチャネルベースのス ト

レージ、 Dell サーバー、 ス ト レージアダプ ター、 ス ト レージスイ ッ チ、 ネ ッ ト ワーク ア

ダプ ターを統合し て、 高可用性 （HA） ソ リ ューシ ョ ンを実現し ます。 HA ク ラス タ リ ン

グは、 サポー ト 対象である Dell サーバーで使用でき るすべてのアダプ タ をサポー ト し ま

す。 

各ク ラス タ ノ ー ド では、 カス タ マーが 低 2 つのネ ッ ト ワーク アダプ ター （オンボー ド

アダプ ターでも可能） を取り付ける こ と を強 く お勧めし ます。 これらのイ ン タ フ ェース
は、 2 つの目的に使用し ます。

 1 つのアダプ タは、 ク ラス タ内のハー ト ビー ト 通信専用に使用されます。 このアダ

プ ターはプ ラ イベー ト アダプ ターと呼ばれ、 通常、 独立し たプ ラ イベー ト サブ
ネ ッ ト ワークに含まれます。 

 その他のアダプ タはク ラ イアン ト 通信に使用され、 パブ リ ッ ク  アダプ タ と呼ばれ

ます。 

プ ラ イベー ト なク ラス タ内通信と、 パブ リ ッ クな外部ク ラ イアン ト 通信のために、 それぞ
れの目的に合わせて複数のアダプ タ を使用できます。 Microsoft ク ラス タ ソ フ ト ウ ェ アで

は、 パブ リ ッ クアダプ ターに限り、 すべての QLogic チーム化モー ドがサポー ト されま

す。 プ ラ イベー ト  ネ ッ ト ワーク  アダプ タのチーム化はサポー ト されません。 Microsoft 
の発表による と、 サーバー ク ラス タ では、 プ ラ イベー ト な相互接続にチーム化を使用で

きません。 これは、 ノ ー ド間でハー ト ビー ト  パケ ッ ト を送受信するために遅延が発生す

る可能性があるからです。 プ ラ イベー ト な相互接続に冗長性を確保し て、 同時に優れたパ
フ ォーマンスも実現するには、 チーム化をデ ィ スエーブルし て、 使用可能なポー ト でプ ラ
イベー ト な第 2 の相互接続を確立し ます。 この相互接続でも機能的には同じ効果があ り、

複数のノ ー ドが通信に使用できる二重の堅牢な通信パスが実現されます。 

ク ラス タ環境でチーム化を行う場合は、 同じ ブ ラ ン ドのアダプ ターを使用する こ と をお
勧めし ます。
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図 11-7 は、 2 ノ ー ドのフ ァ イバーチャネルク ラス タ であ り、 ク ラス タ ノ ー ド あた り  3 
つのネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェ ースがあ り ます。 ク ラス タ ノ ー ド の構成は、 1 つのプ ラ イ

ベー ト と、 2 つのパブ リ ッ ク と なっ ています。 各ノ ー ド では、 2 つのパブ リ ッ ク  アダプ

タがチーム化され、 プ ラ イベー ト  アダプ タはチームに含まれていません。 同じ スイ ッ チ

内、 または 2 つのスイ ッ チ間で、 チーム化がサポー ト されます。 169 ページの図 11-8 
は、 この構成で設定し た同じ  2 ノ ー ド フ ァ イバーチャネルク ラス タ です。

図 11-7. 1 つのスイッチでチーム化したクラスタリング

メモ

Microsoft ネ ッ ト ワーク負荷分散は、 Microsoft ク ラス タ  ソ フ ト ウ ェ アではサポー

ト されません。
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高性能コンピューティングクラスタ

ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト は、 一般的に、 高性能コ ンピ ューテ ィ ングク ラス タ （HPCC）

アプ リ ケーシ ョ ンで以下の 3 つの目的で使用されます。

 プロセス間通信 （IPC） ： 待ち時間の少ない、 広帯域幅の相互接続が必要ではない

アプ リ ケーシ ョ ンの場合 （Myrinet™、 InfiniBand® など））、 コ ンピ ューテ ィ ング

ノ ー ド間の通信にギガビ ッ ト イーサネ ッ ト を使用できます。 

 I/O ： イーサネ ッ ト は、 NFS サーバーを使用し た、 または PVFS などのパラ レル

フ ァ イルシステムを使用し た、 フ ァ イル共有およびコ ンピ ューテ ィ ング ノ ー ドへ
のデータの提供に使用できます。 

 管理 ： イーサネ ッ ト は、 ク ラス タ ノ ー ド の帯域外管理 （Dell Embedded Remote 
Access [ERA]） と帯域内管理 （Dell OpenManage™ Server Administrator 
[OMSA]） に使用されます。 またジ ョ ブのスケジュー リ ングと モニ タ リ ングにも使

用できます。 

Dell の現在の HPCC では、 1 つのオンボー ド アダプ ターのみが使用されます。 Myrinet 
または InfiniBand がある場合は、 このアダプ ターは I/O と管理の目的に使用されます。

それ以外の場合、 IPC の目的にも使用されます。 アダプ ターで障害が発生し た場合、 管

理者は Felix1 パッ ケージを使用し て、 2 つ目の （ス タ ンバイ） アダプ ターを簡単に設定

できます。 ホス ト 側でアダプ タのチーム化を行う と、 HPCC ではテス ト にもサポー ト に

も対応できません。

高度な機能

PXE は、 ク ラス タの導入のために広範に使用されます ( コ ンピ ューテ ィ ング ノ ー ド の

イ ンス ト ールと リ カバリ )。 通常、 チーム化はホス ト 側では使用されず、 QLogic の標準

的な構成の一部にはな り ません。 一般的には、 特に大規模な構成では、 リ ン ク集約がス
イ ッ チ間で使用されます。 ジ ャ ンボフ レームは、 QLogic の標準的な構成では使用し ま

せんが、 CPU のオーバーヘ ッ ド を軽減する こ と で、 一部のアプ リ ケーシ ョ ンでパフ ォー

マンスを改善できます。

1 Dell 製の 32 ビ ッ ト  HPCC 構成には、 Felix 3.1 Deployment ソ リ ューシ ョ ンス タ ッ クが付属し ていま
す。 Felix は、 MPI Software Technologies Inc. （MSTI） と  Dell との共同の取り組みです。
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Oracle
QLogic Oracle® ソ リ ューシ ョ ンス タ ッ ク では、 図 11-8 に示すよ う に、 ク ラ イアン ト ま

たはデータベースレ イヤの上位にあるアプ リ ケーシ ョ ンレ イヤを対象と し て、 プ ラ イ
ベー ト ネ ッ ト ワーク （アプ リ ケーシ ョ ン ク ラス タ  [RAC] ノ ー ド間の相互接続） とパブ

リ ッ クネ ッ ト ワークの両方でアダプ ターのチーム化をサポー ト し ます。

図 11-8. 2 つのスイッチでチーム化したクラスタリング
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チーム化とネットワークバックアップ
チーム化し ていない環境で、 ネ ッ ト ワーク  バッ ク ア ッ プを実行する と、 バッ ク ア ッ プ 
サーバー アダプ タの全体的な転送速度は、 過剰な ト ラ フ ィ ッ ク と アダプ タの大きな負荷

によ っ てすぐに影響を受けます。 バッ ク ア ッ プサーバーの数、 データ ス ト リ ーム、 テー
プ ド ラ イブの速度によ っては、 バッ ク ア ッ プ ト ラ フ ィ ッ クは、 ネ ッ ト ワーク リ ン クの帯
域幅の大部分を簡単に消費するので、 実稼動環境のデータ処理速度やテープバッ ク ア ッ
プのパフ ォーマンスに影響が出ます。 ネ ッ ト ワークバッ ク ア ッ プは、 通常、
NetBackup™ や Exec™ などのテープバッ ク ア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アを実行する専用の

バッ ク ア ッ プサーバーで構成されます。 バッ ク ア ッ プ サーバーに接続するデバイスは、

直接 SCSI テープ バッ ク ア ッ プ ユニ ッ ト 、 またはフ ァ イバ チャネルのス ト レージ エ リ

ア ネ ッ ト ワーク  (SAN) で接続し たテープ ラ イブ ラ リ です。 ネ ッ ト ワーク を通じ てバッ

ク ア ッ プ されるシステムは、 一般的に、 ク ラ イアン ト またはリ モー ト サーバーと呼ばれ、
テープバッ クア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アエージ ェ ン ト がイ ンス ト ールされています。 図 11-9 
は、 テープバッ ク ア ッ プ実装を使用する典型的な 1Gbps の非チーム化ネ ッ ト ワーク環

境を示し ています。

図 11-9. チーム化を利用しないネットワークバックアップ



11–QLogic チーム化サービス

アプ リ ケーシ ョ ンに関する考慮事項

171 BC0054508-04  J

4 つのク ラ イアン ト  サーバーがあるので、 バッ ク ア ッ プ サーバーは、 マルチ ド ラ イブ 
オー ト ローダに対し て、 同時に 4 つのバッ ク ア ッ プ ジ ョ ブ ( ク ラ イアン ト ご とに 1 ジ ョ

ブ ) を実行できます。 ただ し、 スイ ッ チ とバッ ク ア ッ プサーバーの間のリ ン クは 1 つだ

けなので、 4 ス ト リームのバッ ク ア ッ プでは、 アダプ ターと リ ン クが簡単に リ ソース不

足の状態になる可能性があ り ます。 バッ ク ア ッ プサーバーのアダプ ターが 1Gbps
（125MB/ 秒） で動作し てお り、 各ク ラ イアン ト がテープバッ ク ア ッ プ時に 20MB/ 秒で

データ を転送できる場合、 バッ クア ッ プサーバーと スイ ッ チの間のスループ ッ ト は、
80MB/ 秒 （20MB/ 秒 x 4） にな り ます。 これは、 ネ ッ ト ワークの帯域幅の 64% に相当

し ます。 この数値は、 ネ ッ ト ワークの帯域幅の中に収ま っ ていますが、 他のアプ リ ケー
シ ョ ン と同じ リ ン ク を共有し ている場合、 64% は高い割合と考えられます。 

チーム化と ネ ッ ト ワークバッ ク ア ッ プ情報には以下が含まれます。

 負荷バラ ンシングおよびフ ェ イルオーバー

 フ ォール ト ト レ ラ ンス

負荷バランシングおよびフェイルオーバー

バッ ク ア ッ プス ト リームの数が増える と、 全体的なスループ ッ ト も増加し ます。 ただ し、
各データ ス ト リームは、 25MB/ 秒の 1 つのバッ ク ア ッ プス ト リームと同じパフ ォーマン

スを維持できない場合があ り ます。 言い換える と、 バッ ク ア ッ プサーバーは 25MB/ 秒

の単一ク ラ イアン ト のデータ ス ト リームには対応できますが、 100MB/ 秒 （25MB/ 秒 × 
4 ス ト リーム） で 4 つの同時実行バッ ク ア ッ プジ ョ ブに対応する こ とは困難です。 バッ

ク ア ッ プス ト リームの数が増える と全体的なスループ ッ ト が増加し ますが、 各バッ ク
ア ッ プス ト リームはテープ ソ フ ト ウ ェ アまたはネ ッ ト ワークス タ ッ クの制限に影響を受
ける可能性があ り ます。

ク ラ イアン ト のバッ ク ア ッ プを実行する と きに、 テープ バッ ク ア ッ プ サーバーでアダプ

タの 適なパフ ォーマンスを引き出し、 高い信頼性でネ ッ ト ワークの帯域幅を使用する
には、 ネ ッ ト ワーク  イ ン フ ラス ト ラ クチャ でロー ド  バラ ンシングやフ ォル ト  ト レ ラ ン

スなど、 チーム化を実装する必要があ り ます。 データ  セン ターは、 フ ォル ト  ト レ ラ ンス

対応ソ リ ューシ ョ ンの一部と し て、 冗長スイ ッ チ、 リ ン ク集約、 および ト ラ ンキングを
組み込みます。 チーム化されたデバイス ド ラ イバは、 チーム化されたイ ン ターフ ェ イス

と フ ェ イルオーバー パスをデータが流れる方法を制御し ますが、 この処理はテープ バッ

ク ア ッ プ アプ リ ケーシ ョ ン側からは見えません。 また、 ネ ッ ト ワーク を通じ て、 リ モー

ト  システムをバッ ク ア ッ プする と きに、 テープ バッ ク ア ッ プ プロセスがこの処理の干

渉を受ける こ と もあ り ません。 174 ページの図 11-10 は、 QLogic のチーム化環境で

テープバッ クア ッ プを行う ネ ッ ト ワーク ト ポロジーと、 Smart Load Balancing がチー

ム化し たアダプ ターの間で、 どのよ う にテープバッ ク ア ッ プデータの負荷バラ ンスを行
う かを示し たものです。 

ク ラ イアン ト サーバーがバッ ク ア ッ プサーバーへのデータ送信に使用でき るパスは 4 つ
あ り ますが、 データ転送時にはこれらのパスの 1 つだけが指定されます。 以下の例で

は、 バッ クア ッ プサーバーへのデータ送信にク ラ イアン ト サーバー Red が使用できる可

能性のあるパスの 1 つが示されています。 

パスの例 ： ク ラ イアン ト サーバー Red は、 アダプ ター A、 スイ ッ チ 1、 バッ ク ア ッ プ

サーバーアダプ ター A を通じ てデータ を送信し ます。 
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指定されたパスは、 以下の 2 つの要素によ って決ま り ます。 

 ク ラ イアン ト サーバー ARP キャ ッ シュが、 バッ ク ア ッ プサーバーの MAC ア ド レ

スを指定し ます。 このア ド レスは、 QLogic 中間ド ラ イバのイ ンバウン ド負荷バラ

ンシングアルゴ リズムによ っ て決定されます。 

 ク ラ イアン ト サーバー Red の物理アダプ ターイ ン タ フ ェースは、 データ を送信し

ます。 QLogic 中間ド ラ イバのアウ ト バウン ド負荷バラ ンシングアルゴ リズムが

データ を決定し ます （145 ページの 「アウ ト バウン ド ト ラ フ ィ ッ ク フ ロー」 と

145 ページの 「イ ンバウン ド  ト ラ フ ィ ッ ク  フ ロー (SLB のみ )」 を参照）。 

バッ ク ア ッ プサーバーのチーム化イ ン タ フ ェ ースは、 ク ラ イアン ト サーバー Red への転

送に G-ARP （gratuitous address resolution protocol） を使用し ます。 そ し て今後は、

ク ラ イアン ト サーバーの ARP キャ ッ シュがバッ ク ア ッ プサーバーの MAC ア ド レスで

更新されるよ う にな り ます。 チーム化イ ン ターフ ェ イス内のロー ド  バラ ンシング メ カニ

ズムによ って、 G-ARP に組み込まれる MAC ア ド レスが決定されます。 選択された 
MAC ア ド レスは、 基本的にク ラ イアン ト サーバーからのデータ転送の宛先です。 

ク ラ イアン ト サーバー Red では、 SLB チーム化アルゴ リズムが、 2 つのアダプ ターイ

ン タ フ ェ ースのう ちのどち ら をデータ送信に使用するかを決定し ます。 この例では、 ク
ラ イアン ト サーバー Red からのデータが、 バッ クア ッ プ サーバーのアダプ タ  A イ ン

ターフ ェ イスで受信されます。 チーム化し たイ ン ターフ ェ イスにさ らに負担がかかった
と きに SLB が機能する仕組みをデモンス ト レーシ ョ ンするため、 バッ クア ッ プ サー

バーが第 2 のバッ ク ア ッ プ処理を開始するシナ リ オを考えてみます。 具体的には、 ク ラ

イアン ト サーバー Red へのバッ ク ア ッ プに加えて、 ク ラ イアン ト サーバー Blue に対し

て第 2 のバッ ク ア ッ プを開始し ます。 バッ ク ア ッ プサーバーへのデータ送信にク ラ イア

ン ト サーバー Blue が使用するルー ト は、 バッ ク ア ッ プサーバーの MAC ア ド レスを指

定する ARP キャ ッ シュによ っ て決定されます。 バッ クア ッ プ サーバーのアダプ タ  A で
は、 すでにク ラ イアン ト サーバー Red のバッ ク ア ッ プ処理で負担がかかっ ているため、

バッ ク ア ッ プ サーバーは、 SLB アルゴ リズムを呼び出し ます。 そ し て、 ARP キャ ッ

シュ をバッ クア ッ プ サーバーのアダプ タ  B の MAC ア ド レスに変更するよ う に、 ク ラ イ

アン ト サーバー Blue に (G-ARP を通じ て ) 通知メ ッ セージを送信し ます。 ク ラ イアン

ト サーバー Blue は、 データ を転送する必要がある と き、 SLB アルゴ リズムによ っ て決

定されたいずれかのアダプ タ  イ ン ターフ ェ イスを使用し ます。 重要な点は、 ク ラ イアン

ト サーバー Blue からのデータが、 バッ ク ア ッ プ サーバーのアダプ タ  A イ ン ターフ ェ イ

スではな く 、 アダプ タ  B イ ン ターフ ェ イスで受信される こ と です。 このア ク シ ョ ンが重

要と される理由は、 両方のバッ クア ッ プス ト リームが同時に実行されてお り、 バッ ク
ア ッ プサーバーは、 異なる ク ラ イアン ト からのデータ ス ト リームに対し て負荷バラ ンス
を実行する必要があるからです。 両方のバッ ク ア ッ プ ス ト リームを実行し ている場合、

バッ ク ア ッ プ サーバーの各アダプ タ  イ ン ターフ ェ イスは同等の負荷を担っ てお り、 ロー

ド  バラ ンス対象のデータは、 両方のアダプ タ  イ ン ターフ ェ イスで均等に処理される こ と

にな り ます。 
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バッ ク ア ッ プ サーバーが第 3、 第 4 のバッ ク ア ッ プ処理を開始し た場合も、 同じ アルゴ

リズムが適用されます。 バッ ク ア ッ プ サーバーでチーム化し たイ ン ターフ ェ イスは、 ユ

ニキャ ス ト  G-ARP を転送し て、 バッ ク ア ッ プ ク ラ イアン ト に ARP キャ ッ シュ を更新

するよ う に通知し ます。 そ し て、 各ク ラ イアン ト は、 バッ ク ア ッ プ サーバー上のター

ゲ ッ ト  MAC ア ド レスに至るルー ト で、 バッ ク ア ッ プ データ を転送し ます。 

フォールトトレランス

テープ バッ ク ア ッ プの実行中にネ ッ ト ワーク  リ ン クで障害が発生し た場合、 バッ ク ア ッ

プ サーバーと ク ラ イアン ト の間のすべての ト ラ フ ィ ッ クが停止し て、 バッ ク ア ッ プ ジ ョ

ブが失敗し ます。 しかし、 QLogic SLB と スイ ッ チフ ォール ト ト レ ラ ンスの両方に対応

するよ う に、 ネ ッ ト ワーク ト ポロジーを設定し た場合、 この構成では、 リ ン クに障害が
発生し ても、 滞り な く テープバッ ク ア ッ プを続行する こ とができます。 ネ ッ ト ワーク内
のすべてのフ ェ イルオーバー プロセスは、 テープ バッ ク ア ッ プ ソ フ ト ウ ェ ア アプ リ

ケーシ ョ ン側では見えません。

ネ ッ ト ワーク  フ ェ イルオーバー プロセスで、 バッ ク ア ッ プ データ  ス ト リームの送信先

を決定する方法を理解するには、 図 11-10 の ト ポロジーを理解し て く だ さい。 ク ラ イア

ン ト サーバー Red は、 パス 1 を通じ てバッ ク ア ッ プ サーバーにデータ を転送し ますが、

リ ン ク障害はバッ クア ッ プ サーバーと スイ ッ チの間で発生し ます。 データは、 スイ ッ チ 
#1 からバッ ク ア ッ プ サーバーのアダプ タ  A イ ン ターフ ェ イスへ送信できな く なったの

で、 このデータは、 スイ ッ チ #1 から スイ ッ チ #2 を介し て、 バッ クア ッ プ サーバーの

アダプ タ  B イ ン ターフ ェ イスに リ ダイ レ ク ト されます。 フ ォール ト ト レ ラ ンス対応の動

作はすべてアダプ ターチームのイ ン タ フ ェース と スイ ッ チ上の中継の設定によ って処理
されるので、 このリ ダイ レ ク ト はバッ ク ア ッ プアプ リ ケーシ ョ ンに認識されずに実行さ
れます。 ク ラ イアン ト サーバー側から見る と、 元のパスを介し てデータ を送信し ている
よ う に動作し ます。
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図 11-10. 2 つのスイッチにまたがる SLB チーム化によるネットワークバックアップ

チーム化に関する問題のトラブルシューティング
仮想アダプ タのチーム化イ ン ターフ ェ イス上でプロ ト コル アナラ イザ を実行する と、 送

信されたフ レームに示される MAC ア ド レスは正確でない場合があ り ます。 アナラ イザ

は、 QLASP で構築し たフ レームを表示せず、 フ レームを転送する イ ン タ フ ェ ースの 
MAC ア ド レスでな く 、 チームの MAC ア ド レスを表示し ます。 以下の手順でチームを

監視する こ と をお勧めし ます。 

 チームのすべてのア ッ プ リ ン ク  ポー ト をスイ ッ チで ミ ラーリ ングし ます。 

 チームが 2 つのスイ ッ チにまたがる場合は、 相互 ト ラ ン ク も ミ ラー リ ングし ます。 
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 すべての ミ ラーポー ト を個別にサンプ リ ングし ます。 

 アナラ イザでは、 QoS と  VLAN の情報を フ ィ ルタ し ないアダプ タ と ド ラ イバを使

用し ます。 

ト ラ ブルシューテ ィ ングの詳細は、 以下で説明されています。

 チーム化の設定のヒ ン ト

 ト ラ ブルシューテ ィ ングのガイ ド ラ イ ン

チーム化の設定のヒント
ネ ッ ト ワーク接続またはチーム化機能の ト ラ ブルシューテ ィ ングをする と きは、 次の説
明が指定し た設定に当てはまる こ と を確認し ます。 

 Dell ではさ まざまな速度の SLB が混在するチーム化をサポー ト し ていますが、

チーム内のすべてのアダプ ターは同じ速度にする こ と をお勧めし ます （すべてが
ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト またはすべてがフ ァ ス ト イーサネ ッ ト ）。 速度が 10Gbps 
である場合、 チーム内のすべてのアダプ ターを同じ速度にする こ と を強 く お勧め
し ます。

 LiveLink が有効でない場合は、 スパニングツ リープロ ト コル （STP） を無効にす

るか、 チームに接続するスイ ッ チポー ト の初期フ ェ ーズ （Port Fast、 Edge Port 
など） を迂回する STP モー ド を有効にし ます。 

 チームを直接接続するすべてのスイ ッ チは、 サポー ト 対象であるハー ド ウ ェ ア、

フ ァームウ ェ ア、 ソ フ ト ウ ェ アの同じバージ ョ ンのものを使用する必要があ り ま
す。 

 チーム化するには、 アダプ ターは同じ  VLAN のメ ンバーである必要があ り ます。

複数のチームを設定する場合は、 各チームが別々のネ ッ ト ワーク上になければな
り ません。 

 チームのメ ンバーである物理アダプ ターには、 ローカル管理ア ド レスを割り当て

る こ とができません。 

 どのチームのすべての物理メ ンバーでも  [ 電源の管理 ] がデ ィ スエーブルされてい

る こ と を確認し ます。 

 チームを構築する前に、 チームの物理メ ンバーのそれぞれの静的 IP ア ド レスを削

除し ます。 

 大のスループ ッ ト を必要とするチームには LACP または GEC/FEC を使用する

必要があ り ます。 このよ う な場合は、 中間ド ラ イバがアウ ト バウン ドのロー ド  バ
ラ ンシングのみを担当し、 スイ ッ チがイ ンバウン ドのロー ドバラ ンシングを行い
ます。 

 集約されたチーム （802.3ad/LACP および GEC/FEC） は、 IEEE 802.3a、

LACP、 または GEC/FEC をサポー ト する単一のスイ ッ チにのみ接続する必要が

あ り ます。 
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 ハブは半二重通信しかサポー ト し ないため、 チームをハブに接続する こ とはお勧

めできません。 ハブをチームに接続するのは、 ト ラ ブルシューテ ィ ングを目的と
する場合のみにし て く だ さい。 LACP または GEC/FEC チームに参加し ている

ネ ッ ト ワーク  アダプ タのデバイス ド ラ イバをデ ィ スエーブルする と、 ネ ッ ト ワー

ク接続に悪影響を与える場合があ り ます。 ネ ッ ト ワーク接続の切断を避けるため
に、 デバイス ド ラ イバを無効にする前に、 まずスイ ッ チから アダプ ターを物理的
に抜いてお く こ と をお勧めし ます。 

 ベース （ ミ ニポー ト ） ド ラ イバと チーム （中間） ド ラ イバが同じ リ リースパッ

ケージである こ と を確認し ます。 Dell では、 異なる リ リースのベース ド ラ イバと

チーム ド ラ イバが混在する環境でのテス ト を行っ ておらず、 またサポー ト も し て

いません。 

 実稼働環境に配置する前に、 各物理アダプ ターへの接続をテス ト し てからチーム

化を行っ て く だ さい。 

 チームのフ ェ イルオーバーおよびフ ォールバッ ク動作をテス ト し ます。 

 非実稼動ネ ッ ト ワークから実稼動ネ ッ ト ワークに移行する場合は、 フ ェ イルオー

バーと フ ォールバッ ク を再度テス ト する こ と を強 く お勧めし ます。 

 実稼動環境に移行する前に、 チームのパフ ォーマンスの動作をテス ト し ます。 

 Microsoft iSCSI イニシエータ または iSCSI オフ ロー ド を使用し て iSCSI ト ラ

フ ィ ッ ク を実行し ている場合、 ネ ッ ト ワークチーム化は使用できません。 これら
のポー ト には、 QLogic ネ ッ ト ワークチーム化の代わり に MPIO を使用し て く だ

さい。

 iSCSI ブー ト および iSCSI オフ ロー ドの制限については、 第 10 章 iSCSI プロ ト

コルを参照し て く だ さい。

トラブルシューティングのガイドライン
システムでアダプ ターのチーム化を使用し ている場合は、 Dell サポー ト へ問い合わせる

前に、 以下に示すネ ッ ト ワーク接続に関する問題の ト ラ ブルシューテ ィ ングを実行し て
く だ さい。 

1. 各アダプ ターのリ ン ク ラ イ ト が点灯し てお り、 すべてのケーブルが接続されてい
る こ と を確認し ます。 

2. ベース ド ラ イバと中間ド ラ イバが同じ  Dell のリ リースに属し てお り、 正し く ロー

ド されている こ と を確認し ます。

3. Windows の ipconfig コ マン ド を使用し て、 IP ア ド レスが有効かど うかを確

認し ます。 

4. チームに接続されたスイ ッ チポー ト の STP が無効である こ と、Edge Port または 
Port Fast が有効である こ と、 あるいは LiveLink が使用されている こ と を確認し

ます。 

5. アダプ タ と スイ ッ チのリ ン ク速度と二重通信方式の設定が同じ である こ と を確認
し ます。 
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6. 可能な場合は、 チームを分割し、 各アダプ タへの接続を個別に調べて、 問題が直
接チーム化に関連する こ と こ と であるかど うかを確認し ます。 

7. チームに接続するすべてのスイ ッ チ ポー ト が同じ  VLAN 上に存在する こ と を確認

し ます。 

8. スイ ッ チ ポー ト が通有中継 (FEC/GEC)/802.3ad-Draft Static チーム タ イプ対応

に正し く 設定されている こ と、 およびアダプ タのチーム タ イプに一致し ている こ

と を確認し ます。 システムが SLB チーム タ イプ対応に設定されている場合は、

対応するスイ ッ チ ポー ト が通有中継 (FEC/GEC)/802.3ad-Draft Static チーム タ
イプに設定されていないこ と を確認し ます。 

よくある質問 
質問 ： どのよ う な状況だ と、 ト ラ フ ィ ッ クのロー ド  バラ ンシングは行われないので し ょ

う か。 チーム メ ンバー間ですべての ト ラ フ ィ ッ クに対し て均一に負荷バラ ンシングが行
われないのはなぜですか？

回答 ： 大量の ト ラ フ ィ ッ クが、 IP、 TCP、 または UDP を使用し ていないか、 大量のク

ラ イアン ト が別のネ ッ ト ワークに接続し ています。 受信の負荷バラ ンシングは ト ラ
フ ィ ッ ク負荷に対する機能ではな く 、 サーバーに接続する ク ラ イアン ト の数に対し て実
行される機能です。

質問 ： チーム内で負荷バラ ンシングが行われるネ ッ ト ワーク プロ ト コルを教えて く だ さ
い。

回答 ： QLogic のチーム化ソ フ ト ウ ェ アは、 IP、 TCP、 および UDP ト ラ フ ィ ッ クのみ

をサポー ト し ます。 それ以外の ト ラ フ ィ ッ クはすべてプ ラ イマ リ  アダプ タに転送されま

す。 

質問 ： SLB で負荷バラ ンシングが行われるプロ ト コルと、 行われないプロ ト コルを教え

て く だ さい。

回答 ： 送信と受信の両方向で負荷バラ ンシングが行われるのは、 IP、 TCP、 および 
UDP プロ ト コルに対し てのみです。 IPX に対し ては送信のみロー ド  バラ ンシングが行

われます。 

質問 ： 100Mbps で動作するポー ト と  1000Mbps で動作するポー ト をチーム化できます

か？ 
回答 ： 異なる リ ン ク速度のポー ト の混在は、 Smart Load Balancing のチームと  
802.3ad チームでのみサポー ト されています。 

質問 ： フ ァ イバーアダプ ターと銅線 GbE アダプ ターをチーム化できますか？

回答 ： SLB では可能です。 スイ ッ チが FEC、 GEC、 および 802.3ad に対応する場合

も可能です。 

質問 ： アダプ ターの負荷バラ ンシングと  Microsoft ネ ッ ト ワーク負荷分散 （NLB） との

違いは何ですか？

回答 ： アダプ ターの負荷バラ ンシングはネ ッ ト ワークセ ッ シ ョ ンレベルで行われますが、
ネ ッ ト ワーク負荷分散はサーバーアプ リ ケーシ ョ ンレベルで行われます。 
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質問 ： チーム化されたアダプ タ をハブに接続できますか。 
対応策 ： チーム化されたポー ト は ト ラ ブルシューテ ィ ングを目的とする場合にのみハブ
に接続できます。 ただ し、 この方法はハブの制限によ っ てパフ ォーマンスが低下するた
め、 通常の運用ではお勧めできません。 チーム化されたポー ト はスイ ッ チに接続し て く
だ さい。 

質問 ： チーム化されたアダプ タ をルーターのポー ト に接続できますか。 
回答 ： できません。 チーム内のポー ト はすべて同一のネ ッ ト ワーク上に存在する必要が
あ り ます。 ただ し、 ルーターでは、 定義上各ポー ト は個別のネ ッ ト ワークにあ り ます。
チーム化のすべてのモー ド では、 リ ン ク  パー ト ナーがレ イヤー 2 スイ ッ チである こ とが

必要です。 

質問 ： Microsoft Cluster Services でチーム化を使用できますか？

回答 ： できます。 チーム化は、 パブ リ ッ ク  ネ ッ ト ワーク上でのみサポー ト されます。

ハー ト ビー ト  リ ン ク で使用するプ ラ イベー ト  ネ ッ ト ワークではサポー ト されません。 

質問 ： PXE は仮想アダプ タ  ( チーム ) 上で動作し ますか。

回答 ： PXE ク ラ イアン ト は、 オペレーテ ィ ングシステムがロー ド される前の環境、 つま

り、 仮想アダプ ターがまだ有効になっ ていない状態で動作し ます。 物理アダプ ターが 
PXE をサポー ト する場合は、 オペレーテ ィ ングシステムのロー ド時に仮想アダプ ターの

要素になるかど うかにかかわらず、 これを PXE ク ラ イアン ト と し て利用できます。

PXE サーバーは仮想アダプ タ上で動作し ます。 

質問 ： WoL は仮想アダプ ター （チーム） 上で動作し ますか？

回答 ： Wake-on-LAN 機能は、 オペレーテ ィ ングシステムがロー ド される前の環境で動

作し ます。 WoL は、 システムが停止またはス タ ンバイの状態で起動するので、 チームは

設定されません。

質問 ： ポー ト は 大何個までチーム化できますか？

回答 ： 大 16 個のポー ト をチームに割り当てる こ とができます。 そのう ちの 1 つの

ポー ト をス タ ンバイ メ ンバーにできます。

質問 ： 同一のサーバー上で設定できるチームは 大何個ですか？ 
回答 ： 同一のサーバー上で 大 16 のチームを設定できます。 

質問 ： プ ラ イマ リ アダプ ターを元に戻し て （フ ォールバッ ク） から  30 ～ 50 秒間チーム

の接続が失われるのはなぜですか？

対応策 ： Spanning Tree Protocol が、 ポー ト をブロ ッ クから転送に移行させているた

めです。 STP 遅延を考慮するには、 チームに接続されたスイ ッ チ ポー ト 上で Port Fast 
または Edge Port を有効にするか、 LiveLink を使用する必要があ り ます。 

質問 ： 複数のスイ ッ チにまたがってチームを接続できますか。

対応策 ： Smart Load Balancing では、 システム内の個々の物理アダプ タが一意の 
Ethernet MAC ア ド レスを使用するので、 複数のスイ ッ チを使用できます。 リ ン ク集約

と通有中継は、 すべての物理アダプ タが同一の Ethernet MAC ア ド レスを共有するの

で、 スイ ッ チにまたがって動作する こ とはできません。
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質問 ： 中間ド ラ イバ （QLASP） をア ッ プグレー ド する方法を教えて く だ さい。 
対応策 ： [ ローカルエ リ ア接続のプロパテ ィ ] では中間ド ラ イバをア ッ プグレー ド できま

せん。 Setup イ ンス ト ーラ を使用し てア ッ プグレー ド する必要があ り ます。

質問 ： 仮想アダプ ター （チーム） のパフ ォーマンス統計を確認するにはど う し たら よい
ですか？

回答 ： QLogic Control Suite で、 仮想アダプ ターの Statistics （統計） タ ブを ク リ ッ ク

し ます。

質問 ： ネ ッ ト ワーク負荷分散と チーム化を同時に設定できますか？

回答 ： できます。 ただ し、 マルチキャ ス ト モー ド でネ ッ ト ワーク負荷分散を実行し てい
る と きのみです （ネ ッ ト ワーク負荷分散は MS Cluster Services ではサポー ト されてい

ません）。

質問 ： バッ クア ッ プサーバーと、 バッ ク ア ッ プ される ク ラ イアン ト サーバーは、 どち ら
もチーム化すべきですか？

回答 ： バッ クア ッ プサーバーは も多 く のデータ負荷の影響を受けるため、 リ ン ク集約
と フ ェ イルオーバーを行う ために必ずチーム化すべきです。 ただ し、 冗長性の十分な
ネ ッ ト ワークでは、 スイ ッ チ とバッ ク ア ッ プ ク ラ イアン ト の両方をチーム化し てフ ォル

ト  ト レ ラ ンス と リ ン ク集約を実現する必要があ り ます。

質問 ： バッ クア ッ プ処理中に、 アダプ ターチーム化アルゴ リズムは、 バイ ト レベルまた
はセ ッ シ ョ ンレベルのどち ら でデータに対し て負荷バラ ンシングを行いますか？

回答 ： アダプ ターチーム化を使用する と きに、 データの負荷バラ ンシングはセ ッ シ ョ ン
レベルでのみ行われ、 フ レームの順序が狂う こ と を防ぐためにバイ ト レベルでは実行さ
れません。 アダプ タのチーム化のロー ド  バラ ンシングは、 EMC PowerPath などの他

のス ト レージのロー ド  バラ ンシング メ カニズムと同様には機能し ません。 

質問 ： アダプ ターをチーム化し た場合、 テープバッ ク ア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アまたはハー ド
ウ ェ アが動作するための特別な設定が必要ですか？

回答 ： テープ ソ フ ト ウ ェ アにはチーム化で動作するための特別な設定は必要あ り ません。
テープ バッ ク ア ッ プ アプ リ ケーシ ョ ン側からはチーム化は見えません。 

質問 ： 現在使用し ている ド ラ イバを確認するにはど う すればよいですか。

対応策 ： すべてのオペレーテ ィ ング システムにおいて、 ド ラ イバのバージ ョ ンを確認す

る も確実な方法は、 ド ラ イバ フ ァ イルを実際に探し て、 そのプロパテ ィ を確認する こ

と です。 

質問 ： SLB は、 スイ ッ チのフ ォール ト ト レ ラ ンスの設定でスイ ッ チの障害を検出できま

すか？

回答 ： できません。 SLB で検出できるのは、 チーム化されたポー ト と その直接のリ ン ク

パー ト ナーの間で発生する リ ン ク ロスだけです。 それ以外のポー ト のリ ン ク障害を検出
できません。 

質問 ： サポー ト されている 新のド ラ イバはど こ で入手できますか？

回答 ： Dell サポー ト （ http://support.dell.com） で ド ラ イバパッ ケージのア ッ プデー ト

とサポー ト ド キュ メ ン ト を入手できます。 

http: //support.dell.com/
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質問 ： プ ラ イマ リ  アダプ タ を元に戻し て ( フ ェ イルオーバー後のフ ォールバッ ク ) から  
30 ～ 50 秒間チームの接続が失われるのはなぜですか。

対応策 ： フ ォールバッ ク  イベン ト の間、 リ ン クが復元され、 転送状態に移行できる と判

断するまで、 Spanning Tree Protocol はポー ト にブロ ッ ク を設定し ます。 STP が原因

で通信が途絶えないよ う にするには、 チームに接続されたスイ ッ チ ポー ト 上で Port 
Fast または Edge Port を有効にする必要があ り ます。 

質問 ： Windows サーバーでアダプ タ  チームの統計を リ アルタ イムに監視するには、 ど

う し たら よいで し ょ う か。 
回答 ： QLogic Control Suite （QCS） を使用し て IEEE 802.3 の一般的なカウン ト と カ

ス タムカウン タ を監視できます。 

質問 ： 非 QLogic 製品のチームでサポー ト されない機能には何があ り ますか？

回答 ： VLAN タギングおよび RSS は、 非 QLogic 製品のチームではサポー ト されませ

ん。

イベントログのメッセージ
以下のイベン ト ログ メ ッ セージがあ り ます。

 Windows システムイベン ト ログ メ ッ セージ

 ベース ド ラ イバ （物理アダプ ターまたは ミ ニポー ト ）

 中間ド ラ イバ （仮想アダプ ターまたはチーム）

 仮想バス ド ラ イバ (VBD)

Windows システムイベントログメッセージ
QLogic BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターに関する、 既知のベース ド ラ イバと

中間ド ラ イバの Windows システムイベン ト ログステータ ス メ ッ セージが、 181 ページ

の表 11-8 と  185 ページの表 11-9 に掲載されています。 QLogic アダプ ター ド ラ イバが

ロー ド される と、 Windows はシステムイベン ト ビ ューアにステータ ス コー ド を表示し

ます。 こ う し たイベン ト  コー ド には、 両方のド ラ イバがロー ド されたかど うかに応じ て 
(1 つはベース ド ラ イバまたは ミ ニポー ト  ド ラ イバ用、 も う  1 つは中間ド ラ イバまたは

チーム化ド ラ イバ用 )、 大 2 つのク ラスがあ り ます。 
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ベースドライバ（物理アダプターまたはミニポート）
ベース ド ラ イバは、 ソース L2ND で識別されます。 表 11-8 に、 ベース ド ラ イバでサ

ポー ト する イベン ト  ログ メ ッ セージを一覧表示し、 メ ッ セージの原因を説明し ます。 ま

た、 推奨される対応策も示し ます。 

メモ

表 11-8 のメ ッ セージ番号 1 ～ 17 は、 NDIS 5.x ド ラ イバと  NDIS 6.x ド ラ イバ

の両方に該当し、 メ ッ セージ番号 18 ～ 23 は、 NDIS 6.x ド ラ イバにのみ該当し

ます。

表 11-8. ベース ドライバのイベント ログ メッセージ

メッセージ
番号

重大度 メッセージ 原因 対応策

1 エラー Failed to allocate 
memory for the device 
block. Check system 
memory resource usage. 
Failed to allocate map 
registers. （デバイス ブ
ロ ッ クに メ モ リ を割り当て
る こ とができませんで し
た。 システム メ モ リ  リ
ソースの使用量を確認し て
く だ さい。）

ド ラ イバはオペレーテ ィ
ング システムから メ モ リ

を割り当てできません。

実行中のアプ リ ケーシ ョ
ンを閉じ て空き メ モ リ を
増やし ます。

2 エラー Failed to allocate map 
registers. （マ ッ プ レジス

タ を割り当てる こ とができ
ませんで し た。）

ド ラ イバはオペレーテ ィ
ング システムからマ ッ プ 
レジス タ を割り当てでき
ません。

マ ッ プ レジス タ を割り当

てる可能性のある、 他の
ド ラ イバをアンロー ド し
ます。 

3 エラー Failed to access 
configuration information. 
Reinstall the network 
driver. （構成情報にアクセ

スできませんで し た。 ネ ッ
ト ワーク  ド ラ イバを再イ ン

ス ト ールし て く だ さい。）

ド ラ イバは、 アダプ タ上
の PCI コ ン フ ィ ギュ レー

シ ョ ン スペース レジス タ

にアクセスできません。

ア ド イ ン アダプ タの場合

は、 アダプ タ をスロ ッ ト
に装着し直すか、 アダプ
タ を別の PCI スロ ッ ト に

移動するか、 またはアダ
プ タ を交換し ます。
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4 警告 The network link is down. 
Check to make sure the 
network cable is properly 
connected. （ネ ッ ト ワー

ク  リ ン クが停止し ていま

す。 ネ ッ ト ワーク  ケーブル

が正し接続されているか確
認し て く だ さい。）

アダプ タ と そのリ ン ク  
パー ト ナーとの接続が失
われています。

ネ ッ ト ワーク  ケーブルが

接続されている こ と を確
認し、 ネ ッ ト ワーク  ケー

ブルの種類が適切である
こ と を調べて、 リ ン ク  
パー ト ナー ( スイ ッ チま

たはハブなど ) が正し く

機能し ている こ と を確認
し ます。

5 情報 The network link is up.
（ネ ッ ト ワーク  リ ン クは起

動し ています。）

アダプ タがリ ン ク を確立
し ています。

対応策は必要あ り ません。

6 情報 Network controller 
configured for 10Mb 
half-duplex link.
（10Mb 半二重リ ン ク用に

ネ ッ ト ワーク  コ ン ト ローラ

が構成されま し た。）

アダプ タは、 選択された
回線速度と二重通信方式
の設定に合わせて手動で
構成されています。

対応策は必要あ り ません。

7 情報 Network controller 
configured for 10Mb 
full-duplex link.
（10Mb 全二重リ ン ク用に

ネ ッ ト ワーク  コ ン ト ローラ

が構成されま し た。）

アダプ タは、 選択された
回線速度と二重通信方式
の設定に合わせて手動で
構成されています。

対応策は必要あ り ません。

8 情報 Network controller 
configured for 100Mb 
half-duplex link.
（100Mb 半二重リ ン ク用に

ネ ッ ト ワーク  コ ン ト ローラ

が構成されま し た。）

アダプ タは、 選択された
回線速度と二重通信方式
の設定に合わせて手動で
構成されています。

対応策は必要あ り ません。

9 情報 Network controller 
configured for 100Mb 
full-duplex link.
（100Mb 全二重リ ン ク用に

ネ ッ ト ワーク  コ ン ト ローラ

が構成されま し た。）

アダプ タは、 選択された
回線速度と二重通信方式
の設定に合わせて手動で
構成されています。

対応策は必要あ り ません。

表 11-8. ベース ドライバのイベント ログ メッセージ ( 続き )

メッセージ
番号

重大度 メッセージ 原因 対応策
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10 情報 Network controller 
configured for 1Gb 
half-duplex link.
（1Gb 半二重リ ン ク用に

ネ ッ ト ワーク  コ ン ト ローラ

が構成されま し た。）

アダプ タは、 選択された
回線速度と二重通信方式
の設定に合わせて手動で
構成されています。

対応策は必要あ り ません。

11 情報 Network controller 
configured for 1Gb 
full-duplex link.
（1Gb 全二重リ ン ク用に

ネ ッ ト ワーク  コ ン ト ローラ

が構成されま し た。）

アダプ タは、 選択された
回線速度と二重通信方式
の設定に合わせて手動で
構成されています。

対応策は必要あ り ません。

12 情報 Network controller 
configured for 2.5Gb 
full-duplex link.
（2.5Gb 全二重リ ン ク用に

ネ ッ ト ワーク  コ ン ト ローラ

が構成されま し た。）

アダプ タは、 選択された
回線速度と二重通信方式
の設定に合わせて手動で
構成されています。

対応策は必要あ り ません。

13 エラー Medium not supported.
（メデ ィ アはサポー ト されて
いません。）

オペレーテ ィ ング システ

ムは IEEE 802.3 メ デ ィ

アをサポー ト し ません。

オペレーテ ィ ング システ

ムを再起動し て、 ウ ィ ル
ス チ ェ ッ ク を実行し、

デ ィ スク  チ ェ ッ ク  
(chkdsk) を実行し て、 オ

ペレーテ ィ ング システム

を再イ ンス ト ールし ます。

14 エラー Unable to register the 
interrupt service routine.
（割り込みサービスルーチ
ンを登録できません。）

デバイス ド ラ イバは割り

込みハン ド ラ を イ ンス
ト ールできません。

オペレーテ ィ ングシステ
ムを再起動し、 同一の 
IRQ を共有する可能性の

あるその他のデバイス ド
ラ イバを削除し ます。

15 エラー Unable to map IO space.
（IO 領域をマ ッ プできませ

ん。）

デバイス ド ラ イバは、 メ

モ リ にマ ッ プ された I/O 
をアクセス ド ラ イバ レジ

ス タに割り当てできませ
ん。

システムから他のアダプ
タ を取り外し、 イ ンス
ト ールされた物理メ モ リ
量を削減し、 アダプ タ を
交換し ます。

16 情報 Driver initialized 
successfully. （ド ラ イバは

正常に初期化されま した。）

ド ラ イバは正常にロー ド
されま し た。

対応策は必要あ り ません。

表 11-8. ベース ドライバのイベント ログ メッセージ ( 続き )

メッセージ
番号

重大度 メッセージ 原因 対応策
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17 情報 NDIS is resetting the 
miniport driver. （NDIS が
ミ ニポー ト  ド ラ イバを リ

セッ ト しています。）

NDIS レ イヤは送受信パ

ケ ッ ト の問題を検出し、
ド ラ イバを リ セ ッ ト し て
問題を解決し ます。

QLogic Control Suite 診
断を実行し、 ネ ッ ト ワー
クケーブルに問題がない
こ と を確認し ます。

18 エラー Unknown PHY detected. 
Using a default PHY 
initialization routine.
（不明な PHY が検出されま

し た。 既定の PHY 初期化

ルーチンを使用し ていま
す。）

ド ラ イバは PHY ID を読

み取れません。

アダプ タ を交換し ます。

19 エラー This driver does not 
support this device. 
Upgrade to the latest 
driver. （このド ラ イバはこ

のデバイスをサポー ト し ま
せん。 新のド ラ イバに更
新し て く だ さい。）

ド ラ イバがイ ンス ト ール
されたアダプ タ を認識し
ません。

このアダプ タ をサポー ト
するバージ ョ ンのド ラ イ
バにア ッ プグレー ド し ま
す。

20 エラー Driver initialization failed.
（ド ラ イバを初期化できませ
んでした。）

ド ラ イバの初期化中に特
定できないエラーが発生
し ま し た。

ド ラ イバを再イ ンス ト ー
ルするか、 新しいバー
ジ ョ ンのド ラ イバに更新
するか、 QLogic Control 
Suite 診断を実行するか、

あるいはアダプ ターを交
換し ます。

21 情報 Network controller 
configured for 10Gb 
full-duplex link.
（10Gb 全二重リ ン ク用に

ネ ッ ト ワーク  コ ン ト ローラ

が構成されま し た。）

アダプ タは、 選択された
回線速度と二重通信方式
の設定に合わせて手動で
構成されています。

対応策は必要あ り ません。

22 エラー Network controller failed 
initialization because it 
cannot allocate system 
memory. （システム メ モ

リ を割り当てる こ とができ
ないため、 ネ ッ ト ワーク  コ
ン ト ローラ を初期化できま
せんで し た。）

システム メ モ リが不足し

ているために ド ラ イバを
初期化できません。

システム メ モ リ を増やし

ます。

表 11-8. ベース ドライバのイベント ログ メッセージ ( 続き )

メッセージ
番号

重大度 メッセージ 原因 対応策
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中間ドライバ（仮想アダプターまたはチーム）
中間ド ラ イバは、 ベース ド ラ イバのバージ ョ ンにかかわらず、 ソース BLFM によ って

特定されます。 表 11-9 に、 中間ド ラ イバでサポー ト する イベン ト  ログ メ ッ セージを一

覧表示し、 メ ッ セージの原因を説明し ます。 また、 推奨される対応策も示し ます。 

23 エラー Network controller failed 
to exchange the interface 
with the bus driver. （ネ ッ

ト ワーク  コ ン ト ローラがバ

ス ド ラ イバと イ ン ターフ ェ

イスを交換できませんで し
た。）

ド ラ イバとバス ド ラ イバ

に互換性があり ません。

新のド ラ イバ セ ッ ト に

更新し て、 NDIS とバス 
ド ラ イバのメ ジャー バー

ジ ョ ン と マイナー バー

ジ ョ ンが同じ である こ と
を確認し ます。

表 11-9. 中間ドライバのイベント ログ メッセージ

システムイ
ベントメッ
セージ番号

重大度 メッセージ 原因 対応策

1 情報 Event logging enabled 
for QLASP driver.
（QLASP ド ラ イバのイ

ベン ト ログが有効にな り
ま し た。）

— 対応策は必要あ り ませ
ん。

2 エラー Unable to register with 
NDIS. （NDIS に登録で

きません。）

ド ラ イバを NDIS イ ン

ターフ ェ イスに登録でき
ません。

他の NDIS ド ラ イバをア

ンロー ド し ます。

3 エラー Unable to instantiate 
the management 
interface. （管理イ ン

ターフ ェ イスを イ ンス タ
ンス化できません。）

ド ラ イバはデバイス イ
ンス タ ンスを作成できま
せん。

オペレーテ ィ ング シス

テムを再起動し ます。

4 エラー Unable to create 
symbolic link for the 
management interface.
（管理イ ン ターフ ェ イス
用のシンボ リ ッ ク  リ ン

ク を作成できません。）

別のデバイスによ って競
合するデバイス名が作成
されています。

Blf とい う名前を使用し

ている、 競合するデバイ
ス ド ラ イバをアンロー

ド し ます。

表 11-8. ベース ドライバのイベント ログ メッセージ ( 続き )

メッセージ
番号

重大度 メッセージ 原因 対応策
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5 情報 QLASP driver has 
started. （QLASP ド ラ

イバが開始し ま し た。）

ド ラ イバが開始し ま し
た。

対応策は必要あ り ませ
ん。

6 情報 QLASP driver has 
stopped. （QLASP ド ラ

イバが停止し ま し た。）

ド ラ イバはすでに停止し
ています。

対応策は必要あ り ませ
ん。

7 エラー Could not allocate 
memory for internal 
data structures. （内部

データ構造に メ モ リ を割
り当てる こ とができませ
んで し た。）

ド ラ イバはオペレーテ ィ
ング システムから メ モ

リ を割り当てできませ
ん。

実行中のアプ リ ケーシ ョ
ンを閉じ て空き メ モ リ を
増やし ます。

8 警告 Could not bind to 
adapter. （アダプ タにバ

イ ン ド できません。）

ド ラ イバはチームの物理
アダプ タの 1 つを開けま

せんで し た。

物理アダプ タ  ド ラ イバ

をアンロー ド し てから リ
ロー ド するか、 更新され
た物理ド ラ イバを取り付
けるか、 あるいは物理ア
ダプ タ を交換し ます。

9 情報 Successfully bind to 
adapter. （アダプ タに正

常にバイ ン ド されていま
す。）

ド ラ イバは物理アダプ タ
を正常に開きま し た。

対応策は必要あ り ませ
ん。

10 警告 Network adapter is 
disconnected. （ネ ッ ト

ワーク  アダプ タは切断

されています。）

物理アダプ タはネ ッ ト
ワークに接続されていま
せん ( リ ン クが確立され

ていません )。

ネ ッ ト ワーク  ケーブル

が接続されている こ と を
確認し、 ネ ッ ト ワーク  
ケーブルの種類が適切で
ある こ と を調べて、 リ ン
ク  パー ト ナー ( スイ ッ チ

またはハブなど ) が正し

く 機能し ている こ と を確
認し ます。

11 情報 Network adapter is 
connected. （ネ ッ ト

ワーク  アダプ タは接続

されています。）

物理アダプ タはネ ッ ト
ワークに接続されていま
す ( リ ン クが確立されて

います )。

対応策は必要あ り ませ
ん。

表 11-9. 中間ドライバのイベント ログ メッセージ ( 続き )

システムイ
ベントメッ
セージ番号

重大度 メッセージ 原因 対応策
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12 エラー QLASP features driver 
is not designed to run 
on this version of 
operating system.
（QLASP Features ド ラ

イバは、 このバージ ョ ン
のオペレーテ ィ ングシス
テムでは動作し ません。）

ド ラ イバは、 イ ンス ト ー
ルされているオペレー
テ ィ ング システムをサ

ポー ト し ていません。

ド ラ イバのリ リース 
ノ ー ト を確認し、 サポー
ト されているオペレー
テ ィ ング システム上に

イ ンス ト ールするか、 ド
ラ イバを更新し ます。

13 情報 Hot-standby adapter is 
selected as the 
primary adapter for a 
team without a load 
balancing adapter. 
（ホ ッ ト ス タ ンバイ アダ

プ タが、 ロー ド  バラ ン

シング アダプ タのない

チームのプラ イマ リ  ア
ダプ タ と し て選択されて
います。）

ス タ ンバイ アダプ タは

アク テ ィ ブになっていま
す。

故障し た物理アダプ タ を
交換し ます。

14 情報 Network adapter does 
not support Advanced 
Failover. ( ネ ッ ト ワーク  
アダプ タは Advanced 
Failover をサポー ト し ま

せん。）

物理アダプ ターは、
QLogic NIC Extension
（NICE） をサポー ト し て

いません。

NICE をサポー ト するア

ダプ タに交換し ます。

15 情報 Network adapter is 
enabled via 
management interface.
（ネ ッ ト ワークアダプ
ターは、 管理イ ン タ
フ ェースを介し て有効化
されています。）

ド ラ イバは、 管理イ ン
ターフ ェ イスを介し て物
理アダプ タ を有効化し ま
し た。

対応策は必要あ り ませ
ん。

16 警告 Network adapter is 
disabled through 
management interface.
（ネ ッ ト ワークアダプ
ターは、 管理イ ン タ
フ ェースを介し て無効化
されています。）

ド ラ イバは、 管理イ ン
ターフ ェ イスを介し て物
理アダプ タ を無効化し ま
し た。

対応策は必要あ り ませ
ん。

表 11-9. 中間ドライバのイベント ログ メッセージ ( 続き )

システムイ
ベントメッ
セージ番号

重大度 メッセージ 原因 対応策
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17 情報 Network adapter is 
activated and is 
participating in network 
traffic. （ネ ッ ト ワーク  
アダプ タはアク テ ィ ブ化
され、 ネ ッ ト ワーク  ト

ラ フ ィ ッ クに加わってい
ます。）

物理アダプ タはチームに
追加され、 アク テ ィ ブに
されています。

対応策は必要あ り ませ
ん。

18 情報 Network adapter is 
deactivated and is no 
longer participating in 
network traffic. （ネ ッ ト

ワークアダプ ターは非ア
ク テ ィ ブ化され、 ネ ッ ト
ワーク ト ラ フ ィ ッ クに加
わっていません。）

ド ラ イバがイ ンス ト ール
されたアダプ タ を認識し
ません。

対応策は必要あ り ませ
ん。

19 情報 The LiveLink feature in 
QLASP connected the 
link for the network 
adapter. （QLASP の 
LiveLink 機能が、 ネ ッ

ト ワークアダプ ターのリ
ン ク を接続し ま し た。）

LiveLink イネーブル 
チーム メ ンバーの、 リ

モー ト  ターゲッ ト との

接続が確立されま し た。
または回復し ま し た。

対応策は必要あ り ませ
ん。

20 情報 The LiveLink feature in 
QLASP disconnected 
the link for the network 
adapter. （QLASP の 
LiveLink 機能が、 ネ ッ

ト ワークアダプ ターのリ
ン ク を切断し ま し た。）

LiveLink イネーブル 
チーム メ ンバーは、 リ

モー ト  ターゲッ ト と接

続できません。

対応策は必要あ り ませ
ん。

表 11-9. 中間ドライバのイベント ログ メッセージ ( 続き )

システムイ
ベントメッ
セージ番号

重大度 メッセージ 原因 対応策
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仮想バス ドライバ (VBD)
表 11-10 は VBD イベン ト ログ メ ッ セージの一覧です。

表 11-10. 仮想バスドライバ（VBD）イベントログメッセージ

メッセー
ジ番号 重大度 メッセージ 原因 対応策

1 エラー Failed to allocate 
memory for the device 
block. Check system 
memory resource 
usage. （デバイス ブ
ロ ッ クに メ モ リ を割り当
てる こ とができませんで
し た。 システム メ モ リ  
リ ソースの使用量を確認
し て く ださい。）

ド ラ イバはオペレーテ ィ
ング システムから メ モ

リ を割り当てできませ
ん。

実行中のアプ リ ケーシ ョ
ンを閉じ て空き メ モ リ を
増やし ます。

2 情報 The network link is 
down. Check to make 
sure the network cable 
is properly connected.
（ネ ッ ト ワーク  リ ン クが

停止し ています。 ネ ッ ト
ワーク  ケーブルが正し

く 接続されているか確認
し て く ださい。）

アダプ タ と そのリ ン ク  
パー ト ナーとの接続が失
われています。

ネ ッ ト ワーク  ケーブル

が接続されている こ と を
確認し、 ネ ッ ト ワーク  
ケーブルの種類が適切で
ある こ と を調べて、 リ ン
ク  パー ト ナー ( スイ ッ チ

またはハブなど ) が正し

く 機能し ている こ と を確
認し ます。

3 情報 The network link is up.
（ネ ッ ト ワーク  リ ン クは

起動し ています。）

アダプ タがリ ン ク を確立
し ています。

対応策は必要あ り ませ
ん。

4 情報 Network controller 
configured for 10Mb 
half-duplex link.
（10Mb 半二重リ ン ク用

にネ ッ ト ワーク  コ ン ト

ローラが構成されま し
た。）

アダプ タは、 選択された
回線速度と二重通信方式
の設定に合わせて手動で
構成されています。

対応策は必要あ り ませ
ん。

5 情報 Network controller 
configured for 10Mb 
full-duplex link.
（10Mb 全二重リ ン ク用

にネ ッ ト ワーク  コ ン ト

ローラが構成されま し
た。）

アダプ タは、 選択された
回線速度と二重通信方式
の設定に合わせて手動で
構成されています。

対応策は必要あ り ませ
ん。
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6 情報 Network controller 
configured for 100Mb 
half-duplex link.
（100Mb 半二重リ ン ク用

にネ ッ ト ワーク  コ ン ト

ローラが構成されま し
た。）

アダプ タは、 選択された
回線速度と二重通信方式
の設定に合わせて手動で
構成されています。

対応策は必要あ り ませ
ん。

7 情報 Network controller 
configured for 100Mb 
full-duplex link.
（100Mb 全二重リ ン ク用

にネ ッ ト ワーク  コ ン ト

ローラが構成されま し
た。）

アダプ タは、 選択された
回線速度と二重通信方式
の設定に合わせて手動で
構成されています。

対応策は必要あ り ませ
ん。

8 情報 Network controller 
configured for 1Gb 
half-duplex link.
（1Gb 半二重リ ン ク用に

ネ ッ ト ワーク  コ ン ト

ローラが構成されま し
た。）

アダプ タは、 選択された
回線速度と二重通信方式
の設定に合わせて手動で
構成されています。

対応策は必要あ り ませ
ん。

9 情報 Network controller 
configured for 1Gb 
full-duplex link.
（1Gb 全二重リ ン ク用に

ネ ッ ト ワーク  コ ン ト

ローラが構成されま し
た。）

アダプ タは、 選択された
回線速度と二重通信方式
の設定に合わせて手動で
構成されています。

対応策は必要あ り ませ
ん。

10 エラー Unable to register the 
interrupt service 
routine. （割り込みサー

ビスルーチンを登録でき
ません。）

デバイス ド ラ イバは割

り込みハン ド ラ を イ ンス
ト ールできません。

オペレーテ ィ ングシステ
ムを再起動し、 同一の 
IRQ を共有する可能性

のあるその他のデバイス
ド ラ イバを削除し ます。

11 エラー Unable to map IO 
space. （IO 領域をマ ッ

プできません。）

デバイス ド ラ イバは、 メ
モ リ にマ ッ プ された I/O 
を割り当てて ド ラ イバレ
ジス タにアクセスする こ
とはできません。 

システムから他のアダプ
タ を取り外し、 イ ンス
ト ールされた物理メ モ リ
量を削減し、 アダプ タ を
交換し ます。

表 11-10. 仮想バスドライバ（VBD）イベントログメッセージ ( 続き )

メッセー
ジ番号

重大度 メッセージ 原因 対応策
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12 情報 Driver initialized 
successfully. （ド ラ イバ

は正常に初期化されま し
た。）

ド ラ イバは正常にロー ド
されま し た。

対応策は必要あ り ませ
ん。

13 エラー Driver initialization 
failed. （ド ラ イバを初期

化できませんで し た。）

ド ラ イバの初期化中に特
定できないエラーが発生
し ま し た。

ド ラ イバを再イ ンス ト ー
ルするか、 新しいバー
ジ ョ ンのド ラ イバに更新
するか、 QLogic 
Control Suite 診断を実

行するか、 あるいはアダ
プ ターを交換し ます。

14 エラー This driver does not 
support this device. 
Upgrade to the latest 
driver. （このド ラ イバは

このデバイスをサポー ト
し ません。 新のド ラ イ
バに更新し て く ださい。）

ド ラ イバがイ ンス ト ール
されたアダプ タ を認識し
ません。

このアダプ タ をサポー ト
するバージ ョ ンのド ラ イ
バにア ッ プグレー ド し ま
す。

15 エラー This driver fails 
initialization because 
the system is running 
out of memory. （このド

ラ イバは、 メ モ リ不足の
ために初期化に失敗し ま
し た。）

システム メ モ リが不足

し ているために ド ラ イバ
を初期化できません。

システム メ モ リ を増や

し ます。

表 11-10. 仮想バスドライバ（VBD）イベントログメッセージ ( 続き )

メッセー
ジ番号

重大度 メッセージ 原因 対応策
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12 NIC パーティション化と帯域
幅管理

本章では、 以下の NIC パーテ ィ シ ョ ン化と帯域幅管理について説明し ます。

 概要 

 193 ページの 「NIC パーテ ィ シ ョ ン化を構成する」

概要
NIC パーテ ィ シ ョ ン化 （NPAR)QLogic BCM57xx および BCM57xxx では、 ポー ト ご

とに複数の PCI 物理機能を搭載する こ と で、 10 Gigabit Ethernet NIC を複数の仮想 
NIC に分割し ます。 それぞれの PCI 機能は別々の仮想 NIC に関連付けられます。 OS 
およびネ ッ ト ワークに対し ては、 各物理機能は個別の NIC ポー ト と し て表示されます。

各ポー ト のパーテ ィ シ ョ ン数は 1 ～ 3 です。 このため、 デュアルポー ト  NIC では 大 
8 つのパーテ ィ シ ョ ンを設定できます。 各パーテ ィ シ ョ ンは、 個別の NIC ポー ト と同様

に動作し ます。

パーテ ィ シ ョ ン化された 10G NIC のメ リ ッ ト は次のとお り です。 

 多数の 1G NIC と交換し てケーブル数とポー ト 数を削減。

 別々のサブネ ッ ト および VLAN によるサーバー区分化。

 NIC フ ァ イルオーバーおよび NIC リ ン ク帯域幅集約による高いサーバー可用性。

 仮想 OS およびモ ノ リ シ ッ ク  OS のサポー ト によるサーバー I/O 仮想化。

 OS の設定変更が不要。

 スイ ッ チ非依存型タ イプチーム化のサポー ト 。

NIC パーティション化向けにサポートされているオペレーティング 
システム

QLogic BCM57xx および BCM57xxx 10 Gigabit Ethernet アダプ タは、 次のオペレー

テ ィ ングシステムで NIC パーテ ィ シ ョ ン化をサポー ト し ます。

 Windows

 2008 Server 以降のシ リーズ
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 2012 Server 以降のシ リーズ

 2016 Server
 Nano Server

 Linux

 RHEL 6.x 以降のシ リーズ

 RHEL 7.x 以降のシ リーズ

 SLES 11.x 以降のシ リーズ

 SLES 12.x 以降のシ リーズ

 VMware

 ESX 5.x 以降のシ リーズ

 ESX 6.x 以降のシ リーズ

NIC パーティション化を構成する
NIC パーテ ィ シ ョ ン化がアダプ ター上で有効になっている場合、 デフ ォル ト で、 すべて

の物理機能 （PF） または仮想 NIC （VNIC） でオフ ロー ドが無効になっています。 アダ

プ タ で FCoE および iSCSI オフ ロー ド機能を使用するには、 ユーザーは PF でス ト

レージオフ ロー ド を明示的に設定する必要があ り ます。 

NIC パーテ ィ シ ョ ン化は、 UEFI HII メ ニューを使用し て設定できます。 UEFI HII メ
ニューには、 システムブー ト 時 （Dell サーバー BIOS でサポー ト されている場合）、

Dell F1 キーを押し てア クセスできます。 UEFI HII メ ニューの使用の詳細については、

Dell サーバーのマニュアルを参照し て く だ さい。

NIC パーテ ィ シ ョ ン化は、 QCC GUI、 QCS CLI、 および QCC vSphere GUI プ ラグ

イ ンを使用し て設定する こ と もできます。 詳細については、 それぞれのユーザーガイ ド
を参照し て く だ さい。 

メモ

32 ビ ッ ト  Linux オペレーテ ィ ング システムでは、 カーネル データ構造で利用で

きる メ モ リ領域の量が制限されています。 し たがっ て、 NPAR を設定するために 
64 ビ ッ ト の Linux のみを使用する こ と をお勧めし ます。

従来の OS バージ ョ ンによ っ ては、 以前のド ラ イバリ リースが必要とする ものも

あ り ます。

メモ

NPAR モー ドの場合、 ス ト レージオフ ロー ド （FCoE または iSCSI） が設定され

た PF （VNIC） では、 SR-IOV を有効にする こ とはできません。 この制限事項は、

シングルフ ァ ン ク シ ョ ン （SF） モー ド のアダプ タには適用されません。
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CCM ユーティリティを使用してパーティション化向けに NIC を設定するには、次の手

順を実行します。

1. Device List （デバイス リ ス ト ） で NIC を選択し ます。

2. Main Menu （メ イ ン メ ニュー） から、 Device Hardware Configuration （デ

バイスハー ド ウ ェ アの設定） を選択し ます。

3. [Multi-Function Mode / マルチフ ァ ン ク シ ョ ン モー ド ] を [NPAR] に変更し ま

す。

4. NIC Partitioning Configuration （NIC パーテ ィ シ ョ ン化設定） ウ ィ ン ド ウで利

用できる設定パラ メ ータ を リ ス ト する、 表 12-1 に示すオプシ ョ ンに基づいて、 お

使いの設定用に NIC パラ メ ータ を設定し ます。

表 12-2 では、 PF# X ウ ィ ン ド ウで利用できる機能を説明し ます。

表 12-1. 設定オプション

パラメータ 説明 オプション

Flow Control （フ ロー コ
ン ト ロール）

このポー ト のフ ロー コ ン ト ロール モー ド を構成し ます。  自動

 TX フ ローコ ン ト ロー

ル

 RX フ ローコ ン ト ロー

ル

 [TX/RX Flow 
Control/TX/RX フ ロー 
コ ン ト ロール ]

 な し

PF#0、 PF#2、 PF#4、

PF#6
ポー ト  0 のパーテ ィ シ ョ ンに関する物理機能 (PF) 情報

が表示されます。 選択し て構成し ます。 
構成オプシ ョ ンについて
は、 表 12-2 をご覧 く だ

さい。

PF#1、 PF#3、 PF#5、

PF#7
ポー ト  1 のパーテ ィ シ ョ ンに関する物理機能 （PF） 情

報が表示されます。 選択し て構成し ます。

構成オプシ ョ ンについて
は、 表 12-2 をご覧 く だ

さい。

Reset Configuration to 
Default （既定の構成に リ

セ ッ ト ）

NIC パーテ ィ シ ョ ン構成を工場出荷時のデフ ォル ト 設定

に リ セ ッ ト し ます。

—



12–NIC パーテ ィ シ ョ ン化と帯域幅管理

NIC パーテ ィ シ ョ ン化を構成する

195 BC0054508-04  J

表 12-2. 機能の説明

機能 説明 オプション

Ethernet Protocol （イー

サネ ッ ト  プロ ト コル）

イーサネ ッ ト プロ ト コルを有効および無効にし ます。  有効

 無効

iSCSI Offload Protocol
（iSCSI オフ ロー ド  プロ

ト コル）

iSCSI プロ ト コルを有効および無効にし ます。  有効

 無効

FCoE Offload protocol
（FCoE オフ ロー ド  プロ

ト コル）

FCoE プロ ト コルを有効および無効にし ます。  有効

 無効

Bandwidth Weight
（帯域幅ウ ェ イ ト ）

特定の機能のウ ェ イ ト または重要度を設定し ます。 1 
ポー ト あた り  4 つの機能について、 混雑状態の発生時に

は機能間で調整するためにウ ェ イ ト が使用されます。

4 つの機能に対するすべ

てのウェ イ ト の合計は、0 
または 100 にな り ます。

Maximum Bandwidth
（ 大帯域幅）

物理ポー ト  リ ン クの 大帯域幅 ( パーセン ト ) を設定し

ます。

—

Network MAC Address  a
（ネ ッ ト ワーク MAC ア ド

レス a）

a [Network MAC Address/ ネ ッ ト ワーク  MAC ア ド レス ] と  [iSCSI MAC Address/iSCSI MAC ア ド レス ] が同じ値にならな

いよ う にし て く だ さい。

ネ ッ ト ワーク  MAC ア ド レスが表示されます。 —

iSCSI MAC Addressa

（iSCSI MAC ア ド レス a）

iSCSI MAC ア ド レスが表示されます。 —

FCoE FIP MAC Address
（FCoE FIP MAC ア ド レ

ス）

FCoE MAC ア ド レスが表示されます。 —

FCoE WWPN FCoE ワールド ワイ ド ポー ト 名が表示されます。 —

FCoE WWNN FCoE ワールド ワイ ド ノ ー ド名が表示されます。 —

メモ

Linux、 Citrix XenServer、 および VMware ESXi OS では、 QLogic 
Comprehensive Configuration Management （CCM） ツールを使用し てイーサ

ネ ッ ト パーソナ リ テ ィ を無効にし た場合でも、 すべてのパーテ ィ シ ョ ンのイーサ
ネ ッ ト プロ ト コルが常に有効です。
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すべての機能に同じ Bandwidth Weight （帯域幅ウ ェ イ ト ） 値を設定する と、 設定に

使用される実際の値によ って、 環境に対する影響が変わっ てきます。 た と えば、 すべて
の機能が 「0」 または 「25」 と し て設定されている場合、 論理的には、 環境に対する影

響は同じ と考えられますが、 実際にはこれらの機能で設定されるオフ ロー ドは、 異なる
帯域幅設定を示すこ と にな り ます。 

4 つの機能 （またはパーテ ィ シ ョ ン） が、 次に示すよ う に、 合計 6 個のプロ ト コルで設

定されている とい う設定を例に取り ます。

機能 0
 イーサネ ッ ト

 FCoE

機能 1

 イーサネ ッ ト

機能 2

 イーサネ ッ ト

機能 3

 イーサネ ッ ト

 iSCSI

1. 4 つの物理機能 （PF） すべてで Relative Bandwidth Weight （相対帯域幅ウ ェ

イ ト ） を 「0」 と設定し た場合、 6 つのすべてのオフ ロー ドは、 帯域幅を均等に共

有し ます。 この場合、 各オフ ロー ド には合計帯域幅の約 16.67% が割り当てられ

ます。

2. 4 つの PF すべてに対し て Relative Bandwidth Weight （相対帯域幅ウ ェ イ ト ）

を 「25」 と設定する と、 機能 0 のイーサネ ッ ト /FCoE オフ ロー ド と機能 3 の
イーサネ ッ ト /iSCSI オフ ロー ド には、 合計帯域幅の約 12.5% が割り当てられま

す。 一方で、 機能 1 および機能 2 のイーサネ ッ ト オフ ロー ド には、 合計帯域幅の

約 25% が割り当てられます。
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13 Linux QCS のインストール

Linux プ ラ ッ ト フ ォームでの QLogic Control Suite のイ ンス ト ールに関する情報は、 次

のとお り です。

 概要

 199 ページの 「WS-MAN または CIM-XML を Linux サーバーに イ ンス ト ールす

る」

 206 ページの 「Linux ク ラ イアン ト に WS-MAN または CIM-XML を イ ンス ト ー

ルする」

 207 ページの 「QLogic Control Suite のイ ンス ト ール」

概要
QLogic Control Suite （QCS） は、 統合ネ ッ ト ワーク アダプ ターと も呼ばれる 
BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターのフ ァ ミ リ を設定するための管理アプ リ ケー

シ ョ ンです。 QCS ソ フ ト ウ ェ アは、 Windows と  Linux のサーバーおよびク ラ イアン ト

オペレーテ ィ ングシステム上で動作し ます。 本章では、 QCS 管理アプ リ ケーシ ョ ンを

イ ンス ト ールする方法について説明し ます。 Windows では GUI と  CLI が利用でき、

Linux では CLI が利用できます。 QCS GUI を使用し て Linux ホス ト を管理するには、

Windows に QCS GUI を導入し てから、 本章で説明する手順を使用し て Linux ワーク

ステーシ ョ ンに接続し ます。

この章では、 Linux システムに QCS 管理アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールする方法を

説明し ます。 Windows システムの場合は、 QCS を含む、 Windows ド ラ イバおよび管

理アプ リ ケーシ ョ ンの両方を イ ンス ト ールするためのイ ンス ト ールプログラムが提供さ
れています。

QCS ユーテ ィ リ テ ィ の 2 つの主要コ ンポーネン ト は、 プロバイダコ ンポーネン ト と ク

ラ イアン ト ソ フ ト ウ ェ アです。 プロバイダは、 1 つまたは複数の統合ネ ッ ト ワーク アダ

プ ターが搭載されているサーバー （「管理対象ホス ト 」） にイ ンス ト ールされます。 プロ
バイダは統合ネ ッ ト ワークアダプ ターに関する情報を収集し て、 ク ラ イアン ト ソ フ ト
ウ ェ アがイ ンス ト ールされている管理 PC からその情報を取得できるよ う にし ます。 ク

ラ イアン ト ソ フ ト ウ ェ アによ り、 プロバイダからの情報の表示と、 統合ネ ッ ト ワーク ア
ダプ ターの設定が可能にな り ます。 QCS ク ラ イアン ト ソ フ ト ウ ェ アには CLI が含まれ

ます。
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通信プロトコル
通信プロ ト コルによ り、 プロバイダ と ク ラ イアン ト  ソ フ ト ウ ェ アの間で情報を交換でき

ます。 これらは、 Distributed Management Task Force (DMTF) 策定の Web-Based 
Enterprise Management (WBEM) と  Common Information Model (CIM) 標準の独自

実装、 およびオープン ソース実装です。 ネ ッ ト ワーク管理者は、 ネ ッ ト ワーク上で主に
使用されている標準に基づいて、 善のオプシ ョ ンを選択できます。 

表 13-1 に、 管理ホス ト と ク ラ イアン ト にイ ンス ト ールされている OS に基づいて利用

可能なオプシ ョ ンを示し ます。

ネ ッ ト ワーク内に、 Windows サーバーと  Linux サーバーにア クセスする Windows ク
ラ イアン ト と  Linux ク ラ イアン ト が混在し ている場合、 WS-MAN が適切なオプシ ョ ン

です。 サーバーにイ ンス ト ールされている OS が Linux のみの場合、 CIM-XML が適し

ています。 ネ ッ ト ワークに Windows サーバーと  Windows ク ラ イアン ト のみが存在し

ている場合、 WMI が適し ています。 WMI は設定が非常に簡単ですが、 Windwos OS 
以外ではサポー ト されていません。

QCS のイ ンス ト ールには、 管理ホス ト にプロバイダコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールし、

管理ステーシ ョ ンにク ラ イアン ト ソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールする作業が含まれます。
ク ラ イアン ト と管理ホス ト にイ ンス ト ールされている OS の組み合わせ、 および選択し

た通信プロ ト コルに基づいて、 イ ンス ト ール プロセスは異な り ます。

表 13-1. 通信プロトコルオプション

クライアントの使用 
OS 管理ホストの使用 OS QCS が使用可能な通信プロトコル：

Windows Windows WMI
WS-MAN (WinRM)

Windows Linux CIM-XML (OpenPegasus)
WS-MAN (OpenPegasus)

Linux Windows WS-MAN (WinRM)

Linux Linux CIM-XML (OpenPegasus)
WS-MAN (OpenPegasus)

WMI = Windows Management Instrumentation。 

WS-MAN = Web Service-Management。 WinRM は Windows ベースの実装であ り、 OpenPegasus は 
Linux 上で動作するオープン ソースの実装です。

CIM-XML = OpenPegasus の XML ベース バージ ョ ンです。



13–Linux QCS のイ ンス ト ール

WS-MAN または CIM-XML を Linux サーバーに イ ンス ト ールする

199 BC0054508-04  J

WS-MAN または CIM-XML を Linux サーバーに
インストールする

Linux サーバーに WS-MAN または CIM-XML を イ ンス ト ールするには、 次の手順に

従って く だ さい。

手順 1 ： OpenPegasus を イ ンス ト ールする

手順 2 ： サーバーで CIM サーバーを起動する

手順 3 ： サーバーで OpenPegasus を設定する

手順 4 ： QLogic CMPI プロバイダを イ ンス ト ールする

手順 5 ： Linux フ ァ イアウォールを設定する （必要な場合）

手順 6 ： QCS と関連する管理アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールする

手順 1：OpenPegasus をインストールする
Red Hat Linux OS では、 2 つのイ ンス ト ール オプシ ョ ンが利用できます。

 イ ンボ ッ クス RPM から  (Red Hat のみ )

 ソースから （Red Hat および SUSE）

SUSE Linux Enterprise Server 11 （SLES 11） OS では、 ソース RPM を使用する必

要があ り ます。

インボックス RPM から (Red Hat のみ )
Red Hat Linux では、 Inbox OpenPegasus RPM は次の形で利用できます。

tog-pegasus-<version>.<arch>.rpm
1. 次のコ マン ド を発行し て tog-pegasus を イ ンス ト ールし ます。

rpm -ivh tog-openpegasus-<version>.<arch>.rpm
2. 次のコ マン ド を発行し て Pegasus を起動し ます。

/etc/init.d/tog-pegasus start

メモ

イ ンボ ッ クス RPM は、 通信プロ ト コル WS-MAN をサポー ト し ません。

WS-MAN を使用するには、 ソースから  OpenPegasus を イ ンス ト ールする必要

があ り ます。
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イ ンボ ッ クス Pegasus では、 デフ ォル ト で HTTP が有効になっていません。 Inbox 
OpenPegasus を正常にイ ンス ト ールし た後、 それ以上の設定が必要ない場合、

204 ページの 「手順 4 ： QLogic CMPI プロバイダを イ ンス ト ールする」 の説明に従っ

て く だ さい。 HTTP を有効にするには、 204 ページの 「HTTP を有効にする」 を参照し

て く だ さい。 

ソースから（Red Hat および SUSE）

OpenPegasus ソースは、 次のウ ェ ブサイ ト からダウンロー ド できます。

www.openpegasus.org 

メモ

システムで 「Red Hat Security Enhancement for tog-pegasus」 が有効になっ

ている場合、 QCS に接続する前に、 その機能を無効にし て く だ さい。 詳細につい

ては、 次のフ ァ イルを参照し て く だ さい。

/usr/share/doc/tog-pegasus-2.5.2/README.RedHat.Security
無効にするには、 /etc/pam.d/wbem から上記の行を削除し ます。

メモ

SUSE Linux では、 Inbox OpenPegasus RPM を利用できません。 次のセク

シ ョ ンに従って、 OpenPegasus を ソースから イ ンス ト ールする必要があ り ます。

メモ

サーバーが再起動されたら、 ク ラ イアン ト がサーバーに再接続でき るよ う に、
CIM サーバーを手動で再起動する必要があ り ます。 この手動での再起動は、 Red 
Hat v6.2 イ ンボ ッ クス RPM の既知の制限事項です。

メモ

 まだイ ンス ト ールし ていない場合、OpenSSL および libopenssl-devel RPM 
をダウンロー ド し、 イ ンス ト ールし ます。 このステ ッ プはオプシ ョ ンであ り、
HTTPS を使用し てク ラ イアン ト を管理ホス ト に接続する場合のみ必須です。 

 OpenPegasus のイ ンス ト ールに失敗する と、 状況によ っては、 次の 
-fPIC オプシ ョ ンで OpenSSL を イ ンス ト ールする必要があ り ます。

./config no-threads --fPIC。 このオプシ ョ ンを使用し て、

OpenSSL と イ ン クルー ド フ ァ イルを /usr/local/ssl にイ ンス ト ールし

ます。 OPENSSL_HOME パスを /usr/local/ssl に設定し て、

OpenPegasus のイ ンス ト ールを続行し ます。

http: //www.openpegasus.org
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環境変数を設定する

表 13-2 は、 OpenPegasus をビルド するための環境変数について説明し ています。

追加設定

$PEGASUS_HOME 変数はシ ェル環境で設定する必要があ り、 $PEGASUS_HOME/bin 
は環境変数 $PATH に追加する必要があ り ます。

例 ：

export PEGASUS_PLATFORM="LINUX_X86_64_GNU"
export PEGASUS_CIM_SCHEMA="CIM222"
export PEGASUS_ENABLE_CMPI_PROVIDER_MANAGER=true
export PEGASUS_ROOT="/share/pegasus-2.10-src"
export PEGASUS_HOME="/pegasus"
export PATH=$PATH:$PEGASUS_HOME/bin

表 13-2. 環境変数

環境変数 説明

PEGASUS_ROOT Pegasus ソースツ リーの場所。

PEGASUS_HOME ビルド し た実行フ ァ イルやリ ポジ ト リの場所。 た と え
ば、 次のサブデ ィ レ ク ト リ ：

$PEGASUS_HOME/bin
$PEGASUS_HOME/lib
$PEGASUS_HOME/repository
$PEGASUS_HOME/mof

PATH $PATH:$PEGASUS_HOME/bin
PEGASUS_ENABLE_CMPI_PROVIDER_MANAGER True

PEGASUS_CIM_SCHEMA "CIM222"
PEGASUS_PLATFORM Linux 32 ビ ッ ト システムの場合 ：

"LINUX_IX86_GNU"
Linux 64 ビ ッ ト  システムの場合 ：

"LINUX_X86_64_GNU"
PEGASUS_HAS_SSL オプシ ョ ン。 HTTPS をサポー ト するには、 "true" に

設定し ます。

PEGASUS_ENABLE_PROTOCOL_WSMAN オプシ ョ ン。 WSMAN プロ ト コルをサポー ト するには、

"true" に設定し ます。
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SSL をサポー ト するには、 次の環境変数を追加し ます。

export PEGASUS_HAS_SSL=true
WS-MAN をサポー ト するには、 次の環境変数を追加し ます。

export PEGASUS_ENABLE_PROTOCOL_WSMAN=true
OpenPegasus の CIM-XML および WSMAN では、 HTTP または HTTPS で同じポー

ト を使用し ます。 HTTP と  HTTPS それぞれのデフ ォル ト のポー ト 番号は、 5988 と  
5989 です。 

OpenPegasus をビルドおよびインストールする

$PEGASUS_ROOT （Pegasus ソースのルー ト デ ィ レ ク ト リの場所） から、 次のコ マン

ド を発行し ます。

make clean
make
make repository

手順 2：サーバーで CIM サーバーを起動する
CIM サーバーを起動するには、 cimserver コ マン ド を発行し ます。 CIM サーバーを

停止するには、 cimserver -s コ マン ド を発行し ます。

OpenPegasus が正常にイ ンス ト ールされたかど うかを確認するには、 次のコ マン ド を

発行し ます。

cimcli ei -n root/PG_Interop PG_ProviderModule

メモ

これらのエ クスポー ト は .bash_profile の 後に追加できます。 このフ ァ イ

ルは /root デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。 
 PuTTY を使用し てユーザーがログイ ンする場合、 これらの環境変数が設定さ

れます。

 これらの環境変数が設定されていない各ター ミ ナルでは、 Linux システム自体

で次のコ マン ド を発行し ます。 
source /root/.bash_profile

 ログアウ ト し、 ログイ ン し た と きに、 環境変数が設定されます。

メモ

OpenPegasus を ソースから ビルド する場合は必ず、 すべての設定はデフ ォル ト

値に リ セ ッ ト されます。 OpenPegasus を再ビルド する場合、 203 ページの 「手

順 3 ： サーバーで OpenPegasus を設定する」 の説明に従って設定をやり直す必

要があ り ます。
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手順 3：サーバーで OpenPegasus を設定する
表 13-3 に示すよ う に、 cimconfig コ マン ド を発行し て OpenPegasus を設定し ま

す。

cimconfig を実行する前に CIM サーバーを起動する必要があ り、 設定の変更を有効

にするには CIM サーバーを再起動する必要があ り ます。

認証を有効にする

本項で説明する とお り、 次の OpenPegasus プロパテ ィ を設定する必要があ り ます。 そ

う し ないと、 QLogic CIM プロバイダが正常に動作し ません。 QCS を起動し てプロバ

イダに接続する前に、 次の設定が行われている こ と を確認し ます。

まだ起動されていない場合、 CIM サーバーを起動し ます。 その後、 次の設定を行いま

す。

cimconfig -s enableAuthentication=true -p
cimconfig -s enableNamespaceAuthorization=false -p
cimconfig -s httpAuthType=Basic -p
cimconfig -s passwordFilePath=cimserver.passwd -p
cimconfig -s forceProviderProcesses=false -p
root ユーザーがリ モー ト 接続できるよ う にするには、 次のコ マン ド を発行し ます。

cimconfig -s enableRemotePrivilegedUserAccess=true -p

メモ

ソースから コ ンパイルされた OpenPegasus では、 CIM サーバーを起動する と き

に PEGASUS_HOME を定義する必要があ り ます。 そ う し ないと、 CIM サーバー

はレポジ ト リ を正し く ロー ド し ません。 .bash_profile フ ァ イル内で 
PEGASUS_HOME を設定する こ と を考慮し て く だ さい。

表 13-3. cimconfig コマンドオプション

コマンド 説明

cimconfig -l すべての有効なプロパテ ィ 名を リ ス ト し ます。

cimconfig -l -c すべての有効なプロパテ ィ 名と その値を リ ス
ト し ます。

cimconfig -g <property name> 特定のプロパテ ィ を問い合わせます。

cimconfig -s <property name>=
<value> -p

特定のプロパテ ィ を設定し ます。

cimconfig --help コマン ドの詳細を表示し ます。
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権限を持ったユーザーの設定 ： Linux システム ユーザーは、 OpenPegasus の認証に使

われます。 次のよ う に、 cimuser コマン ド を使用し てシステムユーザーを 
OpenPegasus に追加し、 QCS で接続し ます。

cimuser -a -u <username> -w <password> 
例 ： cimuser -a -u root -w linux1 

HTTP を有効にする

次の手順に従っ て、 HTTP を有効にし ます。

1. まだ起動し ていない場合、 CIM サーバーを起動し ます。

2. 次のコ マン ド を発行し て HTTP ポー ト を設定し ます （オプシ ョ ン）。

cimconfig -s httpPort=5988 -p 
Inbox OpenPegasus では、 このプロパテ ィ は利用できません。

3. 次のコ マン ド を発行し て HTTP 接続を有効にし ます。

cimconfig -s enableHttpConnection=true -p
4. 新しい設定を有効にするために、 cimserver -s および cimserver の各コマ

ン ド を発行し て、 CIM サーバーを停止および再起動し ます。

HTTPS を有効にする

次の手順に従っ て、 HTTPS を有効にし ます。

1. まだ起動し ていない場合、 CIM サーバーを起動し ます。

2. 次のコ マン ド を発行し て HTTPS ポー ト を設定し ます （オプシ ョ ン）。

cimconfig -s httpsPort=5989 -p
Inbox OpenPegasus では、 このプロパテ ィ は利用できません。

3. 次のコ マン ド を使用し て HTTPS 接続を有効にし ます。

cimconfig -s enableHttpsConnection=true -p
4. 新しい設定を有効にするために、 cimserver -s および cimserver の各コマ

ン ド を発行し て、 CIM サーバーを停止および再起動し ます。

手順 4：QLogic CMPI プロバイダをインストールする
CMPI プロバイダを イ ンス ト ールする前に、 OpenPegasus が正し く イ ンス ト ールされ

ている こ と を確認し ます。

インストール

QLogic CMPI プロバイダを イ ンス ト ールするには、 次のコ マン ド を発行し ます。

% rpm -i QLGC_CMPIProvider-{version}.{arch}.rpm
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アンインストール

QLogic CMPI プロバイダをアン イ ンス ト ールするには、 次のコ マン ド を発行し ます。

% rpm -e QLGC_CMPIProvider

手順 5：Linux ファイアウォールを設定する（必要な場合）
フ ァ イアウォールで適切なポー ト を開 く には、 次の該当する手順を実行し ます。

Red Hat
Red Hat で Linux ファイアウォールを設定するには、次の手順を実行します。

1. [System/ システム ] を ク リ ッ ク し、 [Administration/ 管理 ] を選択し、

[Firewall/ フ ァ イアーウォール ] を選択し ます。

2. [Other Ports/ その他のポー ト ] を選択し ます。

3. Port and Protocol （ポー ト と プロ ト コル） ダイアログボ ッ ク スで、 User 
Defined （ユーザー定義） を選択し ます。

4. Port/Port Range （ポー ト  / ポー ト 範囲） ボ ッ クスで、 ポー ト 番号を入力し ます。

5. Protocol （プロ ト コル） ボ ッ ク スで、 TCP または UDP などのプロ ト コルを追加

し ます。

6. [Apply/ 適用 ] を ク リ ッ ク し、 フ ァ イアウォール ルールを有効にし ます。

例 ： 

 CIM-XML over HTTP の場合、 ポー ト 番号は 5988、 プロ ト コルは TCP です。

 CIM-XML over HTTPS の場合、 ポー ト 番号は 5989、 プロ ト コルは TCP です。

SUSE
SUSE で Linux ファイアウォールを設定するには、次の手順を実行します。

1. [Compute] （コ ンピ ュー ト ） を ク リ ッ ク し、 [YaST] を選択し ます。

2. 左側のペイ ンで [Security & Users/ セキュ リ テ ィ とユーザー ] を選択し ます。

3. 右側のペイ ンで Firewall （フ ァ イアウオール） をダブルク リ ッ ク し ます。

4. 左側のペイ ンで [Custom Rules/ カス タムルール ] を選択し ます。

5. 右側のペイ ンで Add （追加） を ク リ ッ ク し ます。

6. 次の値を入力し ます。

 [Source Network] （ソース ネ ッ ト ワーク） ： 0/0 ( すべて )
 [Protocol] （プロ ト コル） ： TCP ( または適切なプロ ト コル )
 [Destination Port] （宛先ポー ト ） ： < ポー ト 番号 > または < ポー ト 番号

の範囲 >
 [Source Port] （ ソースポー ト ） ： 空白のままにし ます
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た と えば、 CIM-XML の場合、 次の値を使用し ます。

 [Source Network] （ソース ネ ッ ト ワーク） ： 0/0 ( すべて )
 [Protocol] （プロ ト コル） ： TCP
 [Destination Port] （宛先ポー ト ） ： 5988 ： 5989
 [Source Port] （ソースポー ト ） ： 空白のままにし ます

7. [Next/ 次へ ] を ク リ ッ ク し、 [Finish/ 完了 ] を ク リ ッ ク し てフ ァ イアウォール 
ルールを有効にし ます。

手順 6：QCS と関連する管理アプリケーションをインストールする
手順については、 207 ページの 「QLogic Control Suite のイ ンス ト ール」 を参照し て く

だ さい。

Linux クライアントに WS-MAN または CIM-XML 
をインストールする

Linux ク ラ イアン ト システムで HTTP を使用するために、 QCS 管理アプ リ ケーシ ョ ン

を イ ンス ト ールする以外に、 特別なソ フ ト ウ ェ ア コ ンポーネン ト は必要あ り ません。 た
だ し、 WS-MAN を イ ンス ト ールする場合、 QCS と組み合わせて使用するために、 オプ

シ ョ ンで HTTPS プロ ト コルを設定する こ とができます。

Linux クライアントでの HTTPS の設定
Linux ク ラ イアン ト で HTTPS を設定するには、 証明書を イ ンポー ト し、 HTTPS 接続

と  SSL 接続をテス ト する必要があ り ます。

Linux クライアントに署名付き証明書をインポートする

Linux デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンで、 次の証明書デ ィ レ ク ト リ を書き留めておきます。

 SUSE のすべてのバージ ョ ンで、 証明書デ ィ レ ク ト リは /etc/ssl/certs で
す。

 Red Hat では、 証明書デ ィ レ ク ト リはバージ ョ ンご とに異なる可能性があ り ます。

一部のバージ ョ ンでは、 /etc/ssl/certs or /etc/pki/tls/certs で
す。 他のバージ ョ ンでは、 証明書デ ィ レ ク ト リ を見つけて く だ さい。

署名付き証明書フ ァ イル hostname.pem を、 Linux ク ラ イアン ト の証明書デ ィ レ ク ト

リ にコ ピーし ます。 た と えば、 証明書デ ィ レ ク ト リが /etc/ssl/certs の場合、

hostname.pem を /etc/ssl/certs にコ ピーし ます。

1. デ ィ レ ク ト リ を次のよ う に変更し ます。

/etc/ssl/certs
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2. 次のコ マン ド を発行し てハッ シュ値を作成し ます。

openssl x509 -noout -hash -in hostname.pem
次のよ う な値が返されます。

100940db
3. 次のコ マン ド を発行し てハッ シュ値へのシンボ リ ッ ク リ ン ク を作成し ます。

ln -s hostname.pem 100940db.0

Linux クライアントから HTTPS および SSL 接続をテストする

次のコ マン ド を発行し て、 Linux に証明書が正し く イ ンス ト ールされたかど うかをテス

ト し ます。

# curl -v --capath /etc/ssl/certs https://Hostname or 
IPAddress:5986/wsman
このテス ト に失敗し た場合、 証明書が正し く イ ンス ト ールされていません。 また、 対応
策を実行する こ と を求めるエ ラー メ ッ セージが表示されます。

QLogic Control Suite のインストール
QLogic Control Suite （QCS） ソ フ ト ウ ェ アは、 Linux RPM パッ ケージを使用し て 
Linux システムにイ ンス ト ールできます。 このイ ンス ト ールには QCS CLI ク ラ イアン

ト が含まれます。

始める前に：

 このユーテ ィ リ テ ィ で管理するために、 QLogic ネ ッ ト ワーク アダプ ターが物理的

に取り付けられ、 NIC 用の適切なデバイス ド ラ イバがシステムにイ ンス ト ールさ

れている こ と を確認し ます。

 このユーテ ィ リ テ ィ で管理する CIM プロバイダがシステムに正し く イ ンス ト ール

されている こ と を確認し ます。

 Linux ホス ト で iSCSI を管理するために、 Open-iSCSI と  sg の各ユーテ ィ リ

テ ィ が Linux ホス ト にイ ンス ト ールされている こ と を確認し ます。

QCS をインストールするには、次の手順を実行します。

1. 新の QCS 管理アプ リ ケーシ ョ ン RPM パッ ケージをダウンロー ド し ます。

2. 次のコ マン ド を使用し て RPM パッ ケージを イ ンス ト ールし ます。 
% rpm -i QCS-{version}.{arch}.rpm

QCS を使用するには、次の手順を実行します。

QCS CLI を使用するには、 リ リースフ ァ イルに付属の QCSCLI_Readme.txt フ ァ イ

ルを参照し て く だ さい。
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QCS を削除するには、次の手順を実行します。

RPM パッ ケージをアン イ ンス ト ールするには、 次のコ マン ド を発行し ます。

% rpm -e QCS
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14 ファイバーチャネルオーバー
イーサネット

フ ァ イバーチャネルオーバーイーサネ ッ ト （FCoE） の情報には、 以下が含まれます。

 概要

 210 ページの 「SAN からの FCoE ブー ト 」

 248 ページの 「FCoE を設定する」

 250 ページの 「N_Port ID Virtualization （NPIV）」

概要
今日のデータ セン ターでは、 ネ ッ ト ワーク接続ス ト レージ （NAS）、 管理、 IPC、 ス ト

レージなどの複数のネ ッ ト ワークが、 必要と されるパフ ォーマンス と汎用性達成するた
めに使用されています。 現在では、 ス ト レージソ リ ューシ ョ ン用の iSCSI に加えて、

フ ァ イバーチャネルオーバーイーサネ ッ ト （FCoE） を、 対応可能な QLogic C-NIC と
と もに使用できます。 FCoE は、 フ ァ イバ チャネル プロ ト コルを Ethernet 経由で転送

できるよ う にする標準で、 受信し た FCoE と  FCoE 初期化プロ ト コル (FIP) フ レーム

を分類する こ と で、 既存の Fibre Channel イ ン フ ラス ト ラ クチャ と設備投資を保護でき

ます。 

以下の FCoE 機能がサポー ト されています。

 FCoE と  FIP フ レームのレシーバ分類。 FIP は、 接続の確立と維持に使用される 
FCoE 初期化プロ ト コルです。

 レシーバ CRC オフ ロー ド

 ト ラ ンス ミ ッ タ  CRC オフ ロー ド

 フ ァ イバ チャネル ト ラ フ ィ ッ ク用に設定された専用のキュー

 Windows および Linux 上での N_Port ID 仮想化 （NPIV）

 Windows Server 2012 以降および R2 Hyper-V での仮想マシン仮想フ ァ イバー

チャネル （vFC） ホス ト バスアダプ ター

 優先度フ ロー制御 （PFC） と と もにロスレス動作を提供するデータ セン ターブ

リ ッ ジング （DCB）
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 拡張伝送選択 （ETS） と と もに FCoE ト ラ フ ィ ッ クに リ ン ク帯域幅を割り当てる 
DCB

DCB では、 ス ト レージ、 管理、 コ ンピ ューテ ィ ング、 および通信の各フ ァ ブ リ ッ ク を、

標準の Ethernet ネ ッ ト ワーク よ り簡単に導入、 ア ッ プグレー ド、 および維持できる単

一の物理フ ァ ブ リ ッ クに組み込むこ とができます。 DCB テ ク ノ ロジを使用する と、 対応

可能な QLogic C-NIC では、 データ セン ターの物理リ ン クのロスレスのデータ配信、 低

遅延、 および標準ベースの帯域幅共有を実現できます。 DCB では、 FCoE、 iSCSI、
ネ ッ ト ワーク接続ス ト レージ （NAS）、 管理、 および IPC の ト ラ フ ィ ッ ク フ ローがサ

ポー ト されています。 DCB の詳細については、 第 15 章 データ セン ターブ リ ッ ジング

を参照し て く だ さい。

FCoE アダプ ターイ ンス タ ンスを ク リ ッ ク し てから、 Create a Virtual Port （仮想ポー

ト の作成） または Create Multiple Virtual Ports （複数の仮想ポー ト の作成） のどち

らかを選択する こ とによ り、 Windows QCS GUI で NPIV を設定し ます。 QCS CLI 
createnpivport コ マン ド と createmultinpivport コ マン ド も発行できま

す。 vport_create コ マン ド を発行する こ とによ り、 Linux で NPIV を設定し ます。

Hyper-V Virtual SAN Manager を使用するか、 Windows Server 2012 R2 （および以

降） PowerShell  Add-VMFibreChannelHBA コ マン ド を発行する こ とによ り、

Windows Server 2012 R2 vFC を追加し ます。

SAN からの FCoE ブート
本項では、 Windows、 Linux、 および ESXi オペレーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ール

と ブー ト 手順について説明し ます。

次のセク シ ョ ンでは、 OS イ ンス ト ール前のブー ト 環境の BIOS セ ッ ト ア ッ プ と設定の

詳細について説明し ます。

FCoE の構築とブート用にシステム BIOS を準備する
FCoE の構築と ブー ト 用にシステム BIOS を準備するには、 必要に応じ て、 システムの

ブー ト 順序を変更し、 BIOS ブー ト プロ ト コルを指定し ます。

システムのブート順序の変更

システムブー ト 順序の 初のエン ト リは、 QLogic イニシエータ である必要があ り ます。

2 番目のエン ト リは、 OS イ ンス ト ール メ デ ィ アである必要があ り ます。 ブー ト 順序を

正し く 設定する こ とが重要です。 そ う し ないと、 イ ンス ト ールは正し く 続行し ません。
目的のブー ト  LUN が検出されないか、 検出されてもオフ ラ イ ンのマークが付けられて

います。 

BIOS ブートプロトコルの指定（必要に応じて）

一部のプ ラ ッ ト フ ォームでは、 システム BIOS 設定を使用し てブー ト プロ ト コルを設定

する必要があ り ます。 それ以外のすべてのシステムでは、 ブー ト プロ ト コルは QLogic 
Comprehensive Configuration Management （CCM） を使用し て指定されます。 こ

れらのシステムの場合、 この手順は不要です。
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FCoE ブート用の QLogic Multiple Boot Agent の準備（CCM）
CCM は、 システムがレガシーブー ト モー ド に設定されている と きにのみ使用できます。

システムが UEFI ブー ト モー ド に設定されている と きには使用できません。 どち らの

モー ド でも  UEFI デバイス設定ページを使用できます。

1. POST 中に CCM ユーテ ィ リ テ ィ を起動し ます。 QLogic Ethernet Boot Agent 
バナー （図 14-1） で、 CTRL+S キーを押し ます。

図 14-1. CCM ユーティリティの起動

2. Device List （デバイス リ ス ト ） （図 14-2） から、 ブー ト を設定するデバイスを選

択し ます。

図 14-2. CCM デバイスリスト

メモ

NIC パーテ ィ シ ョ ン化 （NPAR） モー ド で実行し ている場合、 FCoE ブー ト

がサポー ト されるのは、 起動ポー ト の 初の機能に FCoE パーソナ リ テ ィ

が割り当てられている場合のみです。 FCoE パーソナ リ テ ィ が別の機能に割

り当てら ている場合は FCoE ブー ト はサポー ト されません。



14– フ ァ イバーチャネルオーバーイーサネ ッ ト

SAN からの FCoE ブー ト

212 BC0054508-04  J

3. デバイスで DCB と  DCBX が有効になっ ている こ と を確認し ます （図 14-3）。

FCoE ブー ト は、 DCBX 対応の設定でのみサポー ト されています。 このため、

DCB と  DCBX が有効であ り、 直接接続されている リ ン ク ピアも、 DCBX との完

全同期を可能にするパラ メ ータ を使用し て DCBX 対応である必要があ り ます。

図 14-3. CCM デバイスのハードウェア構成

4. 一部のプ ラ ッ ト フ ォームでは、 上記の説明のとお り、 統合デバイスペイ ンのシス
テム BIOS 設定を使用し てブー ト プロ ト コルを設定する必要があ り ます。
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それ以外のすべてのデバイスでは、 CCM MBA Configuration Menu （MBA 設
定メ ニュー） を使用し て、 Boot Protocol （ブー ト プロ ト コル） オプシ ョ ンを 
FCoE に設定し ます （図 14-4）。

図 14-4. CCM MBA 設定メニュー
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5. ブー ト ターゲ ッ ト と  LUN を設定し ます。 Target Information （ターゲ ッ ト 情

報） メ ニューから、 初に利用できるパスを選択し ます （図 14-5）。

図 14-5. CCM ターゲット情報

6. Connect （接続） オプシ ョ ンを有効に し てから、 ブー ト に使用する ターゲ ッ ト の

ターゲ ッ ト  WWPN およびブー ト  LUN 情報を設定し ます （図 14-6）。 

図 14-6. CCM ターゲットパラメータ
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ターゲ ッ ト 情報は、 変更を示し ます （図 14-7）。

図 14-7. CCM ターゲット情報（設定後）

7. 終了と変更の保存を求める指示メ ッ セージが表示されるまで、 ESC キーを押し ま

す。 CCM を終了するには、 システムを再起動し、 変更を適用し て、

CTRL+ALT+DEL キーを押し ます。

8. SAN でス ト レージアクセスがプロビジ ョ ニング されたら、 OS のイ ンス ト ールに

進みます。

FCoE ブート用の QLogic Multiple Boot Agent の準備（UEFI）
FCoE ブート用に QLogic Multiple Boot Agent を準備するには（UEFI）、次の手順

を実行します。

1. POST 中に F2 を押し て、 システム BIOS UEFI デバイス設定ページを開き、

Device Settings （デバイス設定） を選択し ます （図 6-2 を参照）。

2. Device Settings （デバイス設定） メ ニュー （図 6-3 を参照） で、 目的のデバイス

ポー ト を選択し ます。

3. Main Configuration Page （メ イ ン設定ページ） メ ニューで、 FCoE 
Configuration （FCoE 設定） を選択し ます （図 6-4 を参照）。

FCoE Boot Configuration Menu （FCoE ブー ト 設定メ ニュー） が表示されます

（図 14-8 を参照）。
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図 14-8. FCoE ブート設定メニュー

4. FCoE Boot Configuration （FCoE ブー ト 設定） メ ニューで、 次の手順を実行し

ます。

a. Connect （接続） フ ィ ールド で Enabled （有効） を選択し ます。

b. World Wide Port Name Target （ワールド ワイ ド ポー ト 名ターゲ ッ ト ） を

入力し ます。

c. Boot LUN （ブー ト  LUN） を入力し ます。

5. FCoE Configuration （FCoE 設定） メ ニューで、 FCoE General Parameters
（FCoE 一般パラ メ ータ） を選択し ます。

FCoE General Parameters （FCoE 一般パラ メ ータ） メ ニューが表示されます

（図 14-9 を参照）。

図 14-9. FCoE Boot Configuration（FCoE ブート設定）メニュー、FCoE General 
Parameters（FCoE 一般パラメータ）
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6. FCoE General Parameters （FCoE 一般パラ メ ータ） メ ニューで、 次の手順を

実行し ます。

a. 目的の Boot to FCoE Target （FCoE ターゲ ッ ト を起動） モー ド を選択し

ます （One Time Disable/ ワン タ イム デ ィ セーブルを参照）。

CD/DVD-ROM またはマウン ト されたブー ト 可能な OS イ ンス ト ールイ

メ ージから空の FCoE ターゲ ッ ト  LUN に初めて OS を イ ンス ト ールする

場合は、 Boot from Target （ターゲ ッ ト から起動） を One Time 
Disabled （1 回のみ無効） に設定し ます。 

この設定によ り、 正常なログイ ンおよび接続が確立し た後では、 システムは
設定済みの FCoE ターゲ ッ ト から起動できな く な り ます。 この設定は、 次

回のシステム再起動後、 有効に戻り ます。 

Enabled （有効） に設定する と、 システムは FCoE ターゲ ッ ト に接続し、

そこから ブー ト を試みられます。 

Disabled （無効） に設定する と、 システムは FCoE ターゲ ッ ト に接続でき

ますが、 そのデバイスからはブー ト できません。 その代わり に、 ブー ト 順序
が次のブー ト 可能なデバイスに、 ブー ト ベク ト ルが渡されます。

b. 目的の Target as First HDD （第一 HDD と し て ターゲ ッ ト ） モー ド を選択

し ます。 

この設定は、 選択し た FCoE ターゲ ッ ト ド ラ イブをシステムの 初のハー

ド ド ラ イブ と し て表示するよ う に指定し ます。

c. 目的の LUN Busy Retry Count （LUN ビジー再試行回数） 値を選択し ま

す。 

この値は、 FCoE ターゲ ッ ト  LUN がビジー状態の場合に、 FCoE ブー ト イ

ニシエータが接続を再試行する回数を制御し ます。

d. 目的の Fabric Discovery Retry Count （フ ァ ブ リ ッ ク検出再試行回数） 値

を選択し ます。

k の値は、 FCoE フ ァ ブ リ ッ クがビジー状態の場合に、 FCoE ブー ト イニシ

エータが接続を再試行する回数を制御し ます。

SAN でストレージ アクセスをプロビジョニングする
ス ト レージ アクセスは、 ゾーン プロビジ ョ ニングと ス ト レージ選択的 LUN プレゼン

テーシ ョ ンから構成されてお り、 それぞれはイニシエータ  WWPN ご と にプロビジ ョ ニ

ング されます。 ス ト レージ ア クセスに移動するには、 次の 2 つのメ イ ン パスを利用で

きます。 

 プ リ プロビジ ョ ニング

 CTRL+R による方法
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プリプロビジョニング

プ リ プロビジ ョ ニングでは、 イニシエータ  WWPN に注目し、 フ ァ ブ リ ッ ク  ゾーニング

と ス ト レージ選択的 LUN プレゼンテーシ ョ ンを手動で変更し て、 イニシエータに適切

にアクセスできるよ う にし ます。

イニシエータ  WWPN は、 FCoE ブー ト ターゲ ッ ト 設定ウ ィ ン ド ウのペイ ンの下部で確

認できます。

イニシエータ  WWPN は、 ブー ト 用に計画されている イ ン ターフ ェ イスに関連付けられ

ている FIP MAC ア ド レスから直接推測する こ と も できます。 アダプ タの SFP+ ケージ

に添付されているステ ッ カーには、 2 つの MAC ア ド レスが印刷されています。 FIP 
MAC の末尾は奇数になっ ています。WWPN は 20:00: + <FIP MAC> と なっています。

た と えば、 FIP MAC が 00:10:18:11:22:33 である場合、 WWPN は 
20:00:00:10:18:11:22:33 です。 

CTRL+R による方法

CTRL+R による方法では、 ブー ト イニシエータ を使用し て、 リ ン ク を起動し、 使用可能

なすべてのフ ァ ブ リ ッ ク と ターゲ ッ ト にログイ ンできます。 この方法を使用する と、 プ
ロビジ ョ ニングの変更を行う 前に、 イニシエータがフ ァ ブ リ ッ ク またはターゲ ッ ト にロ
グイ ンする こ と を確認できるため、 手動で WWPN を入力せずにプロビジ ョ ニングでき

ます。

1. プ リ プロビジ ョ ニングの説明に従っ て、 CCM から少な く と も  1 つのブー ト ター

ゲ ッ ト を設定し ます。

2. システムが選択し たイニシエータ経由でブー ト を試行できるよ う に し ます。

イニシエータのブー ト が開始し たら、 DCBX 同期、 FIP 検出、 フ ァ ブ リ ッ ク ログ

イ ン、 ターゲ ッ ト ログイ ン、 および LUN 準備完了チ ェ ッ クが開始されます。 これ

らの各フ ェ ーズが完了するたびに、 イニシエータが次のフ ェーズに進めない場合
は、 MBA によ って CTRL+R キーを押すオプシ ョ ンが表示されます。

3. CTRL+R キーを押し ます。 

4. CTRL+R がア ク テ ィ ブになる と、 ブー ト イニシエータによ っ て 後に成功し た

フ ェ ーズのリ ン クが維持され、 必要なプロビジ ョ ニングの修正を行い、 次の
フ ェ ーズに進む時間が与えられます。

メモ

デフ ォル ト の WWPN は 20:00: + <FIP MAC> と なっ ています。 デフ ォル ト の 
WWNN は 10:00: + <FIP MAC> と なっ ています。

メモ

Dell FlexAddress™ 設定では、 SAN または FIP MAC はブレー ド シャーシ管理

システムによ っ てオーバーラ イ ド される可能性があ り ます。
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5. イニシエータがフ ァ ブ リ ッ クにログイ ン し ても、 ターゲ ッ ト にログイ ンできない
場合、 CTRL+R キーを押すと、 ブー ト プロセスが一時停止され、 フ ァ ブ リ ッ ク

ゾーニングを設定できるよ う にな り ます。

ゾーニングが完了する と、 イニシエータは可視なすべてのターゲ ッ ト に自動的に
ログイ ン し ます。 

6. イニシエータが手順 1 でプロビジ ョ ニングされた指定された ターゲ ッ ト の指定さ

れた LUN を検出できない場合、 CTRL+R キーを押すと、 ブー ト プロセスが一時

停止され、 選択的 LUN プレゼンテーシ ョ ンを設定できるよ う にな り ます。

7. ブー ト イニシエータは定期的に LUN の準備完了状態をポーリ ング し、ユーザーが 
LUN へのアクセスをプロビジ ョ ニング し たら、 ブー ト プロセスが自動的に進行し

ます。 

One Time Disable/ ワンタイム ディセーブル
QLogic FCoE ROM は、 ブー ト エン ト リ ベク ト ル （BEV） と し て実装されます。 この

実装では、 オプシ ョ ン ROM は、 BIOS によ っ て選ばれたブー ト デバイス と し て選択さ

れた場合にのみ、 ターゲ ッ ト に接続されます。 このアプローチは、 別のデバイスがシス
テム BIOS によ っ て選択された場合でも、 ブー ト デバイスに接続する他の実装とは異な

り ます。 

FCoE パスを介し た OS のイ ンス ト ールでは、 FCoE を迂回し て CD または DVD イ ン

ス ト ール メ デ ィ アまでスキ ッ プするよ う にオプシ ョ ン ROM に指示する必要があ り ま

す。 211 ページの 「FCoE ブー ト 用の QLogic Multiple Boot Agent の準備 （CCM）」

で説明し ているよ う に、 ブー ト 順序は、 QLogic ブー ト を 初に、 イ ンス ト ールメ デ ィ

アを 2 番目にし て設定する必要があ り ます。 さ らに、 OS のイ ンス ト ール中は、 FCoE 
ブー ト を迂回し、 ブー ト 用のイ ンス ト ールメ デ ィ アを通過する必要があ り ます。 そのた
めには、 単に FCoE ROM からのブー ト 試行を許可し、 BIOS による フ ェ イルスルーと

イ ンス ト ールメ デ ィ アのブー ト を許可するのではな く 、 FCoE ブー ト  ROM からのブー

ト に対し て 1 回のみ無効を実行し ます。 後に、 イ ンス ト ールが正常に続行するには、

FCoE ROM が正常にブー ト  LUN を検出し、 その準備完了状態をテス ト する必要があ

り ます。 ブー ト  ROM が LUN の検出と協調迂回を実行できない場合、 OS を LUN に正

し く イ ンス ト ールできません。 

強調迂回には次の 2 つの選択肢があ り ます。

 FCoE ブー ト  ROM が準備完了状態のターゲ ッ ト  LUN を検出する と、4 秒以内に 
CTRL+D キーを押し て Stop booting from the target （ターゲ ッ ト から起動を

停止） するよ う に求める指示メ ッ セージが表示されます。 CTRL+D キーを押し

て、 イ ンス ト ール メ デ ィ アからのブー ト に進みます。

メモ

One Time Disable/ ワン タ イム デ ィ セーブルに説明するよ う に、 必ずブー

ト イニシエータ を 1 回のみ無効モー ド にし て く だ さい。 
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 CCM から、[MBA] 設定の [Option ROM/ オプシ ョ ン ROM] 設定を [One Time 
Disabled/ ワン タ イム デ ィ セーブル ] に設定し ます。 この設定を使用する と、

FCoE ROM がロー ド され、 準備完了状態の LUN が検出される と、 自動的に迂回

し ます。 イ ンス ト ール後に再起動する と、 オプシ ョ ン ROM が自動的に 
[Enabled/ イネーブル ] に戻されます。

すべてのオプシ ョ ン ROM バナーが出るのを待ちます。 FCoE ブー ト は、 呼び出される

と、 図 14-10 に示すよ う にターゲ ッ ト に接続し、 CTRL+D キーを押し て迂回を呼び出

すまで 4 秒待機するウ ィ ン ド ウが表示されます。 CTRL+D キーを押し て、 イ ンス ト ー

ルに進みます。

図 14-10. FCoE ブート

Windows Server 2008 R2 と Windows Server 2008 SP2 の 
FCoE ブートインストール

Windows Server 2008 ブートをインストールするには、次の手順を実行します。

1. OS イ ンス ト ーラ を起動する前に、 USB フ ラ ッ シュ ド ラ イブが接続されていない

こ と を確認し ます。

EVBD ド ラ イバと  BXFCOE ド ラ イバはイ ンス ト ール中にロー ド する必要があ り

ます。

2. OS イ ンス ト ールの通常の手順を実行し ます。 

3. デ ィ スクデバイスが見つから ない場合、 Windows から、 追加のド ラ イバのロー ド

を求める指示メ ッ セージが表示されます。 

4. 提供された EVBD と  OFC ブー ト ド ラ イバフ ォルダの全内容を含む USB フ ラ

シュ ド ラ イブを接続し ます。 

適切なすべてのド ラ イバがロー ド される と、 ターゲ ッ ト デ ィ スクが示されます。
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5. イ ンス ト ール対象のデ ィ スク を選択する前に、 USB フ ラ ッ シュ ド ラ イブを取り外

し ます。

Windows Server 2008 SP2 FCoE ブートをインストールするには、次の手順を実行

します。

1. EVBD ド ラ イバをロー ド し ます （図 14-11）。

図 14-11. EVBD ドライバのインストール
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2. bxfcoe （OFC） ド ラ イバをロー ド し ます （図 14-12）。

図 14-12. bxfcoe ドライバのインストール

3. イ ンス ト ールするブー ト  LUN を選択し ます （図 14-13）。

図 14-13. インストールディスクパーティションの選択

4. イ ンス ト ールの残りの手順を続行し ます。 
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5. イ ンス ト ールが完了し、 SAN にブー ト されたら、 提供された Windows ド ラ イバ 
イ ンス ト ーラ を実行し て、 再起動し ます。 イ ンス ト ールはこれで完了です。

Windows Server 2012、2012 R2、および 2016 FCoE ブートイ
ンストール

SAN から ブー ト し て Windows Server 2012、 2012 R2 および 2016 を イ ンス ト ール

するには、 新の QLogic ド ラ イバを イ ンジ ェ ク ト し た 「ス リ ッ プス ト リーム」 DVD 
または ISO イ メ ージを使用する必要があ り ます （107 ページの 「Windows イ メ ージ 
フ ァ イルへの QLogic ド ラ イバのイ ンジ ェ ク ト （ス リ ッ プス ト リーム）」 を参照）。 また、

support.microsoft.com の Microsoft サポー ト 技術情報文書 KB974072 も参照し て く

だ さい。 この文書は、 SAN からの Windows Server 2012 および 2106 の FCoE ブー

ト にも役立ちます。 Microsoft の手順では、 OIS、 VBD および NDIS のド ラ イバのみを

イ ンジ ェ ク ト し ます。 すべてのド ラ イバ、 特に太字で以下に示す ド ラ イバを イ ンジ ェ ク
ト する こ と を強 く お勧めし ます。

 EVBD
 VBD
 BXND
 OIS 
 FCoE
 NDIS

ISO を正し く ス リ ッ プス ト リームし たら、 USB で提供する ド ラ イバ不要で、 その ISO 
を使用し て Windows Server 2012 および 2106 の通常のイ ンス ト ールを行う こ とがで

きます。

Linux の FCoE ブート インストール
アダプ タ  ブー ト  パラ メ タ と ターゲ ッ ト 情報を設定し ます (CTRL+S キーを押し て、

210 ページの 「FCoE の構築と ブー ト 用にシステム BIOS を準備する」 の説明のとお り  
CCM ユーテ ィ リ テ ィ を起動し ます )。 次に、 Linux の適切なバージ ョ ンに合わせて、

FCoE ブー ト イ ンス ト ールに関する次の項に示し たガイ ド ラ イ ンを使用し ます。

 SLES 11 SP3 および SLES 12 のイ ンス ト ール

 RHEL 6 へのイ ンス ト ール 

 RHEL 7 へのイ ンス ト ール

メモ

ブー ト イニシエータは、 必要なイ ンス ト ール LUN をポイ ン ト するよ う に設定する

必要があ り、 イ ンス ト ールを開始する前に、 LUN の準備完了状態を正常に記録お

よび特定する必要があ り ます。 これらの要件が満た されない場合でも、 デバイス
は図 14-13 に示される ド ラ イブ リ ス ト に表示されますが、 イ ンス ト ールを続行す

る と読み取り  / 書き込みエ ラーが発生し ます。

http: //www.support.microsoft.com
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SLES 11 SP3 および SLES 12 のインストール

1. イ ンス ト ールを開始するには、 次の手順を実行し ます。

a. SLES イ ンス ト ールメ デ ィ アから ブー ト し ます。

b. イ ンス ト ールスプ ラ ッ シュウ ィ ン ド ウで、 ド ラ イバ更新デ ィ スクに応じ た 
F6 キーを押し ます。 

c. Yes を選択し ます。 

d. Boot Options （ブー ト オプシ ョ ン） で 「withfcoe=1」 と入力し ます。 

e. Installation （イ ンス ト ール） を ク リ ッ ク し て続行し ます （図 14-14）。

図 14-14. SLES インストールの開始
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2. 指示メ ッ セージに従っ て、 ド ラ イバ更新メ デ ィ アを選択し て （図 14-15）、 ド ラ イ

バをロー ド し ます （図 14-16）。

図 14-15. ドライバ更新メディアの選択

図 14-16. ドライバのロード

3. ド ラ イバの更新が完了し たら、 Next （次へ） を選択し て OS のイ ンス ト ールを続

行し ます。
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4. 要求されたら、 Configure FCoE Interfaces （FCoE イ ン タ フ ェースの設定）

を ク リ ッ ク し ます （図 14-17）。

図 14-17. ディスクのアクティブ化
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5. SAN ブー ト パス と し て使用する 10GbE QLogic イニシエータポー ト で FCoE 
Enable （FCoE の有効化） が yes （はい） に設定されている こ と を確認し ます

（図 14-18）。 

図 14-18. FCoE の有効化

6. FCoE ブー ト を有効にする イ ン タ フ ェ ースご とに、 次の手順を実行し ます。

a. Change Settings （設定の変更） を ク リ ッ ク し ます。

b. Change FCoE Settings （FCoE 設定の変更） ウ ィ ン ド ウ （図 14-19） で、

FCoE Enable （FCoE の有効化） と  Auto_VLAN が yes （はい） に設定

されている こ と を確認し ます。

c. DCB Required （DCB は必須） が no （いいえ） に設定されている こ と を

確認し ます。

d. Next （次へ） を ク リ ッ ク し て設定を保存し ます。
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図 14-19. FCoE 設定の変更

7. FCoE ブー ト を有効にする イ ン タ フ ェ ースご とに、 次の手順を実行し ます。

a. Create FCoE VLAN Interface （FCoE VLAN イ ン タ フ ェ ースの作成） を

ク リ ッ ク し ます。 

b. VLAN interface creation （VLAN イ ン タ フ ェースの作成） ダイアログボ ッ

ク スで、 Yes （はい） を ク リ ッ ク し て確認し、 自動 FIP VLAN 検出を ト リ

ガーし ます。 

正常に終了する と、 VLAN が FCoE VLAN Interface （FCoE VLAN イ ン タ

フ ェ ース） の下に表示されます。 VLAN が表示されない場合、 接続と スイ ッ チの

設定を確認し ます。
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8. すべてのイ ン タ フ ェースの設定が完了し たら、 OK を ク リ ッ ク し て次に進みます

（図 14-20）。

図 14-20. FCoE インタフェースの設定

9. [Next] （次へ） を ク リ ッ ク し てイ ンス ト ールを続行し ます。 
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10. YaST2 では、 マルチパスのアク テ ィ ブ化を求める指示メ ッ セージが表示されま

す。 必要に応じ て回答し ます （図 14-21）。

図 14-21. ディスクのアクティブ化

11. 通常どお り にイ ンス ト ールを続行し ます。 
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12. Installation Settings （イ ンス ト ールの設定） ウ ィ ン ド ウの Expert （エキスパー

ト ） ページで、 Booting （ブー ト ） を ク リ ッ ク し ます （図 14-22）。

図 14-22. インストールの設定
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13. Boot Loader Installation （ブー ト ローダイ ンス ト ール） タ ブを ク リ ッ ク し てか

ら、 Boot Loader Installation Details （ブー ト ローダイ ンス ト ールの詳細） を

選択し ます。 こ こに 1 つのブー ト ローダエン ト リがある こ と を確認し ます。 冗長

なエン ト リはすべて削除し ます （図 14-23）。

図 14-23. ブートローダデバイスマップ

14. [OK] を ク リ ッ ク し て次に進み、 イ ンス ト ールを完了し ます。

RHEL 6 へのインストール

RHEL 6 上に Linux FCoE ブートをインストールするには、次の手順を実行します。

1. イ ンス ト ール メ デ ィ アから ブー ト し ます。 RHEL 6.3 と  6.4 では手順は異な り ま

す。

RHEL 6.3 の場合：

a. FCoE BFS では、 更新された Anaconda イ メ ージが必要です。 Red Hat 
は、 更新されたイ メ ージを次の URL で提供し ています。

http://rvykydal.fedorapeople.org/updates.823086-fcoe.img 

b. イ ンス ト ールスプ ラ ッ シュウ ィ ン ド ウで、 次の手順を実行し ます。

(1) TAB キーを押し ます。

(2) dd updates=<URL_TO_ANACONDA_UPDATE_IMAGE> オプシ ョ

ンをブー ト コ マン ド ラ イ ンに追加し ます。

(3) 続行するには、 ENTER キーを押し ます。 

http: //rvykydal.fedorapeople.org/updates.823086-fcoe.img
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Anaconda 更新イ メ ージのイ ンス ト ールの詳細については、 『Red Hat 
Installation Guide』 （Red Hat イ ンス ト ールガイ ド ） の第 28.1.3 項を参照し て く

だ さい。

http://docs.redhat.com/docs/en-US/Red_Hat_Enterprise_Linux/6/html/Install
ation_Guide/ap-admin-options.html#sn-boot-options-update 

RHEL 6.4 以降の場合 ：

更新された Anaconda は必要あ り ません。 

a. イ ンス ト ールスプ ラ ッ シュウ ィ ン ド ウで TAB キーを押し ます。

b. 図 14-24 に示すよ う に、 dd  オプシ ョ ンをブー ト コ マン ド ラ イ ンに追加し

ます。 

c. 続行するには、 ENTER キーを押し ます。

図 14-24. dd オプションの追加

                                                                                           

http: //docs.redhat.com/docs/en-US/Red_Hat_Enterprise_Linux/6/html/Installation_Guide/ap-admin-options.html#sn-boot-options-update
http: //docs.redhat.com/docs/en-US/Red_Hat_Enterprise_Linux/6/html/Installation_Guide/ap-admin-options.html#sn-boot-options-update
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2. Do you have a driver disk （ド ラ イバデ ィ スクがあ り ますか） と質問されたら、

Yes （はい） を選択し ます （図 14-25）。 

図 14-25. ドライバディスクの選択

3. ド ラ イバがロー ド されたら、 イ ンス ト ールを続行し ます。

4. 指示メ ッ セージが表示されたら、 Specialized Storage Devices （専用ス ト レー

ジデバイス） を選択し ます。

メモ

ネ ッ ト ワークデバイスのド ラ イバの更新を イ ンス ト ールし ている場合、
RHEL では、 ド ラ イバ更新メ デ ィ アをネ ッ ト ワーク でア ッ プロー ド できま

せん。 ローカル メ デ ィ アを使用し て く だ さい。
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5. [Add Advanced Target/ 高度な ターゲ ッ ト の追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

6. Add FCoE SAN （FCoE SAN の追加） を選択し、 Add drive （ド ラ イブの追

加） を ク リ ッ ク し ます （図 14-26）。

図 14-26. FCoE SAN ドライブの追加
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7. FCoE ブー ト 用の各イ ン タ フ ェ ースについて、 イ ン タ フ ェ ースを選択し て、 Use 
DCB （DCB の使用） をオフに、 Use auto vlan （自動 VLAN の使用） をオンに

し てから、 Add FCoE Disk(s) （FCoE デ ィ スクの追加） を ク リ ッ ク し ます

（図 14-27）。

図 14-27. FCoE パラメータの設定

8. すべてのイニシエータ  ポー ト について、 ステ ッ プ 8 から  10 を繰り返し ます。

9. 表示可能なすべての FCoE デ ィ スクが、 Multipath Devices （マルチパスデバイ

ス） または Other SAN Devices （その他の SAN デバイス） ページに表示される

こ と を確認し ます （図 14-28）。

図 14-28. FCoE ディスクの確認

10. [Next] （次へ） を ク リ ッ ク し て次に進みます。

11. [Next] （次へ） を ク リ ッ ク し て、 通常どお り にイ ンス ト ールを完了し ます。
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イ ンス ト ールの完了後、 システムが再起動し ます。

12. ブー ト 後、 すべてのブー ト パスデバイスがブー ト 時に起動されるよ う に設定され
ている こ と を確認し ます。 /etc/sysconfig/network-scripts 内の各

ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェ ース config フ ァ イルで onboot=yes と設定し ます。

13. On RHEL 6.4 only (RHEL 6.4 の場合のみ )、 次のよ う に 
/boot/grub/menu.lst を編集し ます。

a. kernel /vmlinuz … 行から、 すべての 
fcoe=<INTERFACE>:nodcb パラ メ ータ を削除し ます。 イ ンス ト ール時

に設定し た FCoE イ ン タ フ ェ ース と同じ数の fcoe= パラ メ ータが存在す

るはずです。

b. fcoe=edd:nodcb を kernel /vmlinuz … 行に挿入し ます。

RHEL 7 へのインストール

RHEL 7 上に Linux FCoE ブートをインストールするには、次の手順を実行します。

1. イ ンス ト ール メ デ ィ アから ブー ト し ます。

2. イ ンス ト ールスプ ラ ッ シュ画面で TAB キーを押し ます。

3. 図 14-29 に示すよ う に、 dd オプシ ョ ンをブー ト コ マン ド ラ イ ンに追加し ます。

図 14-29. 「dd」インストールオプションの追加

4. ENTER キーを押し て続行し ます。

5. Driver disk device selection （ド ラ イバデ ィ スクデバイスの選択） 指示メ ッ

セージで、 次の手順を実行し ます。

a. R キーを押し て、 デバイス リ ス ト を更新し ます。

b. メ デ ィ アに応じ た適切な番号を入力し ます。 

c. C キーを押し て続行し ます。
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6. ド ラ イバがロー ド されたら、 C を押し てイ ンス ト ールを続行し ます。

7. Installation Summary （イ ンス ト ールサマ リ） ウ ィ ン ド ウで、 Installation 
Destination （イ ンス ト ール先） を ク リ ッ ク し ます。

8. Specialized & Network Disks （専用およびネ ッ ト ワークデ ィ スク） の下の 
Installation Destination （イ ンス ト ール先） ウ ィ ン ド ウで、 Add a disk （デ ィ ス

クの追加） を ク リ ッ ク し ます。

9. Search （検索） ページで、 Add FCoE SAN （FCoE SAN の追加） を ク リ ッ ク

し ます。

10. 次のよ う に、 Please Select the Network Interface... （ネ ッ ト ワーク イ ン タ

フ ェ ースを選択し て く だ さい ...） ダイアログボ ッ クスに入力し ます。

a. 適切な NIC を選択し ます。

b. Use DCB （DCB の使用） チ ェ ッ クボ ッ ク スを ク リ ア し ます。

c. Add FCoE Disk(s) （FCoE デ ィ スクの追加） を ク リ ッ ク し ます。

11. Search （検索） ページで、 新し く 追加し たデ ィ スク を選択し、 Done （終了） を

ク リ ッ ク し ます。

メモ

ネ ッ ト ワークデバイスのド ラ イバの更新を イ ンス ト ールし ている場合、
RHEL では、 ド ラ イバ更新メ デ ィ アをネ ッ ト ワーク でア ッ プロー ド できま

せん。 ローカル メ デ ィ アを使用し て く だ さい。
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12. Installation Destination （イ ンス ト ール先） ウ ィ ン ド ウ （図 14-30） の Other 
Storage Options （その他のス ト レージオプシ ョ ン） で、 Partitioning （パー

テ ィ シ ョ ン） オプシ ョ ンを選択し、 Done （終了） を ク リ ッ ク し ます。

図 14-30. パーティションオプションの選択

13. Installation Summary （イ ンス ト ールサマ リ） ウ ィ ン ド ウで、 Begin 
Installation （イ ンス ト ールの開始） を ク リ ッ ク し ます。

Linux：ブートパスの追加

RHEL は、 イ ンス ト ール時に設定されなかった FCoE イニシエータ を介し て新しい起動

を追加する と きに、 ネ ッ ト ワーク設定に対するア ッ プデー ト を必要と し ます。 
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RHEL 6.2 以降

RHEL 6.2 以降では、 OS で設定されていないイニシエータポー ト を介し てブー ト する

よ う にシステムが設定されている場合、 自動ブー ト は正常に行われますが、 シ ャ ッ ト ダ
ウン時に問題が発生し ます。 起動前 FCoE ブー ト  パラ メ タ を更新する前に、 すべての

新しいブー ト  パスのイニシエータ  ポー ト を OS で設定する必要があ り ます。

1. ifconfig -a を使用し て、 新し く 追加される イ ン ターフ ェ イスのネ ッ ト ワーク  
イ ン ターフ ェ イス名を特定し ます。

2. 新しいイ ン タ フ ェ ースご とに、ifname=<INTERFACE>:<MAC_ADDRESS> を 
kernel /vmlinuz … 行に追加する こ と で、/boot/grub/menu.lst を編

集し ます。 MAC ア ド レスはすべて小文字で指定し、 コ ロンで区切る必要があ り ま

す （た と えば、 ifname=em1:00:00:00:00:00:00）

3. 初期イ ンス ト ール時に設定済みの /etc/fcoe/cfg-<INTERFACE> フ ァ イル

を複製し て、 新しい FCoE イニシエータ ご とに 
/etc/fcoe/cfg-<INTERFACE> フ ァ イルを作成し ます。

4. 次のコ マン ド を発行し ます。

nm-connection-editor

a. [Network Connection/ ネ ッ ト ワーク接続 ] を開き、 各新しいイ ン ター

フ ェ イスを選択し ます。

b. DHCP 設定も含め、 必要に応じ て各イ ン タ フ ェースを設定し ます。 
c. [Apply/ 適用 ] を ク リ ッ ク し て保存し ます。

5. 新しいイ ン タ フ ェ ースご とに、
/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-<INTERFACE> を編集し

て NM_CONTROLLED="no" 行を追加し ます。 これらのフ ァ イルを変更する と自

動的にネ ッ ト ワークサービスが再起動されます。 これによ り、 システムが短時間
停止し ているよ う に見える場合があ り ます。 この操作を実行する前に、 使用可能
な冗長的なマルチパスがある こ と を確認する こ と をお勧めし ます。

VMware ESXi FCoE 起動インストール
SAN からの FCoE ブー ト には、 新の QLogic BCM57xx および BCM57xxx 非同期

ド ラ イバが ESXi 6.0 U2 および 6.5 イ ンス ト ールイ メ ージに含まれている こ とが必要で

す。 ド ラ イバをス リ ッ プス ト リームする方法については、 VMware の 
Image_builder_doc.pdf を参照し て く だ さい。 表 14-1 は、 サポー ト されている

レガシー BFS および uEFI BFS を示し ます。 

表 14-1. サポートされているレガシー BFS および uEFI BFS

バージョン レガシー BFS uEFI BFS

ESXi 6.0 U2 サポー ト サポー ト
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ESXi FCoE ブートをインストールするには、次の作業を行います。

1. 更新し た ESXi 6.0 U2 イ ンス ト ールイ メ ージから起動し、 プロンプ ト が表示され

たら  ESXi 6.0 U2 installer （ESXi 6.0 U2 イ ンス ト ーラ） を選択し ます。 

2. Welcome to the VMware ESXi installation （VMware ESXi イ ンス ト ールへよ

う こそ） ウ ィ ン ド ウで、 ENTER キーを押し て続行し ます。

3. EULA ウ ィ ン ド ウで、 F11 キーを押し て契約に同意し、 続行し ます。

4. Select a Disk （デ ィ スクの選択） ウ ィ ン ド ウ （図 14-31） で、 イ ンス ト ール対象

のブー ト  LUN までスク ロールし、 ENTER を押し て続行し ます。

図 14-31. ESXi ディスクの選択

ESXi 6.5 サポー ト サポー ト

表 14-1. サポートされているレガシー BFS および uEFI BFS

バージョン レガシー BFS uEFI BFS
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5. ESXi and VMFS Found （検出された ESXi と  VMFS） ウ ィ ン ド ウ （図 14-32）

でイ ンス ト ール方法を選択し ます。

図 14-32. 検出された ESXi と VMFS
6. 指示メ ッ セージに従っ て、 次の手順を実行し ます。

a. キーボー ドのレ イアウ ト を選択し ます。

b. ルー ト パスワー ド を入力し て確認し ます。

7. Confirm Install （イ ンス ト ールの確認） ウ ィ ン ド ウ （図 14-33） で、 F11 キーを

押し てイ ンス ト ールと再パーテ ィ シ ョ ンを確認し ます。

図 14-33. ESXi のインストールの確認

8. イ ンス ト ールに成功し た後 （図 14-34）、 ENTER を押し て再起動し ます。
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図 14-34. ESXi インストールの完了

9. 57800 ボー ド と  57810 ボー ド では、 管理ネ ッ ト ワークは vmnic0 ではあ り ませ

ん。 ブー ト 後に GUI コ ン ソールを開き、 Configure Management Network （管

理ネ ッ ト ワークの設定） を表示し てから、 Network Adapters （ネ ッ ト ワーク アダ

プ ター） ウ ィ ン ド ウ （図 14-35） を表示し て、 管理ネ ッ ト ワークデバイス と し て

使用する NIC を選択し ます。

図 14-35. ESXi 管理ネットワークの選択

10. BCM57800 ボー ド と  BCM57810 ボー ド では、 FCoE ブー ト デバイスに 
vSwitch0 以外の別の vSwitch が必要です。 このスイ ッ チによ り、 DHCP は 
FCoE ブー ト デバイスではな く 管理ネ ッ ト ワークに IP ア ド レスを割り当てる こ と

ができるよ う にな り ます。 FCoE ブー ト デバイスのための vSwitch を作成するに

は、 Networking （ネ ッ ト ワーキング） の下の Configuration （設定） ページの 
vSphere Client （vSphere ク ラ イアン ト ） にブー ト デバイスの vmnics を追加し

ます。
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図 14-36 はその一例です。

図 14-36. VMware vSphere クライアントネットワーク設定

VMware の SAN から FCoE ブートを設定する

各ホス ト は、 他のホス ト のブー ト  LUN に対し てではな く 、 自分のブー ト  LUN にだけア

クセスする必要がある とい う 点に注意し て く だ さい。 ス ト レージ システム ソ フ ト ウ ェ ア

を使用し て、 ホス ト が指定された LUN にだけアクセスする こ と を確認し ます。
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インストール後に SAN からブートする
ブー ト 設定と  OS のイ ンス ト ールが完了し た後、 再起動し てイ ンス ト ールをテス ト でき

ます。 今回およびその後のすべての再起動で、 ユーザーとの他の対話機能は不要です。
CTRL+D 指示メ ッ セージを無視し、 図 14-37 に示すよ う に、 システムが FCoE SAN 
LUN にブー ト できるよ う にし ます。 

図 14-37. インストール後に SAN からブートする

追加の冗長フ ェ ールオーバーパスが必要な場合、 CCM から これらのパスを設定でき、

初のパスが使用できない場合、 MBA は自動的にセカ ンダ リパスにフ ェールオーバー

し ます。 さ らに、 冗長ブー ト パスによ ってホス ト  MPIO ソ フ ト ウ ェ アから可視な冗長パ

スが作成されるため、 フ ォール ト ト レ ラ ンスの設定が可能にな り ます。

Linux ブートにおける SAN システムからのドライバのアップグレード
1. 以下のよ う にし て既存のイ ンス ト ール済み BCM57xx および BCM57xxx パッ

ケージを削除し ます。

a. ルー ト と し てログイ ン し ます。 

b. 既存の BCM57xx および BCM57xxx パッ ケージを ク エ リ し ます。

c. 次のコ マン ド を発行し て削除し ます。

# rpm -e <BCM57xx and BCM57xxx package name>
例 ：

rpm -e netxtreme2 
または

rpm -e netxtreme2-x.y.z-1.x86_64 
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2. 新しい ド ラ イバ バージ ョ ンが含まれているバイナ リ  RPM を イ ンス ト ールし ます。

バイナ リ ド ラ イバ RPM を準備する手順については、 linux-nx2 パッ ケージの 
README フ ァ イルを参照し て く だ さい。

3. 次のコ マン ド を発行し て ramdisk を更新し ます。

 RHEL 6.x システムでは、 dracut -force を発行し ます。

 SLES 11 SPX システムでは、 mkinitrd を発行し ます。

4. /boot の下で initrd の異なる名前を使用し ている場合 ：

a. dracut/mkinitrd は ramdisk をデフ ォル ト の元の名前で更新するた

め、 デフ ォル ト 値で上書き し ます。

b. SAN セ ッ ト ア ッ プからのブー ト のエン ト リ で、 正しい intrd 名または更新

済みの intrd 名が /boot/grub/menu.lst で使用されている こ と も確認

し て く だ さい。

5. ド ラ イバのア ッ プグレー ド を完了するには、 システムを再起動し、 更新された 
initrd が入っ ている変更済みの grub ブー ト  エン ト リ を選択し ます。
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SAN からの Windows FCoE ブートのインストール中のエラー
Windows セ ッ ト ア ッ プでイ ンス ト ール用フ ァ イルをロー ド する と きに USB フ ラ ッ シュ  
ド ラ イブが接続されている と、 ド ラ イバを指定し てイ ンス ト ール用の SAN デ ィ スク を

選択し た と きにエ ラー メ ッ セージが表示されます。 Windows OS イ ンス ト ーラから報

告される も一般的なエ ラー メ ッ セージは、 「We couldn’t create a new partition or 
locate an existing one. For more information, see the setup log files （新しいパー

テ ィ シ ョ ンを作成できなかったか、 既存のパーテ ィ シ ョ ンが見つかり ませんで し た。 詳
細はセ ッ ト ア ッ プログフ ァ イルを参照し て く だ さい）」 です （図 14-38 を参照）。

図 14-38. Windows パーティションエラーメッセージ

また、 デ ィ スクのコ ン ト ローラ を コ ンピ ュータの BIOS メ ニューで有効化する必要があ

る とい う エ ラー メ ッ セージが示される こ と もあ り ます。

前述のよ う なエ ラー メ ッ セージが表示されないよ う にするには、 セ ッ ト ア ッ プで ド ラ イ
バが要求されるまで USB フ ラ ッ シュ ド ラ イブを接続し ないこ とが必要です。 ド ラ イバ

をロー ド し て SAN デ ィ スクが表示されたら、 デ ィ スク を選択し てイ ンス ト ールを進め

る前に USB フ ラ ッ シュ ド ラ イバを速やかに取り外すか切断し て く だ さい。
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FCoE を設定する
デフ ォル ト では、 DCB は QLogic BCM57xx および BCM57xxx FCoE 互換および 
DCB 互換の C-NIC で有効になっ ています。 QLogic BCM57xx および BCM57xxx 
FCoE には、 DCB 対応のイ ン タ フ ェースが必要です。 Windows オペレーテ ィ ングシス

テムの場合、 次のいずれかを使用し て DCB パラ メ ータ を設定し ます。

 QCC GUI
 QCC PowerKit
 QLogic Control Suite （QCS） CLI
 サーバー BIOS UEFI HII デバイス設定ページ

 QLogic Comprehensive Configuration Management （CCM） ユーテ ィ リ テ ィ  

QCS の詳細に関し ては、 Cavium Inc. から入手可能な 『User’s Guide, QLogic 
Control Suite CLI』 （ユーザーガイ ド、 QLogic Control Suite CLI）、 部品番号 
BC0054511-00 を参照し て く だ さい。

FCoE オフ ロー ドの場合、 BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターで FCoE オフ ロー

ド と  DCB が有効になっ ている必要があ り ます。

 どの OS でも、 QLogic のプ リ ブー ト  CCM ユーテ ィ リ テ ィ 、 またはサーバーの

プ リ ブー ト  BIOS UEFI HII デバイス設定ページを使用し て、 DCB パラ メ ータ を

設定し ます。

 VMware OS での FCoE については、 『User’s Guide, Converged 
Network Adapters and Intelligent Ethernet Adapters, QLogic FastLinQ 
3400 and 8400 Series』 （ユーザーガイ ド、 統合ネ ッ ト ワーク アダプ ターお

よびイ ンテ リ ジ ェ ン ト イーサネ ッ ト アダプ ター、 QLogic FastLinQ 3400 
および 8400 シ リーズ） （部品番号 83840-546-00） を参照し て く だ さい。

このド キュ メ ン ト を見つけるには、 xxi ページの 「ド キュ メ ン ト のダウン

ロー ド」 を参照し て く だ さい。

 Linux OS での FCoE については、 『User’s Guide, Converged Network 
Adapters and Intelligent Ethernet Adapters, QLogic FastLinQ 3400 and 
8400 Series』 （ユーザーガイ ド 、 統合ネ ッ ト ワーク アダプ ターおよびイ ン

テ リ ジ ェ ン ト イーサネ ッ ト アダプ ター、 QLogic FastLinQ 3400 および 
8400 シ リーズ） の 「Installing Linux Driver Software」 （Linux ド ラ イバソ

フ ト ウ ェ ア） の項を参照し て く だ さい。 このド キュ メ ン ト を見つけるには、
xxi ページの 「ド キュ メ ン ト のダウンロー ド」 を参照し て く だ さい。

 Windows OS での FCoE の場合、 QCC GUI、 QCS CLI、 または QCC 
PowerKit を使用し て、 シングルフ ァ ン ク シ ョ ンモー ド で Windows のポー

ト ご とに FCoE オフ ロー ド イ ンス タ ンスを有効または無効にし ます。

NPAR モー ド で iSCSI オフ ロー ド を設定するには、 次のいずれかのアプ リ

ケーシ ョ ンで NPAR 設定ページを使用し ます。

 QCC GUI
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 QCS CLI
 QCC PowerKit
 プ リ ブー ト サーバー UEFI HII
 プ リ ブー ト  CCM

QCC GUI を使用して Windows 上で FCoE オフロードインスタンスを有効および無

効にするには、次の手順を実行します。

1. QCC GUI を開きます。

2. 左側のツ リーペイ ンのポー ト ノ ー ド の下で、 ポー ト の仮想バスデバイスイ ンス タ
ンスを選択し ます。

3. 右側の設定ペイ ンで、 Resource Config （リ ソース設定） タ ブを ク リ ッ ク し ま

す。

Resource Config （リ ソース設定） ページが表示されます （図 14-39 を参照）。

図 14-39. Resource Config（リソース設定）ページ

4. 次のよ う に、 選択し たポー ト ご とに Resource Config （リ ソース設定） ページを

設定し ます。

a. ポー ト の FCoE オフ ロー ド を有効にするには、 FCoE パラ メ ータに対し て、

Value （値） チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

b. ポー ト の FCoE オフ ロー ド を無効にするには、 FCoE パラ メ ータに対し て、

Value （値） チ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ア し ます。

c. Apply （適用） ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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5. （オプシ ョ ン） QCS CLI を使用し て、 Windows または Linux のシングルフ ァ ン

ク シ ョ ンまたは NPAR モー ド で FCoE オフ ロー ド を有効または無効にするには、

『User’s Guide, QLogic Control Suite CLI』 （ユーザーガイ ド 、 QLogic Control 
Suite CLI） （部品番号 BC0054511-00） を参照し て く だ さい。 QCC PowerKit 
を使用し て、 Windows または Linux のシングルフ ァ ン ク シ ョ ンまたは NPAR 
モー ド で FCoE オフ ロー ド を有効または無効にするには、 『User’s Guide, 
PowerShell』 （ユーザーガイ ド 、 PowerShell） （部品番号 BC0054518-00） を参

照し て く だ さい。 これらのド キュ メ ン ト を見つけるには、 xxi ページの 「ド キュ メ

ン ト のダウンロー ド」 を参照し て く だ さい。

N_Port ID Virtualization（NPIV）
NPIV は、 単一の物理 N_Port 上に複数の仮想 N_Ports を イ ンス タ ンス化できる フ ァ イ

バーチャネルプロ ト コルです。 

 各 NPIV ポー ト はフ ァ ブ リ ッ クに固有の識別機能が備わっ てお り、 オペレーテ ィ

ングシステムレベルで明確なイニシエータポー ト と し て表示されます。 

 QLogic NetXtreme II BCM57xx および BCM57xxx FCoE ド ラ イバはデフ ォル

ト で NPIV をサポー ト し、 ユーザーの入力は必要あ り ません。

 作成できる NPIV ポー ト の数は、 個別のオペレーテ ィ ングシステム ド ラ イバと、

フ ァ ブ リ ッ ク （FCoE/FC スイ ッ チ） の機能 / 制限によ っ て異な り ます。 QLogic 
NetXtreme II BCM57xx および BCM57xxx FCoE アダプ ターのオペレーテ ィ ン

グシステム ド ラ イバの制限は、 次のとお り です。

 Microsoft Exchange ： 256
 Linux ： 64
 ESXi 6.0 ： サポー ト されません

 ESXi 6.5 ： 64
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15 データセンターブリッジング

本章では、 データ セン ターブ リ ッ ジング機能に関する次の情報について説明し ます。

 概要

 252 ページの 「DCB の機能」

 253 ページの 「DCB を設定する」

 253 ページの 「DCB の条件」

 254 ページの 「Windows Server 2012 以降のデータ セン ターブ リ ッ ジング」

概要
データ セン ターブ リ ッ ジング （DCB） とは、 データ セン ターの物理リ ン クのロスレスの

データ配信、 低遅延、 および標準ベースの帯域幅共有を実現できる、 イーサネ ッ ト に対
する IEEE 指定の標準拡張機能の集合です。 DCB では、 ス ト レージ、 管理、 コ ン

ピ ューテ ィ ング、 および通信の各フ ァ ブ リ ッ ク を、 標準の Ethernet ネ ッ ト ワーク よ り

簡単に導入、 ア ッ プグレー ド 、 および維持できる単一の物理フ ァ ブ リ ッ クに組み込むこ
とができます。 DCB の中核には標準ベースの帯域幅共有機能があ り、 複数のフ ァ ブ リ ッ

ク を同じ物理フ ァ ブ リ ッ ク上で共存させる こ とができます。 DCB のさ まざまな機能に

よ って、 LAN ト ラ フ ィ ッ ク （フ ローが多数で、 遅延の影響を受けない）、 SAN ト ラ

フ ィ ッ ク （パケ ッ ト サイズが大で、 ロスレス性能を必要とする）、 および IPC （遅延の

影響を受けやすい メ ッ セージ） が物理的に統合された接続で帯域幅を共有し、 個々の必
要な ト ラ フ ィ ッ ク性能を実現できるよ う にな り ます。

DCB には次のよ う な機能があ り ます。

 拡張伝送選択 （ETS）

 優先度ベースフ ロー制御 （PFC）

 データ セン ターブ リ ッ ジング交換 （DCBX） プロ ト コル
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DCB の機能
DCB の機能には、 この項で説明するよ う に、 ETS、 PFC、 および DCBX があ り ます。

拡張伝送選択 (Enhanced Transmission Selection、ETS)
拡張伝送選択 （ETS） は、 帯域幅を ト ラ フ ィ ッ ク ク ラスに割り当てるための共通の管理

フ レームワーク を提供し ます。 それぞれの ト ラ フ ィ ッ ク ク ラスまたは優先度は、 優先度
グループ （PG） にグループ化でき、 仮想リ ン ク または仮想イ ン タ フ ェースキューと見な

すこ とができます。 ピアの伝送スケジューラは、 各 PG に割り当てられた帯域幅を維持

管理し ます。 た と えば、 ユーザーは、 FCoE ト ラ フ ィ ッ ク を PG 0 に、 iSCSI ト ラ

フ ィ ッ ク を PG 1 に割り当てるよ う に設定できます。 その後、 各グループに特定の帯域

幅を割り当てる こ とができます。 た と えば、 60 % を FCoE に 、 40 % を iSCSI に割り

当てる こ とができます。 ピアの伝送スケジューラは、 輻輳の発生時に、 FCoE ト ラ

フ ィ ッ クがリ ン ク帯域幅の少な く と も  60 % を、 iSCSI ト ラ フ ィ ッ クが少な く と も  
40 % を使用できるよ う に し ます。 詳細については、 以下を参照し て く だ さい。

http://www.ieee802.org/1/pages/802.1az.html

優先度フロー制御 (Priority Flow Control、PFC)
優先度フ ロー制御 （PFC） は、 各 ト ラ フ ィ ッ ク タ イプ別に個別に制御できる リ ン ク レベ

ルのフ ロー制御メ カニズムを提供し ます。 このメ カニズムの目的は、 DCB ネ ッ ト ワーク

での輻輳による損失をゼロにする こ と です。 従来の IEEE 802.3 Ethernet では、 ネ ッ ト

ワーク上で伝送されるパケ ッ ト が目的の宛先に到達する こ とは保証されていません。 上
位レベルのプロ ト コルが肯定応答と再伝送によ っ て信頼性を維持し ています。 複数の ト
ラ フ ィ ッ ク  ク ラスがあるネ ッ ト ワークでは、 フ ィ ー ドバッ クがないため、 ト ラ フ ィ ッ ク

の信頼性を維持する こ とが非常に困難にな り ます。 この対処は、 従来、 リ ン ク レベルの
フ ロー制御を活用し て行われてきま し た。 

このよ う な ト ラ フ ィ ッ ク  タ イプが複数あるネ ッ ト ワーク で PFC を使用する と、 各 ト ラ

フ ィ ッ ク  タ イプを異なる優先度値でエン コー ド できるため、 pause フ レームはこの優先

度値を参照し ながら、 ト ラ ンス ミ ッ タに ト ラ フ ィ ッ クの停止および再開を指示できます。
優先度フ ィ ールドの値の範囲は 0 ～ 7 で、 8 つの異なる ト ラ フ ィ ッ ク  タ イプを個別に停

止および再開できるよ う にな り ます。 詳細については、 以下を参照し て く だ さい。

http://www.ieee802.org/1/pages/802.1bb.html

http: //www.ieee802.org/1/pages/802.1az.html
http: //www.ieee802.org/1/pages/802.1bb.html
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データセンターブリッジング交換（DCBX）
データ セン ターブ リ ッ ジング交換 （DCBX） は、 検出および機能交換プロ ト コルで、

ネ ッ ト ワーク フ ァ ブ リ ッ ク全体で一貫し た設定を確保するために、 リ ン クパー ト ナー間
の機能の伝達および ETS と  PFC の設定に使用されます。 2 つのデバイスが情報を交換

するためには、 片方のデバイスが他方のデバイスからのネ ッ ト ワーク設定を受け入れる
必要があ り ます。 た と えば、 C-NIC が接続されているスイ ッ チからの ETS と  PFC の
設定情報を受け入れるよ う に設定されていて、 スイ ッ チが C-NIC の受け入れを確認し

た場合、 スイ ッ チは C-NIC に推奨される ETS と  PFC のパラ メ ータ設定を送信し ます。

DCBX プロ ト コルは、 リ ン ク レベル検出プロ ト コル （LLDP） を使用し て、 リ ン クパー

ト ナー間で PFC と  ETS の設定を交換し ます。 

DCB を設定する
デフ ォル ト では、 DCB は QLogic BCM57xx および BCM57xxx DCB 互換の C-NIC 
で有効になっています。 DCB の設定が必要になる こ とはほとんどあ り ません。 ほとんど

の場合はデフ ォル ト 設定をそのまま利用できます。 DCB のパラ メ ータは QCS で設定で

きます。 QCS CLI の詳細については、 『User’s Guide, QLogic Control Suite CLI』
（ユーザーガイ ド、 QLogic Control Suite CLI） を参照し て く だ さい。

DCB の条件
以下の条件によ り、 DCB テ ク ノ ロジはネ ッ ト ワーク上で機能できます。

 イ ン タ フ ェ ース上で DCB が有効になっ ている場合、 DCBX は自動的に有効にな

り、 リ ン クが確立される と、 自動的に実行されます。

 DCBX が互換性あるピア との同期に失敗し た場合、 アダプ タは自動的にデフ ォル

ト の NIC 動作 ( 優先度タグな し、 PFC な し、 ETS な し ) にフ ォールバッ ク し ま

す。

 デフ ォル ト では、 ポー ト は受け入れ可能と し て自身をア ドバタ イズするため、 ス

イ ッ チから ア ド バタ イズされるすべての DCB 設定を受け入れます。 

 PFC が動作可能な場合、 PFC 設定がリ ン ク  レベルのフ ロー制御設定に代わって

使用されます。 PFC が動作不能な場合、 リ ン ク レベルのフ ロー制御設定が使用さ

れます。

メモ

FCoE の動作は、 VLAN 検出の成否に影響を受けます。 FCoE をサポー ト するす

べてのスイ ッ チは VLAN 検出をサポー ト し ますが、 一部のスイ ッ チでは特定の設

定が必要になる場合があ り ます。 VLAN 検出を正常に実行できるよ う にポー ト を

設定する方法については、 スイ ッ チの設定ガイ ド を参照し て く だ さい。
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 NIC パーテ ィ シ ョ ン化が有効な設定では、 ETS （動作可能な場合） が各機能に割

り当てられた帯域幅ウ ェ イ ト よ り も優先されます。 伝送選択ウ ェ イ ト は、 代わり
に ETS 設定ご とのプロ ト コルご と にな り ます。 機能ご との 大帯域幅は、 ETS 
が存在し ていても使用されます。

 DCBX ピア経由でア ドバタ イズされた iSCSI または FCoE アプ リ ケーシ ョ ンの 
TLV がない場合、 アダプ タはローカル管理者の MIB から取得された設定を使用し

ます。

Windows Server 2012 以降のデータセンターブリッ
ジング

Windows Server 2012 から、 Microsoft はサービス品質 （QoS） を OS レベ

ルで管理する とい う新しい方法が導入し ま し た。 Windows QoS の 2 つの主要

な要素は次のとお り です。

 ベンダーに依存し ない方法で、 NIC の DCB 設定を個別および ド メ イ ン全体にわ

たって管理できる機能。 管理イ ン ターフ ェ イスは、 Windows PowerShell 
Cmdlets から提供されます。

 SMB ト ラ フ ィ ッ クなどの特定のタ イプのレ イヤ 2 ネ ッ ト ワーキング ト ラ フ ィ ッ ク

にタグを付けて、 ETS を使用し たハー ド ウ ェ ア帯域幅の管理を可能にする機能。

DCB 対応のすべての QLogic 統合ネ ッ ト ワーク アダプ ターは、 Windows QoS との相

互運用が可能です。

QoS Windows 機能を有効にするには、 QLogic のデバイスが DCB 対応である こ と を

確認し ます。

1. CCM または QCS を使用し て、 データ セン ターブ リ ッ ジングを有効にし ます。

2. Windows デバイスマネージャ または QCS を使用し て、 NDIS ド ラ イバを選択

し、 Advanced （詳細設定） プロパテ ィ を表示し て、 Quality of Service （サー

ビス品質） プロパテ ィ を有効にし ます。

QoS が有効になる と、 DCB 関連の設定に関する管理コ ン ト ロールがオペレーテ ィ ング

システムに渡されます （つま り、 QCS は DCB の管理コ ン ト ロール用に使用できな く な

り ます）。 QoS の設定と管理は PowerShell を使用し て行う こ とができます。

PowerShell Cmdlets を使用し て、 ト ラ フ ィ ッ ク分類、 優先度フ ロー制御、 ト ラ フ ィ ッ

ク  ク ラスのスループ ッ ト  スケジュー リ ングなど、 さ まざまな QoS 関連パラ メ タ を設定

できます。 

PowerShell Cmdlets の使い方の詳細については、 Microsoft TechNet ラ イブ ラ リの

『DCB Windows PowerShell User Scripting Guide』 （英語） を参照し て く だ さい。

QLogic DCB 機能セ ッ ト に含まれている標準の QCS コ ン ト ロールに戻すには、

Microsoft QOS 機能をアン イ ンス ト ールするか、 QCS またはデバイスマネージャ  
NDIS の Advance Properties （詳細プロパテ ィ ） ページで Quality of Service （サービ

ス品質） を無効にし ます。

http: //technet.microsoft.com/en-us/library/jj573093.aspx
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メモ

SR-IOV を使用する予定のある場合は、 DCB 機能のイ ンス ト ールは控える こ と を

お勧めし ます。 DCB 機能を イ ンス ト ールする場合は、 仮想スイ ッ チマネージャ で 
Enable single-root I/O virtualization (SR-IOV) （Single-Root I/O 
Virtualization （SR-IOV） を有効にする） を選択する と、 基本アダプ ターは強制

的に DCB 状態になる こ とに注意し て く だ さい。 DCB 状態では OS DCB 設定が

無視されて、 QCS からの DCB 設定が有効にな り ます。 ただ し、 ユーザーが設定

し た Networking Priority （ネ ッ ト ワーク優先順位） の値 （ゼロ以外） は、 それ

が QCS からのものであっ ても有効にな り ません。 
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16 SR-IOV

本章では、 Single- Root I/O Virtualization （SR-IOV） について説明し ます。

 概要

 SR-IOV を有効化する

 259 ページの 「SR-IOV が動作可能である こ との確認」

 260 ページの 「SR-IOV と ス ト レージ機能」

 261 ページの 「SR-IOV と ジャ ンボパケ ッ ト 」

概要
ネ ッ ト ワーク  コ ン ト ローラ を仮想化する と、ユーザーはネ ッ ト ワーキング ハー ド ウ ェ ア 
リ ソースを統合し、 統合されたハー ド ウ ェ ア上で複数の仮想マシンを同時に実行する こ
とができます。 仮想化によ り、 ユーザーは I/O 共有、 統合、 分離、 移行のよ う な多様な

機能を利用でき、 チーム化と フ ェ イルオーバーを想定し たプロビジ ョ ニングによ り管理
を簡略化する こ と もできます。

仮想化を使用する と、 ハイパーバイザーのオーバーヘ ッ ドが原因で、 パフ ォーマンスが
低下する こ とがあ り ます。 PCI-SIG は SR-IOV 仕様を採用し、 このよ う なパフ ォーマ

ンスの問題に次の方法で取り組みま し た。 仮想機能 （VF）、 つま り軽量な PCIe 機能を

作成し ます。 この機能は仮想マシン （VM） に直接割り当てる こ とができ、 主要データ

の移動に関し てハイパーバイザーレ イヤを迂回できます。

すべての QLogic アダプ タが SR-IOV をサポー ト し ているわけではあ り ません。 詳細に

ついては製品のマニュアルを参照し て く だ さい。 

SR-IOV を有効化する
SR-IOV を有効にし よ う とする前に、 次のこ と を確認し て く だ さい。

 アダプ タ  ハー ド ウ ェ アが SR-IOV をサポー ト し ている。

 SR-IOV がシステム BIOS でサポー ト され、 有効になっている。
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SR-IOV を有効にするには：

1. QCC GUI、 QCS CLI、 Dell プ リ ブー ト  UEFI、 またはプ リ ブー ト  CCM を使用

し て、 アダプ ター上の機能を有効にし ます。

Windows QCC GUI を使用する場合 ：

a. Explorer View （エ クスプローラ ビ ュー） ペイ ンで、 ネ ッ ト ワーク アダプ

ターを選択し ます。 Configuration （設定） タ ブを選択し、 SR-IOV 
Global Enable （SR-IOV グローバル有効） を選択し ます。

b. SR-IOV VFs per PF （SR-IOV の PF あた り  VF の数） フ ィ ールド で、 ア

ダプ ターがサポー ト できる物理機能あた りの SR-IOV 仮想機能 （VF） の数

を 0 ～ 64 の範囲で 8 の倍数で設定し ます （デフ ォル ト  = 16）。

c. SR-IOV Max Chains per VF （SR-IOV の VF あた り 大チ ェ ーン数）

フ ィ ールド で、 各仮想機能で使用できる送信キューと受信キュー （受信側ス
ケーリ ングキュー （RSS） など） の 大数を設定し ます。 大値は 16 で
す。

プリブート UEFI を使用する場合 ：

a. 電源投入中に、 指示メ ッ セージが表示されたら  F2 キーを押し て Dell セ ッ

ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ を起動し ます。

b. Device Settings （デバイス設定） メ ニューを選択し ます。

c. Device Settings （デバイス設定） メ ニューから  SR-IOV 対応アダプ ター

ポー ト を選択し ます。

d. Main Configuration （メ イ ン設定） ページで Device Level 
Configuration Menu （デバイスレベルの設定メ ニュー） を選択し ます。

e. Virtualization Mode （仮想化モー ド） リ ス ト で、 SR-IOV または

（SR-IOV-over-NPAR モー ドが必要な場合は） NPar+SR-IOV コ ン ト ロー

ルを選択し ます。

f. SR-IOV モー ド （非 NPAR モー ド） になっ ている場合、 Number of VFs 
Per PF （PF あた りの VF 数） コ ン ト ロールウ ィ ン ド ウで このポー ト に必要

な VF 数を選択し ます。

2x1G+2x10G BCM57800 は、 10G ポー ト あた り 大 64 の VF が可能で

す （BCM57800 の 2 つの 1G ポー ト は SR-IOV をサポー ト し ません）。

2x10G BCM57810 は、 ポー ト あた り 大 64 の VF が可能です。 4x10G 
BCM57840 は、 ポー ト あた り 大 32 の VF が可能です。



16–SR-IOV
SR-IOV を有効化する

258 BC0054508-04  J

g. SR-IOV （NPAR モー ド使用） の場合、 各パーテ ィ シ ョ ンには、 個別の 
Number of VFs Per PF （PF あた りの VF 数） コ ン ト ロールウ ィ ン ド ウが

あ り ます。 ESC キーを押し て Main Configuration （メ イ ン設定） ページに

戻り、 NIC Partitioning Configuration （NIC パーテ ィ シ ョ ン化設定） メ

ニュー （Virtualization Mode （仮想化モー ド） コ ン ト ロールで NPAR モー

ド が選択されている場合にのみ表示） を選択し ます。 NIC Partitioning 
Configuration （NIC パーテ ィ シ ョ ン化設定） ページで、 Partition “N” 
Configuration （パーテ ィ シ ョ ン 「N」 設定） メ ニューを選択し、 Number 
of VFs per PF （PF あた りの VF 数） コ ン ト ロールを設定し ます。 単一の

物理ポー ト 上で PF あた り に割り当てられた VF の合計数は、 手順 f で割り

当てられた数を超える こ とはできません。

プリブート CCM を使用する場合 ：

a. 電源投入中に、 指示メ ッ セージが表示されたら  CTRL+S キーを押し て 
CCM を起動し ます。

b. [Device List/ デバイス リ ス ト ] から、 SR-IOV 対応アダプ タ を選択し ます。

Main （メ イ ン） メ ニューで、 Device Hardware Configuration （デバイ

スハー ド ウ ェ アの設定） を選択し、 SR-IOV Enabled （SR-IOV 有効） を

選択し ます。

c. アダプ ターがサポー ト できる VF の数を設定するには、 次の手順を実行し ま

す。

 Multi-Function Mode （マルチフ ァ ン ク シ ョ ンモー ド ]） が SF （シ

ングルフ ァ ン ク シ ョ ン） に設定されている場合、 Number of VFs 
per PF （PF あた りの VF 数） ボ ッ クスが表示され、 0 ～ 64 の範囲

で 8 の倍数で値を設定できます （デフ ォル ト は 16）。

 Multi-Function Mode （マルチフ ァ ン ク シ ョ ン モー ド ） が NPAR 
に設定されている場合、 Main （メ イ ン） メ ニューを表示し、 NIC 
Partition Configuration （NIC パーテ ィ シ ョ ン構成） を選択し ま

す。 次に、 設定する NPAR Function （NPAR 機能） を選択し、

Number of VFs per PF （PF あた りの VF 数） ボ ッ ク スに適切な値

を入力し ます。

2. Windows Device Manager または QLogic Control Suite のいずれかを使用し

て、 Windows ド ラ イバの詳細プロパテ ィ で SR-IOV を有効化し ます。

3. Virtual Switch Manager で、 Windows または ESX のいずれかに適切な手順を

使用し て仮想 NIC を作成し ます。

Windows：
a. 関連する VM に接続するためにホス ト がこの vSwitch を使用する場合は、

Allow Management operating system to share the network 
adapter （管理オペレーテ ィ ングシステムによるネ ッ ト ワーク アダプ ターの

共有を許可する） を選択し ます。

b. vSwitch を作成し、 Enable Single root I/O Virtualization （シングル

ルー ト  I/O 仮想化を有効にする） オプシ ョ ンを選択し ます。
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c. Virtual Switch Manager で仮想アダプ ターを選択し、 ナビゲーシ ョ ンペイ

ンで Hardware Acceleration （ハー ド ウ ェ ア高速化） を選択し ます。

Single-root I/O virtualization （シングルルー ト  I/O 仮想化） セク シ ョ ン

で、 Enable SR-IOV （SR-IOV の有効化） を選択し ます。 SR-IOV はこ こ

で有効化する必要があ り ます。 vSwitch の作成後に有効化する こ とはできま

せん。

ESX：

a. bnx2x ド ラ イバを イ ンス ト ールし ます。

b. ESXi の lspci コ マン ド出力に Broadcom 10GNetXtreme NIC がリ ス ト

されている こ と を確認し ます。 

c. lspci から、 SR-IOV が必要と される 10G NIC シーケンス番号を選択し

ます。 例 ：

~ # lspci | grep -i Broadcom 0000:03:00.0 Network 
Controllers: Broadcom Corporation NetXtreme II BCM57810 
10 Gigabit Ethernet [vmnic0]
出力例は次のとお り です。

0000:03:00.1 Network Controllers: Broadcom Corporation 
NetXtreme II BCM57810 10 Gigabit Ethernet [vmnic1]
~ #

d. ド ラ イバで、 max_vfs パラ メ ータ を使用し、 各ポー ト の VF の数が含まれ

ている リ ス ト を渡し て SR-IOV を有効化し ます。 BIOS で、 PF パラ メ ータ

ご との VF の数が VF の必要 小数で設定されている こ と を確認し ます。 各 
PF ポー ト は、 大 64 の VF をサポー ト し、 小数は 1 です。 例 ：

~ # esxcli system module parameters set -m bnx2x -p 
"max_vfs=64, 64"

e. システムを再起動し ます。

4. VM で検知されたアダプ ターに QLogic ド ラ イバを イ ンス ト ールし ます。 ホス ト  
OS 用にベンダーから提供される 新のド ラ イバを使用し て く だ さい （イ ンボ ッ ク

ス ド ラ イバは使用し ないで く だ さい )。 ホス ト と  VM には同じバージ ョ ンのド ラ イ

バを イ ンス ト ールする必要があ り ます。

SR-IOV が動作可能であることの確認
Hyper-V、 VMware vSphere、 または ESXi CLI に適切な手順に従って く だ さい。

Hyper-V Manager で SR-IOV を確認するには、次の手順を実行します。

1. VM を開始し ます。 

2. Hyper-V Manager でアダプ ターを選択し、 Virtual Machines （仮想マシン） リ

ス ト で VM を選択し ます。
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3. ウ ィ ン ド ウの下部にある Networking （ネ ッ ト ワーキング） タ ブを ク リ ッ ク し、

アダプ ターステータ スを表示し ます。

VMware vSphere 6.0 U2 Web Client で SR-IOV を確認するには、次の手順を実行

します。

1. Host （ホス ト ）、 Manage, Settings （管理、 設定）、 Hardware （ハー ド ウ ェ

ア）、 PCI Devices （PCI デバイス） と選択し て、 VF が通常の VMDirectPath デ
バイス と し て表示される こ と を確認し ます。

2. VM を右ク リ ッ ク し、 Edit settings （設定の編集）、 New Device （新規デバイ

ス）、 Select Network （ネ ッ ト ワークの選択）、 および Add （追加） を選択し ま

す。 New Network （新規ネ ッ ト ワーク） を ク リ ッ ク し てから、 アダプ タータ イプ

と し て SR-IOV を選択し ます。 OK を ク リ ッ ク し ます。

ESXi CLI で SR-IOV を確認するには、次の手順を実行します。

1. lspci コ マン ド を発行し ます。 
~ # lspci | grep -i ether
出力例は次のとお り です。

0000:03:01.0 Network controller: Broadcom Corporation 
NetXtreme II BCM57810 10 Gigabit Ethernet Virtual Function 
[PF_0.3.0_VF_0]

2. SR-IOV が有効化された NIC を リ ス ト するには、 esxcli コ マン ド を発行し ま

す。

~ # esxcli network sriovnic list
出力例は次のとお り です。

Name PCI Device Driver Link Speed Duplex MAC Address MTU Description
------ ------------- ------ ---- ----- ------ ---------------- ---- -----------
vmnic0 0000:003:00.0 bnx2x Up 10000 Full 3c:d9:2b:f6:71:50 1500 Broadcom Corpo
vmnic1 0000:003:00.1 bnx2x Down 0 Full 3c:d9:2b:f6:71:54 1500 Broadcom Corpo

SR-IOV とストレージ機能
SR-IOV 有効アダプ ターでス ト レージ機能 （FCoE または iSCSI） を有効にする こ とが

できます。 ただ し、 ス ト レージが NPAR 有効の物理機能 （PF） で使用されている場合、

その PF の仮想機能の数はゼロに設定されている こ とから、 PF では SR-IOV が無効で

す。 

この制限は、 アダプ ターが NPAR モー ド で設定されている場合にのみ適用されます。 ア

ダプ ターが単機能 （SF） モー ド で設定されている場合、 この制限は適用されません。

ESX では、 OS で SR-IOV を SF モー ド 用に有効化し た後、 ス ト レージアダプ ターが

検出されません。
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SR-IOV とジャンボパケット
アダプ ターの仮想機能 （VF） で SR-IOV が有効化されている場合、 VF と  Microsoft 
Synthetic アダプ ターの両方で同じ ジャ ンボ パケ ッ ト 設定が行われている こ と を確認し

ます。 これらの値は、 Windows Device Manager の詳細プロパテ ィ を使用し て設定す

る こ とができます。

値に不一致がある場合、 SR-IOV 機能は Hyper-V のネ ッ ト ワークステータ スで劣化状

態と表示されます。
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17 仕様

仕様、 特性、 および要件は次のとお り です。

 10/100/1000BASE-T および 10GBASE-T ケーブルの仕様

 265 ページの 「イ ン タ フ ェース仕様」

 266 ページの 「NIC の物理特性」

 266 ページの 「NIC の電力要件」

 267 ページの 「Wake on LAN の電力要件」

 268 ページの 「環境面の仕様」

10/100/1000BASE-T および 10GBASE-T ケーブル
の仕様

表 17-1. 10/100/1000BASE-T ケーブルの仕様

ポートタイプ コネクタ メディア 最長距離

10BASE-T RJ45 CAT3、 CAT4、 または 
CAT5 の非シールド よ

り対線 （UTP）

328 フ ィ ー ト

（100m）

100/1000BASE-T a

a 1000BASE-T の信号送信には、 ISO/IEC 11801 ： 2002 および ANSI/EIA/TIA-568-B で規定されている、

CAT-5 の平衡ケーブル配線のツ イス ト ペア （よ り対線） が 4 本必要です。

RJ45 CAT-5 b UTP

b CAT-5 は必要 低限の要件です。 CAT-5e および CAT-6 は完全にサポー ト されています。

328 フ ィ ー ト

（100m）
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NIC あたりのサポート対象 SFP+ モジュール

表 17-2. 10GBASE-T ケーブルの仕様

ポートタイプ コネクタ メディア 最長距離

10GBASE-T RJ45 CAT-6 a UTP

CAT-6Aa UTP

131 フ ィ ー ト （40m）

328 フ ィ ー ト

（100m）

a 10GBASE-T の信号送信には、 ISO/IEC 11801 ： 2002 および ANSI/TIA/EIA-568-B で規定されている、

CAT-6 または CAT-6A （CAT-6 の拡張版） の平衡ケーブル配線のツ イス ト ペア （よ り対線） が 4 本必要で

す。

表 17-3. BCM57710 サポート対象モジュール

モジュール タイプ モジュールのベンダ モジュールの部品番号

光モジュール (SR) Finisar Corp.
Avago
Avago
Intel Corp.

FTLX8571D3BCL
AFBR-707SDZ-D1
AFBR-703SDZ-D1
FTLX8571D3BCV-IT

直接接続ケーブル Cisco-Molex Inc.
Cisco-Molex Inc.
Cisco-Molex Inc.
Cisco-Molex Inc.

74752-9093
74752-9094
74752-9096
74752-9098



17– 仕様

10/100/1000BASE-T および 10GBASE-T ケーブルの仕様

264 BC0054508-04  J

表 17-4. BCM57810 サポート対象モジュール

モジュール タイプ  デルの部品番号
モジュールの

ベンダ
モジュールの部品番号

光モジュール (SR) W365M
N743D
R8H2F
R8H2F

Avago
Finisar Corp.
Intel Corp.
Intel Corp.

AFBR-703SDZ-D1
FTLX8571D3BCL
AFBR-703SDZ-IN2
FTLX8571D3BCV-IT

直接接続ケーブル K585N
J564N
H603N
G840N
1539W
V239T
48V40
C4D08 - Force10 1m DAC
C4D08 - Force10 1m DAC
53HVN - Force10 3m DAC
53HVN - Force10 3m DA
5CN56 - Force10 5m DAC
5CN56 - Force10 5m DAC

Cisco-Molex Inc.
Cisco-Molex Inc.
Cisco-Molex Inc.
Cisco-Molex Inc.
Brocade 
Brocade 
Brocade 
Amphenol
Amphenol
Amphenol
Amphenol
Amphenol
Amphenol

74752-9093
74752-9094
74752-9096
74752-9098
58-1000026-01
58-1000027-01
58-1000023-01
599700002
616740001
599700006
616740003
599700004
616740005
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インタフェース仕様

表 17-5. BCM57840 サポート対象モジュール

モジュール タイプ デルの部品番号
モジュールの

ベンダ
モジュールの部品番号

光モジュール (SR) R8H2F Intel Corp.
Intel Corp.

AFBR-703SDZ-IN2
FTLX8571D3BCV-IT

直接接続ケーブル

K585N
J564N
H603N
G840N
1539W
V239T
48V40
C4D08 - Force10 1m DAC
C4D08 - Force10 1m DAC
53HVN - Force10 3m DAC
53HVN - Force10 3m DAC
5CN56 - Force10 5m DAC
5CN56 - Force10 5m DAC

Cisco-Molex Inc.
Cisco-Molex Inc.
Cisco-Molex Inc.
Cisco-Molex Inc.
Brocade 
Brocade 
Brocade 
Amphenol
Amphenol
Amphenol
Amphenol
Amphenol
Amphenol

74752-9093
74752-9094
74752-9096
74752-9098
58-1000026-01
58-1000027-01
58-1000023-01
599700002
616740001
599700006
616740003
599700004
616740005

表 17-6. 10、100、および 1000BASE-T 性能の仕様

機能 仕様

PCI Express イ ン タ フ ェ ース x4 リ ン ク幅

10/100/1000BASE-T 10/100/1000Mbps

表 17-7. 10GBASE-T 性能の仕様

機能 仕様

PCI Express イ ン タ フ ェ ース x8 リ ン ク幅

10GBASE-T 10 Gbps
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NIC の物理特性

NIC の電力要件

                                                                                           

表 17-8. NIC の物理特性

NIC タイプ NIC の長さ NIC の幅

BCM57810S PCI Express x8 ロープロ フ ァ

イル

6.6 イ ンチ （16.8cm） 2.54 イ ンチ （6.5cm）

表 17-9. BCM957810A1006G NIC 電力の要件

リンク
NIC 12V 消費電流

（A）
NIC 3.3V 消費電流 

(A) NIC 電力 (W) a

a  電力 (W) は、 直接計算で、 消費電流の総量 (A) に電圧 (V) を乗じ た値です。 アダプ ターの 大電力消費量は 
25W 以下です。

10G SFP モジュール 1.00 0.004 12.0

表 17-10. BCM957810A1008G NIC 電力の要件 

リンク
NIC 12V 消費電流

（A）
NIC 3.3V 消費電流 

(A) NIC 電力 (W) a

a  電力 (W) は、 直接計算で、 消費電流の総量 (A) に電圧 (V) を乗じ た値です。 アダプ ターの 大電力消費量は 
25W 以下です。

アイ ドル ( リ ン クな

し )
0.9 0.004 11.0

100BASE-T リ ン ク 1.0 0.004 12.0

1000BASE-T リ ン ク 1.3 0.004 15.5

10GBASE-T リ ン ク 1.8 0.004 20.0
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Wake on LAN の電力要件
WoL の公称電力

 BCM957810A1006G ： 9.0W

 BCM957810A1008G ： 16.0W
                                                                                           

表 17-11. BCM957840A4006G メザニン カード電力の要件

リンク
電力合計 (12V および 

3.3VAUX) (W) a

a  電力 (W) は、 直接計算で、 消費電流の総量 (A) に電圧 (V) を乗じ た値です。

アダプ ターの 大電力消費量は 25W 以下です。

10G SFP+ 12.0

ス タ ンバイ、 WoL 有効 5.0

ス タ ンバイ、 WoL 無効 0.5

表 17-12. BCM957840A4007G メザニン カード電力の要件

リンク 電力合計 (3.3V) (W) a

a  電力 (W) は、 直接計算で、 消費電流の総量 (A) に電圧 (V) を乗じ た値です。

アダプ ターの 大電力消費量は 25W 以下です。

10G KR イ ン タ フ ェ ース 10.0

WoL 有効 3.5
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環境面の仕様

表 17-13. BCM5709 および BCM5716 環境仕様

パラメータ 条件

動作時の温度 32°F ～ 131°F （0°C ～ 55°C）

空気流の要件 (LFM) 0 

保管時の温度 –40°F ～ 149°F （–40°C ～ 65°C）

保管時の湿度 5% ～ 95% ( 凝縮 )

振動と衝撃 IEC 68、 FCC Part 68.302、 NSTA、 1A

静電気 / 電磁気の影響 EN 61000-4-2、 EN 55024

表 17-14. BCM957810A1006G 環境仕様

パラメータ 条件

動作時の温度 32°F ～ 131°F （0°C ～ 55°C）

空気流の要件 (LFM) 100 

保管時の温度 –40°F ～ 149°F （–40°C ～ 65°C）

保管時の湿度 5% ～ 95% ( 凝縮 )

振動と衝撃 IEC 68、 FCC Part 68.302、 NSTA、 1A

静電気 / 電磁気の影響 IEC 801-2、 3、 4、 5

表 17-15. BCM957810A1008G 環境仕様

パラメータ 条件

動作時の温度 32°F ～ 131°F （0°C ～ 55°C）

空気流の要件 (LFM) 50 

保管時の温度 –40°F ～ 149°F （–40°C ～ 65°C）

保管時の湿度 5% ～ 95% ( 凝縮 )

振動と衝撃 IEC 68、 FCC Part 68.302、 NSTA、 1A

静電気 / 電磁気の影響 IEC 801-2、 3、 4、 5
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表 17-16. BCM957840A4007G 環境仕様

パラメータ 条件

動作時の温度 32°F ～ 131°F （0°C ～ 65°C）

空気流の要件 (LFM) 200

保管時の温度 –40°F ～ 149°F （–40°C ～ 65°C）

保管時の湿度 5% ～ 95% ( 凝縮 )

振動と衝撃 IEC 68、 FCC Part 68.302、 NSTA、 1A

静電気 / 電磁気の影響 IEC 801-2、 3、 4、 5
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18 法規制情報

本章では、 以下の法規制情報を取り上げます。

 製品安全性

 AS/NZS （C-Tick）

 271 ページの 「FCC 通告」

 273 ページの 「VCCI 通告」

 278 ページの 「CE の通告」

 279 ページの 「カナダの法規制に関する情報 （カナダのみ）」

 281 ページの 「Korea Communications Commission (KCC) の通告 
( 韓国のみ )」

 284 ページの 「BSMI」

 284 ページの 「BCM95709SA0908G、 BCM957710A1023G （E02D001）、 お

よび BCM957711A1123G （E03D001） に対する認定」

製品安全性

BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターは、 リ ス ト されている ITE、 または同等品の

みと使用し て く だ さい。 UL/TUV 規格番号および CB 証明書 ： 

 UL 60950-1 （第 2 版） 2007
 CSA C22.2 No.60950-1-07 （第 2 版） 2007
 TUV EN60950-1:2006+A11+A1+A12 2nd Edition 
 TUV IEC 60950-1:2005 2nd Edition Am 1:2009 CB 

AS/NZS（C-Tick）
AS/NZS ； CISPR 22:2009+A1:2010 ク ラス A 

! 警告

アダプ ターハー ド ウ ェ アを取り付ける前に、 コ ンピ ュータ、 および接続されてい
るすべてのデバイス （モニ タ、 プ リ ン タ、 および外付けコ ンポーネン ト など） の
電源を切り ます。
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FCC 通告 
FCC、クラス B

QLogic BCM57xx および BCM57xxx ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM95708A0804F
 BCM95709A0907G 
 BCM95709A0906G
 BCM957810A1008G

QLogic Corporation
26650 Aliso Viejo Parkway
Aliso Viejo、 CA 92656 USA

当機器は、 FCC ( 米連邦通信委員会 ) 標準の第 15 部に準拠し てお り、 その動作は以下

の 2 つの条件に準じ ています。 （1） 当装置は有害な干渉を起こ さ ない。 （2） 当機器は、

不要な動作を もたらす可能性のある干渉も含む、 あらゆる干渉を許容する。 

当機器は、 FCC 標準の第 15 部による ク ラス B デジ タル デバイスの制限に準じ る もの

である こ とが試験によ り明らかになっ ています。 この制限は、 住宅地環境での有害な受
信干渉に対し て適正な保護を与える こ と を目的に設定されています。 当機器は、 無線周
波数エネルギーを生成、 利用する と と もに、 無線周波数エネルギーを放射するため、 取
扱説明書に従わずに設置が行われた場合には、 無線通信に有害な干渉を引き起こす恐れ
があ り ます。 ただ し、 特定の設置状況で干渉が発生し ないこ とは保証できません。 有害
な干渉が機器から発生し ているかど うかは、 電源を入れた り切った りする こ と で確認で
きます。 当機器が無線 ( ラジオ ) またはテレビの受信に有害な干渉を もたら し ている場

合は、 以下のいずれかの解決方法をお試し く だ さい。 

 受信アンテナの向き を変えた り、 設置場所を移動する。 

 当機器と受信機器との距離を広げる。 

 受信機器が接続されている回路とは異なる回路の出力に接続する。 

 販売代理店か、 無線、 ラジオ、 テレビに詳しい技術者に相談する。 

当機器に対し、 機械的または電気的な改良は加えないで く だ さい。 

メモ

QLogic 社の許可を得ずに機器に変更や改良を加えた場合は、 当機器の利用権限が

無効と されます。
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FCC、クラス A
QLogic BCM57xx および BCM57xxx ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ ：

 BCM95709A0916G 

QLogic BCM57xx および BCM57xxx 10 ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ ：

 BCM957800
 BCM957710A1022G
 BCM957710A1021G
 BCM957711A1113G
 BCM957711A1102G
 BCM957810A1006G
 BCM957840A4006G
 BCM957840A4007G

QLogic Corporation
26650 Aliso Viejo Parkway
Aliso Viejo、 CA 92656 USA

この装置は FCC （米国連邦通信委員会） 規則のパー ト  15 に適合し ています。 その動作

は以下の 2 つの条件に準じ ています。 （1） 当装置は有害な干渉を起こ さ ない。 （2） 当機

器は、 不要な動作を もたらす可能性のある干渉も含む、 あらゆる干渉を許容する。

本製品はテス ト 済みであ り、 FCC 規定の第 15 部に基づ く ク ラス A デジ タル装置の制限

に準拠し ている こ とが確認されています。 これらの制限は、 この機器を商用環境で動作
させる際に、 有害な干渉に対し て妥当な保護を提供するよ う に設定されています。 本製
品は、 無線周波エネルギーを発生させ、 使用し、 また放射する こ とがあ り ます。 メ ー
カーの取扱説明書に従わずに設置し た り使用し た りする と、 無線通信に有害な干渉を引
き起こす恐れががあ り ます。 本製品を住宅地域で動作させる と有害な干渉を引き起こす
こ とが予想されます。 その場合、 お客様の自己負担で干渉をな く す必要があ り ます。

これらの制限は、 この機器を非住宅地で設置する際に、 有害な干渉に対し て妥当な保護
を提供するよ う に設定されています。 ただ し、 特定の設置状況で干渉が発生し ないこ と
は保証できません。 この機器が、 無線やテレビの受信に対し て有害な干渉の原因と なら
ない場合 （これは機器の電源をオン / オフする こ とによ って確認する こ とができます）、

次の方法によ っ て干渉をな く すよ う にする こ と をおすすめし ます。

 受信アンテナの向き を変える。

 受信機に対するシステムの設置場所を変える。

 受信機から システムを遠ざける。

 システムと受信機が別の分岐回路上にあるよ う に、 システムを別のコ ンセン ト に

接続する。

当機器に対し、機械的または電気的な改良は加えないでください。 
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VCCI 通告
次の表は、 Dell 向け QLogic BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターの VCCI 通告の

物理仕様を示し ています。

メモ

QLogic 社の許可を得ずに機器に変更や改良を加えた場合は、 当機器の利用権限が

無効と されます。

表 18-1. QLogic 57800S 1GB および 10GBASE-T ラックネットワーク
ドーターカードの物理的特性

項目 説明

ポー ト デュアル 1Gbps イーサネ ッ ト およびデュアル 10Gbps イーサ

ネ ッ ト

フ ォームフ ァ ク ター ネ ッ ト ワーク ド ーターカー ド  
3.66 イ ンチ×2.93 イ ンチ （92.9mm×74.4mm）

サポー ト されるサー
バー

第 13 世代 ： R630、 R730、 R730xd、 および T630
第 12 世代 ： R620、 R720、 R720xd、 R820、 および R920

コネク タ 10G BASE-T および RJ45

ケーブル CAT6a および 7 大 100 メ ー ト ル

CAT6 大 40 メ ー ト ル

認定 RoHS、 FCC A、 UL、 CE、 VCCI、 BSMI、 C-Tick、 KCC、 TUV、

および ICES-003

表 18-2. QLogic 57800S クアッド RJ-45、SFP+、または直接接続ラック
ネットワークドーターカードの物理的特性

項目 説明

ポー ト デュアル 1Gbps イーサネ ッ ト およびデュアル 10Gbps イーサ

ネ ッ ト

フ ォームフ ァ ク ター ネ ッ ト ワーク ド ーターカー ド  
3.66 イ ンチ×2.93 イ ンチ （92.9mm×74.4mm）

サポー ト されるサー
バー

第 13 世代 ： R630、 R730、 R730xd、 および T630
第 12 世代 ： R620、 R720、 R720xd、 R820、 および R920
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コネク タ 2 ポー ト  SFP+ （10GbE）

2 ポー ト  RJ45 （1GbE）

認定 RoHS、 FCC A、 UL、 CE、 VCCI、 BSMI、 C-Tick、 KCC、 TUV、

および ICES-003

表 18-3. QLogic 57810S デュアル 10GBASE-T PCI-e カードの物理的特性

項目 説明

ポー ト デュアル 10Gbps BASE-T イーサネ ッ ト ポー ト

フ ォームフ ァ ク ター PCI Express の短いロープロ フ ァ イルカー ド  
6.60 イ ンチ×2.71 イ ンチ （167.64mm×68.91mm）

サポー ト されるサー
バー

第 13 世代 ： R630、 R730、 R730xd、 および T630
第 12 世代 ： R320、 R420、 R520、 R620、 R720、 R720xd、

R820、 T420、 および T620

コネク タ RJ45

ケーブル CAT6a および 7 大 100 メ ー ト ル

CAT6 大 40 メ ー ト ル

認定 RoHS、 FCC A、 UL、 CE、 VCCI、 BSMI、 C-Tick、 KCC、 TUV、

および ICES-003

表 18-4. QLogic 57810S デュアル SFP+ または直接接続 
PCIe の物理的特性

項目 説明

ポー ト デュアル 10Gbps Ethernet

フ ォームフ ァ ク ター PCI Express の短いロープロ フ ァ イルカー ド  
6.60 イ ンチ×2.71 イ ンチ （67.64mm×68.91mm）

サポー ト されるサー
バー

第 13 世代 ： R630、 R730、 R730xd、 および T630
第 12 世代 ： R220、 R320、 R420、 R520、 R620、 R720、

R720xd、 R820、 R920、 T420、 および T620

表 18-2. QLogic 57800S クアッド RJ-45、SFP+、または直接接続ラック
ネットワークドーターカードの物理的特性 ( 続き )

項目 説明
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認定 RoHS、 FCC A、 UL、 CE、 VCCI、 BSMI、 C-Tick、 KCC、 TUV、

および ICES-003

表 18-5. QLogic 57810S-K デュアル KR ブレードメザニンアダプターの
物理的特性

項目 説明

ポー ト デュアル 10Gbps Ethernet

フ ォームフ ァ ク ター メザニンアダプ ター

3.13 イ ンチ×2.85 イ ンチ （79.5mm×72.4mm）

サポー ト されるサー
バー

第 13 世代 ： M630
第 12 世代 ： M420、 M520、 M620、 および M820

認定 RoHS、 FCC A、 UL、 CE、 VCCI、 C-Tick、 KCC、 TUV、 および 
ICES-003

表 18-6. QLogic 57810S-K デュアル KR ブレードネットワークドーター
カードの物理的特性

項目 説明

ポー ト デュアル 10Gbps Ethernet

フ ォームフ ァ ク ター ネ ッ ト ワーク ド ーターカー ド

2.45 イ ンチ×3.0 イ ンチ （62.2 mm×76.2 mm）

サポー ト されるサー
バー

第 13 世代 ： M630
第 12 世代 ： M620 および M820

認定 RoHS、 FCC A、 UL、 CE、 VCCI、 C-Tick、 KCC、 TUV、 および 
ICES-003

表 18-4. QLogic 57810S デュアル SFP+ または直接接続 
PCIe の物理的特性 ( 続き )

項目 説明
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VCCI、クラス B
QLogic BCM57xx および BCM57xxx ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM95708A0804F
 BCM95709A0907G 
 BCM95709A0906G
 BCM957810A1008G

QLogic Corporation
26650 Aliso Viejo Parkway
Aliso Viejo、 CA 92656 USA

表 18-7. QLogic 57840S クアッド 10GbE SFP+ または直接接続ラック
ネットワークドーターカードの物理的特性

項目 説明

ポー ト デュアル 10Gbps Ethernet

フ ォームフ ァ ク ター PCI Express の短いロープロ フ ァ イルカー ド  
6.60 イ ンチ×2.71 イ ンチ （67.64mm×68.91mm）

サポー ト されるサー
バー

第 13 世代 ： R630、 R730、 R730xd、 および T630
第 12 世代 ： R320、 R420、 R520、 R620、 R720、 R720xd、

R820、 T420、 および T620

認定 RoHS、 FCC A、 UL、 CE、 VCCI、 BSMI、 C-Tick、 KCC、 TUV、

および ICES-003

表 18-8. QLogic 57840S-K クアッド KR ブレードネットワークドーター
カードの物理的特性

項目 説明

ポー ト クア ッ ド  10Gbps イーサネ ッ ト

フ ォームフ ァ ク ター ネ ッ ト ワーク ド ーターカー ド

2.45 イ ンチ×3.00 イ ンチ （62.2mm×76.2mm）

サポー ト されるサー
バー

第 13 世代 ： M630
第 12 世代 ： M420、 M520、 M620、 および M820

認定 RoHS、 FCC A、 UL、 CE、 VCCI、 BSMI、 C-Tick、 KCC、 TUV、

および ICES-003
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当機器は、 VCCI (Voluntary Control Council for Information Technology 
Equipment、 情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ) の基準に基づ く ク ラス B の条件

を満た し ています。 家庭環境で、 無線 ( ラジオ ) やテレビの受信機の近 く で当機器を使

用する と、 無線干渉を起こす場合があ り ます。 当機器は取扱説明書に従って、 設置 ・ 利
用し て く だ さい。 

VCCI クラス B 通告 ( 日本 ) 

VCCI、クラス A
QLogic BCM57xx および BCM57xxx ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM95709A0916G 

QLogic BCM57xx および BCM57xxx 10 ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM957710A1022G
 BCM957710A1021G
 BCM957711A1113G
 BCM957711A1102G
 BCM957840A4006G
 BCM957840A4007G

QLogic Corporation
26650 Aliso Viejo Parkway
Aliso Viejo、 CA 92656 USA

当機器は、 VCCI (Voluntary Control Council for Information Technology 
Equipment、 情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ) の基準に基づ く ク ラス A の条件

を満た し ています。 家庭環境で当機器を使用する と、 無線干渉を起こす場合があ り ます。
当機器は取扱説明書に従って、 設置 ・ 利用し て く だ さい。

注意

周波数が 59 ～ 66 MHz の伝導無線周波数エネルギーが存在する場合には、 当機

器に障害が発生する可能性があ り ますが、 RF のエネルギー発生源が取り除かれる

と通常動作に戻り ます。
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VCCI クラス A 通告 ( 日本 )

CE の通告
QLogic BCM57xx および BCM57xxx ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM95708A0804F
 BCM95709A0907G 
 BCM95709A0906G
 BCM95709A0916G 
 BCM957810A1008G

QLogic BCM57xx および BCM57xxx 10 ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM957710A1022G
 BCM957710A1021G
 BCM957711A1113G
 BCM957711A1102G
 BCM957840A4006G
 BCM957840A4007G

この製品は、 2006/95/EC （低電圧指令）、 2004/108/EC （EMC 指令）、 および欧州連

合 （EU） の修正に準拠し ている こ とが確認されています。 

前述の指令および基準に従った 「適合宣言」 が行われ、 QLogic Corporation, 26650 
Aliso Viejo Parkway, Aliso Viejo, California 92656, USA に記録が残されています。

欧州連合（EU）、クラス B
この QLogic デバイスは、 標準ク ラス B 家庭環境での用途に分類されています。

欧州連合（EU）、クラス A
警告 ： これはク ラス A 製品です。 この製品を家庭内環境で使用する と、 無線電波妨害を

引き起こすこ とがあ り ます。 この場合には使用者が適切な対策を講ずるよ う要求される
こ とがあ り ます。
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カナダの法規制に関する情報（カナダのみ）

カナダ産業省、クラス B
QLogic BCM57xx および BCM57xxx ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM95708A0804F
 BCM95709A0907G 
 BCM95709A0906G

QLogic Corporation
26650 Aliso Viejo Parkway
Aliso Viejo、 CA 92656 USA

当ク ラス B デジ タル機器は Canadian ICES-003 に準拠し ています。

通告 ： カナダ産業省の規制によ り、 QLogic による明確な承認を得ずに変造や改造を加

えた場合には、 当機器の利用権限が無効にな り ます。

カナダ産業省、クラス A
QLogic BCM57xx および BCM57xxx ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM95709A0916G 

QLogic BCM57xx および BCM57xxx 10 ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM957710A1022G
 BCM957710A1021G
 BCM957711A1113G
 BCM957711A1102G
 BCM957810A1008G
 BCM957840A4006G
 BCM957840A4007G

QLogic Corporation
26650 Aliso Viejo Parkway
Aliso Viejo、 CA 92656 USA

当ク ラス A デジ タル機器は Canadian ICES-003 に準拠し ています。

通告 ： カナダ産業省の規制によ り、 QLogic による明確な承認を得ずに変造や改造を加

えた場合には、 当機器の利用権限が無効にな り ます。
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Industry Canada, classe B
QLogic BCM57xx および BCM57xxx ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM95708A0804F
 BCM95709A0907G 
 BCM95709A0906G

QLogic Corporation
26650 Aliso Viejo Parkway
Aliso Viejo, CA 92656 USA

Cet appareil numérique de la classe B est conforme à la norme canadienne 
ICES-003.

Avis : Dans le cadre des réglementations d'Industry Canada, vos droits 
d'utilisation de cet équipement peuvent être annulés si des changements ou 
modifications non expressément approuvés par QLogic y sont apportés.

カナダ産業省、クラス A
QLogic BCM57xx および BCM57xxx ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM95709A0916G 

QLogic BCM57xx および BCM57xxx 10 ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM957710A1022G
 BCM957710A1021G
 BCM957711A1113G
 BCM957711A1102G
 BCM957810A1008G
 BCM957840A4006G
 BCM957840A4007G

QLogic Corporation
26650 Aliso Viejo Parkway
Aliso Viejo, CA 92656 USA

Cet appareil numérique de classe A est conforme à la norme canadienne 
ICES-003.

Avis : Dans le cadre des réglementations d'Industry Canada, vos droits 
d'utilisation de cet équipement peuvent être annulés si des changements ou 
modifications non expressément approuvés par QLogic y sont apportés.
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Korea Communications Commission (KCC) の
通告 ( 韓国のみ )
B クラス デバイス

QLogic BCM57xx および BCM57xxx ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM95708A0804F
 BCM95709A0907G 
 BCM95709A0906G

QLogic Corporation
26650 Aliso Viejo Parkway
Aliso Viejo、 CA 92656 USA
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当機器は、 非事業用と し て承認を受けている ものであ り、 住宅地域などのあらゆる環境
でご利用いただけます。

A クラスデバイス

QLogic BCM57xx および BCM57xxx ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM95709A0916G 

QLogic BCM57xx および BCM57xxx 10 ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM957710A1022G
 BCM957710A1021G
 BCM957711A1113G
 BCM957711A1102G
 BCM957810A1008G
 BCM957840A4006G
 BCM957840A4007G

QLogic Corporation
26650 Aliso Viejo Parkway
Aliso Viejo、 CA 92656 USA
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BSMI

BCM95709SA0908G、BCM957710A1023G
（E02D001）、および BCM957711A1123G
（E03D001）に対する認定

本項は Dell に代わっ て記載される もので、 QLogic はこの情報の正当性または正確性に

対し て責任を負いません。

BCM95709SA0908G QLogic BCM57xx および BCM57xxx ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト

コ ン ト ローラ、 BCM957710A1023G （E02D001）、 および BCM957711A1123G
（E03D001） QLogic BCM57xx および BCM57xxx 10 ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト

ローラは、 以下の法規制に対する準拠について、 認定を受けています。

 FCC、 ク ラス A ( 米国 )
 VCCI、 ク ラス A ( 日本 )
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 カナダの法規制に関する情報、 ク ラス A （カナダ）

 Korea Communications Commission (KCC) の通告 ( 韓国 )

FCC 通告

FCC、クラス A
QLogic BCM57xx および BCM57xxx ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM95709SA0908G

QLogic BCM57xx および BCM57xxx 10 ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM957710A1023G
 BCM957711A1123G (E03D001)
 E02D001

Dell Inc.
Worldwide Regulatory Compliance, Engineering and Environmental Affairs
One Dell Way PS4-30
Round Rock, Texas 78682, USA
512-338-4400

この装置は FCC （米国連邦通信委員会） 規則のパー ト  15 に適合し ています。 その動作

は以下の 2 つの条件に準じ ています。 （1） 当装置は有害な干渉を起こ さ ない。 （2） 当機

器は、 不要な動作を もたらす可能性のある干渉も含む、 あらゆる干渉を許容する。

本製品はテス ト 済みであ り、 FCC 規定の第 15 部に基づ く ク ラス A デジ タル装置の制限

に準拠し ている こ とが確認されています。 これらの制限は、 この機器を商用環境で動作
させる際に、 有害な干渉に対し て妥当な保護を提供するよ う に設定されています。 本製
品は、 無線周波エネルギーを発生させ、 使用し、 また放射する こ とがあ り ます。 メ ー
カーの取扱説明書に従わずに設置し た り使用し た りする と、 無線通信に有害な干渉を引
き起こす恐れががあ り ます。 本製品を住宅地域で動作させる と有害な干渉を引き起こす
こ とが予想されます。 その場合、 お客様の自己負担で干渉をな く す必要があ り ます。

これらの制限は、 この機器を非住宅地で設置する際に、 有害な干渉に対し て妥当な保護
を提供するよ う に設定されています。 ただ し、 特定の設置状況で干渉が発生し ないこ と
は保証できません。 この機器が、 無線やテレビの受信に対し て有害な干渉の原因と なら
ない場合 （これは機器の電源をオン / オフする こ とによ って確認する こ とができます）、

次の方法によ っ て干渉をな く すよ う にする こ と をおすすめし ます。

 受信アンテナの向き を変える。

 受信機に対するシステムの設置場所を変える。

 受信機から システムを遠ざける。

 システムと受信機が別の分岐回路上にあるよ う に、 システムを別のコ ンセン ト に

接続する。

当機器に対し、機械的または電気的な改良は加えないでください。 
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VCCI 通告

クラス A
QLogic BCM57xx および BCM57xxx ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM95709SA0908G

QLogic BCM57xx および BCM57xxx 10 ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM957710A1023G
 BCM957711A1123G (E03D001)
 E02D001

Dell Inc.
Worldwide Regulatory Compliance, Engineering and Environmental Affairs
One Dell Way PS4-30
Round Rock, Texas 78682, USA
512-338-4400

当機器は、 VCCI (Voluntary Control Council for Information Technology 
Equipment、 情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ) の基準に基づ く ク ラス A の条件

を満た し ています。 家庭環境で当機器を使用する と、 無線干渉を起こす場合があ り ます。
当機器は取扱説明書に従って、 設置 ・ 利用し て く だ さい。

VCCI クラス A 通告 ( 日本 )

CE の通告

クラス A
QLogic BCM57xx および BCM57xxx ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM95709SA0908G

QLogic BCM57xx および BCM57xxx 10 ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM957710A1023G

メモ

Dell Inc. の許可を得ずに機器に変更や改良を加えた場合は、 当機器の利用権限が

無効と されます。
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 BCM957711A1123G (E03D001)
 E02D001

Dell Inc.
Worldwide Regulatory Compliance, Engineering and Environmental Affairs
One Dell Way PS4-30
Round Rock, Texas 78682, USA
512-338-4400

この製品は、 2006/95/EC （低電圧指令）、 2004/108/EC （EMC 指令）、 および欧州連

合 （EU） の修正に準拠し ている こ とが確認されています。 

前述の指令および基準に従った 「適合宣言」 が行われ、 Dell Inc., Worldwide 
Regulatory Compliance, Engineering and Environmental Affairs, One Dell Way 
PS4-30, Round Rock, Texas 78682, USA に記録が残されています。

欧州連合（EU）、クラス A
警告 ： これはク ラス A 製品です。 この製品を家庭内環境で使用する と、 無線電波妨害を

引き起こすこ とがあ り ます。 この場合には使用者が適切な対策を講ずるよ う要求される
こ とがあ り ます。

カナダの法規制に関する情報 ( カナダのみ )
カナダ産業省、クラス A

QLogic BCM57xx および BCM57xxx ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM95709SA0908G

QLogic BCM57xx および BCM57xxx 10 ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM957710A1023G
 BCM957711A1123G (E03D001)
 E02D001

Dell Inc.
Worldwide Regulatory Compliance, Engineering and Environmental Affairs
One Dell Way PS4-30
Round Rock, Texas 78682, USA
512-338-4400

当ク ラス A デジ タル機器は Canadian ICES-003 に準拠し ています。

通告 ： カナダ産業省の規制によ り、 Dell Inc. による明確な承認を得ずに変造や改造を加

えた場合には、 当機器の利用権限が無効にな り ます。

カナダ産業省、クラス A
QLogic BCM57xx および BCM57xxx ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM95709SA0908G
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QLogic BCM57xx および BCM57xxx 10 ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM957710A1023G
 BCM957711A1123G (E03D001)
 E02D001

Dell Inc.
Worldwide Regulatory Compliance, Engineering and Environmental Affairs
One Dell Way PS4-30
Round Rock, Texas 78682, USA
512-338-4400

Cet appareil numérique de classe A est conforme à la norme canadienne 
ICES-003.

Avis : Dans le cadre des réglementations d'Industry Canada, vos droits 
d'utilisation de cet équipement peuvent être annulés si des changements ou 
modifications non expressément approuvés par Dell Inc. y sont apportés.

Korea Communications Commission（KCC）の通告 （韓国）

A クラス デバイス

QLogic BCM57xx および BCM57xxx ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM95709SA0908G (5709s-mezz)

QLogic BCM57xx および BCM57xxx 10 ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト コ ン ト ローラ

 BCM957710A1023G
 BCM957711A1123G (E03D001)
 E02D001

Dell Inc.
Worldwide Regulatory Compliance, Engineering and Environmental Affairs
One Dell Way PS4-30
Round Rock, Texas 78682, USA
512-338-4400
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19 トラブルシューティング

ト ラ ブルシューテ ィ ングの ト ピ ッ クには、 以下が含まれます。

 ハー ド ウ ェ アの診断

 292 ページの 「ポー ト の LED の確認」

 292 ページの 「 ト ラ ブルシューテ ィ ングチ ェ ッ ク リ ス ト 」

 293 ページの 「現行のド ラ イバがロー ド されているかど うかのチ ェ ッ ク」

 294 ページの 「ケーブル長のテス ト の実行」

 294 ページの 「ネ ッ ト ワーク接続性のテス ト 」

 295 ページの 「Hyper-V を使用し た Microsoft Virtualization」

 300 ページの 「QLogic BCM57xx および BCM57xxx デバイス ド ラ イバの削除」

 300 ページの 「Windows オペレーテ ィ ング システムをア ッ プグレー ド する」

 301 ページの 「QLogic ブー ト エージ ェ ン ト 」

 301 ページの 「QLASP」

 303 ページの 「Linux」

 303 ページの 「NPAR」

 304 ページの 「イーサネ ッ ト 経由のカーネルデバッ グ」

 304 ページの 「その他」

ハードウェアの診断
アダプ タ  ハー ド ウ ェ アをテス ト するためのループバッ ク診断テス ト が利用できます。

ループバッ ク診断テス ト では、 パケ ッ ト 情報が物理リ ン クに転送されるため、 アダプ
ター内部および外部の診断が可能にな り ます （Windows 環境でテス ト を実行する場合

の手順および情報については、 QCC GUI オン ラ イ ンヘルプを参照し て く だ さい）。 
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QCS 診断テストの失敗
QCS で診断テス ト を実行し ていて、 次のテス ト のいずれかが失敗し た場合、 システム

に取り付けた NIC または LOM にハー ド ウ ェ アの問題がある可能性があ り ます。 

 制御レジス タ テス ト

 MII レジス タ

 EEPROM
 内部メ モ リ

 チ ッ プ上 CPU
 割り込み

 ループバッ ク  - MAC 
 ループバッ ク  - PHY
 LED テス ト

失敗の解決に役立つトラブルシューティングの手順は、以下のとおりです。

1. 失敗し たデバイスを取り外し、 スロ ッ ト に再度取り付けて、 カー ドがスロ ッ ト 全
体にわたって し っかり と固定されている こ と を確認し ます。

2. テス ト を再実行し ます。

3. テス ト が再度失敗する場合は、 同じ モデルの別のカー ド に交換し てテス ト を実行
し ます。 正常なカー ド でテス ト にパス し た場合は、 テス ト に失敗し たデバイスに
ついて、 ハー ド ウ ェ ア ベンダーにお問い合わせ く だ さい。

4. マシンの電源を切り、 マシンから  AC 電源を取り外し てシステムを再起動し ます。 

5. 診断ソ フ ト ウ ェ アを削除し て、 再イ ンス ト ールし ます。

6. ハー ド ウ ェ ア ベンダーに問い合わせて く だ さい。

QCS ネットワークテストの失敗
通常、 QCS ネ ッ ト ワーク テス ト が失敗するのは、 ネ ッ ト ワーク または IP ア ド レスの設

定に問題があ り ます。 以下の手順は、 ネ ッ ト ワークの ト ラ ブルシューテ ィ ングのために
一般的に実行されます。

1. ケーブルが接続されてお り、 適切な リ ン クが確立されている こ と を確認し ます。

2. ド ラ イバがロー ド され、 イネーブルになっ ている こ と を確認し ます。

3. NIC または LOM に接続されているケーブルを交換し ます。

4. ipconfig コ マン ド を発行するか、 または OS IP 割り当てツールを確認し て、

IP ア ド レスが正し く 割り当てられている こ と を確認し ます。

5. アダプ ターが接続されているネ ッ ト ワークに対し て、 IP ア ド レスが正しいこ と を

確認し ます。
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ポートの LED の確認
ネ ッ ト ワーク リ ン ク と ア ク テ ィ ビテ ィ の状態を確認するには、 6 ページの 「ネ ッ ト ワー

ク リ ン ク と アク テ ィ ビテ ィ の状態の通知」 を参照し て く だ さい。

トラブルシューティングチェックリスト

以下のチ ェ ッ ク リ ス ト で、 QLogic BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターの取り付

け時の ト ラ ブルや、 システムでの実行時の ト ラ ブルを解決するための推奨アク シ ョ ンを
確認し て く だ さい。 

 ケーブルと接続をすべて点検し ます。 ネ ッ ト ワーク アダプ ターと スイ ッ チのケー

ブル接続が正し く 接続されている こ と を確認し ます。 ケーブル長や定格が 21 ペー

ジの 「ネ ッ ト ワークケーブルの接続」 に リ ス ト されている要件に準じ ているかど
う かを確認し ます。 

 20 ページの 「ア ド イ ン NIC の取り付け」 を見直し て、 アダプ ターの取り付けを

チ ェ ッ ク し ます。 アダプ ターがスロ ッ ト に正し く 装着されている こ と を検証し ま
す。 基板コ ンポーネン ト 、 または PCI エ ッ ジ コネク タ などにある明らかな損傷な

ど、 特定のハー ド ウ ェ ア問題をチ ェ ッ ク し ます。 

 コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン設定をチ ェ ッ ク し、 別のデバイス と拮抗し ている場合は

それら を変更し ます。 

 サーバーで使用し ている BIOS が 新である こ と を確認し ます。 

 アダプ ターを別のスロ ッ ト に挿入し てみます。 新しいスロ ッ ト でアダプ ターが動

作する場合は、 システム内の元のスロ ッ ト に欠陥がある可能性があ り ます。 

 不良アダプ ターを、 正し く 動作する こ とが確認されているアダプ ターと交換し ま

す。 初のアダプ ターが動作し なかったスロ ッ ト で交換し たアダプ ターが動作す
れば、 初のアダプ ターに欠陥がある と考えられます。 

 機能し ている別のシステムにそのアダプ ターを取り付け、 再度テス ト を実行し ま

す。 アダプ ターが新しいシステム内でテス ト に合格し た場合は、 元のシステムに
欠陥がある可能性があ り ます。 

 システムから他のアダプ ターをすべて取り外し、 も う一度テス ト を実行し ます。

アダプ ターがテス ト に合格し た場合は、 他のアダプ ターが競合を起こ し ている可
能性があ り ます。 

注意

サーバーのキャ ビネ ッ ト を開けてアダプ ターの取り付けまたは取り外し を行う前
に、 19 ページの 「安全上の注意」 をお読み く だ さい。
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現行のドライバがロードされているかどうかのチェック
現行のド ラ イバがロー ド されているかど う かを確認するために、 お使いのオペレーテ ィ
ングシステムの適切な手順に従って く だ さい。

Windows
アダプ ター、 リ ン クステータ ス、 およびネ ッ ト ワーク接続性に関する重要な情報を確認
するには、 QCC GUI オン ラ イ ンヘルプを参照し て く だ さい。

Linux
bnx2.o ド ラ イバが正し く ロー ド されている こ と を確認するには、 次のコ マン ド を発行

し ます。

lsmod | grep -i <module name> 
ド ラ イバがロー ド されている場合、 このコ マン ド の出力で、 バイ ト 単位の ド ラ イバのサ
イズ、 および設定済みのアダプ ターの数と それぞれの名前が表示されます。 次の例では、
bnx2 モジュール用にロー ド された ド ラ イバが表示されています。

[root@test1]# lsmod | grep -i bnx2
bnx2                  199238  0
bnx2fc                133775  0
libfcoe                39764  2 bnx2fc,fcoe
libfc                 108727  3 bnx2fc,fcoe,libfcoe
scsi_transport_fc      55235  3 bnx2fc,fcoe,libfc
bnx2i                  53488  11
cnic                   86401  6 bnx2fc,bnx2i
libiscsi               47617  8 
be2iscsi,bnx2i,cxgb4i,cxgb3i,libcxgbi,ib_iser,iscsi_tcp,libiscsi_tcp
scsi_transport_iscsi    53047  8 
be2iscsi,bnx2i,libcxgbi,ib_iser,iscsi_tcp,libiscsi
bnx2x                1417947  0
libcrc32c               1246  1 bnx2x
mdio                    4732  2 cxgb3,bnx2x
新しい ド ラ イバをロー ド し た後に再起動し た場合は、 次のコ マン ド を発行し て、 現在
ロー ド されている ド ラ イバが正しいバージ ョ ンである こ と を確認できます。

modinfo bnx2
出力例は次のとお り です。

[root@test1]# lsmod | grep -i bnx2
bnx2                  199238  0
または、 次のコ マン ド を発行する こ と もできます。

[root@test1]# ethtool -i eth2
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出力例は次のとお り です。

driver: bnx2x
version: 1.78.07
firmware-version: bc 7.8.6
bus-info: 0000:04:00.2
新しい ド ラ イバをロー ド し、 まだブー ト し ていない場合、 modinfo コ マン ド を実行し

ても、 更新後のド ラ イバ情報は表示されません。 代わり に、 次のコ マン ド を発行し て、
ログを表示し、 正しい ド ラ イバがロー ド されていて再起動の際にアク テ ィ ブになる こ と
を確認できます。

dmesg | grep -i "QLogic" | grep -i "bnx2"

ケーブル長のテストの実行
Windows オペレーテ ィ ングシステムでケーブル長テス ト を実行する場合は、 QCC GUI 
オン ラ イ ンヘルプをご覧 く だ さい。 ケーブル分析は、 BCM57xx および BCM57xxx 
10GbE ネ ッ ト ワーク アダプ ターでは実行できません。 

ネットワーク接続性のテスト

Windows
ネ ッ ト ワークの接続性は、 QLogic Control Suite の機能を使用し てテス ト できます。

また、 ping コ マン ド を発行し て、 ネ ッ ト ワーク接続が動作し ているかど うかを確認す

る こ と も できます。

Windows でネットワーク接続をテストするには、次の手順を実行します。

1. スタート を ク リ ッ ク し、 次に ファイル名を指定して実行 を ク リ ッ ク し ます。 
2. Open （開 く ） ボ ッ ク スに cmd と入力し、 OK を ク リ ッ ク し ます。 
3. テス ト するネ ッ ト ワーク接続を表示するには、 次のコ マン ド を発行し ます。

ipconfig /all 
4. 次のコ マン ド を発行し て ENTER を押し ます。 

ping <IP address>
表示される ping 統計は、 ネ ッ ト ワーク接続が機能し ているかど うかを示し ます。

メモ

リ ン ク速度を強制し た と きは、 アダプ ターと スイ ッ チの両方が同じ速度に強制さ
れている こ と を確認し て く だ さい。
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Linux
イーサネ ッ ト イ ン タ フ ェ ースが立ち上がっ ているかど う かを確認するには、ifconfig 
コ マン ド を発行し て、 イーサネ ッ ト イ ン タ フ ェースのステータ スをチ ェ ッ ク し ます。
netstat -i を使用し てイーサネ ッ ト イ ン タ フ ェースの統計情報を確認する こ とがで

きます。 ifconfig と netstat の情報については、 第 7 章 Linux ド ラ イバソ フ ト

ウ ェ アを参照し て く だ さい。 

ネ ッ ト ワーク上の IP ホス ト を ping し て、 接続が確立されている こ と を検証し ます。

コ マン ド ラ イ ンから、 ping <IP address> コ マン ド を発行し、 ENTER キーを押

し ます。

表示される ping 統計は、 ネ ッ ト ワーク接続が機能し ているかど うかを示し ます。 

Hyper-V を使用した Microsoft Virtualization
Microsoft Virtualization は、 Windows Server 向けのハイパーバイザー仮想化システム

です。 本項では、 Hyper-V を使い慣れたユーザーを対象と し てお り、 Hyper-V 使用時

の BCM57xx および BCM57xxx ネ ッ ト ワーク アダプ ターおよびチーム化されたネ ッ ト

ワーク アダプ ターの設定に関わる問題を扱います。 Hyper-V の詳細については、 次

を参照し て く だ さい。

http://www.microsoft.com/windowsserver2008/en/us/hyperv.aspx

表 19-1 では、 BCM57xx および BCM57xxx ネ ッ ト ワーク アダプ ターに対し て設定可

能な Hyper-V の機能を示し ます。 この表に、 Hyper-V の全機能が含まれているわけで

はあ り ません。

表 19-1. 設定可能なネットワークアダプター Hyper-V 機能

機能

Windows Server でサポート 
コメントと制限

2008 2008 R2 2012
以降

IPv4 はい はい はい —

IPv6 はい はい はい —

IPv4Large Send Offload （LSO） 
（親子パーテ ィ シ ョ ン）

はい はい はい —

IPv4 Checksum Offload （CO） 
（親子パーテ ィ シ ョ ン）

はい はい はい —

IPv6 LSO ( 親 / 子パーテ ィ シ ョ ン ) いいえ * はい はい * 仮想ネ ッ ト ワークにバイ ン ド

される場合、 OS の制限あ り。

IPv6 CO ( 親 / 子パーテ ィ シ ョ ン ) いいえ * はい はい * 仮想ネ ッ ト ワークにバイ ン ド

される場合、 OS の制限あ り。
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単一のネットワーク アダプタ
単一のネ ッ ト ワークアダプ ター用の Hyper-V を使用し た Microsoft 仮想化の設定は、 使

用する Windows Server のバージ ョ ンによ っ て異な り ます。

Windows Server 2008
Hyper-V システム上で BCM57xx および BCM57xxx ネ ッ ト ワーク アダプ ターを設定す

る場合は、 以下の点に注意し て く だ さい。

 仮想ネ ッ ト ワークにバイ ン ド されるアダプ ターの場合、 ド ラ イバの詳細設定プロ

パテ ィ から  VLAN タギングを設定し てはいけません。 ド ラ イバではな く 、

Hyper-V が単独で VLAN タギングを管理し ます。

 Hyper-V はジ ャ ンボフ レームをサポー ト し ないため、 この機能を使用し ないこ と

をお勧めし ます。 子パーテ ィ シ ョ ンで、 接続の問題が発生する こ とがあ り ます。

 Hyper-V によ って設定された Locally Administered Address （LAA、 ローカル

管理ア ド レス） は、 アダプ ターの詳細設定プロパテ ィ で設定されたア ド レスよ り
も優先されます。

 IPv6 ネ ッ ト ワークでは、 CO や LSO をサポー ト し、 Hyper-V 仮想ネ ッ ト ワーク

にバイ ン ド されるチームは、 QCS のオフ ロー ド機能と し て CO および LSO をレ

ポー ト し ますが、 CO および LSO は機能し ません。 この問題は、 Hyper-V の制

限です。 Hyper-V は、 IPv6 ネ ッ ト ワーク で CO および LSO をサポー ト し ていま

せん。

ジャ ンボ フ レーム いいえ * はい はい * OS の制限あ り。

RSS いいえ * いいえ * はい * OS の制限あ り。

RSC いいえ * いいえ * はい * OS の制限あ り。

SR-IOV いいえ * いいえ * はい * OS の制限あ り。

メモ

完全な機能を利用するには、 ゲス ト オペレーテ ィ ングシステム （子パーテ ィ シ ョ
ン） に、 Hyper-V のコ ンポーネン ト である Integrated Services がイ ンス ト ール

されている こ と を確認し て く だ さい。

表 19-1. 設定可能なネットワークアダプター Hyper-V 機能 ( 続き )

機能

Windows Server でサポート 
コメントと制限

2008 2008 R2 2012
以降
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Windows Server 2008 R2 および 2012
Hyper-V システム上で BCM57xx および BCM57xxx ネ ッ ト ワーク アダプ ターを設定す

る場合は、 以下の点に注意し て く だ さい。

 仮想ネ ッ ト ワークにバイ ン ド されるアダプ ターの場合、 ド ラ イバの詳細設定プロ

パテ ィ から  VLAN タギングを設定し てはいけません。 ド ラ イバではな く 、

Hyper-V が単独で VLAN タギングを管理し ます。

 Hyper-V によ って設定された Locally Administered Address （LAA、 ローカル

管理ア ド レス） は、 アダプ ターの詳細設定プロパテ ィ で設定されたア ド レスよ り
も優先されます。

 ゲス ト  OS の LSO および CO 機能は、 ネ ッ ト ワーク  アダプ タ  プロパテ ィ には依

存し ていません。

 ゲス ト  OS から ジ ャ ンボ フ レーム機能を使用可能にするには、 ネ ッ ト ワーク  アダ

プ タ と仮想アダプ タの両方でジ ャ ンボ フ レームを イネーブルする必要があ り ます。

ネ ッ ト ワークアダプ ターの Jumbo MTU プロパテ ィ を、 ゲス ト  OS 内から大きな 
MTU の ト ラ フ ィ ッ ク を許可するよ う に設定し ます。 仮想アダプ ターのジ ャ ンボパ

ケ ッ ト を、 送受信パケ ッ ト をセグ メ ン ト 化するために設定し ます。

チーム化ネットワーク アダプタ
表 19-2 では、 BCM57xx および BCM57xxx ネ ッ ト ワーク アダプ ターに対し て設定可

能な Hyper-V 対応の機能を特定し ています。 この表に、 Hyper-V の全機能が含まれて

いるわけではあ り ません。

表 19-2. 設定可能なチーム化ネットワークアダプター Hyper-V 機能

機能

Windows Server バージョンで
サポート

コメントと制限

2008 2008 R2 2012
以降

Smart Load Balancing （SLB）

およびフ ェ イルオーバーチーム
タ イプ

はい はい はい 新の QLASP 6 バージ ョ ンでは、 複

数メ ンバーの SLB チームが使用可能。

メ モ ： VM MAC は外部スイ ッ チには

提示されません。

リ ン ク集約 （IEEE 802.3ad 
LACP） チームタ イプ

はい はい はい —

通有中継 （FEC/GEC） 802.3ad 
Draft Static チームタ イプ

はい はい はい —

フ ェ イルオーバー はい はい はい —

LiveLink はい はい はい —
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Windows Server 2008
Hyper-V システム上で BCM57xx および BCM57xxx ネ ッ ト ワーク アダプ ターを設定す

る場合は、 以下の点に注意し て く だ さい。

 チームを Hyper-V 仮想ネ ッ ト ワークにバイ ン ド する前に、 チームを作成し ます。

 まだ Hyper-V 仮想ネ ッ ト ワークに割り当てられていないアダプ タ だけでチームを

作成し ます。

 IPv6 ネ ッ ト ワークでは、 CO や LSO をサポー ト し、 Hyper-V 仮想ネ ッ ト ワーク

にバイ ン ド されるチームは、 QCS のオフ ロー ド機能と し て CO および LSO をレ

ポー ト し ますが、 CO および LSO は機能し ません。 この問題は、 Hyper-V の制

限です。 Hyper-V は、 IPv6 ネ ッ ト ワーク で CO および LSO をサポー ト し ていま

せん。

Large Send Offload （LSO） 制限あり * はい はい * 表 19-1 で概説する ミ ニポー ト 制限

に準拠。

Checksum Offload （CO） 制限あり * はい はい * 表 19-1 で概説する ミ ニポー ト 制限

に準拠。

アダプ タ上の Hyper-V VLAN はい はい はい —

チーム化アダプ タ上の Hyper-V 
VLAN

はい はい はい —

VLAN 上の Hyper-V VLAN 制限あり * 制限あり * 制限あ り * タグな しの VLAN のみ。

アダプ タ上の Hyper-V 仮想ス

イ ッ チ

はい はい はい —

チーム化アダプ タ上の Hyper-V 
仮想スイ ッ チ

はい はい はい —

VLAN 上の Hyper-V 仮想スイ ッ

チ

はい はい はい —

iSCSI ブー ト いいえ いいえ * いいえ * * SAN へのリ モー ト ブー ト がサポー ト

されています。

Virtual Machine Queue
（VMQ）

いいえ はい はい 299 ページの 「SLB チーム化で VMQ 
を設定する」 を参照し て く だ さい。

RSC いいえ いいえ はい —

表 19-2. 設定可能なチーム化ネットワークアダプター Hyper-V 機能 ( 続き )

機能

Windows Server バージョンで
サポート

コメントと制限

2008 2008 R2 2012
以降
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 ホス ト （親パーテ ィ シ ョ ン） とゲス ト （子パーテ ィ シ ョ ン） の両方で QLASP 
チーム化ソ フ ト ウ ェ アを使っ て VLAN タギングを問題な く 実行するには、 タギン

グ用にチームを構成する必要があ り ます。 単一アダプ ターでの VLAN タギングと

は異な り、 QLASP ソ フ ト ウ ェ アの使用時には、 タギングは Hyper-V では管理さ

れません。

 チームを変更または削除するには、 次のよ う に Hyper-V Manager を使用し ます。

1. チーム内でいずれかの VNIC を使用するすべてのゲス ト  OS から、 チーム

のバイ ンデ ィ ングを削除し ます。

2. 設定を変更し ます。

3. チームの VNIC をゲス ト  OS に再バイ ン ド し ます。 

Windows Server 2008 R2
Hyper-V システム上で BCM57xx および BCM57xxx ネ ッ ト ワーク アダプ ターを設定す

る場合は、 以下の点に注意し て く だ さい。

 チームを Hyper-V 仮想ネ ッ ト ワークにバイ ン ド する前に、 チームを作成し ます。

 まだ Hyper-V 仮想ネ ッ ト ワークに割り当てられていないアダプ タ だけでチームを

作成し ます。

 VLAN タギング用に設定された QLASP 仮想アダプ ターは、 Hyper-V 仮想ネ ッ ト

ワークにバイ ン ド できます。 これはサポー ト されている設定です。 ただ し、
QLASP の VLAN タギング機能は、 Hyper-V の VLAN 機能とは併用できません。

Hyper-V の VLAN 機能を使用するには、 QLASP チームのタグを解除する必要が

あ り ます。

 チームを変更または削除するには、 次のよ う に Hyper-V Manager を使用し ます。

1. チーム内でいずれかの VNIC を使用するすべてのゲス ト  OS から、 チーム

のバイ ンデ ィ ングを削除し ます。

2. 設定を変更し ます。

3. チームの VNIC をゲス ト  OS に再バイ ン ド し ます。 

SLB チーム化で VMQ を設定する

スマー ト 負荷バラ ンスおよびフ ェ イルオーバー （SLB） タ イプのチーム化を使用するよ

う に設定されたシステムに Hyper-V サーバーがイ ンス ト ールされている場合は、

Virtual Machine Queueing （VMQ） を有効にし てネ ッ ト ワーク全体のパフ ォーマンス

を改善できます。 VMQ では、 外部の仮想ネ ッ ト ワークから  SLB チームで定義されてい

る仮想マシンに直接パケ ッ ト を送信できるため、 これらのパケ ッ ト のルー ト 指定が不要
にな り、 結果的にオーバーヘ ッ ドが減少し ます。

VMQ 対応の SLB チームを作成するには：

1. SLB チームを作成し ます。 チーム化ウ ィ ザー ド を使用し ている場合は、 SLB チー

ム タ イプを選択し、 [Enable HyperV Mode/Hyper V モー ド を有効にする ] も
選択し ます。 エキスパー ト モー ド を使用し ている場合は、 Create Team （チーム
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の作成） ページまたは Edit Team （チームの編集） ページで、 このプロパテ ィ を

有効にし ます。 

2. 次の手順に従っ て、 必要なレジス ト リ  エン ト リ を Windows に追加し ます。

http://technet.microsoft.com/en-us/library/gg162696%28v=ws.10%29.aspx

3. VMQ を有効にするチーム メ ンバーご とに、 次のレジス ト リ エン ト リ を変更し て、

一意のイ ンス タ ンス番号 （次の例では 0026） を設定し ます。

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\Class\
{4D36E972-E325-11CE-BFC1-08002BE10318}\0026]

"*RssOrVmqPreference"="1" 

QLogic BCM57xx および BCM57xxx デバイスドラ
イバの削除

QLogic BCM57xx および BCM57xxx デバイス ド ラ イバをシステムから アン イ ンス

ト ールする場合、 必ず InstallShield ウ ィ ザー ド を使用し て く だ さい。 [ デバイス マネー

ジ ャ ] などを使用し てデバイス ド ラ イバをアン イ ンス ト ールする と、 完全にアン イ ンス

ト ールされず、 システムが不安定になる原因になる場合があ り ます。 QLogic BCM57xx 
および BCM57xxx デバイス ド ラ イバをアン イ ンス ト ールする方法については、 79 ペー

ジの 「デバイス ド ラ イバの削除」 を参照し て く だ さい。 デバイス ド ラ イバを削除する と、
QLogic Control Suite もその他すべての管理アプ リ ケーシ ョ ン と一緒に削除されます。

デバイスマネージ ャ を使用し て手動でデバイス ド ラ イバを削除し てからデバイス ド ラ イ
バを再イ ンス ト ールし よ う と し て失敗し た場合、 InstallShield ウ ィ ザー ド から  Repair
（修復） オプシ ョ ンを実行し ます。 QLogic BCM57xx および BCM57xxx デバイス ド ラ

イバを修復する方法については、 78 ページの 「ド ラ イバソ フ ト ウ ェ アの修復または再イ

ンス ト ール」 を参照し て く だ さい。

Windows オペレーティング システムをアップグレー
ドする

このセク シ ョ ンでは、 以下の Windows ア ッ プグレー ド について説明し ます。

 Windows Server 2003 から  Windows Server 2008
 Windows Server 2008 から  Windows Server 2008 R2
 Windows Server 2008 R2 から  Windows Server 2012

QLogic BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターがシステムに取り付けられている場

合、 QLogic は、 OS ア ッ プグレー ド を実行する前に以下の手順を行う こ と をお勧めし

ます。

1. すべてのチームと アダプ タの IP 情報を保存し ます。

2. イ ンス ト ーラ を使用し て、 すべての QLogic ド ラ イバをアン イ ンス ト ールし ます。

http: //technet.microsoft.com/en-us/library/gg162696%28v=ws.10%29.aspx
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3. Windows ア ッ プグレー ド を実行し ます。

4. 新の QLogic アダプ ター ド ラ イバと  QLogic Control Suite アプ リ ケーシ ョ ンを

再イ ンス ト ールし ます。

QLogic ブートエージェント
トラブル ： PXE を使っ て DHCP からネ ッ ト ワークの設定値が入手できない。

ソリューション ： 正し く 操作するためには、 スパニング ツ リー プロ ト コル (STP) が
デ ィ スエーブルされているか、 または PXE ク ラ イアン ト が接続されているポー ト で 
portfast モー ド  (Cisco) がイネーブルされているかを確認し て く だ さい。 た と えば、

spantree portfast 4/12 enable のよ う に設定し ます。

QLASP
トラブル ： チームに一部だった NIC を物理的に削除し て再起動する と、 チームは期待ど

お り には動作し な く なる。

ソリューション ： システムからチーム化し た NIC を物理的に削除するには、 初にチー

ムから  NIC を削除する必要があ り ます。 シ ャ ッ ト ダウンする前にこれを実行し ておかな

いと、 その後の再起動でチームが分割される可能性があ り ます。 これが原因で、 チーム
が予期し ない動作をする こ とがあ り ます。

トラブル ： IPv6 ア ド レスを使用するチームを削除し、 チームを再作成し た後、 古いチー

ムの IPv6 ア ド レスが再作成されたチームに使用される。

ソリューション ： これはサー ドパーテ ィ 側の問題です。 古いチームの IPv6 ア ド レスを

削除するには、 システムの Network Connections （ネ ッ ト ワーク接続） から、 チーム

の TCP/IP プロパテ ィ の General （全般） ページを表示し ます。 古いア ド レスを削除し

て新しい IPv6 ア ド レスを入力するか、 IP ア ド レスを自動的に取得するオプシ ョ ンを選

択し ます。

トラブル ： ネ ッ ト ワーク負荷分散対応 BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターをチー

ムに追加する と、 予期し ない結果が起こ る こ とがある。

ソリューション ： チームを作成する前に、 BCM57xx および BCM57xxx アダプ ターか

らネ ッ ト ワーク負荷分散をアンバイ ン ド し、 チームを作成し てからネ ッ ト ワーク負荷分
散をチームにバイ ン ド し ます。
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トラブル ： 802.3ad チームを含むシステム上で、 システム イベン ト  ログに Netlogon 
サービスの失敗が記録され、 起動時に ド メ イ ン コ ン ト ローラ との通信ができな く なる。

ソリューション ： Microsoft サポー ト 技術情報文書 326152
（ http://support.microsoft.com/kb/326152/en-us） による と、 ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト

アダプ ターでは、 ド ラ イバが初期化を実行し てネ ッ ト ワーク イ ン フ ラス ト ラ クチャ との
リ ン ク をネゴシエーシ ョ ンする と きに リ ン クが不安定になるため、 ド メ イ ン コ ン ト ロー
ラ との接続で問題が発生する可能性があ り ます。 GbE アダプ ターが 802.3ad チームに

参加し ている場合は、 このチームタ イプに必要なスイ ッ チ と さ らにネゴシエーシ ョ ンを
行う ため、 リ ン クネゴシエーシ ョ ンはさ らに影響を受けます。 上記のサポー ト 技術情報
文書で指摘し ているよ う に、 この問題が発生し た場合は、 別のサポー ト 技術情報 
938449 （ http://support.microsoft.com/kb/938449） で説明されている、 メ デ ィ ア検

出機能を無効にする方法が有効です。

トラブル ： 802.3ad チーム メ ンバーのリ ン クが切断と再接続を繰り返す ( すべてのオペ

レーテ ィ ング システムで発生する ト ラ ブル )。
ソリューション ： これはサー ドパーテ ィ 側の問題です。 この ト ラ ブルは、 LACP がパッ

シブまたはアク テ ィ ブ と し て有効化されている状態で、サーバー上で 802.3ad チームを 
3 つ以上のメ ンバーと一緒に設定し、 HP2524 スイ ッ チに接続する と発生し ます。 HP 
スイ ッ チには、 LACP チャネルが 2 つのメ ンバーのみに正常に対応する こ とが表示され

ます。 これ以外のチーム メ ンバーについては、 リ ン クの接続が切れた り、 その後再接続

された り し ます。 この問題は、 Cisco Catalyst 6500 では発生し ません。

トラブル ： チーム メ ンバーに対する ド ラ イバが無効化されている場合に、 通有中継
（GEC/FEC） /802.3ad-Draft Static チームタ イプで一部のネ ッ ト ワーク接続が失われ

る こ とがある。

ソリューション ： チーム メ ンバーが基本的な管理ソ フ ト ウ ェ ア （ASF/UMP） または 
Wake on LAN をサポー ト し ている場合には、 ド ラ イバが無効にされていても アダプ

ターのスイ ッ チで リ ン ク を維持できる こ とがあ り ます。 このリ ン クの結果、 スイ ッ チは
ト ラ フ ィ ッ ク をア ク テ ィ ブなチーム メ ンバーのポー ト にルーテ ィ ングするのではな く 、
接続されているポー ト に送り続けます。 無効かされているアダプ ターをスイ ッ チから外
すと、 他のアク テ ィ ブなチーム メ ンバーに対し て ト ラ フ ィ ッ クが再開されます。

トラブル ： Large Send Offload （LSO、 大量送信オフ ロー ド ） と  Checksum Offload
（チ ェ ッ クサムオフ ロー ド ） がチームで機能し ない。

ソリューション ： チームのアダプ タのう ちいずれか 1 つでも  LSO をサポー ト し ていな

い場合は、 LSO はそのチームでは機能し ません。 LSO をサポー ト し ないアダプ タ を

チームから取り除き、 LSO をサポー ト するアダプ タ と交換し て く だ さい。 Checksum 
Offload （チ ェ ッ クサムオフ ロー ド） の場合も同様です。

トラブル ： チームのメ ンバーであるアダプ タの詳細設定プロパテ ィ を変更し た後、 その
チームの詳細設定プロパテ ィ が変更されない。

ソリューション ： アダプ ターがチームのメ ンバーと し て含まれている と きに、 詳細設定
プロパテ ィ を変更する場合は、 チームを再構築し て、 チームの詳細設定プロパテ ィ が正
し く 設定されている こ と を確認する必要があ り ます。

http: //support.microsoft.com/kb/326152/en-us
http: //support.microsoft.com/kb/938449
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Linux
トラブル ： SFP+ フ ロー制御に対応し た BCM57xx および BCM57xxx デバイスが、

Rx/Tx Enable （Rx/Tx 有効） ではな く デフ ォル ト で Off （オフ） になる。

ソリューション ： SFP+ デバイスは、 フ ロー制御の自動ネゴシエーシ ョ ンをサポー ト し

ないため、 バージ ョ ン 1.6.x 以降では、 フ ロー制御のデフ ォル ト 設定が Rx Off and Tx 
Off （Rx オフおよび Tx オフ） に変更されま し た。

トラブル ： 2.6.16 よ り も古いカーネルを使用し てお り、 2 個の BCM57711 ネ ッ ト ワー

ク アダプ ターを搭載し たサーバーに 16 のパーテ ィ シ ョ ンを作成し よ う とする と、 一部

のパーテ ィ シ ョ ンが作成されず、 容量不足を示すエ ラーが表示される。

ソリューション ： デフ ォル ト の vmalloc サイズが比較的小さ く 、 多 く のイ ン タ

フ ェースのロー ド には不十分であるアーキテ クチャの場合、 ブー ト 時に 
vmalloc=<size> を使用し てサイズを大き く し ます。

トラブル：Linux システムに取り付けられている BCM57xx および BCM57xxx 10GbE 
ネ ッ ト ワークアダプ ターで、 ルーテ ィ ングが機能し ない。

ソリューション ： Linux カーネルバージ ョ ンが 2.6.26 よ り も古いシステムに取り付けら

れている BCM57xx および BCM57xxx 10GbE ネ ッ ト ワークアダプ ターの場合、

ethtool （可能な場合） またはド ラ イバのパラ メ ータ （44 ページの 「disable_tpa」 を参

照） を使用し て、 TPA を無効にし ます。 ethtool を使用し て特定の BCM57xx および 
BCM57xxx 10GbE ネ ッ ト ワークアダプ ターの TPA （LRO） を無効化し ます。

トラブル ： C-CNIC 環境の BCM57xx および BCM57xxx 1GbE ネ ッ ト ワーク アダプ

ターで、 フ ロー制御が機能し ない。

ソリューション ： フ ロー制御は機能し ていますが、 C-CNIC 環境では機能し ていないよ

う に見えます。 ネ ッ ト ワーク  アダプ タは、 オンチ ッ プ バッ フ ァが不足し た場合に 
PAUSE フ レームを送信できますが、 アダプ タは他の受信キューの Head-Of-Line ブ
ロ ッキングも防止し ます。 head-of-line ブロ ッ キングによ り、 オンチ ッ プ フ ァームウ ェ

アはオンチ ッ プ受信バッ フ ァ内のパケ ッ ト を破棄するよ う になるため、 特定のホス ト
キューが不足し た場合にオンチ ッ プ受信バッ フ ァがまれに不足する こ とがほとんどない
ため、 フ ロー制御が機能し ていないよ う に見えます。

トラブル ： ド ラ イバソース コー ドのコ ンパイル中にエ ラーが表示される。

ソリューション ： Linux デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ン版のイ ンス ト ールでは、 デフ ォル ト で

は開発ツールがイ ンス ト ールされないこ とがあ り ます。 ド ラ イバソースコー ド を コ ンパ
イルする前に、 使用し ている Linux デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンの開発ツールがイ ンス ト ー

ルされている こ と を確認し ます。

NPAR
トラブル ： NPAR モー ドのデバイスの 4 つのポー ト すべてでス ト レージ設定に整合性が

ない場合、 次のエ ラー メ ッ セージが表示される。

PXE-M1234: NPAR block contains invalid configuration during boot.
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iSCSI の パーソナ リ テ ィ が 1 つのポー ト の 初のパーテ ィ シ ョ ンで有効な際に、 FCoE 
パーソナ リ テ ィ が別のポー ト の 初のパーテ ィ シ ョ ンで有効な場合、 ソ フ ト ウ ェ アの欠
陥によ り、 システムは iSCSI または FCoE ターゲ ッ ト に対し て BFS ブー ト を実行でき

ない場合があ り ます。 MBA ド ラ イバはこの設定のチ ェ ッ ク を実行し、 このよ う な設定

が検出される と、 プロンプ ト が表示されます。 
ソリューション ： 7.6.x のフ ァームウ ェ ア と ド ラ イバを使用し ている場合、 このエ ラー

を回避するには、 iSCSI または FCoE が 初のパーテ ィ シ ョ ンで有効な場合、 そのデバ

イスの 4 つのポー ト すべてのパーテ ィ シ ョ ンで同じ設定を有効にするよ う に NPAR ブ
ロ ッ ク を設定し ます。

イーサネット経由のカーネルデバッグ
トラブル ： Windows 8.0 または Windows Server 2012 システムで、 イーサネ ッ ト

ネ ッ ト ワーク経由のカーネルデバッ グを実行し よ う とする と、 システムが起動し ない。
Windows 8.0 または Windows Server 2012 OS が Unified Extensible Firmware 
Interface （UEFI） モー ド向けに設定されているシステムでは、 この ト ラ ブルが一部の

アダプ ターで発生する可能性があ り ます。 UEFI プ リ ブー ト 環境では、 フ ァームウ ェ ア

のエ ラーが表示され、 マスク不可能割り込みの例外が発生し たこ とが通知される こ とが
あ り ます。

ソリューション ： Microsoft サポー ト 技術情報文書 2920163 「 Non Maskable 
Interrupt error during boot on a system which has been configured for kernel 
debugging over Ethernet」 （イーサネ ッ ト 経由でカーネルデバッ グを実行するよ う に設

定されたシステムでは、 起動時にマスク不可能割り込みエ ラーが発生する） を参照し て
く だ さい。

その他
トラブル ： BCM57810 10GbE NIC が、 10Gbps または 1Gbps の WoL リ ン ク速度を

サポー ト し ない。

ソリューション ： 電力消費量の制限があるため、 BCM57810 10GbE NIC は、

100Mbps WoL リ ン ク速度のみをサポー ト できます。

トラブル ： Windows で iSCSI ク ラ ッ シュ  ダンプが機能し ない。

ソリューション ： イ ンス ト ーラ を使用し てデバイス ド ラ イバをア ッ プグレー ド する と、
iSCSI ク ラ ッ シュダンプ ド ラ イバも ア ッ プグレー ド されるため、 QCS の 
Configurations （設定） ページの Advanced （詳細設定） セク シ ョ ンで iSCSI Crash 
Dump （iSCSI ク ラ ッ シュダンプ） を再び有効にする必要があ り ます。

トラブル ： Windows Server 2008 R2 で、 OS が iSCSI ブー ト  OS と し て実行されて

いる場合、 VolMgr エ ラー 「システムはク ラ ッ シュ  ダンプ ド ラ イバを正常にロー ド する

こ とができませんで し た」 がイベン ト  ログに表示されます。

ソリューション ： QCC の Configurations （設定） ページの Advanced （詳細設定） セ

ク シ ョ ンで iSCSI Crash Dump （iSCSI ク ラ ッ シュダンプ） を有効にし ます。

http: //support.microsoft.com/kb/2920163
http: //support.microsoft.com/kb/2920163
http: //support.microsoft.com/kb/2920163
http: //support.microsoft.com/kb/2920163
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トラブル ： システムによ っては、 システムの起動後に取り付けた QLogic BCM57xx お
よび BCM57xxx アダプ ターが、 適なレベルで実行されない場合がある。 
ソリューション ： システムによ っては、 システムの起動後にアダプ タ を取り付ける と、
システムの BIOS がキャ ッ シュ  ラ イ ン サイズおよび待ち時間タ イマーをセ ッ ト し ない

場合があ り ます。 アダプ タ を取り付けたあとに、 システムを再起動し て く だ さい。 

トラブル ： SNP をアン イ ンス ト ールする と、 QCC の Resource Reservations （リ

ソース予約） で設定ができな く なる。

ソリューション ： SNP を再イ ンス ト ールし ます。 システムから  SNP をアン イ ンス ト ー

ルする前に、 Configurations （設定） ページの Resource Reservations （リ ソース予

約） セク シ ョ ンから表示できる Resource Configuration （リ ソースの設定） ウ ィ ン ド

ウで、 NDIS を有効にするチ ェ ッ クボ ッ クスが選択されている こ と を確認し て く だ さい。

NDIS がデ ィ スエーブルの状態で SNP を削除する と、 デバイスにア クセス し て再びイ

ネーブルにする こ とができな く な り ます。

トラブル ： QLogic アダプ ター ド ラ イバのイ ンス ト ール中に、 システムイベン ト ログに 
DCOM エ ラー メ ッ セージ （イベン ト  ID 10016） が表示される。

ソリューション ： これは Microsoft の問題です。 詳細については、 Microsoft のサポー

ト 技術情報文書 KB913119 （ http://support.microsoft.com/kb/913119） を参照し て く

だ さい。

トラブル ： システムで複数の BCM57710 ネ ッ ト ワーク  アダプ タ を使用し ている と、 パ

フ ォーマンスが低下する。

ソリューション ： 大 4 つのネ ッ ト ワーク アダプ ターを使用する と きには 低 2GB、 4 
つ以上のネ ッ ト ワーク アダプ ターを使用する と きには 低 4GB のメ イ ン メ モ リ容量を

確保し て く だ さい。

トラブル ： iSCSI オフ ロー ド を介し て iSCSI ターゲ ッ ト に Windows Server 2008 を
リ モー ト イ ンス ト ールし よ う とする と、 イ ンス ト ールが完了せず、 コ ンピ ュータが繰り
返し再起動される。

ソリューション ： これは Microsoft の問題です。 Microsoft ホ ッ ト フ ィ ッ クスの適用の

詳細については、 Microsoft のサポー ト 技術情報文書 KB952942
（ http://support.microsoft.com/kb/952942） を参照し て く だ さい。

トラブル ： ネ ッ ト ワーク  アダプ タがシ ャ ッ ト ダウン し、 ネ ッ ト ワーク  アダプ タのフ ァ ン

が故障し たこ と を示すエ ラー メ ッ セージが表示されます。

ソリューション ： 永続的な損傷を避けるためにネ ッ ト ワーク  アダプ タがシャ ッ ト ダウン

されま し た。 Dell のサポー ト までお問い合わせ く だ さい。

トラブル ： ブレー ドサーバーで 4 ポー ト アダプ ター BCM57840 を使用し ている と き

に、 ポー ト  3 と  4 で リ ン ク な し と表示される。 
ソリューション ： I/O ( スイ ッ チ ) モジュールは、 32 個の内部ポー ト をサポー ト する必

要があ り ます。 サポー ト し ていない場合、 ポー ト  3 と  4 はリ ン ク を確立できません。

http: //support.microsoft.com/kb/913119
http: //support.microsoft.com/kb/952942
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